



    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第四部　その月の導く明日へＶ






プロローグ◆ベルの三日ぼう……日記！


第　一　話◆心一つに……ならず！


第　二　話◆帝国のウマニア、語り倒す！


第　三　話◆小さな背信、アンヌの想い


第　四　話◆重装騎兵ミーア、出陣す！


第　五　話◆駄馬と賢姫⇔賢馬と駄姫


第　六　話◆ミーア姫、心を揺らしてしまう！


第　七　話◆ミーアの提案、小驪、鋭く洞察してしまう！


第　八　話◆ミーア、キャッキャウフフの水かけ遊びを楽しむ


第　九　話◆ミーアの黒〇パン


第　十　話◆ミーア姫、籠絡ろうらくに失敗する……失敗する？


第 十一 話◆幸せな夢の終わりのように……


第 十二 話◆ミーアの叡智の高度な計算に基づいて


第 十三 話◆小驪の矜持きょうじ


第 十四 話◆某族長プロデュースのトンデモ説、浸透す


第 十五 話◆勇ましき姫の雄叫びに、観衆は熱狂し


第 十六 話◆決着


第 十七 話◆妄想の天馬に乗って！


第 十八 話◆待望の人脈


第 十九 話◆ミーア姫、念を押す。そして……


第 二十 話◆巫女姫とシュトリナ


第二十一話◆息を吸うように流される


第二十二話◆ダレかの薫陶くんとうを受けて


第二十三話◆導しるべなき決意


第二十四話◆攻防


第二十五話◆孫娘の成長とミーアの感慨


第二十六話◆ミーア姫、巧みに（相）槌を振るう


第二十七話◆蛇とはなにか？


第二十八話◆『地を這うモノの書』


第二十九話◆ルードヴィッヒの悩み


第 三十 話◆油断大敵～ミーア姫、少々昂たかぶる～


第三十一話◆はじめての共同作業


第三十二話◆蛇の悪意


第三十三話◆キノコなき不吉な森


第三十四話◆蛇の城へ


第三十五話◆失礼な親近感


第三十六話◆もう一人の王子


第三十七話◆導の少女I〜帝都の空に月は輝き〜


第三十八話◆導の少女II〜ミーアのすべきこと〜


第三十九話◆見せつけよ。揺るぎない自分ファーストを


第 四十 話◆静かに侵食する、ツッコミなき世界……


第四十一話◆戦いの終焉しゅうえん


第四十二話◆自分ファースト探求


エピローグ◆幸せな夢の続き


真エピローグ◆ふっ、増えてる!?






それぞれのエピローグ、そして……。


アンヌ・リトシュタイン〜空のベッドを直して〜


ルードヴィッヒ・ヒューイット〜未完の教材・間違った答え〜


ディオン・アライア〜将軍と呼ばれること〜


エリス・リトシュタイン〜受け継がれる皇女伝〜


ラーニャ・タフリーフ・ペルージャン〜帝国の叡智の誤算〜






ミーアのさいかい(を心待ちにする）日記


あとがき～Ｆｉｎの文字を蹴っ飛ばし……～


特別収録キャラクターインタビュー


巻末おまけ四コマ


巻末おまけコミカライズ第二十二話


電子版特典SS皇女ミーアベルの冒険！
～ドキドキ！　帝都探訪編～


ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ限定書き下ろしSS「アベルお祖父ちゃん、決闘を申し込む！」







イラスト──Gilse


デザイン──名和田耕平デザイン事務所







    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ　ベルの三日ぼう……日記！


騎馬王国の南都は、レムノ王国との関係の深い場所だった。


地理的にとても近いゆえ交流が盛んであり、町の様々な場所にもその影響が窺うかがえた。


そして、建築物はその最たるものだった。


他の部族がおおむね移動式の幕屋で暮らしているのに対し、南都の建物は石などによって造られたものがほとんどだ。


ミーアたち一行が、滞在用に割り当てられた建物も、セントノエル学園の寮や、帝国の白月宮殿と比べても、さほど違和感のない造りをしていた。


けれど、当然のことながら違いもある。部屋の中には、テーブルや椅子の類たぐいがないのだ。


床にふかふかの絨毯じゅうたんが敷かれているのみで、家具も運びやすい小さなものが多い。これは、遊牧をしていた時代の文化の流れを受けたものなのかもしれなかった。


そんな絨毯の上、一人の少女が寝転がっていた。


うつぶせに寝転がり、はしたなく、足をパタパタさせている。実になんとも、大国の姫君にあるまじき態度である！


「えーっと……。サンクランド王国に行った後、ボクたちは、騎馬王国に来ました、と。途中で盗賊に襲われたり、狼を使うお姉さんと出会ったり……それで、えーっと、騎馬王国の十二部族と失われた火カの一族とを和解させるために、ミーアお姉さまは、族長会議に臨まれて、そして……」


右手のペンを唇に当て、少女、ベルは、うーむ！　と唸うなった。


「もうちょっと上手く書けそうだけど……下書きだからいいかな……」


「ベルちゃん、なにを書いてるの？」


そんなベルを不思議そうに見つめているのは、シュトリナだった。


こちらは、大貴族の令嬢らしく、上品かつ隙のない所作で、絨毯の上に座っている。


わんぱくな雰囲気のベルとは大違いだ。


「えへへ、実は、日記を書こうかな、と思って」


「日記……？」


きょとんと首を傾かしげるシュトリナに、ベルはニッコリ笑みを浮かべた。


「ミーアお姉さまは日記をつけてると聞いたので、せっかくだから、ボクも、と思って」


そう言ってベルが差し出したのは、紙の束だった。


「帝都ルナティアに帰ったら、きちんとしたものを買ってくれるみたいなので、今はメモだけなんですけど……。きちんと日記をつけておくのは、いい勉強になるってルードヴィッヒ先生も言ってくれたので、頑張ってみようかなって思ってます」


それから、ベルは、むむぅっと眉間みけんにしわを寄せて、


「それにしても、酷ひどいんですよ？　ミーアお姉さま、ボクじゃあ三日ももたないから、わざわざ日記帳を買うのはもったいない、とか言ったんだから。まったく失礼しちゃいます。いくらボクが飽きっぽいからって、三日では飽きません。十日はもちます！」


などと、胸を張るベルだったが……そこは胸を張るところではない。


まぁ、それはさておき……。


「だから、ミーアお姉さまに証明するためにも、日記の下書きを作っているところなんです。こうして、きちんと三日以上はもつということを、証明してやるんです」


「ふぅん……そうなんだ」


シュトリナは、そーっとベルの持つ紙束に視線を送ろうとした。のだが……。


「あ、ダメですよ。リーナちゃん。日記は他人に見せるものじゃないから」


ベルは、紙束を胸元に抱きしめて、それから、指を振り振りドヤ顔で……。


「日記は、あくまでも、その日の自分を見つめなおすためのものなんです。その証拠に、前に見させてもらったミーアお姉さまの日記なんか、その日に食べたお料理のことまで事細かに書かれているんですから」


偉そうに、どこか誇らしげに、ベルは笑った。それから、ふと、どこか遠いところに目を向けて……。


「ボクも日記を書き続けてたら、ミーアお姉さまみたいになれるかな……」


それは、シュトリナに向けたものではない、誰かに向けた問いかけ。


けれど、その問いに答えが出ることはなかった。


なぜなら、思いつきで書き始められたベルの日記は、ミーアの予測したとおり、三日しか続かなかったからだ。


けれど、それは飽きっぽさが原因ではなかった。


忍耐力のなさが原因でもなければ、サボり癖が原因でもない。それは……。







第一話　心一つに……ならず！


族長会議を終えたミーアは、


──うふふ、今回のわたくし、ちょっと冴さえてましたわ。これは、あのクソメガネあたりでも聡明と言ってくれるのではないかしら？


などと上機嫌に慢心しつつ、建物の外でルードヴィッヒらと合流。そのまま、林リン族が滞在している建物まで戻った。


そこで、ルードヴィッヒをはじめ、主だったメンバーに族長会議の結果を話す。


「馬合わせの儀、ですか……。それにミーアさまが参加されると……」


話を聞いたルードヴィッヒが眉間にしわを寄せる。


「ええ。なんでも、二日にわたる長距離競馬みたいですわね」


馬合わせは、南都をスタート地点、星草ほしくさの岩と呼ばれる場所をゴール地点とする競馬らしい。


「なるほど……。山サン族の騎手に勝てるかは不透明。であれば最もよい条件で負けることを選択するのが道理とそういうわけですか……。いや、しかし……」


ミーアが思惑を説明する前に、完璧かんぺきにその思考を読んでみせたルードヴィッヒだったが、なぜだろう……その言葉の終わり方は微妙な否定形だった。


それが、なんとなく気になるミーアであったが……。問いただす前に、ルードヴィッヒはため息を吐ついた。


「しかしいずれにせよ、護衛が必要ですね。すぐに皇女専属近衛隊プリンセスガードの準備をさせましょう」


そう言って、ルードヴィッヒはそばにいた随伴ずいはんの近衛隊員に目を向ける。が、


「そこまで厳重なものは必要なさそうですわ。騎馬王国のほうで、護衛をつけてくれるみたいですし。まぁ、護衛というか、審判というかはわかりませんけれど……」


それから、ミーアは先ほどの出来事を思い出す。


族長会議が終わった直後、大柄な族長がおもむろに近づき話しかけてきたのだ。


「ミーア姫殿下。貴女の提案と勇気、騎馬王国への厚意に感謝を。馬合わせの際には、うちの一族の者がしっかり護衛する。山族の連中がもしもなにかしやがってもちゃんと守ってやるからな」


「あら？　そうなんですの？」


ミーアが首を傾げると、その族長は丁寧に教えてくれた。


曰く、馬合わせの儀というのは騎馬王国の者たちにとって極めて神聖で厳格なものらしい。


ゆえに不正が行われないように、一部族だけでなく三つの部族から二人ずつ監視員を出して、常時、随伴させるのだという。


今回は、当事者である林族、山族は除外。残る十部族のうち、九部族を三組に分けて監視を行うらしい。


また、残りの一部族、すなわち騎馬王国のもう一つの都市、北都の守り手である水スイ族は古来より儀式を取り扱う神官の一族であるという。彼らのみ審判役として、常に随伴し、公正さを確保することになっているらしい。


また、水族はどうやら、ヴェールガとの関係も深いらしく、ラフィーナも水族の族長とは親しげに話をしていた。


「常に監視と守り役として八人の騎馬がついてくるということですわね」


それも、並の八人ではない。馬合わせの監視官となるのは、騎馬王国の誉れ。ゆえに、各部族は選りすぐりの乗り手と馬を出してくる。


不正の入り込む余地はどこにもない……が、同時にミーアの勝ちの目もほぼ消えたといえる。


なにしろ、まともにやってもミーアが勝てる可能性なんかほぼないわけで、だからまぁ、不正なく勝負したら当然負けるのも当たり前で。


──まぁ、もともと負ける予定ですし、問題ありませんわね。むしろ、暗殺者の危険性が減ってよかったと思うべきですわ。


何事も割り切りは大事である。


「では、護衛するとしても、かなり遠くからということになりますか」


「ええ。そうなりますわね。夜は野営しなければなりませんから、その際には護衛や補給も認められているみたいですし。でもあまり近づくと不正を疑われてしまいそうですし、下手なことはしないほうがいいかもしれませんわね。それに、鎧よろいを着けた兵士を乗せた馬では、わたくしたちに追いつけないかもしれませんし」


冗談めかしてそう言うと、そばで聞いていた皇女専属近衛隊プリンセスガードの兵は生真面目な顔で頷うなずいた。


「なるほど。それもそうですね。ミーアさまの勝利にケチをつけさせるわけにはいきません」


「…………うん？」


その言葉にも、微妙な違和感を覚えるミーアであったが……。


「それは……避けられないことなんですか？」


不意に聞こえた声が、その違和感をかき消した。ふと見れば、アンヌが怖い顔で見つめていた。


「え？　あ、ええ。そうですわね。今からお断りするのは、少し難しそうですけど……」


その迫力に、ミーアは気圧けおされつつもなんとか頷く。と、


「わかりました。それでは……万全の用意をさせていただきます」


硬い表情で言って、アンヌはその場から出ていった。


はて……？　万全の用意ってなにかしら？　などと首を傾げるミーアをよそに、ルードヴィッヒらも検討を開始する。


「ミーアさまになにかあったら一大事だ。護衛の手も足りないだろうから、馬優マーユン殿にも相談して、兵の配置をしなければ……。ディオン殿」


こうして、ミーア一行は動きだした。


けれど、ミーアは気付いていなかった。


「最善の敗北のために……！」っと、ミーアと心を一つにしている者は、その中には一人もいないということに。






さて、ルードヴィッヒらとの打ち合わせを終えたミーアは、外に出てほぅっと一息吐く。


「話し合いの連続で少し疲れましたわね……。ふむ」


軽くお腹をさする。気付けば昼食の時間が近づいてきていた。


「まぁ、馬に乗って運動するわけですし、今日は前祝いに少し豪勢にいっても……」


「ミーア姫！」


と、そこで、話しかけてくる者がいた。


「あら、慧馬エマさん、どうしましたの、そんなに血相を変えて……」


「どうした、ではない。なぜ、あんな無茶なことを？　馬にならば、我が……」


と、語気荒く言う慧馬に、ミーアは優しく微笑ほほえんでみせた。


「焦る必要はありませんわ。慧馬さん」


慧馬の二の腕をポンッと叩たたき……きゅっと引き締まったしなやかな筋肉に思わず瞠目どうもくする！


「ん？　ミーア姫、どうかしたのか？」


不審そうに見つめてくる慧馬に、ミーアは慌てて首を振る。


「あ、焦る必要はありませんわ。まだ日数もあることですし……大丈夫、大丈夫」


なんとなく、自分に言い聞かせてしまうミーアである。


それはさておき……そう、焦る必要はないのだ。ここは一か八かの勝負に出る場面ではない。火カの一族の和解はもっとじっくりと進めればいい。狼のことだって、時間さえかければきちんと理解してもらえる。


今は、食糧の支援だけ取り付けられれば十分。それが確保できている以上……、


「もう、勝負はついているのですから、なんの心配もいりませんわ」


そう、すでに勝利条件はクリアしている。あとはケガのないように、馬合わせを乗り切ればいいだけのこと。


「勝つ算段がある、ということか……。だが、馬合わせは、コースしだいでは、たとえ二日間でも体重が落ちてしまうほど過酷と聞いた。そのようなものに出させるわけには……」


「ほう……それは。ならば、なおのことわたくしが出ないわけにはいきませんわ！」


ミーアは、決然とした顔で首を振った。そして、満足げに腕組みする。


──すごいですわ……馬合わせ。二日でシュッとできるだなんて……。きっちり運動もできて、一石二鳥とはまさにこのこと。


改めて、ミーアは自らの判断の正しさに満足する。


アベルの姉との対決、それを前にミーアを悩ませていた問題が一気に解決するかのようだった。それはまさに光明こうみょう！


それに、過酷といっても革命期の地獄を知るミーアである。


馬合わせ、なにするものぞ！　と、がぜん鼻息が荒くなる。


まぁ、常識的に言って……二日で痩せ細るほど過酷なコースを、他国の姫に走らせるはずもなく……もっと簡単な、子どもでも行けるぐらいのコースが選ばれるのが当然なのだが……。そこはそれ……。


これで、蛇の巫女みこ姫にだって負けることはない。とニッコリのミーアである。


「うふふ、勝利は確実ですわ……」


などとつぶやいていると……。


「それは聞き捨てならない……ですの」


不意に聞こえた声に振り返れば、そこには剣呑けんのんな目つきをした小驪シャオレイが立っていた。


「あら？　小驪さん。このたびはよろしくお願いいたしますわね」


笑みを浮かべるミーアを無視して、小驪は真っ直ぐに慧馬の前に行き、深々と頭を下げる。


「慧馬殿。このたびは、私の父が申し訳なかった、ですの」


それを受けた慧馬は、しかし、硬い表情のまま首を振る。


「いや、それは騎馬王国の価値観だ。我らは羊を売り、金を手にした。そこに不正はなかった。だから、謝っていただく必要はない」


それは考えてみれば当然のこと。十二部族は、各部族でずっと助け合ってきた。互いに助け合うことを当然のことと認識しているのだろう。


対して、火の一族は、その助け合いの輪に入っていなかった。


彼らは自分たちの一族のみで、他と対等の関係を築こうとしてきたのだ。


そんな彼らにとって、山族との間の出来事はあくまでも正式な取引だった。山族の側に何かしらの思惑があり、そのせいで自分たちが窮状に陥ったとしても、それを見抜けなかったのは自分たちの失態に他ならない。


だからこそ、謝られる筋合いではない。


一方的な温情を受けることが当然とは決して思わないし、それを認めることは己おのが一族の誇りを傷つけることに同じ……。


両者を隔てる深い断絶を感じ、やはり、無理に和解に導いても亀裂が走るだけではないか……などとミーアが自身の選択の正しさに満足していると……。


「しかし、ミーア姫……」


いつの間にやら、小驪がこちらを睨にらんでいた。


「はて、なにかしら、小驪さん……」


「覚悟してもらいたい、ですの。私への侮辱ぶじょく……勝負を始めるまでもなく勝っているなどという、私と落露らくろに対する侮辱、許しがたい、ですの」


「え？　ああ……、いえ、あれは、そういう意味では……」


「目にもの見せてやる、ですの」


ミーアの釈明を聞かず、小驪は踵きびすを返すと、振り返ることなく去っていった。







第二話　帝国のウマニア、語り倒す！


──ううむ、これは少々まずいことになってきたかもしれませんわ。


すっかり小驪を怒らせてしまったことで、ミーアは若干の不安を覚えていた。


──あんなに怒っていたら、腹いせ代わりに東風とうふうが欲しい、などと言いだすかもしれませんわ。うう、失敗しましたわ。最初から勝っているなどと、余計なことを口にしなければ……。


後悔するも後の祭りである。


ここは、万が一のことも考えておかなければ、と、ミーアは、皇女専属近衛隊プリンセスガードの馬の世話を一手に担う男、ゴルカのところに向かった。


林族が滞在している建物のすぐそば、厩舎きゅうしゃにいたゴルカに、ミーアは恐る恐る声をかける。


「ゴルカさん、少しよろしいかしら？」


「ああ、これは、ミーア姫殿下……なにか？」


笑顔で出迎えてくれたゴルカであったが、ミーアの様子を見てわずかに首を傾げる。


ああ、言いづらいなぁ、言いづらいなぁ、と思いつつも、ミーアは意を決して口を開く。


「実は、騎馬王国の乗り手と乗馬勝負をすることになってしまいましたの」


それから、ミーアは、族長会議での一幕を慎重に説明した。


そのうえで、これが仕方のないことなんだと、貴重な犠牲なのだと、ぐっと拳を握りしめ、力を込めて訴えた後……。


「ただ、わたくしのミスで、東風がとられてしまうかもしれない……そんな危険に晒さらしてしまうことになったのは、申し訳なかったと思っておりますわ。あなたが丁寧に世話をしてくれている馬ですのに……」


しょんぼりうつむいて見せてから、ちらり、と、上目遣いにゴルカのほうを探る。と、予想に違たがわず、ゴルカは苦い顔をしていた。


──ああ、やっぱり怒りますわよね……。当然ですわ。


ミーア、ここで思案する。


相手は、自身が頼りにする皇女専属近衛隊プリンセスガードの一員。しかも、馬の世話を一手に見ている重要人物である。いざという時に機嫌を損ねられると面倒なことになるかもしれない。


ここは、重ねて謝っておいたほうがいいかしら？　と、ミーアが思った……まさにその時だった。


「ミーア姫殿下の決定です。そのことについて、私からはなにも文句はありません」


ゴルカはムスッとした顔で言った。怒りを隠せない様子だったが、まぁ、仕方ないな、とミーアは思った。思ったのだが……。


「それに、こいつは軍馬です。いついかなる時に命を落とすかもしれない、そういう境遇の馬です。ミーア姫殿下のために体を張るのも当たり前のこと。それについては納得できます。でも……こいつが騎馬王国の馬に負けると最初から思ってることだけは、納得がいきません」


この辺りから……微妙に話がおかしくなってきた。


──はて……？　これは、ゴルカさん、何に怒っているのかしら？


首を傾げるミーアの目の前で、ゴルカはググッと拳を握りしめて言った。


「それはもちろん、騎馬王国の月兎馬つきとばはいい馬ですよ。私だって知ってます。あれは実に見事な駿馬だ。見栄えもいい。間違いなく名馬と言って一番に想像するのは月兎馬だ。でもね、うちの東風だって……帝国の馬だって負けちゃいませんよ」


そう言って、ゴルカは、目の前でのんびーりと草を食はんでいる東風の太ももを軽く叩たたいた。


「我らが帝国の〝テールトルテュエ種〟が騎馬王国の馬にかなわないって、そう思い込んでいらっしゃるんだとしたら、姫殿下にしては珍しい不見識だと言わざるを得ません」


そうして、帝国の隠れウマニア、ゴルカは熱い口調で語り出した！　帝国の馬事情を！






そもそも、ミーアが忘れている事実があったのだ。


東風とはなにか？　なんであったのか？


そう、東風は〝軍馬〟である。ただのボーッとしている馬ではない。帝国騎兵が乗るための、れっきとした戦闘馬なのである。


ところで、レムノ王国に戦闘教義ドクトリンがあるように、ティアムーン帝国にもおぼろげながら戦闘教義は存在している。


といっても、帝国のそれはあまりにも基本的すぎて、あまり言及されないような代物ではあるのだが。


帝国の戦闘教義、ずばりそれは「敵に倍する兵を揃そろえ、物資を揃え、大軍でもって押しつぶす」というもの。軍事の基本原則にして、王道を行く、その理ことわりこそが帝国軍の基礎にある思想である。


そして、帝国軍のすべては、その教義に基づき選定されていた。


さて……そんな帝国軍が軍馬に求めたのは、なんであっただろうか？


相手より多く兵を揃えることをモットーとする帝国軍が馬に求めたこと……それは、一頭の馬が二頭の働きをすること……ではなかった。


帝国軍は名馬を求めない。一の騎兵に二の騎兵の働きを求めるようなことはしない。なぜなら、敵より大軍を揃えることが、帝国軍の方針だからだ。


それゆえ、彼らが馬に求めるのは〝きちんと一の働きをすること〟だった。


どのような環境下にあっても、どのような戦況にあったとしても、期待された働きを淡々とこなすこと。期待以上の働きは求めない代わりに、一定の働きはきちんとこなすこと、それをこそ、帝国は求めたのだ。


そして、その求めに応じて選ばれた馬こそが、テールトルテュエ種と呼ばれる馬である。


圧倒的なタフさと、どのような環境においても安定的な働きを見せる献身さ……、さらに、どのような状況においても冷静さを失わない図太さには定評がある、帝国軍が誇るワークホースである。


そして東風はごく標準的な、紛まがうことなき、テールトルテュエ種であった。テールトルテュエ種のど真ん中を行く馬と言っても、過言ではないだろう。


どのような時にも決して動じず、ただ黙々と仕事をこなす、いささか図太すぎるのが玉に瑕きずな、堅牢なる騎士馬なのだ。






などというアツーイ話を、微に入り細さいを穿うがつ勢いで聞かされたミーアは……嫌な予感を覚えた。


──そういえば、先ほども……。


思い出されるのは、先ほど、ルードヴィッヒとの会合の際、そばにいた近衛の言葉。


ミーアが負けるなどと、微塵みじんも疑っていない、あの口調だった。


ルードヴィッヒが言葉の最後につけた「いや、しかし……」だった。


そうなのだ。彼らは自分たちの誇る軍馬が、そしてなにより、自分たちが大いに誇りとする帝国の叡智えいちが負けるなどとは、まったくもって思っていないのだ！


いや、それどころではない。


ミーアは、ふと視界の外れで、自らを護衛する近衛兵に目をやった。二人の兵士はやっぱり、どこか興奮した様子で会話をしていた。漏れ聞こえる話では、どうやら馬の話をしているらしい！


──こっ、これは……。この熱は……。


ここにきて、ミーアは自らの失敗を悟った。


見たところ、近衛兵たちは、みんな、馬の競走が大好きっぽいのだ。彼らの血を沸かせるなにかが、きっとそこにはあるのだ。


にもかかわらず、である。皇女専属近衛隊プリンセスガード、忠義に厚い彼らの前で自分が無様に負けることがなにを意味するのか……？


それは彼らの士気をくじき、万が一、狼使いらと戦闘になった際には圧倒的な危機を呼び込むことに繋つながりかねないわけで……。


──ぐ、ぬぬ……。こ、これは、計算外ですわ！　計算外極まりますわ。


ぐるぐる思考を始めたミーアの横では、未だにウマニア、ゴルカの馬談議が続いていた。


そんな光景を、東風がほげーっと眺めているのだった。






……実に平和な光景だった。







第三話　小さな背信、アンヌの想い


馬合わせは五日後に行われる予定だった。


決定がなされた後、各族長たちは急ぎ、自分たちの部族に早馬を走らせ、部族一番の乗り手と馬とをコース上に配置するのだという。


その間、ミーアもまた準備に明け暮れていた。


なにしろ、馬に乗る時間は二日間とはいえ、一応の長旅だ。準備はしっかりとしなければならない。


随伴する騎馬はいるものの、彼らの手を借りることはできない。基本的には馬に乗っている間は自分のことは自分でする。トラブルでも起きない限り、助けてはもらえないのだ。


それはミーアとしても望むところで、むしろ……。


──なにかあった時の予行演習になるかもしれませんわね。みなに止められて、長距離の乗馬はやったことありませんでしたし、ちょうどいいですわ。


もしも、なにかのうっかりミスで、革命が起きてしまった場合、一人でも馬に乗って逃げられるように、きちんと事前訓練を積んでおきたいと思っていたのだ。


「南都から、星草の岩までのコースなのですが、ここの水場を中継地としていくことになります」


などと、地図を広げるのは林族の馬優だった。かつて、随伴の騎手になったこともある馬優は、馬合わせに詳しいらしい。


地図によれば、馬合わせのコースは、南都をスタートして、一路、西へ。中継地点の水場を経由して、今度は東へ。そうして、スタート地点の南都から北へ少し進んだ場所がゴールとなっている。


「今回のコースは水場も何か所かあるため、それほど過酷なものにはならないでしょう」


「なるほど。それでは、このいくつかある水場のどれかを野営地とするのがよろしいですわね」


「そうですね。確認されていない小川などもあるかもしれませんが……」


「わざわざ水場の場所がわかっているのならば、それをする意味はない、と……ふむ」


頷きつつも、ミーアは考える。


──なるほど、馬もわたくしたち同様、生き物ですし。食べることも飲むことも必要なのは道理。ということは、乗って逃げようとする際には、どこで水や食べ物が補給できるかを考えておく必要がありますわね。まぁ、草原であれば草は食べ放題なのかもしれませんけれど……。逆にある程度、馬の食糧なんかを持っていけば、重量的に馬の足は遅くなりそうですけれど、代わりに過酷な土地にも行くことができるということかしら。そのほうが追ってきづらいという可能性もありますわね……。いくつか逃走ルートにも変化がつけられそうですわ。


などと、ますます分厚くなるミーアの逃亡計画である。それが使われる日が実際に来るかどうかは、未知数だが……。


「しかし、やはり、実際にやってみないとわからないことというのはありますわね。これだけでも、良い経験ですわ」


とまぁ、そんな感じで自身を奮い立たせてみるものの……不安は拭ぬぐい去ることもできず、


──やはり、なにかしら勝利する術が必要でしょうね。しかし、ぐぬぬ……。


そんなことをごちゃごちゃ考えるミーアであった。


そんな折、一つの問題が起きた。それは、馬に乗るための騎乗服の試着をしている時のことだった。


「アンヌ、さすがに、これは……どうかしら？」


ミーアは自らの服を見下ろしてから、小さく首を傾げつつ、後ろに立つアンヌに問う。


「よくお似合いですよ、ミーアさま」


ニッコリ笑みを浮かべるアンヌ。自らの忠臣の言葉を疑ったことのないミーアであるが、今の言葉にはさすがに疑念を抱かざるを得なかった。


なぜなら、今のミーアは……なんというか、こう…………モコモコしていた。


別に食べ過ぎたわけではない！　それは大きな誤解である。


そうではなくて、その身にまとう服が、モコモコと分厚いものだったのだ。


それは、騎馬王国で使われる服だった。表面に羊の毛をふんだんに用いたその服は、毛の油分によって水をはじく雨具にも、防寒具にもなるという優れものだった……のだが。


「朝夕は確かに肌寒いですけれど、さすがに、これは少し暑いのではないかしら？　それに、あまり重たいと東風も大変……」


「いえ、ゴルカさんに聞いてきました。軍馬なので、普段の重たい鎧に比べればなんともないということでした」


素早く答えるアンヌである。


なるほど、東風は軍馬である。普段は、ミーアよりも重い（はずの）近衛兵を乗せているのだ。ミーアが着て動ける程度の厚着なのだし、この程度ではビクともしないであろうことは、わかっているのだが……。


「でも……」


勝利を狙うのであれば、やはり、できるだけ軽いほうが有利なのではないか？


疑問を抱くミーアに、アンヌは、悩ましげな顔をしてから……。


「それに……、そう……。汗をかいて運動すると痩せるという話を聞いたことがありまして……」


「まぁ！　それは本当ですの？」


ミーア……あっさりと食いつく！　対して、アンヌは少しだけ気まずそうに目を逸そらした。


「そのような話を聞いたことがある気がします。その、噂うわさですが……」


「なるほど。噂……」


ミーアは静かに腕組みする。信憑性しんぴょうせいのほどは定かではないが……しかし、検討の余地はありそうな噂である。


「ふむ……。確かに、干して水分を抜いたキノコのほうがシュッとしている感じもしますし……」


さらに、もともと、馬合わせはゴール後にシュッとするという噂もある。そこに、厚着をして、汗をかくという噂を重ねればどうなるか……。


ますますアベルの姉、ヴァレンティナに会う準備に万全を期することができるのではないか？


──そうですわ。確かに、馬合わせに勝てればより良いのでしょうけれど、目的を見失ってはいけませんわ。キノコとウサギを追っては、結局、どちらも手に入らずに、空鍋を炊くことになる、と言いますし……。


すべきことを一つに絞るべきではないか？


優先順位をはっきりするべきではないか？


つまるところ、アンヌが言いたいのは、そういうことなのだろう。つまり、このモコモコ服は、そのためのコーディネートなのだ。


「アンヌ……」


ミーアは、忠臣の諫言かんげんに耳を傾ける度量を持った人である。だから、自らの目を覚ましてくれた忠臣に、優しい笑みを浮かべて、


「わかりましたわ。アンヌ、あなたのお心遣い、しかと受け止めますわ」


アンヌのおかげで、達成すべき目標の優先順位が定まった。勝利条件を確定させることができたのだ。


ゆえに、ミーアは確信を持って言った。


「これで勝てますわ」


「ミーアさま……」


答えるアンヌの声は、かすかに震えていた。






アンヌには恐怖があった。それは、騎馬王国にやってくる途中でのこと。


火の一族と接触した時のことだった。


ラフィーナと一緒に馬に乗っていたミーアが落馬したと聞いた時、もしもミーアがいなくなってしまったら、と考えた時……アンヌの心は震えた。


そんなアンヌだったから、今回の馬合わせにも、本当は反対だった。


ミーアが危険な目に遭うのを極力避けたいと思う。けれど、ミーアが必要だと判断した以上、それに反対することはできない。ならば、自分にできることはなにか？


そうして考えた末の答えが、この、モコモコスーツだった。


雨具であり、防寒具でもあるこの服には、もう一つ、有用な使い方があった。


それは、馬から落ちた時、衝撃を和らげ怪我を防ぐ、騎馬王国の子どもが馬に乗り始めた時に身に着ける定番の服だった。


ミーアが万に一つの事態に襲われても大丈夫なように、と馬龍マーロンに相談した結果、手に入れた服なのである。


もちろん、アンヌは気付いていた。その厚着が、決して、勝負を有利にするものではない、と。軽いほうが馬は速く走れる。当たり前の話である。


にもかかわらず、アンヌは自らのわがままを通した。それは、ミーアの身を案じてのことではあったのだが……それでも、勝利を目指すミーアにとっては背信行為に他ならない。


罰せられても仕方のないこと、退けられても当然の進言。


……されど、ミーアはそれを笑って受け入れてくれた。


そればかりか、そのうえで、


「これで勝てますわ」


アンヌの勝手な想いをすべて飲み込み、そのうえで、アンヌの不安を拭い去るように、勝利を宣言してくれたのだ。


「ミーアさま……」


唇を噛かみしめるアンヌに、ミーアは自信に溢あふれる笑みを見せるのだった。







第四話　重装騎兵ミーア、出陣す！


馬合わせの儀の当日……。


南都には、多くの騎馬王国の民が集まってきていた。


さすがに、十二部族すべての人間とはいかないまでも、近隣の部族の、かなり多くの人々が集結していた。


馬合わせという神事おまつりに、みなの血は沸き立っていた。


そんな人々の前に、先に現れたのは山族の騎手、小驪だった。


そして、うら若き乙女の乗るその馬は、山族の長、富馬フウマが所有する中で最高の馬。義理の娘とまで呼んでいる馬……落露だった。


はじめに目につくのは、その見事に整えられた馬鬣ばりょうだった。話に聞く猛獣、獅子ししのごとき堂々たるたてがみは、艶やかに輝きを放っていた。


まっすぐに前を見る瞳には、どこか女王のような気品があり、この馬の健康状態を窺わせた。すんっと通った鼻筋、引き締まった首筋から前足にかけてのしなやかなラインは、騎馬王国の人々が知る理想的な駿馬のもの、力強く大地を踏みしめる後ろ足は、彼らの知識にある理想すらも凌駕りょうがする力強さを感じさせた。


堂々たる女王の馬……落露。


朝露の落ちる一瞬、朝明けの日を輝かせる、その儚はかなくも鮮烈なる光を、その名に持つ馬。


一日中見ていても決して飽きが来ないこの美しい馬に、人々は感嘆の息をこぼす。


「あれが山族の落露……」


「さすがは月兎馬の中の月兎馬と言われる馬だな」


「ああ、富馬殿が自慢するのもわかるな。本当に見事だな」


称賛の声は、馬のみならず、それに乗る騎手にも向けられた。


すっと伸びた背筋、まるで馬を自分の手足のように操り、人々の前を歩いていく小驪。


その身に帯びたのは、薄手の乗馬服だった。レムノ王国で仕入れた、上等の布を使って作ったそれは、騎馬王国の人々が見慣れない、煌きらめきを放っていた。


「見事な乗りこなしだな。馬といい騎手といい、実に素晴らしい」


そのように、感心していた人々は……直後に、驚愕きょうがくに固まる。遅れて現れたミーアたちに……別の意味で目を奪われたからだ。


「……あれは、えーっと……」


思わず、言葉に詰まる。


なにしろ、ミーアは……騎馬王国の子どもが着る、初心者用のモコモコ服を着ていたからだ！


そんな着ぶくれスーツに身を包んだミーアは、無表情に馬にまたがっていた。まるで、魂がどこか遠くの世界にいるように、その瞳はただただ前方の、草原のみを映していた。


そして若干、重装備な姫を乗せた馬もまた、ちょっぴり不格好に見えた。


確かに、毛艶けづやは悪くない。


月毛と呼ばれる、月光のような色味の毛は、落露には劣るものの、まず健康的な艶を放っていた。この馬が大切に飼われていることに疑いの余地はない。澄んだ目も、ずんぐりしていながら、引き締まった体も、きちんと手入れをされていることが窺える。


されど、それでも相手が悪いだろうと誰しもが思った。


まして、それに乗る者があのなりでは……。


「随分と懐かしい格好、ですの。ミーア姫、今日はこれから、雨か雪でも降る、ですの？」


ゆっくりと近づいてきた小驪は、ミーアの服装を見て、それから、空を見上げた。


青く澄み渡った空を見て、肩をすくめながら、


「それとも、それを着ていないと、怖くて馬にも乗れない、ですの？」


煽あおるように、小馬鹿にするように、口元にニヤリと嘲笑ちょうしょうを浮かべる。


対して、ミーアは……無言。無言である！


その顔には、怒りも、羞恥しゅうちも、強がりの笑みさえも浮かぶことはなく……。その瞳はただ、ひたすらに真っ直ぐに前を見つめるのみ。


そう、ミーアには、すでに周りの声は聞こえていなかった。


今のミーアは一心に精神の集中を図っていたのだ。


帝国の馬マニアこと、ゴルカとの会話や、自らの忠臣たちの大きな期待、心配、さまざまなもので心が落ち着かなくなったミーアは、アンヌによって原点に立ち返ることができた。


それは、なにか……？　そう、それは……。


──楽しく馬に乗りシュッとすること、これこそが、大事ですわ！


これである！　これこそが、ミーアが馬合わせに臨む原点なのである……いや、これだっただろうか？


疑問の余地はないではなかったが、ともかく、ミーアの実現すべき目的はそこだった。


「楽しく……馬に乗り……」


ぶつぶつつぶやきつつ、目的を自分に言い聞かす。


──さすがはアンヌですわ。実に頼りになりますわ。


目標を明確化したうえで、耳寄り情報をも届けてくれた。


できるだけ汗をかくこと……少々暑いが、この程度の努力であれば……。


「この程度ならば、軽いもの……」


などと、ぶつぶつつぶやくミーアである。


そして、そのうえで……まぁ、無理のない範囲であれば……勝利を目指すのも悪くはないのかな、とも思っている。


なにしろ東風は、皇女専属近衛隊プリンセスガードのゴルカが自信を持って推す、帝国軍の馬なのだ。


ならば、ミーアが何を考えていようと、勝てることもあるかもしれない。


──わたくしが、帝国軍の馬を信じてあげずして、誰が信じるというのかしら？


近衛隊はいざという時、自分を守ってくれる忠義の騎士。だからこそ、その名誉を自分は全力で擁護する。


同じように……近衛隊の馬もまた、信頼しようと思うミーアである。


「あなたならば、勝てますわ。東風」


そうして、首筋を撫なでるミーア。それから、ふと顔を上げれば……、


「ふふふ、それは馬も大変ですの。まぁ、せいぜい頑張ればいい、ですの」


なんだか、ものすごーく気合が入った顔をする小驪がいた。


「あら、小驪さん。今日はよろしくお願いいたしますわ。お互いにベストを尽くしましょう」


そう微笑ほほえむミーアを、小驪は、苦々しげに睨んで離れて行ってしまった。


そして、東風は、いつも通りに涼しい顔をして、それを見送っていた。






スタート地点に立つ男が、大きな旗を手に取った。高々と掲げられた深紅の旗、それが一度、くるり、と回され……、






「神意を、走りによりて示せ！　馬合わせの儀、始めっ！」


まるで、落星のごとく、赤き旗が振り下ろされて……。


馬合わせの儀が始まった。







第五話　駄馬と賢姫⇔賢馬と駄姫


開始の合図と同時、飛び出したのは落露だった。


勇ましい嘶いななきが響くのと同時に、大地を蹴って走り出す。


一歩、その身が動き出し、二歩でその身は風となる。


紛れもない駿馬の走り。


月兎馬の中の月兎馬という評に恥じぬ、圧倒的なスタートダッシュだった。


人々の口からこぼれる歓声を気持ちよく聞きながら、小驪は、上機嫌に対戦相手であるミーアのほうを見ようとして……愕然がくぜんとする！


「ミーア姫が、いない……ですの？」


よくよく見れば、ミーアたちは遥はるか後方、スタート地点からあまり離れていない位置をのんびり走っていた。まるでピクニックにでも行くかのような、軽やかな走りでのんびーりと……。


それを見た小驪は──小さく舌打ちする！


「くっ、なかなかやる……。これは侮れない、ですの」


悔しそうに呻うめきながら、視線を前方に転じた。






小驪が馬上で舌打ちしている頃、その父、富馬もまた悔しげに顔を歪めていた。


実にゆったりとスタートを切ったミーアと、その馬とを見送る。


「おのれ……。こちらの挑発に乗ってこないとは……なんと生意気な……」


皇女ミーアの堂々たる走りは、富馬と小驪の作戦が失敗したことを物語っていた。


そう……勝負はすでに、走り出す前から始まっていた。小驪は、わざとミーアを煽あおり、挑発していたのだ！


歴代の馬合わせに参加したことがある者は知っている。馬合わせで重要なことは、最初に速度を上げすぎないことであると。


二日にも及ぶ長距離レースにおいて、スタート付近でついた差というのは、ほとんど気にする必要のないものである。ずっと馬を全力疾走させ続けられるわけもなく、どこかではスピードを落とさざるを得ない以上、開始直後に飛び出すのは、ただの見栄といっても過言ではない。


加えて馬合わせは、最後の最後に最大の難関が待っている。


それはゴール地点、星草の岩までの、だらだら続く上り坂だった。


基本的に平坦な草原地帯において、唯一といってもよい高い丘、そのてっぺんこそが、馬合わせのゴールなのだ。


つまり馬合わせは、最後の最後まで馬の体力を残しておくのが肝要。はじめのうちは、むしろ抑え気味に入ったほうがよいのだ。


にもかかわらず、小驪は飛び出した。


それは、乗馬に不慣れであろうミーアを自滅へと誘うための作戦だった。小驪の後を追いかけさせ、序盤で馬の体力をすべて削り取ろうという作戦だったのだ。また、最初から圧倒的な馬の差を見せつけて、相手のやる気をへし折ってしまおうという魂胆もあったのだが……。


「まさか、乗ってこないとは……」


普通であれば、対戦相手が先に行ったら追いかけたくなるもの。開始直後のスピード勝負を受けて立ちたくなるものである。あれだけ挑発されればなおのことだ。


にもかかわらず、ミーアはそれを無視した。


相手がどんどん先に進んでいっても気にせず、むしろ、あえてゆったりとしたペースでのスタートを決めていた。


「なるほど。口ばかりではないということか。あの落ち着きは見事……。帝国の叡智などと呼ばれているようだが、確かに賢姫には違いないらしいな。だが、いかに乗り手が優れていようとも、あの駄馬ではな……」


馬合わせは、当然、馬の力に左右されるもの。


「落露に匹敵する馬を連れてくれば……。それこそあの火の一族の馬を連れてくれば結果はまた違ったかもしれんが……ふん、馬に貴賤きせんはないなどという綺麗事きれいごともろとも、踏み潰つぶしてくれる」


吐き捨てるように言って、去り行くミーアの姿を睨みつけるのだった。






さて……、そのように理想的なスタートを切った賢き姫こと、ミーア・ルーナ・ティアムーンであるのだが……あえて指摘するまでもなく、そこまでのことを考えてはいなかった。当たり前のことなのだが……。


ミーアはいつも通り、馬にその身を委ゆだねるのみ。だから、むしろ、このゆったりとしたスタートを決めたのは、駄馬こと東風のほうだった。


そう、軍馬である東風は知っている。


この先になにがあるのかわからない以上、無駄に体力を使うことは避けるべきであること。堅実な体力温存策をとったのは、ほかならぬ東風自身だったのだ。


とまぁ、そんなわけで、現状は、賢馬の背に乗る駄姫状態なミーアなのだが、もちろん、それに気付く者はいなかった。


──ふぅむ、予想通りのゆったりとした走りですわね。荒嵐こうらんだったらこうはいきませんわ。まぁ、わたくしは楽でいいのですけど……。


ぱっかぽっこと揺られていたミーアは、ふと思った。


──しかし、あまり楽をしては、運動としていまいちかもしれませんわ。ここは、あえて、少しハードな運動をする必要があるのではないかしら？


思い立ったらすぐ行動。


ミーアは、東風の背を軽くポンポンッと叩いた。


「東風、少し速度を上げますわよ」


東風は耳をピクリ、と動かすと、わずかばかりの沈黙の後、走る速度を上げた。


「おっ、そろそろ追いかけるか。さすがにいい勘をしておられる」


突然の声。ふと見れば、ミーアの隣に並ぶようにして、一頭の馬が近づいてきた。それに乗っていたのは、族長会議でミーアに声をかけてきた、大柄な族長だった。


「あなたは……」


「ははは。お初に、ではないが、改めて名乗らせてもらうとするか。我が名は木モク・剛馬ゴウマ。木族の族長を張らせてもらっている」


「これは、ご丁寧に。ミーア・ルーナ・ティアムーンですわ。族長自らが随伴してくださるとは、心強いですわ」


笑みを浮かべるミーアに、剛馬は感心した様子で頷いた。


「しかし、それにしてもよく小驪の挑発に乗らなかったものですな。馬合わせの鉄則をよく心得ていると見える。いや、見事見事」


上機嫌に笑う剛馬にミーアは静かに首を振ってみせた。


「いえ。わたくしは、ただ、この馬の思うがままに身を任せているだけのことですわ」


自分ならば当然だ、などとドヤッたりはしないミーアである。


なにしろ、相手は騎馬王国の族長。いわば専門家である。下手なことを言っては簡単に見透かされてしまうだろう。


しかも、少なからず自分に好意的な反応を示してくれている人である。ここで下手に実力者のふりをしてボロを出しては、せっかく味方になってくれるかもしれない人の機嫌を損ねることになるだろう。


ここは謙虚に、正直に……。


──そう、この東風のように、わたくしは生きたい。


そんなことを思うミーアであった。







第六話　ミーア姫、心を揺らしてしまう！


「馬に身を委ねる、か……」


異国の姫の口から出た言葉、その響きは剛馬の心に、奇妙な郷愁を湧きあがらせた。


はたして、その言葉を聞いて心が揺れない騎馬王国の者がいるだろうか。


……いや、いない！


なにしろそれは幼き日に、馬に乗り始めたばかりの子が、最初に言われる言葉だったからだ。


剛馬も周りの随伴の者たちも例外ではない。


そんな基本中の基本の言葉を、ミーアは、心から信じ切った顔で堂々と言った。


「だって、少なくとも走ることについてはわたくしより、この東風のほうが詳しいはずですもの。どうすれば勝てるのかということも、きっとこの子のほうが知っているに違いありませんわ」


とても賢そうな顔で、そんなことまで言うミーアである。


「なるほどな。族長会議からこの馬合わせという状況を作りだした姫殿下であれば、その発言にも重みが出るというもの。そうか、ミーア姫殿下は、我らに負けず劣らず、馬を信頼しているのですな」


その、子どものような純粋さは、彼女の着るビギナー用の服にも通ずるものがあるような気がした。


なるほど、その服は、馬に乗り始めた頃に誰かから渡されたものなのだろう。ミーアはその時の気持ちを忘れないよう、この大事な勝負にそれを着てきたのだ……と、納得しそうになった瞬間……不意に違和感を覚える。


それはそう、ちょっとした疑問だった。


馬にすべてを任せているというのなら……、なぜ、今、加速の指示を出したのか？


あれは、まぎれもなくミーア自身の意思によるもの。そして、同時にあれはタイミングとしても極めて正しいものだった。今から加速すればほどなくして、小驪たちを視界に収めることができるはず。いかに落露が良い馬でもあのまま走り続けることなどできはしないのだから。


──そうだ。考えればすぐにわかることだ。ミーア姫が、山族の乗り手に先行を許したのは、馬の意思はもちろんだが、ミーア姫自身の思惑もあったということなのだ……。では、その思惑は……。


剛馬は、思わず唸うなる。


おそらくミーアは、馬合わせのコースを地図で確認しただろう。いや、確実に確認しているはずだ。が、実際に走ってみるのは初めてだろう。となれば、あえて相手に先に行かせて様子を見るという判断をしたとしても、決して不思議ではなく……。


──いや、むしろ、この知者であるならば、きっとそうするに違いない。だからこそ、先行は許しても、できるだけ見える範囲内には収めておきたかったのだ。見失っては、様子見にならないしな。


剛馬は、そう結論づける。


つまりミーアは序盤、相手の挑発を受け流しつつ、まんまと自分の計画通りに事を運んできたのだ。


──なるほど。族長会議を導いたミーア姫だ。そのぐらいのことを考えていてもおかしくはないか……。


しかし、そうなってくると、どうしても気になることが、剛馬にはあった。そして、それを聞かずにいられる剛馬ではなかった。


「ところで、ミーア姫殿下、その格好はなにか意味があるのですかな？」


そう、ミーアの着込んだ初心者の服がどうにも気になった。それははたして、初志を忘れないようにという、精神的な理由だけなのだろうか。


「ああ、これは……。ふふ、わたくしの大切な忠臣が着ていくように、と用意してくれたものなんですの」


ミーアは笑みを浮かべて言った。


「馬合わせに出るには、ぜひこの服でと。まぁ、東風、この馬も軍馬ですし、この程度の重さならば問題ないということでしたわ」


「なるほど……？　ふむ……」


剛馬は、難しい顔をして考え込んだ。


さて、このお姫さまの言葉は、素直に信じてよいものか……。


先ほどの例に倣ならえば、これも、忠臣が用意してくれたものであるのと同時に、ミーア自身の思惑も絡んでいるはずで……。では、それはいったいなんなのか？


見れば、ミーアは、何の邪気も感じられない顔で、きょとんと首を傾げていた。


見るからに、なーんにも考えていなさそうなその顔の裏で、はたしてどのような思考を進めているものか……。


ミーアの底なし沼にすっかりはまり込んでしまった剛馬だった。






さて、一方のミーアは、暇つぶしに世間話をしつつも、やるべきことはきちんとやっていた。


それは、速度が上がり、上下動が激しくなった東風の動きに合わせること……。膝を柔軟に使い、ひたすらに東風のリズムに合わせる。


荒嵐とは違い、とても素直な足の運び方だった。それに合わせることなど、ダンスの達人たるミーアにとっては容易なこと。ただひたすらに東風の奏でる綺麗な四拍子に、その身を委ねていく。


東風が気持ちよく走れるように、上手にバランスをとる。このあたりの気遣いは、ダンスパートナーへの気遣いに通ずるものがあったが……、異国の姫の意外な乗馬上手に、随伴の騎手たちは一様に驚きを見せていた。


しばらくの運動の後、体がじわじわと温まってきて、だからこそ草原を吹き抜ける爽さわやかな風が心地よかった。


今年の夏は、あまり暑くならなかったから、風は少し涼しいぐらいだ。穏やかな風からは、豊かな緑の匂いが感じられて、実になんとも爽快そうかいな気分になる。


「ああ……。やはり、馬はいいですわ。うふふ」


こんなに気持ちよく運動できるのであれば、もっと積極的に乗っておけばよかった、などとついつい思ってしまう。


「さぁ、行きますわよ！　東風！」


などと気合の雄たけびを上げたところで──見えた！


深い緑の絨毯じゅうたんの先、ポツリと浮かび上がるいくつかの影。


目を凝らせば、それが先行した小驪たちだとわかって……。


「ふふふ、追いつきましたわよ、小驪さん。逃がしませんわ」


そうして、ミーアは目覚めてしまう！　先に行った者たちに追いつく、快感というものを。


「後ろから追いかけられるのはハラハラしてしまいますけれど、こうして、後ろから追い立てるのは、わりと楽しいかもしれませんわ」


などと、ぶつぶつ独り言をこぼしつつ、ミーアは小驪たちを追いかけるのだった。







第七話　ミーアの提案、小驪、鋭く洞察してしまう！


小驪たちの後ろ姿をとらえたところで「ここだ！」と直感し、一気に加速。距離を詰めるのは……東風だった。


相手のすぐ後ろについていったほうが、有利と考えたようだった。


一方、ミーアはと言えば、無邪気に追いついたことに喜びつつ、小驪に声をかける。


「やっと追いつけましたわね。小驪さん」


ニッコニコと嬉しそうな笑みを浮かべるミーアに、小驪は、ムスーッとした顔で言った。


「ミーア姫、ずいぶんと楽しそうにしている、ですの。そういえば、出発前にも、そんなことを言ってたな、ですの。楽しく馬に乗るとかなんとか……」


「……楽しそう？」


楽しそう……楽しそう…………っ！


その言葉に「ここだ！」と直感し、一気に思考を加速。小驪との距離を詰めるべく動き出したのはミーアだった。


相手の言葉を巧みに取り込み、状況を有利に持っていくべく、ミーアは口を開く。


「まさにその通りですわ。小驪さん。わたくしは、楽しく馬合わせができればと思っておりますの」


ミーア、渾身こんしんのアピールである。


決して、敵対するものではありませんよ！　と。仲良く、和気あいあいとしましょうよ！　と……ミーアが訴えかけたいのは、それである。


そうして、勝ち負けが決まればノーサイド。恨みっこなしで互いに健闘を称えあいましょう、と言いたいのだ！


そのような共通認識があればこそ、負けても安心といえるのである。


「二人で仲良く途中まで行って、それで、最後の最後で勝負をすればいいですわ。そう思いませんこと？」


ミーアは、そう提案する。


なにも二日間もしんどい勝負をすることないじゃない？　


最後だけ、ちょこっと本気で馬を走らせればいいじゃない？


途中までは仲良く楽しい遠乗りでいいじゃない！


ニッコリ友好の笑みを浮かべつつ、力強く訴えかける。


馬を速く走らせると、いろいろ大変だし疲れるから、のんびり行こうよと主張するのだ。


ちなみに、今のミーアに、馬を速く走らせてハードに運動しようという考えは、すでにない。


そうなのだ！　ミーアはすでに最初の目的である「いい運動をする」というのを達成したつもりになっているのだ！


──今夜は親睦を深めるために、一緒に美味しいものをたっぷり食べるというのはどうかしら？


などと、そんなことまで思う始末である。


──やはり、共に食事をすることこそ、分かり合うための第一歩ですし……。


同じパンを分け合ってこそ、分かり合うことができる。それは、ミーアが大切にしたい信念の一つである。


「それで、どうかしら？　小驪さん」


ちょっぴり媚こびるような笑みを浮かべて、ミーアは言った。






「最後の最後で勝負を……？」


小驪は、ミーアの口から出た言葉を吟味する。


それは、途中の勝負どころでの駆け引きの一切を否定する提案だった。


乗馬に慣れていないであろうミーアの提案としては、なるほど、とても妥当なものだった。


今回の馬合わせのコースは、最も簡単なコースが選ばれている。けれど、それでも難所がないわけではない。ゴール前の坂はもちろんだが、それ以前にも勝負どころが何か所かある。


そして、それらの場所は、乗馬技術が問われる場所。そこで勝負を仕掛けられては不利とミーアは考えたのだろう。


だから、それらの場所でも仲良く一緒に行きましょう、と誘いをかけているのだ。


だが、同時にそれは小驪にとっても検討に値する提案だった。なぜなら、落露は紛れもない駿馬だ。速力勝負であれば、それも、ゴール付近の短い距離であれば負けはしない。絶対にだ。


見たところ、ミーアの馬は、どちらかというと体力勝負の馬のはず。本来、ミーアは最後の坂の前に、勝負を仕掛けなければならないはずだった。


にもかかわらず、ミーアは終盤の速力勝負を挑んできたのだ。それをどう考えるべきか……？


──よほど、馬の速さに自信がある……っ!?　まさか……だから、スタートでは、私に先行させたということ、ですの？


自らの馬の速さを隠すために、あえてゆったりしたスタートを切ったということだろうか？　最後の最後、速さ比べに引きずり込むために……。


──大した自信、ですの。この落露に勝てると、本気で思っているんですの？


小驪はミーアの顔を見る。ミーアは……きょとーんっと、不思議そうに首を傾げていた。


不安そうな様子は微塵も感じられなかった。


──私のことナメてる、ですの。ものすごーく馬鹿にしてる、ですの。


腹の底からふつふつと怒りが沸き上がる。が……同時に冷静な部分が告げる。


相手は帝国の叡智……油断は禁物である、と。


聞けば、レムノ王国で起きた、例の革命未遂事件を解決したのは、このミーア姫であるという。ならば、何の根拠もなく、最後の勝負を挑んできたりはしないだろう。


勝てるという確証が、おそらくはあるのだ。


裏を返せばそれは、途中途中での勝負を挑まれたくないということでもある。


──そういえば、この位置……。


唐突に小驪は気付く。


ミーアの位置取り。小驪よりやや後方に走らせるというこれは……？


──私に先行させて、様子見をしよう、ということ、ですの？


そこで、小驪の背筋に冷たい戦慄せんりつが駆け巡った。


最後の最後で勝負をすること、途中途中での勝負を放棄すること、それは、地の利を手放すことだった。


もしもミーアの話に乗れば、この草原を知る者としての地の利を手放すことに繋がるのだ！


危うく思考を絡めとられそうになっていたことに驚愕しつつも、小驪は、辺りを見回し……、あるものを見つけた。


それは勝負どころの一つである場所で……。


「ついてきたいなら、そうするといい、ですの。もっとも、ついてこられるものならだけど……ですの！」


言うが早いか、小驪は落露の馬首を翻ひるがえした。







第八話　ミーア、キャッキャウフフの水かけ遊びを楽しむ


落露の急な方向転換、急加速に即座に反応するは東風。


速度を上げ、落露の尻尾しっぽを追いかける。


一方のミーアは、その動きに「うひゃっ！」と情けない悲鳴を上げた。


ちなみに……ミーアの魂は急なことで大慌てだったものの、肉体のほうは無意識にバランスをとっているため、周りからは、慌てている演技に見えてしまっているのだが……まぁ、それはさておき。


落露が向かっていった先は、わずかに下り坂になっていた。そこを、吹き下ろす風のごとく落露が駆け下る。ぐんぐんと差が開いていき、落露の姿が遠くなる。


「くっ、まぁ、そうなりますわよね。やはり、途中までは仲良くのんびり行こうというのは、虫がいい話でしたわ」


つぶやくミーアであったが、それでも、なんとか小驪に追いすがる。と、すぐに見えてきたのは川原だった。


非常に浅く、幅が広い川。穏やかな流れの中に駆け入った落露は、水しぶきをあげながら、その中を駆け抜ける。


それを追って、東風も川原に足を踏み入れた。


「なるほど。落露、素晴らしい速さですわね。さすがは、月兎馬で……ぶわっ！」


直後、ばっしゃーんっと、落露が跳ね上げた水しぶきが、ミーアの顔を直撃する。


前方、小驪が振り返り、ちょっぴり勝ち誇った顔をする。が……それはいささか性急な反応だった。


なぜなら、ミーアは……その程度ではびくともしないからだ！


それもそのはず、ミーアは、あの無人島ですでに泳ぎをマスターしているのだ。下弦かげんの海月くらげなどという異名を持つミーアは水陸両用の姫。この程度の水をかけられたところでなんともないのだ。


いや……むしろ……、


「うふふ。少し暑かったぐらいですし、ちょうどいいですわね」


髪をふわっと揺らしつつ、気持ちよさそうに微笑んですらいた！


そうなのだ。モコモコスーツで、いささか体温が上がっていたものだから、水浴びが非常に気持ちよかったのだ。


さらに、それだけで終わらなかった。冷えてクリアになったミーアの脳みそが、キリリッと冴え渡る！


──ふむ、これは、使えるかもしれませんわ！


一瞬の閃ひらめき。ミーアは今の川原での決闘を、水のかけ合い遊びにしてしまおうと思いつく。


激しい競走を〝楽しい遊び〟に演出してしまおうというプランである。当初の、途中までは仲良く遠乗りしましょう、というプランを、ミーアはまだ諦めていないのだ。


となれば、やられっぱなしでは楽しい水のかけ合いにはならないので……。


「東風、小驪さんたちの前に。せっかくですから、お返ししてあげましょう」


水のかけ合いで、一方的に相手をやっつけたのではつまらない。水をかけ、かけられてこそ、楽しい遊びになるのだ！


ミーアの意を受け、東風が加速する。一気に落露の前に出た東風はそのまま、後ろ足で水を思いきり撥はね上げる。


「きゃあっ！」


小驪の可愛らしい悲鳴を聞きながら、ミーアは上機嫌に笑った。


「ふふふ、お返しですわ！　小驪さん」


鼻歌交じりに言いながらも、ミーアはふと思う。


──しかし……この『前に出て水を引っかけてくるやり方』は荒嵐を思い出しますわね。もしや、血の繋がりがあったりするのかしら……？　それとも、月兎馬の中には、そういう態度が悪い奴が多いとか……。


などと思っていると、東風がわずかばかりコースを変える。


見れば再び、落露が前方に出て、水をかけてこようとしていた。


「あら？　もしかして、わたくしが水をかぶるのを気にしてくれたのかしら？」


問いかけるも、東風は、耳をぴくり、と後ろに向けるだけで、答えることはなかった。


「うふふ。さすがは近衛の馬ですわね。じゃじゃ馬姫らくろの扱いをよく心得ておりますわ」


ミーアの笑い声に、どこか誇らしげにぶるるっと鼻を鳴らす東風だった。






「くぅ、やられた、ですの……」


前髪から水滴を滴したたらせつつ、小驪が悔しそうに歯噛みする。


頭から水をぶっかけられれば、相手の冷静さを奪えると思っていたのに、結果はどうだ？


ミーアはまったく動じないどころか、あろうことか……。


「お返しですわ。小驪さん！」


などと、楽しげに、勝ち誇ったように笑いながら、反撃に転じてきたのだ。


まさか、反撃を受けるなどとは思っていなかった小驪だったから、これには動揺してしまった。ついつい、無様な悲鳴まで上げてしまったのだ。


──ナメていたのは、私のほうだった、ですの……。


ここにきて、ようやく小驪は気付いた。


帝国皇女、ミーア・ルーナ・ティアムーンは、普通のお姫さまではない、ということに！


レムノ王国との交流を通して、小驪は、他国の貴族令嬢とも面識があった。


そんな彼女が知る令嬢の中には顔に水がかかることを怖がったり、嫌がったりする者が多かった。だから、急に顔に水をかけられれば動揺したり、怒ったり。少なからず冷静さを失う、そのはずだったのに……。


──まったく動揺せずに反撃してくるなんて想定外もいいところ、ですの。


完全なる計算外、されど、それ以上に、小驪が驚いたのは、簡単に抜かれ、前に出られてしまったことだった。


落露と東風の力の差は歴然のはずだった。にもかかわらず、あっさりと前に出られた。そのショックはことのほか大きかった。


馬の脚力に差があるにもかかわらず抜かれたとすれば、それは自分の乗馬技術が劣っていることの証明にほかならない。


乗りづらい川原を選び、勝負を挑んでおきながら後れを取る。この屈辱はとても大きくて……。


「ぐっ、まだまだ。勝負は始まったばかり、ですの。次こそ、目にもの見せてやる、ですの」


悔しげに、呻くようにつぶやく小驪だった。






後になって、小驪は思う。


この時点ですでに自分は、帝国の叡智の術中にはまっていたと。完全に冷静さを失っていたのだと……。


冷たい焦燥しょうそうは、気付かぬうちに小驪の体にまとわりつき、じわじわとその身を蝕むしばみつつあった……。







第九話　ミーアの黒〇パン


空も赤く染まりつつある夕刻。夜の足音が聞こえてくる時間帯になって、ようやく、ミーアは予定していた野営地へと辿たどり着いた。


そこは行程の、ちょうど半ばぐらいの位置にある水場だった。


明日は、この水場を経由して、ぐるりと回るようにして、南都の北方にあるゴール地点へと向かうことになるのだ。


「ふむ、予定通り順調に来ておりますわね」


先発していた皇女専属近衛隊プリンセスガードの者たちとも無事合流。したのはよいのだが、馬合わせの最中は、助言などをもらわないよう、最低限の接触しかできないルールらしく……。


仮設の幕屋を建ててもらい、お料理ができ上がるのを黙って見ているしかできないミーアである。


本来であれば、お料理を用意してくれているアンヌと楽しく会話をするところなのに、それも最低限しかかなわず。


「ミーアさま、頑張ってください。とっておきのお料理を用意しますから」


ぐらいなもので。


ちなみにアンヌが用意してくれた料理は、グリーンムーン家のメイド、ニーナからもらった香辛料が入っている特別製の鍋料理だった。帝都に戻った折には料理長からも手ほどきを受けるアンヌは、すでにかつてのアンヌではない。


具材を切って煮込む鍋料理ならば、問題なく作れるようになっているのだ。成長しているのだ！


まぁ、料理が美味しそうなのはめでたいことなのだが、やっぱり、こうして一人で黙っているのは、ミーアとしては、ちょっぴり寂しくて……。


だが……今に限っては、それは悪いことばかりではなかった。


なぜなら、ミーアの野営地点のすぐそばに、同じく野営の準備を進める小驪の姿があったからだ。「これはチャンスですわ。小驪さんも、今は一人でいるはずですし……一緒に食事をいただいて、互いの健闘を称え合えば、自然と仲も深まるはず」


周りに仲間がたくさんいる状態であれば、当然、楽しい会話は望めない。けれど、幸か不幸か、今は互いに一人きり。周囲との会話を禁じられた状態だ。


一緒に食事をするのを妨げるものはない！


「仲を深めておいたほうが、負けた時に都合がよいのは、未だに変わらぬこと。ならば、ここはともに鍋を囲み、親睦を深めるべきですわ！」


うんうん、っと頷くと、ミーアは颯爽さっそうと小驪のもとに向かった。






一方の小驪は、といえば──ちょっぴり打ちひしがれていた。


彼女の予定としては、もう一つ先の水場で野営することになっていたのだ。


それが、ミーアの策に乗せられて、無駄に勝負を仕掛けてしまったせいで、計画通りにいかなかったのだ。


ついてくるミーアになど構わず、そのまま進んでいれば、もっと先に行って、すでに勝負が確定するぐらいの差がついていたかもしれないのに……。


「落露、ごめんなさい、ですの。私がもっとしっかりしていれば」


しょんぼり、肩を落としつつ、小驪は落露の首筋を優しく撫でた。


「明日は必ず圧倒的な差をつけて勝つ、ですの」


などと気合を入れる小驪に……話しかけてくる者がいた！　それは彼女の乗馬である名馬、落露……ではなくて……。


「小驪さん、少しよろしいかしら？」


対戦相手のミーアだった。しかも、こう……なんというか、イラァッとするぐらい能天気な顔で話しかけてきたっ！


「なんか用か……ですの」


ムスーッとした顔で振り返る、と、


「うーん……前から思ってましたけど、小驪さん、なんでも『ですの』をつければ、令嬢っぽい言葉遣いになるって誤解しておりませんこと？」


「むっ……」


小驪は、むぅっと顔をしかめた。


なにしろそれは、知り合いの貴族のご令嬢に教わった言葉遣いだったからだ。


そのご令嬢は、小驪の言葉遣いを田舎臭いとさんざん指摘した後、なんでも語尾に「ですの」をつければいいと、笑いながら言っていたのだ。


なんとなく、からかわれているのではないか？　と思わないでもない小驪だったが、それでも、一応は信用して、言葉遣いを心掛けるようになったのだった。それなのに……。


黙り込んだ小驪に、ミーアは、んー、っと唸りつつ……、


「お知りになりたいのでしたら、わたくしが教えて差し上げますけど、でも……別に小驪さんは、普通の言葉遣いでもいいのではないかしら？」


「え……？」


「ほら。食べ物もそうじゃありませんこと？　その土地には、その土地に適した食べ物と料理法がある。たとえば、帝国に素晴らしいキノコがあったとして、騎馬王国のキノコも全部それになればいい、とはわたくしは思いませんわ。それに、騎馬王国に生えたキノコを帝国の料理法で調理しようとも思わない。それでは、つまらないですもの」


わかりやすくなるように、だろうか。わざわざ、たとえ話を用いて、ミーアは言った。


「言葉もたぶん、それと同じことですわ。小驪さんが貴族令嬢らしい言葉に憧れるのは自由ですけれど、わたくしは騎馬王国の言葉訛なまりも素敵だと思いますわ。特に歴史歌などは、騎馬王国の訛りのほうが素敵に聞こえると思いますけれど……」


その意外な言葉に、小驪は一瞬、呆気あっけにとられたような顔をしたが……、すぐに顔を背けて言った。


「そっ、そんなことより、なんの用、ですの？」


「ああ。そうでしたわ。一緒にお食事をどうかと思いまして……」


「ふん。対戦相手と一緒に食事など……」


「あら？　残念ですわ。せっかく、わたくしのとっておきを披露しようと思っておりましたのに」


ミーアは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて言った。


「とっておき……？」


きょっとーんと首を傾げる小驪の前で、ミーアはおもむろに、あるものを取り出してみせた。


それは……端的に言えば、携帯用の黒パンだった。とても堅いため、スープに入れてほぐしながら食べるような代物である。


まぁ、それは別にいいのだが……、問題は、その形状だった。


「そっ、それは……？」


「ふっふっふ、これは、わたくしが考案した馬形の黒パン。黒馬パンですわ！」


「…………ほう！」


小驪、食いつく！


ミーアの持つ黒パンを、じっくりと見つめ、そのパンの形状を確認した瞬間、おおっ！　と歓声が口から洩もれる。


「これは……確かに馬の形……。いやしかし、これは……」


なんという……なんという……っ！　天才かっ！


小驪は、帝国の叡智の、恐ろしいまでのセンスに愕然とする。


まさか、パンを馬の形にするなんて……そんな素敵なことを、今まで思いつかなかっただなんて……っ！


悔しさから、ついつい負け惜しみを言いたくなってしまって……。


「こっ、これは、なかなかの出来……ですの。けれど、甘いですの。ミーア姫」


カッと目を見開き、小驪が言った。


「あら？　甘いとは……？」


首を傾げるミーアに、小驪は手に持った馬パンを突き付けて、


「確かに、パンを馬の形にするというのはよいアイデアですの。とても秀逸、奇抜、帝国の叡智の名に恥じぬ閃きといっても過言ではない、天才的な発想ですの。しかし……馬であれば、こう、耳の部分が……」


くいっくいっと指で形を作る小驪。


「ふむ……！」


それを熱心に頷きつつ、聞いているミーア。






こうして、二人は馬の造形について、熱心に議論を闘わせる。


……なんか、ちょぴっとだけ、友情が深まったみたいだった！







第十話　ミーア姫、籠絡ろうらくに失敗する……失敗する？


見事に馬パンで釣り上げた小驪を逃さぬよう、ミーアは一緒に食事をすることを提案。


すぐに小驪の手を引いて、アンヌが用意した帝国鍋のほうへと誘う。


携帯用の馬形黒パンはとても堅い。だから、スープなどに浸して食べるのが常だ。


帝国鍋の中で、ゆらゆら、スープに浸かりながら揺れている馬パンを見て、小驪は、ほわぁ、っと可愛らしい歓声を上げる。が、すぐに、顔を引き締める。


「ふ、ふん……。まぁまぁ、ですの。でも、鍋の中身が少し足りない、ですの」


それから、小驪は、自分の仮設幕屋に取って返すと、すぐに何かを持って帰ってきた。


「あら、それは……」


「チーズ、ですの。鍋に入れるとトロトロに溶けて、最高ですの」


「ほぅ……」


「それに、干し肉もありますの。これを刻んで入れると、チーズと絡んで実に濃厚なうま味が出ますの」


「ほうっ！」


小驪は手慣れた動作で、チーズの表面を削って、鍋の中に投入。干し肉も入れて、帝国鍋に絶妙な彩いろどりを添える。


すぐに香り立つのは、まろやかで、なんとも食欲をそそるチーズの香り、そのトローリとしたチーズの衣を身にまとい、美味しそうな干し肉がぷかぷか顔を出していた。


「おお……これは、素晴らしい！　さすがは騎馬王国の食材ですわ。では、早速一口……」


ぐつぐつ煮立った鍋、小驪が提供してくれた干し肉を自らの取り皿に移して、ミーアはさっそく一口。


「ほふぅっ！」


口から、熱々の湯気がこぼれる。


とろりとしたチーズは、とっても熱かったから、やけどをしないように、と、ほふ、ほふっと息を吸う。


それがよかったのだろうか、口の中に濃厚なチーズの風味が一気に広がった。まろやかな風味、爽やかな酸味、そこに干し肉の塩気の強い香ばしさが混ざる三重奏。


カリリッと硬い干し肉を噛み締めれば、ジュジュワッと染み込んだスープが口の中に広がる。


「お、おお……これは、素晴らしい……」


後は……言葉はいらなかった。


ミーアと小驪は夢中で、食事に向かった。


お腹が減っていたからだろうか……。その味は、とても……とてーも！　美味おいしくて、たまらなく美味しくって……っ！


気付けば、鍋が空になっていた！


時間が飛んだような錯覚すら覚えてしまうミーアである。実に恐ろしいことである。


「ああ……なんだか、夢中で食べてしまいましたわ。うふふ、すっかりお腹いっぱいになってしまいましたわ。なかなか楽しかったですわよ、小驪さん」


上機嫌に言うと、小驪はプイッと顔を背けた。それから、


「なっ、馴れ合うつもりはないですの。ミーア姫は敵だ、ですの」


キッと睨んでくる小驪。対して、ミーアは、笑顔で受け止める。


そうして笑って誤魔化しつつ、反論を準備する！


「それは、違うのではないかしら？」


「なにが違う、ですの？　仲良く馬を並べて走らせるのが馬合わせだとでも？　それは、馬合わせに対する侮辱ですの」


「いえ、そうではありませんわ」


ゆっくりと首を振りつつも、ミーアは、ここぞとばかりに持論を展開しにかかる！


「なるほど、馬合わせは互いの主張をぶつけ合うもの。それゆえに、本気でぶつかり合うことはわかりますわ。けれど……」


まず、相手の意見を自分がきっちりわかってますよぅ、というアピールだ。その上で、


「けれど、真剣勝負は、あくまでも馬合わせの中でのこと」


まず、戦いの終わりがいつなのか、を明確にしておく。〝馬合わせが終わった時〟それが戦いの終了地点。つまり、戦いはそこまでにしましょうという線引きをする。


そして勝負が終わればノーサイド。仲良くしましょうよ、とアピールするのだ。さらに、


「勝負自体も相手への敬意をきちんと持って争うべきですわ」


馬合わせの間も、あまり乱暴なことをせずに、フェアプレイでいきましょうよ、と付け加える。これにより、不必要な禍根かこんを残さぬよう、配慮も欠かさない。


ミーアの心遣いがキラリと光った瞬間である！


「意見を争わせるのは馬合わせの中でのみ……。その後は示された結果に従って協力せよ……」


「え……？」


唐突に小驪が言った言葉に、ミーアは瞳を瞬またたかせる。


「我ら騎馬王国の父祖、光龍の教えですの。ミーア姫が言いたいのは、これですの？」


「そう。まさにそれですわ！」


ミーアは我が意を得たり！　という様子で頷く。が、もちろんそこまで深い考えがあるわけではない。もちろんである。


けれど、生まれた流れを逃すミーアではない。ここは乗っていく！　一切の躊躇ちゅうちょなく！


「馬合わせは相手を殺すための戦争ではない。あくまでも協力し合うための、物事の決め方ですわ。だから、我々は敵ではない。憎しみや私情にとらわれることなく、終わった後は互いに健闘を称えあうべきではありませんの？」


グッと拳を握りしめ、ミーアは力説する。


「ミーア姫……」


小驪は、ほんの一瞬、感銘を受けたような顔をしたが……すぐに顔をプイッと背けた。


「そんなのは綺麗事ですの。信じられるわけない、ですの」


「そう。それは、残念ですわ」


ミーア、ちょっぴりため息を吐く。


──これは、なかなかに難敵。ふぅむ、ここは……。


一転、ミーアは作戦の転換を図る。それはミーアの得意技である……、


「ですけれど、わたくしは、あなたと落露の走りを称えますわ」


全力ヨイショである。


ミーアにはかつて、幾度も、このヨイショで危機を乗り切ってきた実績がある（……少なくともミーアの中ではそうなっている！）


今回も、そこに活路を見出すべく、ペラペラしゃべりだした。小驪のおかげで夕食が大変美味しくなったこともあり、その舌の動きは実に滑らかだった。


「今日の落露の走りは、〝月兎馬の中の月兎馬〟の名に恥じぬ見事なもの。実に天晴あっぱれでしたわ。わたくしも、帝国の姫としてよい馬は知っているつもりでしたけれど、そのいずれにも劣らぬ素晴らしい馬ですわね。それに、あなたも……。あなたが、立派に戦ったということは、ほかの誰が見ていなくとも、わたくしがきちんと見ておりましたわ」


自分だけは、あなたのこと評価しますよぅ！　とミーアは力強く訴えかける。


こんなことを言われたら「お前の馬をよこせ」とは言いだしづらいだろう、という雰囲気を懸命に演出しているのだ。実にあざとい！


「そ、そんな見え透いたお世辞、聞きたくない、ですの」


などと言いつつ、小驪が立ち上がった。


「こっ、これ以上、馴れ合うつもりは、本当にない、ですの。明日は覚悟するがいいですの！」


そう言って、ミーアの前から去っていく小驪。その背中を見送りながら、ミーアは小さくため息を吐いた。


「ふぅむ、これは失敗したかしら……」


それからミーアは立ち上がり、そっと空を見上げた。


「さて……明日はどうしたものかしら……」


ミーアの不安を表すかのように、輝く月は、薄うっすら雲に覆われつつあった。







第十一話　幸せな夢の終わりのように……


馬合わせの一日目の夜。南都では、ひっそりと一つの事件が起きていた。


「ん……ぅん？」


それは、深夜のこと。


シュトリナは廊下のほうから聞こえてきた音に、目を覚ました。


コツ、コツ……と床を踏む、それは、ひそめた足音だった。


瞬間的に蛇の暗殺者を疑うシュトリナだったが、足音は部屋の前を素通りする。


方向からすると、どうやら、建物の外に向かっているらしい。


建物の部屋割りを思い出し……それから事前にチェックしておいた護衛の配置を頭に思い描きながら、シュトリナは首を傾げた。


──よくよく考えれば、護衛の目を誤魔化せるような暗殺者がリーナに足音を気付かれることはないかな。


それから、彼女は隣のベッドで寝ていたベルのほうを見る。毛布をベッドから落として、ちょっぴりはしたない格好になっているベルに苦笑い。そーっと毛布を掛け直してあげる。


それから、こっそり扉を開けて、廊下に顔を出す。っと、歩いていく少女の後ろ姿が目に飛び込んできた。


「あれは……」


長い黒髪を揺らしながら歩く少女、ピンと伸びた背筋が凛々しい彼女の正体は──火慧馬だった。


──慧馬さん、こんな時間に、どこへ……？


きょろきょろと辺りを窺いつつ、建物の外へと向かっていく慧馬。胸騒ぎを覚えたシュトリナは、寝間着の上から上掛けを羽織ると、こっそり部屋を抜け出した。


野生の勘だろうか。慧馬の行く先には護衛の姿はない。重鎮であるミーアが馬合わせに出ているため、戦力を分散させなければならなかったのと、もともと外からの侵入を警戒するための配置だからだろうか。


外に出るのは、案外、簡単にできてしまうのだ。


──ルードヴィッヒさんも、ミーアさまの護衛の手配で手が回らなかったんだろうな……。ディオン・アライアがいれば、気付いて止めるだろうけど、ミーアさまについていってるし。


そんなことを思いつつシュトリナは、静かに慧馬の後を追う。難なく建物を出た慧馬は、どうやら厩舎のほうに向かっているようだった。


「……もしかして、慧馬さん、一人で出ていこうとしてる？　ん？」


と、その時だった。慧馬の前から、何人かの人影がやってきた。


「あら？　慧馬さん？　こんな時間にどうかしたの？」


月明かりの下、涼しげな髪を揺らして現れたのは、ラフィーナ・オルカ・ヴェールガだった。


「聖女ラフィーナ……。こんなところでなにを？」


慧馬の怪訝けげんそうな声に、ラフィーナは穏やかな笑みを浮かべる。


「ミーアさんの勝ちを祈っていたのよ」


ふと見れば、彼女の後ろには護衛としてだろうか。林馬龍の姿まであった。


「……ラフィーナさま、こんな夜中に馬龍先輩と一緒にいたら、あらぬ誤解を招きそうだけど……。まぁ、ヴェールガの従者の人も一緒みたいだから、平気かな？」


小さく首を傾げつつ、シュトリナは状況を見守ることにした。


「それで、質問を返すようだけど、あなたは何をしているの？　慧馬さん」


「それは……その、そう。遠乗りに……」


「こんな時間に、一人で……？」


疑わしそうに上目遣いで見つめるラフィーナに、


「いや、夜の遠乗りはなかなかいいものなんだぞ？　それはラフィーナ嬢ちゃんもこの前……」


「馬龍さん……」


ゾクリ、と……なぜだろう、シュトリナの背筋に鳥肌が立った。


涼しげな笑顔を浮かべたまま、馬龍のほうを振り返るラフィーナ。その背中に、シュトリナは、なんとも言えない威圧感を覚えてしまって……。


どうやら、それで、馬龍にも通じ……。


「ああ。そうだった。秘密だったな。ははは」


てなかった！


──秘密って言っちゃったら、まずいんじゃないかな……。


などと心の中でツッコミを入れるシュトリナと、


「馬龍さんっ！」


悲鳴を上げるラフィーナ。先ほどの威圧感はどこへやら、それはどこか気恥ずかしさにまみれた、少女のような声だった。


どうやら、なにかあったらしいが……それはさておき。


ラフィーナは、小さく咳ばらいをする。


「慧馬さん、もしかして、あなた、一人で出ていこうとしているのではないかしら？」


その静かな問いかけ。慧馬はギュッと拳を握りしめた。


「ミーア姫が我らのために体を張って頑張ってくれていることはわかっている。だからこそ我がなにもしないわけにはいかないではないか」


ゆっくりと顔を上げ、慧馬は続ける。


「……族長会議のやり取りを見て……いやそれ以前からずっと考えていたことなのだ。火の一族は……我と兄上がいなければ、すんなりと騎馬王国に受け入れてもらえるのではないか……とな。問題になっているのは、狼を使う術なのだ。だが、あれは誰もが使えるものではない。族長である兄と我のみが使えるものなのだ。であれば……」


「慧馬さんが狼を連れて、火の一族から出ていけば、それですべての片がつく、と？」


ラフィーナの問いかけは、ほとんど感情のこもらない、平坦なものだった。それに気付いているのかいないのか、慧馬は構わず続ける。


「火の一族のみなは優しい。だから、我を追い出そうとはしないし、守ろうとしてくれる。でも、それに甘えることはできない。我が出ていくのが一番確実な方法だ」


「おい、それは……」


口を挟もうとした馬龍を片手で制して、ラフィーナは小さく首を振った。


「そう。残念だわ。慧馬さん。あなたは、ミーアさんの良いお友だちだと思っていたのよ？」


ラフィーナはため息を吐いて……それから、上目遣いに慧馬を睨みつけた。


「本当の真友おともだちなら……ミーアさんの勝ちを決して疑ったりはしないんじゃないかしら？　少なくとも私は信じてるわ。ミーアさんの真友として」


ラフィーナの中で、ミーアの扱いが結構スゴイことになっているわけだが……、それを指摘する者は、ここにはいなかった。


「勝ち負けの問題ではない。ミーア姫の肩に我らの命運をかけること、いらぬ重荷を負わせること自体が……」


「お友だちに迷惑をかけたくない、ですか？」


慧馬の言葉を遮って、ラフィーナが言った。唇を噛みしめる慧馬に、厳しい口調でラフィーナは続ける。


「でもそれは、あなたの気持ちを楽にしたいだけ。それはただの逃げです。ミーアさんにも、あなたを守ろうとしている火の一族のみなさんに対しても、失礼です」


「……しかし」


「大丈夫。ミーアさんは、絶対に負けませんから。あなたが、ミーアさんを友と呼ぶのなら、あなたは信じるべきです。そして、迷惑をかけたと思うなら、今度はあなたがミーアさんを助けられればいい。助け合ってこその友ではないですか？」


少しも揺らがない、芯の通った声でラフィーナは言うのだった。






「よかった。ラフィーナさまが、上手くまとめてくれそう……」


やり取りを見て、ホッと安堵のため息を吐くシュトリナである。正直、ラフィーナが出てこなければ、きっと、自分には説得できなかっただろうから。


シュトリナは、慧馬の判断が正しいと思っていた。


なにしろ、慧馬と狼がいなくなれば、火の一族は文句なく、騎馬王国に帰還することができるのだ。


ミーアがこれ以上、無理をする必要もなくなるのだ。


だから、むしろ、シュトリナとしては慧馬の背中を押してやる必要があって……。


それが合理的な考え方というもので……でも、


「そっか。リーナは、慧馬さんを引き留めてもいいんだ……」


なぜなら、ミーアがいるのだから。


ミーアがしようとしていることのためには、それこそが正しいことで……。だから、シュトリナは、優しい判断をしてもいいのだ。


そんな、優しく温かな世界にいられるのが、とても嬉しくって……だからだろうか？






……背後から近づいてくる存在に気付くのが、致命的に遅れてしまった。






突如、がばっと抱きすくめるようにして押さえつけられる。


「──んぅっ!?」


同時に、口と鼻に布が押し当てられた。


甘ったるく危険な匂いを認識すると同時に、シュトリナはその正体に気付く。


──あ、これ、ダメなやつだ……。


慌てて、手足をバタつかせるも、すぐに体が痺しびれて、力が入らなくなる。


「んっ……んんぅ……」


抵抗むなしく、かくん、っと膝が折れる。まるで酔っ払ったような感覚。意識がふわふわと、あいまいに揺れて……。


──ベル、ちゃん。


その声は、音をなすこともなく……。


「いやはや、まさか、こんなところで裏切り者を見つけられるとはねぇ。やれやれ、俺は、ガキの扱いは苦手なんだが……」


ぼんやりとした思考に、その声が忍び込んでくる。まるで狡猾こうかつな毒蛇のように。


「まぁ、巫女みこ姫さまは人を使うのがたいそうお得意な方だから、きっと裏切り者も、毛の一筋すら無駄にせずにお使いになるだろうて。せいぜい損なわぬよう丁重に運ぶとしよう」


薄れゆく意識の中、そんな言葉を聞きながら、シュトリナは闇の中へと沈んでいく。






それはまるで、幸せな夢の終わりのように……。







第十二話　ミーアの叡智の高度な計算に基づいて


天馬──それは天を舞う、翼を持った馬である。


大空を自由に飛び回るその馬は、まさに天空の支配者といっても過言ではない、伝説上の生物である。


ところで……その天馬、実のところ、帝国と騎馬王国とでは意味合いが若干異なっている。


『寒馬の訪れ日』という表現がある。それは、騎馬王国における冬季の始まりの日だ。


騎馬王国では、冬は馬の形をしてやってくる。冬だけではない。春も、夏、秋もそうだ。季節は馬の姿をとって、草原地帯に現れ、駆け抜けるものなのだ。


では『天馬』はどうだろう？


これも同じことなのだ。騎馬王国では、天の事象もまた、馬の姿で認識される。


天空の支配者とは、すなわち『天の事象の支配者』なのだ。


雷鳴は天馬の嘶き、風は天馬の羽ばたき、雨は天馬の流す涙だ。






馬合わせの二日目は、天馬が機嫌を損ねたような天気だった。


空を覆う一面の漆黒しっこくの雲原。そこを駆け抜ける天馬の嘶きらいめいが遠くに響き、激しい羽ばたきによって生じた風が、下界の草原に吹き荒れていた。


「なんだか、嫌な天気ですわね。今にも雨が降ってきそうですわ」


風に踊る髪を片手で押さえつつ、ミーアは空を見上げた。


そして、ミーアの悪い予感はすぐに当たることになった。


野営地を出発して早々に、黒雲からポツリ、ポツリ、と雨が落ち始めた。幸いにして、天馬の機嫌はまだ、そこまで悪くはないらしく、雨粒は大きくはない。せいぜいが小雨といったところだ。


あくまでも今のところは、であるが……。


「ああ、やはり降りだしましたのね。やれやれ……」


愚痴りつつ、ミーアはモコモコスーツのフードを被る。


雨具としても機能するモコモコスーツのおかげで、雨にも強いミーアである。この程度の雨、なんでもないのだ。


「ふむ、少し肌寒いぐらいですし、これは、アンヌに感謝ですわね……」


雨で濡れたところに吹きつけてくる風は冷たい。一気に秋を通り越して、冬になってしまったようにすら感じる。


「そういえば……この年は、寒い年でしたわね……。すっかり忘れていましたわ」


そんなことをつぶやきつつも、ミーアは前方に目をやった。


雨にけぶる景色。油断をすると、見失ってしまいそうだったから……。


「東風、少し急ぎましょう。もう少し落露との距離を詰めますわよ」


ミーアの声に、ブルルーフッと鼻を鳴らし、東風が足を速める。


水で湿った草原を走りつつも、ミーアは小さく唸る。


「それにしても、小驪さん、風邪などひかなければよいのですけれど……」


そんなミーアの言葉に応えるように、びょうっという冷たい風、それに続いて、くっちゅん、という小驪の可愛らしいくしゃみの声が響いた。


「小驪さん、大丈夫ですの？」


見えてきた背中に声をかける。っと、小驪はキリッとした顔で振り返り……


「馴れ合いはしない、ですの。今は馬合わせの最中ですの」


っと言ったはよいのだが……、直後に、寒そうに鼻をすすっていた。何度かこすったからか、鼻の頭は赤くなっていた。


「ですけど……、とても寒そうですわ」


「こっこ、このぐらい、草原で生きる騎馬王国の者なら、なっ、なんでもない、ですの」


そうは言うものの、その唇はちょっぴり青くなっていた。


「そうなんですのね。でも……」


と、ミーアは周りの随伴の騎馬に目をやった。


昨夜のうちに、剛馬たちから引き継いだ騎馬王国の者たちは、みな、ミーアの視線に首を振った。


「我々が手を貸すわけにはいきません。ミーア姫は、馬合わせの最初からその服を持ち込んでいますから、ここで雨具を渡したら不公平になってしまいます」


「そう……。あ、そういうことでしたら、どこかで雨宿りをして、焚たき火でもしましょうか。それで雨がやんでから……」


「ふ、ふふ、そっ、そんな口車には乗らない、ですの。ミーア姫は、その馬を休ませたいから、そんなことを言っておりますの。ずっとそんな重たい服を、着てきたのだから、その馬は疲れてるはず、ですの！」


小驪は、ミーアのほうを見てから、勝気な笑みを浮かべた。


「これ以上、私の誇りを傷つけないでほしい、ですの。ミーア姫、これは馬合わせ。これは、すべてをかけた勝負。全力で競い合わなければいけない、ですの」


歯を食いしばりながら言う小驪。


そうまで言われては、ミーアとしてもなにも言えない。言えないが……。


──これは、ますます真剣勝負じみてきておりますわ。少し場を和ませておく必要があるのではないかしら……。


ミーアとしては、ピリピリしたムードは好まないのだ。負けた時に敵としてではなく、ともに馬合わせを乗り切った者として、ある種の仲間として扱ってもらいたいからだ。


そのほうが好待遇を望めるに違いないし。


──ふむ、ということは……。


考えることしばし……。やがて、ミーアは一つの結論に至る。


──ここは、甘いものがよろしいですわね！


……別に、自分が食べたいから、ではない。昨日の夜のお鍋はたいそう美味しかったが、デザートが足りなかったな……などと思ったからでは決してないのである。ないのである！


そうではなく、甘いものを一緒に食べれば、決闘などという雰囲気にはならないだろうという、緻密な計算に基づく結論である。


ミーアの叡智いぶくろが出した、高度な計算しょくよくに基づく結論なのである。


そうして、ミーアは随伴する水族の騎手の女性に声をかけた。


「ちょっとよろしいかしら。わたくし、なにか甘いものが欲しいですわ」


「…………は？」


唐突なミーアの発言に、女性はきょとりん、と首を傾げる。


「いえ。ミーア姫、ですから、先ほど申し上げたように馬合わせの最中に我々がそのように、ミーア姫にだけ手を貸すことは不公平に……」


「ならば、小驪さんにも出して差し上げれば、何の問題もございませんわ」


あっさりと言って、ミーアは悪戯っぽい笑みを浮かべる。


「あなたはご存知ないかもしれませんけれど、わたくし、わがまま姫として有名ですのよ？　この程度、わがままのうちにも入りませんから、覚悟しておくことですわ」






さて、ミーアの言葉を聞いた騎馬王国の女性は、一瞬、考える。


なぜミーアがこのようなことを言い出したのか……。話の流れから考えるに、おそらくミーアは小驪に同情していたはずで。では、ミーアが求める〝甘いもの〟とは……。


彼女はすぐに思い至った。


騎馬王国には、乳粕酒アールツェという飲み物がある。


それは、馬乳酒を作る過程で出る残り滓かすを使って作る、甘いホットミルクのような飲み物だった。温めて飲めば、体の芯までポカポカしてくる、風邪知らずの飲み物なのだ。


──そうか。ミーア姫は凍える対戦相手に暖を取らせようとしているのか……。しかも、自らのわがままを押し通す、という形で……。


理解した瞬間、彼女は感銘を受けた。戦う相手をすら気遣う、帝国の叡智の慈愛に。


「なるほど。異国の姫君の心遣いわがままには答えないわけにはいきませんね」


そうして、彼女の指示のもと、すぐに伝令が駆けていき、中継地点に熱々の乳粕酒アールツェが用意されることになるのだった。






このことは、後の時代に騎馬王国のことわざ「敵に熱い乳粕酒アールツェを送る」の語源となるのだが。


まぁ、それはともかく、馬合わせは、いよいよ佳境へと突入していくのだった。







第十三話　小驪の矜持きょうじ


薄暗い平原を行くミーアたち一行。そんな彼女らの目の前に、ぼんやりと焚き火の明かりが映り込む。


「あれは……」


などと怪訝そうな顔をしていた小驪だったが、なにかに気付いたのか、ミーアのほうを振り返る。が、ミーアは素知らぬ顔で、馬を前に出し、焚き火のほうへ向かう。


焚き火を無視して進もうとした小驪も、周りの騎馬に促され、仕方なしにミーアの後を追った。


馬を降りると、早々に湯気の立つ容器を渡される。中には乳白色の液体が入っていて、そこからは、なんともあまぁい香りが……。


──ああ、素晴らしいですわ……。理想的な飲み物ですわ。


早速、ミーアは容器を両手で持つと、ふーふー、息を吹きかける。


熱い湯気が頬に当たるたび、氷が解けるように、肌のこわばりが消えていくような気がした。


そうして、はふほふと一口……。


舌の上を転がるのは、熱々の、とろみがある液体だった。卵を溶かしたスープにも似た食感、けれど舌に感じるのはハチミツのような濃厚な甘みだった。


喉を通り、腹へと落ちていく熱は、じんわり、ぽっぽと体を温めてくれて……。ミーアは「おふぅっ！」と、ため息を吐いた。


──なるほど。ただ甘いものを用意するだけではなく、体が温まるものを用意してくれたわけですわね。素晴らしい気遣いですわ。さすがは騎馬王国の方たちですわ。


「ミーア姫……」


ふと見れば小驪は、湯気を立てる容器を両手で握りつつ、ミーアに不満げな視線を向けていた。


ミーアはとぼけた様子で、


「誤解があるといけないので言っておきますけれど、これはあくまでも、わたくしが飲みたいから頼んだだけのことですわ。あなたにも飲まさないと、わたくしもいただけないから小驪さんにも同じものを用意してもらっただけのことですわ」


しれっと言ってのける。


そんなミーアの顔をまじまじと睨んでから……ついに、小驪は吹き出した。


「ミーア姫、あなたは、ほんっと───に！　お人よし、ですの」


「あら、ですから、それは……」


「わかっている、ですの。あなたのその行動は、すべて自分の言葉に重みを持たせるためのもの。馬合わせは互いに刃を突きつけあう戦いくさではない。方針が定まった後は、互いに協力をするためのもの。だから、悔いなく、後腐れないように配慮した」


それから、小驪は自らの手を見つめて、握り、開きを繰り返す。


「このまま体が冷えたままで馬に乗り続けたら危ない。手がかじかめば手綱たづなを掴つかむことも難しく、落馬の危険もある。怪我をしたら、気持ちよく馬合わせで決着がつかない」


小驪は、確信に満ちたドヤァ！　な顔で言い放つ。


「そんなところ、ですの？」


「……ええ、まぁ、そんなところですわ」


もちろん、そんな意図はないのだが……まぁ、そのままにしておいたほうが、雰囲気がよくなりそうなので、そういうことにしておく。臨機応変の海月、ミーアは波に逆らうことの愚ぐを知っている。


それから小驪は、一口、乳粕酒アールツェを飲んで……。


「ふふ、甘くて、とても美味しいですの」


小さくため息。その後、なにやら吹っ切れたような顔をミーアに向けて、


「ミーア姫、馬合わせは大切な儀式ですの。だから、手加減はしないですの」


一転、キリッと凛々しい顔で言った。そうして、


「だから、私は、全力で馬合わせに臨むために、ここで少し火で体を温めてから行こうと思う、ですの。このまま馬に乗り続けるのはやっぱり危ないですの」


「あら、それならわたくしも……」


「ミーア姫は先に行くといい、ですの」


「へ……？　いえ、でも……」


「私は勝つために、それが最善だと考えるからそうする、ですの。ミーア姫も勝つために最善のことをしてもらいたいですの」


それから、勝気な笑みを浮かべる。


「心配しなくっても、落露は名馬中の名馬。すぐに追いついてみせるですの。必ず、最後の坂道の前までに追いついてみせるから、覚悟するといい、ですの」


その口ぶりに、ミーアは察する。


──なるほど、借りは作らない、と、そういうことですのね……。


そう、これは、きっと小驪なりの、後腐れのないやり方なのだ。


小驪の矜持を認めたミーアは、一つ頷くと、


「わかりましたわ。では、楽しみにお待ちしておりますわね。お先に失礼いたしますわ」


そうして、よっこーいしょっ！　と東風に飛び乗ると、そのまま駆けだした。


──ふむ、まぁなんにせよ、小驪さんとも仲良くなれましたし。これならば、負けても問題ないはず。これで心置きなく負けられますわね……。


東風の心地よいリズムに合わせて、ニッコニコ顔で進むこと、しばし……。


──ん？　負ける？


ふとそこで、ミーアは気付いた。唐突に……気付いてしまった。


後ろを見る。


小驪は追ってこない。差がぐんぐん開いていく。


──あら……、これってもしや、チャンスでは？


ここにきてミーアはようやく、思い至る。自分が勝利する、その輝かしい可能性に。


脳裏に照らし出されるのは、従者たちの顔。自身の勝利を疑わず、信じ切った顔で応援してくれた彼らの顔だ。


勝ちの目が見えているこの状況、もしもここで不甲斐ないことをしては、後々の禍根になりかねなくって……。


「こっ、これは……行くしかありませんわよ。東風！」


自らを押し上げる大波を感じ、ミーアの声にも気合がみなぎる。


手綱をしっかりと握りしめ、東風の首筋を撫でる。っと、それに応えるように、東風が嘶いて……！


そしてっ！






──いつもと変わらない速度で走っていった！






マイペースをいつでも維持する東風なのであった。







第十四話　某族長プロデュースのトンデモ説、浸透す


小驪と別れてから、ミーアはひたすらにゴールを目指していた。一度も振り返ることなく、ただ前だけを凛と見つめたまま……。


雨は依然として降り続いていた。いや、それは、もはや雨ではなく、半ば凍ったみぞれのようになっていた。けれど、ミーアのまとう防寒着は、その程度の寒さをものともしなかった。


さて、休憩場所にて、交代した随伴の騎手たちもまた同じように防寒着を着ていた。その中に、前日の護衛を担当した木剛馬の姿もあった。


「まさか、このために、あの服を着ていたとは、な……」


感慨深げにつぶやきつつ、剛馬は、疑問に感じていたことを思い出していた。


なぜ、重みがある防寒具を着てきたのか。その答えがこれだった。


あれを着ていれば、ある程度、冷たい雨の中でも問題なく進むことができる。


だが、問題は昨日の時点でこんな天気になるなんてこと、誰も予想していなかったことだ。


この時期に急に天候が崩れ、こんなにも冷え込むなんてことを、いったい誰が予想できただろうか？


「なるほど、ミーア姫殿下は、天馬のご機嫌うかがいが上手いらしいな」


隣を走る、別の部族の者が軽口をたたくが、それに、剛馬は静かに首を振った。


確かに、今の状況はミーアが完全に天候の崩れを読み切って利用したように見える。だが、本当にそうなのだろうか？


勝ち目のない馬合わせの最中に、偶然天候が崩れ、偶然、それを読み切って利用する？　そんな偶然が重なることが、果たしてあり得るのか。むしろ、これは……。


「まるで、これは天馬に天候を悪化させたようだ」


天の万象を司つかさどる馬に命令を下す。そんなトンデモなことを、あろうことか、木族の族長が口にしてしまったものだから、始末に悪かった。


その、トンデモ説は、すぐに周りの騎馬王国の騎手たちに伝わり……浸透した！


彼らの中で、その推測は、こう……ストンと腑に落ちてしまったのだ。


「天馬を従える姫……」


そのように、ちょっとアレなことをつぶやきつつ、彼らは茫然ぼうぜんとミーアに視線を向けた。






さて、そんなある種の畏怖いふの視線を受けているミーアなのだが……、まったく気付いていなかった。


タッタカタ、タッタカタ、という東風の足運びに、合わせることにのみ集中する。


「ふむ、まぁ、悪いペースではない、ですわね。うん……」


などと、自分に言い聞かせつつ、ミーアはひたすら無心に前を見つめていた。


正直、途中までは、


「ねぇ、東風、もしも勝ったら美味しい野菜ケーキなど用意いたしますけれど、どうかしら……？」


なぁんて東風を懐柔しようとしていたミーアだったわけだが、それはもう諦めた。（ちなみに、馬に声をかける姿を見た騎馬王国の者たちは、馬合わせの一番辛いときに、馬を労おうとしているのはさすがだなぁ！　などと大変感心していたのだが、まぁ、どうでもいい……）


そう、ミーアは知っているのだ。無理なものは無理、と。


それは今までさんざん、思い知らされてきたことなのだ。どれだけ強く命じたとしても、ないものはないのだ。


帝国皇女の権威をもって、強い言葉で命じたところで、わがままを言ったところで、無理なものは無理なのだ。食料もお金も、ないものはない。


そして、足の速さだってまたしかり、である。速く走れと言われても、無理なものは無理なのだ。


「そもそも、わたくしは、走ることに関しては素人。ならば、わたくしにできるのは東風を信じることのみ、ですわ」


そうして、ミーアは東風に身を委ねる。自身にできるのは、ただ、海月のように静かな心で、乗ることのみなのだ。


「それに、急に慣れないことをやっても失敗するだけ。焦るべきではありませんでしたわね」


革命が起きた時、急いで逃げたいからと言って、突然馬に乗れと言われても無理である。


だからこそ、事前に馬に乗れるようにしたのだし、こうして遠乗りの訓練も行っているわけで。咄嗟とっさの時にできることとは、幾度も練習を重ね、身につけたことのみなのだ。


「それと同じこと……。勝ちの目が見えたからといって、焦りは禁物。今までと同じように、東風に任せますわ」


そうして、いくつかの水場で休憩を挟みつつ、進む。進む。暇なので、東風の歩数をカウントしつつ、進む、進む、進む。


どれぐらい時間がたっただろうか。ふと、空からの日の光を感じて、ミーアは空を見上げた。


いつの間にか雨はやみ、暗雲は千切れ、ところどころから覗く青空からは、暖かな日が差し込んでいた。


そして、その光に照らし出されるようにしてそびえ立つ丘が見えた。


「あの丘は……もしかして」


「そうです。あの丘の頂上の岩がゴールです」


そばにいた騎手が説明してくれる。


「ああ、ようやく、辿り着いたんですわね。長かったですわ」


「ミーア姫っ！」


と、その時だった！


遠く背後から響く鋭い声が、ミーアの耳に届いた。


「来ましたわね……小驪さん」


ミーアは後ろを振り返る。っと、猛然とこちらに近づいてくる小驪と落露の姿があった。


撥ね上がった泥で顔を汚しつつ、ニヤリと勝気な笑みを浮かべる小驪。どこか吹っ切れた様子の小驪を見て、ミーアもちょっぴり闘争心に火がついて……。


「わたくしも負けませんわ！」


そう言い放ち、それから、ちょっぴり水を吸って重くなった上着を、バサッと脱ぎ棄てる。


そうして身軽になったミーアは、


「行きますわよ！　東風」


実に格好よく、東風に声をかける。


……とはいえ、まぁ、正直なところあまり期待してはいなかったのだ。


相変わらず、東風はマイペースを維持している。落露が本気で走ったら、到底逃げ切れないだろうなぁ、と、そう思っていて……。


直後、東風は嘶き、そして──その身が加速する！


「……はぇ？」


ぐんっと荷重がかかり、一瞬、後ろに吹き飛びそうになったミーアは、慌てて、足を踏ん張り、体勢を保とうとする。


「なっ、ちょっ、きゅ、急に？」


などと言いつつも、前傾姿勢になる。






最後の戦い、坂の攻防が始まった！







第十五話　勇ましき姫の雄叫びに、観衆は熱狂し


ざか、ざかっと、大地を蹴りつけ……。


びゅびゅうっと、風の壁を割りながら……。


わぁわぁ、っという観衆の熱狂の渦の中を、ひたすらに進む。進む。


吹きつける風圧の強さに目を細めながら、ミーアは懸命に前方を見据える。


ゴール地点である星草の岩、そこへと至る坂道は、曲がりくねった過酷な道。


馬合わせの最終盤に訪れた坂道に、迷うことなく、東風は向かっていく。


ぐん、ぐぐんっ。体にかかる加速に、手綱から外れた手が天を掴むように高々と掲げられた。


「ふひゃああああっ！」


っと、ミーアの上げた気合の雄叫びに、坂道の両脇に詰めかけた観衆が、うぉおおお！　と地鳴りのような声援を送る。


……雄叫びというか、実際には、落ちそうになって上げたただの悲鳴なのだが……。


ともかく、勇猛果敢ゆうもうかかんに馬を駆り、坂道を駆け上がるミーアに、人々の興奮は高まる一方だった。


なにしろ、これは、紛うことなき番狂わせ。


誰がどう考えても、先に来るのは落露でなければおかしかったわけで……。それが、蓋ふたを開けてみれば、やってきたのは異国の姫君だった。しかも、荒天の中、荒れた道を走破して、想定外の速さでゴール地点までやってきたのだ。


そんな姫君が、ラストスパートに合わせて、雄叫びを上げたのだ。


盛り上がらないわけがない！


しかも、である。


その後方からは猛然と、対抗馬が追いかけてきているのだ。


盛り上がらない、わけがないっ！


そんな濃密な声援の中を、東風は一心不乱に駆け抜ける。


ゴール地点が見えたこと、背中の重りが若干軽くなったことなどをきっかけに、まるで解き放たれたように、ぐんぐん、ぐんぐん加速していく。


大地を蹴る音が徐々に速くなっていき、ミーアは、懸命にその動きに合わせていた。


「くっ、と、東風、急にやる気になりましたわね」


駿馬、荒嵐を知るミーアにとってもその加速は驚異的だった。


なにしろ、坂道である。にもかかわらず、速度がほとんど落ちていないのだ。


力強く跳ね上がる脚、躍動するしなやかな首筋を見ていると、心強さすら覚えてしまうミーアであった。


「まぁ、いいですわ。あなたの速さにも慣れてきましたし、このままいきますわよ！　東風」


その声かけに、東風が再度、嘶いた。


けれど、そんなミーアの後ろから、ざか、ざかっと足音が近づいてくる。


雨上がりのぬかるみ、泥を撥ね上げつつ、落露がやってくる。


坂の入り口、その差はおよそ五馬身ほどだ。


「ようやく追いついた、ですの」


鼻の頭を泥で汚した小驪が、ミーアに笑みを浮かべた。


出発前は見惚みとれるほどだった、美しい仕立ての騎乗服も、ちょっぴりお嬢さま然としたすまし顔も今は鳴りを潜め、そこにいたのは、一人の馬好きな子どもだった。


ただただ、馬に乗って、速く走って、勝負して……それが楽しくて仕方ない、純粋な馬バカの姿が、そこにあったのだ。


「さぁ、勝負ですの！」


ぐいっと、頬についた泥を拭って、小驪が言った。


その無邪気で、楽しげな笑みにミーアは勝利を確信する。


勝利──そう、すなわち、最高の条件で負けること。それこそが、ミーアの当初のプランだ。


そして、それが達成された今となっては、ミーアは気楽になれた。


これで気楽に──勝負に挑むことができる。


「負けませんわよ！　小驪さん」


ミーアとて、別に負けるのが好きというわけではない。


たまには、純粋な勝負に興じてみるのも悪くはない、と気合が入る。







    
  
  




「さぁ、勝利して、美味しいキノコ鍋をいっぱい食べて、甘い乳粕酒アールツェで祝杯をあげますわよ！」


ちなみに、大切なもう一つの目標であった、運動をしてシュッとするほうに関しては、ぽーんっと記憶の彼方へと放り投げているミーアであった。


ＦＮＹフニョからは簡単には逃げきれないのである。


まぁ、それはともかく……。


落露の接近を察知したのか、東風の耳がピクリ、と動いた。


けれど、その目はただひたすらに前のみを見据えていた。


雨で湿った坂道である。よそ見をするなど論外。堅実に、着実に、ゴールを目指すのみ。それが東風の走りなのである。


こうして二頭の馬は坂道に突入する。


上り坂に入ってなお、東風の脚は力強さを失ってはいなかった。さすがに、ペースが落ちた落露に対して、東風はほとんど速度を落とさない。体にかかる重さなど、一切感じさせず、まるで飛んでいるかのように、登坂をこなしていく。


それゆえ、駿馬たる落露との差は少しずつしか縮まらなかった。その差は、およそ四馬身。


これこそがテールトルテュエ種の力。


雨上がりのぬかるみも、大きな石が転がる山道も、上りも下りも、どのような荒れ地であったとしても……！


踏み越え、かまわず駆け抜ける強靭きょうじんな脚。


苦境に歯を食いしばる──ことすらせず、いつもと変わらぬ走りで応えるタフネス。


帝国が誇るワークホースの名をいかんなく発揮する東風であった。






決して、落露に抜かれることなく、ミーアはついに最後の直線へと辿り着く。


天に延びる急坂、その頂上にあるゴールを見上げる。


まるで、馬合わせの勝者を祝福するかのように、空には大きな虹がかかっていた。







第十六話　決着


最後の直線に入ったのはミーアが先だった。が、それを追ってすぐさま落露の姿が現れる。


その差はさらに、じり、じりっと縮まっていく。


──さすがに、速い。それ以上にものすごーく粘り強いですわ！


ミーアが自分の足で走っていたのであれば、坂道を上り始めたところで、ギブアップしているところである。


ふーふーと、落露の熱い息遣いを間近に感じつつ、ミーアはぐぬぬ、っと呻く。


負けてもよい状況。とはいえ、後ろからじりじりと追いつめられるのは、あまり気分がよろしくなかった。


さらに、落露は、それでは止まらなかった。一度、距離をとり、大きく膨らむようにして前に出る。ほぼ、真横に並ばれた！


「くっ！　まだですわ。まだ負けませんわ。あと少しですもの！」


ミーアは、東風を叱咤激励しったげきれいしようと口を開き、


「東風ぅうううひゃあああ！」


そのタイミングで、東風が加速！　再び、雄叫びめいた悲鳴を上げてしまう。


気迫のこもったミーアの絶叫、それを見た人々はさらに熱狂する。


なにしろ、絶妙のタイミングだったのだ。


それは、勝負の瀬戸際。馬の競走に目の肥えた騎馬王国の者たちから見ても、そこは一つの分水嶺ぶんすいれいだった。


長い距離を走り、ようやく追いつき、追い抜こうという、そのタイミングでの加速である。それは、相手の心を折りに行く加速なのだ。


「この勝負どころで、吠ほえるミーア姫の姿の、なんと勇ましきことか……。やはり、只者ただものではなかったか……」


などと、剛馬あたりがつぶやいていたとしても、なんの不思議はなかった。


「まだ、ですのっ！　落露！」


ミーアに対抗するように、小驪も叫ぶ。それに応えて、落露が加速。懸命に東風の後ろに追いすがる。


「絶対に、絶対にっ！　負けない、ですのっ！」


小驪の熱い気持ちに背中を押されるようにして、ぐぐんっと落露の体が前に出る。再びじりじりと距離を詰め、ついにはその鼻先が東風の前に出る。


負けじと、東風、足を速める。


抜きつ、抜かれつの鍔迫つばぜり合い。


実力は拮抗。気迫は伯仲はくちゅう。


このような一歩も譲らぬ勝負の場では、しばしば、小さな小さな要因にて、勝負が決することがある。


そして、異変は静かにやってきた。


それは風。坂の上から吹き下ろすような風。朝からずっと吹いていた寒風が、向きを変え、ミーアたちに向かって正面から吹いてきたのだ。


まるで、天に挑まんとする挑戦者を叩き落とそうとするような、意地悪な風。その一陣の大風に、真っ向からぶつかるは、低く、地を滑るように坂を上る、もう一つの風だった。


東の風の名を持つ馬は、向かい風に負けることなく、猛然と坂を突き進んでいく。


春を運ぶ春風のごとく、その走りは力強く、のびやかで……。


重さを感じさせぬ走りは、背に翼持つ天馬のごとく、軽やかだった。


顔に当たる強風に、思わず顔を伏せるミーア。


「東風、任せましたわよ！　突き進みなさい！」


ミーアの指示に応え、ひときわ大きく東風が嘶いて……。勢いそのまま、ゴールへと飛び込んだ！






刹那の静寂……直後の大歓声！






反射的に顔を上げた時……、横には落露と小驪の姿はなくって。


慌てて、後ろを振り向けば、遅れて入ってくる小驪たちの姿が見えて……。


「ああ……私、負けた……ですの？」


脱力し、茫然ぼうぜんとした顔でつぶやく小驪が見えて、思わずホッと胸を撫で下ろしそうになった──次の瞬間だったっ！


「あ……」


びゅうっと強く吹きつけてくる風。それに押されるようにして小驪の体が後ろに傾かしいだ。


「え……？」


それは、すべてが終わった瞬間に生じた、ほんのわずかな心の隙。


吹きつける冷たい風、二日間の行程によって、その身は、小驪自身が思っている以上に消耗していたようで……。


「小驪さんっ！」


慌ててミーアが伸ばした手。けれど、当然のごとく小驪に届くことはなく……。


風に吹き飛ばされるようにして、後ろ倒しになった小驪の体は、頭から地面へと落ちていき……そうになって！　その時だった！


「我が友、ミーア姫の勝利に、ケチはつけさせない」


凛々しい声の直後、灰色の影が駆け寄った。小驪の襟首えりくびをくわえると、そのまま、強引に着地を決めたもの、それは……一匹の大きな狼だった。


地面に尻もちをついた小驪は、目をまん丸くして、目の前の獣を見つめた。


「あ……あ、お、おお、かみ……？」


その顔が見る間に青く染まっていく。騎馬王国の者たちが慌てて、小驪に駆け寄ろうとするが……。


「い……今の、私を、助けてくれた……ですの？」


小驪は、震えながらも狼を、そして、歩み寄ってくる少女、火カ・慧馬エマのほうを見た。


「対戦相手のお前が怪我でもすれば、ミーア姫が素直に勝利を喜べなくなるからな。友として、見過ごすことができなかったのだ」


「そう……ですの。あの、慧馬さん、この狼、撫でても平気、ですの？」


「ああ。噛みついたりはしない……、はずだ」


「……そう…………ですの。ん？　はずっ!?」


驚いて飛び上がる小驪に、慧馬は明るく笑いかけた。


「ははは。冗談だ。我の命令がなければ噛みついたりはしない」


「……冗談が冗談になってないですの」


小驪は、はぁ、っと疲れたようなため息を吐き、それから、狼の首筋を撫でた。


「助けてくれて、ありがとう、ですの」


そのお礼に、狼は、どこか他人事のように顔を背けると、ふわぁあ、っとあくびを返すのみだった。






かくて、馬合わせの帰趨きすうは決した。帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンの吹かせた東風が、騎馬王国になにをもたらすのか。


知る者はまだ、一人もいなかった。







第十七話　妄想の天馬に乗って！


「ああ……よかった。一時はどうなることかと思ったが……」


慧馬に助け起こされる愛娘、小驪を見て、山サン・富馬フウマは深々と安堵の息を吐いた。


「いやいや、大変な馬合わせになりましたな。富馬殿」


のんびりとした口調で話しかけてきたのは、馬合わせの結末を見守っていた、族長最年長の光馬コウマだった。


「まさか、このような結果になろうとは。雨に、寒風。想定外のことが多い馬合わせであった」


「そう……ですな」


何事か考え込む様子の富馬に代わって、答えたのは、剛馬だった。


「あの雨がなければ、ミーア姫は勝てなかっただろう。それほどに落露は優れた馬だった。だが、結果はこうなった……」


随伴の騎手として、間近で勝負を見守った彼は、訳知り顔で開陳かいちんする……自らの、推測もうそうを！


「この勝利は、すべて、ミーア姫が積み上げてきた、細かな計算に基づくものだろう。初日、慣れない川原での勝負に誘導したことが、すべての始まりだった」


普通に平地を走られては圧倒的に不利。しかし、川原ならば、箱入りの落露よりは帝国の馬のほうが有利だった。


「小驪は地の利は自分にあると思っていたようだが、違ったのだ。あの時のミーア姫は、ひどく楽しそうな顔をしていたよ。まるで、自分の企みが上手くいった子どものような、無邪気な顔をな」


馬の競走は駆け引きだ。相手の力をいかに封じ、自分の馬の力をいかに引き出すか。その読みあいである。そして、自らの狙いが上手くいった時の楽しさを知らぬ者は騎馬王国にはいない。


「そして、川原での勝負で一杯食わされたせいで、小驪は冷静さを失った。結果的に、ミーア姫の、帝国の馬の特性を見誤って挑発に乗ったのだ。あの馬は速い馬ではないが、強い馬だった。たぶん、自身の群れが襲われた時、あの馬は、生き残るだろう。逃げ足が一番早くなくともしぶとく生き抜く、そんな図太さが感じられたからな。ああいう馬は、走る場所を選ばない」


東風に関する分析を、訳知り顔で語った後、剛馬は難しい顔で言った。


「だが、それでも差は埋まらなかっただろう、二日目の、あの雨がなければな……」


雨により騎手である小驪の体は冷え切ってしまった。馬に乗り続けることが不可能なほどに。対して、ミーア姫はきちんと備えていた。


馬自体の特性もあったのだろう。帝国の馬の走りは、寒さにもまるで変わらなかった。


「そして、ミーア姫は一貫して無茶な走らせ方をしなかった。あの馬の特性を理解して、知り尽くしたうえで、最後の坂まで体力を温存させた」


……そうだっただろうか？


「雨でぬかるんだ坂道は余計に体力を使う。それを見越したうえで、馬を励ましながら堅実に進ませたんだ」


…………そうだっただろうか？


「一方で、落露は差を詰めるべく、無理をした。体力が削られて、最後の最後で走りに伸びを欠くことになったんだ。落露が万全の状態であれば、こうはならなかっただろう」


あるいは、この最後の坂道がぬかるんでいなければ、普通に走りやすい道であれば……。


あるいは、初日に無茶な攻めを行わず、落露の体力を温存しておけば……。


あるいは、雨に濡れ、焚き火に当たる時間がなければ……。


いくつもの仮定。その一つでも実現していれば勝敗は違っていたのだろう。


二日間の馬合わせ、積み重なる不利な要素のすべてが、落露から走る力を奪っていたのだ。


それとは、反対に、東風は二日間、この最後の最後に至るまでずっと自分のペースを守り続けた。どのような事態にも対処できるよう、常に体力を温存した。


その結果が、馬合わせの勝敗に直結したのだ。


「なるほど。ミーア姫は、この天候まですべて見越してあの馬を選んだということか。天馬と言葉を交わすとの噂もあるが、あながち嘘うそではないということか」


感心した様子の馬優に、


「あるいは、天馬を説得して天気を変えるぐらいのことはできるかもしれぬぞ」


大真面目な顔で、少々アレなことを言いだす剛馬。それに……、


「異国より来たりし、天馬の姫。我らに調和をもたらさん……」


最も分別を持つはずの最年長、風族の族長、光馬が乗る！


実にもっともらしい発言に、驚いた様子で問いかけるのは馬優だった。


「そのような言い伝えがあるのですか？」


「いいや、過去にはない。が、百年後にはそうしたものができているかもしれぬな」


穏やかな笑みを浮かべる光馬である。実に……実に！　楽しそうである。


「まぁ、いずれにせよ、雨という想定外も含めて、ミーア姫が言いたかったことなのだろうて」


「ん？　どういう意味でしょう？　光馬老」


不思議そうに首を傾げた剛馬に、光馬はあくまでも静かな表情で答える。


「わからぬか。姫は、我ら騎馬王国の民が陥った高慢さを非難されているのだ。馬に貴賤はなし。姫が言ったという、その言葉を証明するような結果ではないか」


光馬は、まるでまぶしいものを見つめるように瞳を細めて、遠く、ミーア姫の乗る馬を見た。


「我らは月兎馬をはじめとする駿馬を貴いものと考える。されど、本来、馬はすべて天から授かりし宝なのだ。それに優劣をつけようなど、おこがましいことではないか」


「馬に貴賤はなし……か」


難しい顔で、呆然とつぶやく富馬に、光馬は語りかける。


「月兎馬には月兎馬の強さがあり、帝国の馬には帝国の馬の強さがある。それは、異なる特性であり、そこに優劣などない。ある状況においては、帝国の馬のほうが優れた結果を出すのだと、ミーア姫殿下は言っておられるのではないかな。我らが、我らの価値基準で、馬の優劣を論じるなど高慢なことと、そう言っているのではないか……そして」


と、そこで彼はそっと目を閉じて……。


「そして……狼を使う火の一族を受け入れられぬという我らの狭量さをも、おそらくは指摘したかったのであろうよ」


深々とため息を吐いた。


「光馬老、それは……」


「狼を使う者たちと、同じ道は歩めぬと……それは、そこまで絶対的なことであろうか？　我らの持つ価値観は、しきたりは……、血の繋がりを、兄弟を、否定するほどに強固なものであろうか？」


老人の自問自答は静かで、されど、鋭い。


「ミーア姫は、馬合わせの結果をもってのみ、我らを説得しようとしているのではない、と、そういうことでしょうか？」


馬優の問いかけに、頷いてみせたのは、ミーアの走りを誰よりも間近で見た剛馬だった。


「なるほど。確かにな。あれだけ馬を熟知したミーア姫だ。もしも勝つだけが目的ならば、ここまで苦労して勝負をする必要がなかった。それを、あえて悪路に強く頑丈な、帝国の馬を選び、その馬が活躍するような走りをしたのだろう」


ミーアの走りを誰よりも間近で見ていたはずの剛馬は証言した。


「あれは紛れもなく馬を知り尽くした賢者の走りだった」


誰よりも間近で見ていたはずなのに…………断言した！


「しかしそれは雨が降らなければ、成り立たないではないか」


極めて常識的な異を唱える馬優にも、自信満々に首を振ってみせる。


「だから、言っただろう。天馬に雨を降らせたのだと」


「天馬に……」


ミーア＝天馬姫説が、にわかに真実味を帯びつつあった！　大変なことである！


「天馬を従える姫……天馬の姫か」


思い出されるのは、あの最後の坂の勝負だ。


まるで天馬に乗ったかのように、ぐんぐん上ってくるミーアと馬の姿。あれは、まさに天馬に乗る姫の姿で……。


「天馬を従える……異国の姫、か。なるほど、そうなのかもしれない」


こうして、冷静な知者……であるはずの馬優までもが……楽しい妄想に乗ってしまった！






かくて、騎馬王国の名だたる族長たちは、無邪気に妄想の天馬に乗って飛翔するのだった。







第十八話　待望の人脈


さて……無事に馬合わせを終え、地上に降り立ったミーアに、歩み寄る者がいた。


「ミーア姫、見事な馬合わせでしたな」


それは山族の長、山富馬だった。


「ああ……。富馬殿」


素直な賛辞に、いささか当惑したような顔で、瞳を瞬まばたかせるミーア。それも無理のないことだろう、と富馬は苦笑する。


彼自身、まさか、こんなに晴れやかな気持ちになるとは思ってもみなかったのだ。


──落露を手放すなど、死んでもごめんだと思っていたが……。


静かに目を閉じると、浮かんでくる光景があった。


それは、楽しげな娘たちの姿だ。


はじめは、落露の毛並みが泥で汚れることを不快に思っていたのだ。せっかく綺麗に手入れして、大切に育てているのに、あんな走り方をして、と、怒りすら覚えたのだ。


だが……小驪が楽しそうに落露に乗る様子を見て、生き生きと野を駆ける落露を見て──富馬の胸に、ある感情が生まれていた。それは……。






──俺も、馬に乗りたい！　今すぐに！


これである！






…………いや、もちろん、当たり前のことながら、実の娘である小驪が幸せそうに馬に乗るのも、小驪を乗せて楽しそうに走り回る真ぎりの娘、落露の姿も、心にグッとくるものはあったのだ。あったのだが……それ以上に胸にこみあげてきたのは、騎馬王国の民としての感情だった。


自分も、馬に乗って、あんな風に熱い勝負がしたい。


いったい、いつから自分は、馬に乗って走る楽しさを忘れていたのだろうか？


足が速かろうが、遅かろうが、そんなことは、本当はどうでもよかったのだ。


ただ無心に馬に乗って走る。どんな馬でも構わない。それだけで胸は高まり、楽しさがこみ上げる。そんな当たり前のことを、忘れていたなんて……。


──俺もあのように、血が沸くような、限界ぎりぎりの勝負がしてみたいものだ。


ミーアと小驪の、純粋な勝負が富馬の胸に甦よみがえらせた感情。


それは、幼き日に覚えた衝動。


馬とともに、いつまでも、どこまでも遠くへ。


馬とともに、鳥よりも、風よりも疾はやく駆けたい、と。


今すぐにでも馬に乗りたいという衝動を抑えながら、富馬はミーアに深々と頭を下げる。それは、素直なお礼。


久しく忘れていた、人生の喜びを思い出させてくれた恩人への、心からのお礼。そして、


「悔しいが、駿馬である落露に相応しいのは、ミーア姫殿下のようだ。潔く、落露を譲ろう」


どこかスッキリした気持ちで、富馬は言った。






──ああ、例の取り決めですわね。


殊勝な態度で話しかけてきた富馬に、目を白黒させるミーアであったが……すぐに、その意図を察する。


──ははぁん、なるほど。富馬さんも、わたくしと同じことを考えておりますわね。


馬合わせが終わればノーサイド。恨みっこなしにするのが、後々のため。


富馬はそう訴えて、落露を手放さなくていいようにしたいのだろうと、ミーアは敏感に察していた。


人は、心に一つの眼鏡を持っている。その、価値観という名の眼鏡を通して、相手を見るのだ。


──まぁ、でも、確かにそうですわね。ここで落露をもらったとしても、後々に禍根を残しそうですし。ここは恩を売るために遠慮をしておくのがベストですわ。


素早く計算してから、ミーアは穏やかな笑みを浮かべる。


「ええ。その取り決めについてはもちろん知っていますわ。求められれば、譲らなければならない。されど、対戦相手であるわたくしが求めなければ……」


「それは……我が落露がいらないということ……ですかな？」


不意に、声が低くなる。


見れば、一転、富馬がギロリと睨んでいた。


──ああ、これ、面倒くさいやつですわ！


もらったらもらったで恨まれるし、断ったら断ったで恨まれる。八方ふさがりな状況に、ミーアは頭を抱える。


そもそも、別に落露は欲しくないミーアである。逃げるならば、荒嵐を借りてくればよい。それに、東風も頼りになることが証明されたわけで……。恨みを買ってまで落露をもらう必要などどこにもないのだ。


俺様系の馬か、頼りになるお兄さんタイプの馬のほうが、どちらかというとミーアの好みに合うのだ！


──落露はなんというか、お嬢さまで、少し頼りない感じもしますし。


なにも考えずに乗っていたら、きちんと逃げてくれないような、そんな予感がするのである。


でも、ここで断ることは、馬の価値を認めないことに繋がってしまって、それはそれで相手の機嫌を損ねるという……きわめて面倒な状況だった。


──困りましたわね。馬に乗らないので興味がない、などと言うこともできませんし。こうして、わたくしが騎馬王国の方々にも劣らぬ優れた乗り手であると証明してしまった以上は……。


若干調子に乗る、海月式乗馬術の開祖ミーアである。


なんとか、相手のプライドを傷つけずにお断りする方法はないものか……ミーアは思案する。


──つまり、要は「本当はもらいたい」という気持ちを表明しつつも、固辞こじする必要があるわけですわね。うーむ……それなら……。


刹那の思考。その後、ミーアは口を開く。


「落露が素晴らしい馬であることは疑いようもない。それは、ともに馬合わせを戦ったわたくしが、一番わかっておりますわ」


まずヨイショ。これが基本。そのうえで、


「しかし、その素晴らしさは、小驪さんが乗ってこそのもの。そうではなくって？」


付け加える。もらわなくてもよい理由を。


落露は素晴らしい馬。けれど、それは〝人馬一体の素晴らしさ〟であると。


すなわち、その素晴らしさはミーアの手元に来た時点で半減してしまうのだと……訴えるミーアである。


巧みに、ヨイショに、馬をもらわなくて済む理由を絡めていく。


それに対して、富馬は……驚愕に目を見開いていた！


「なっ……！　そっ、それでは、小驪もろとも、自分に差し出せと言うのか！」


とんでもないことを言い出した！　そして、それに静かに頷くのは……小驪だった。


「父上……。私も、ミーア姫と腕を競い合った身。敗残の身には何を言う資格もない、ですの。ミーア姫が求めるのであれば、私は潔くこの身を……」


「違いますわ！　わたくしは、帝国の姫。そのような、人買いのようなことを言うはずがございませんわ！」


光の速さで否定するミーアである。なんだったら、光の速さを超えて、若干、遡行そこう気味に反論を繰り出す、時の超越者ミーアである。


──何てこと言い出すんだ、こいつらっ！


それから、ミーアはアワアワとあたりを見回した。


聖女ラフィーナに、自分が人買い同然の発言をしている、などと思われるのは、絶対避けたいところであった。


そんな発言をしたが最後、ギロチンが徒党を組んで襲ってくるに違いないのである。


……けれど、不思議なことに、ラフィーナの姿は、どこにも見えなかった。それどころか、なぜか、ルードヴィッヒやアンヌ、ベルの姿も見当たらない。


──はて、なにかあったのかしら？


首を傾げつつ、とりあえず、目の前の問題を処理しようと、ミーアは気持ちを切り替える。


「そうではありませんわ。富馬殿。わたくしは、小驪さんと落露との絆きずなに感銘を受けましたの。そして、わたくしもまた、東風との間に絆を築いている、その絆というのがどういうものであるかは、みなさまほどではないにしろ、わかっているつもりですわ」


ミーアの発言に、感慨深げに頷いている一団があった。


それは、馬合わせ二日目に、ミーアに随伴した者たち。


ミーアが「東風、もうちょっと速く走ってくれないかなぁ、ケーキとかご褒美あげるって言ったら速くならないかなぁ」などと思いつつ、必死に話しかけている姿を見て、感動してしまった人たちである。


「ご謙遜けんそんですな。ミーア姫。我々は姫が、疲れた馬をどのように労ねぎらっておられたか、しっかりと見ておりました。ミーア姫と、あの馬との間にある強い絆を否定する者はおりますまい」


「……ええ。そう言っていただけると嬉しいですわ」


一瞬、なんのことを言ってるのかしら？　と思わないでもないミーアだったが、とりあえず、頷いておく。そして、咳ばらいを一つして、


「えーと、そう。ともかく、その絆はとても貴重なもの。人と馬とは分かちがたいものですし、愛馬との絆は誰であれ、引き裂くべきではない。そう思っておりますの。だから……」


ミーアはここで、周りの者たちを見る。


いつの間にか、ミーアの周りには、その言葉に耳を傾ける騎馬王国の者たちの姿があった。彼らはみな、好意的な、優しい、馬のような瞳でミーアを見つめていた。


今ならば……なんだか、なにを言っても聞いてもらえるような気がする！


ミーアは一歩踏み込む。


「わたくしが求めるのは、絆を引き裂くことではなく、新たに絆を作ることですわ」


そうして、ミーアは小驪のほうに目を向けて、


「わたくしが困った時に助けてくれるような、素敵な、お友だちを求めておりますの」


ミーアが求めるのは同盟関係とは少し違う。利害の一致によって成り立つ、国と国との関係、その必要性は理解できるものの……正直、頭を使うのは面倒なのだ。


そのあたりのことはルードヴィッヒに任せておきたいところである。


ミーアが求めるのは、もう少し都合がいいもの。複雑な利害を度外視した友情である。


よくよく考えれば、騎馬王国の南都は実によい立地である。帝国でなにかあった際、脱出の途中で立ち寄るには非常によい場所なのだ。


──騎馬王国の方は頼りになりそうですし、ここはなんとしても、友情関係を築いておきたいところですわ。


そうして、ミーアは小驪のほうを見た。


「だから、小驪さん……もしよろしければ、わたくしのお友だちになってくれないかしら？」


ミーアの視線を受けた小驪は、ほわぁ……っと吐息を吐いてから、無言で頷くのだった。






かくて、ミーアは待望の人脈を得たのだった。


国民すべてが腕利きの騎兵といえる騎馬王国に……。


騎馬王国の南東、レムノ王国に対して影響を行使できる人脈を……。







第十九話　ミーア姫、念を押す。そして……


さて、山族とのことを片付け終えたミーアは、改めて、風光馬のほうへと向かった。


彼がたたずむ星草の岩のそばには、ちょうど他の部族の族長たちも集まっていた。


好都合である。


──負ける覚悟だったから、どうやって話を進めるか、まったく考えておりませんでしたけど、せっかく勝った以上はきちんと念を押しておかなければなりませんわね。


ミーアは鼻息荒く族長たちのところへと歩み寄った。その途中、ふと、自身に注がれる周囲の視線に気がつく。なんだか、みんな……キラキラした目で見つめていた！


──ふむ、まぁ、わたくしは一応、馬合わせの勝利者ですし、注目を集めるのも当然ですわね。


などと、ちょっぴーり悦に浸るミーアだったが、すぐに、気を引き締める。


──デザートのケーキを食べ終えるまでが会食と言いますし。最後まで油断は禁物ですわ。


謙虚に、謙遜に、慎ましく……。


ここで、実力で勝ったから自分の言うことを聞け、などと敵を作ることを言ってはいけない。勝利は心地よいものであったが、ここで美酒に酔うようなことがあってはならない。


「さて、族長の方々、そして、馬合わせを見守ってくださったみなさま」


まず族長たちに、そして、周りで見守るすべての人々に聞こえるように、ミーアは呼びかける。


「馬合わせでは天が味方してくれて、わたくしが勝つことができました。いえ、天だけではなく、途中途中で、さまざまなことが味方してくれましたの。決して、実力で勝ったとは、わたくしは思っていませんわ。小驪さんと落露は、最高の乗り手、最高の駿馬でしたわ。どうか、彼女たちにも賞賛の拍手をいただきたいですわ」


きちんと小驪たちを持ち上げておいて……。


「そのうえで、馬合わせによって、結果が出たのもまた事実。このうえは、みなさまの偉大なる始祖、光龍コウロン殿の言葉で語らせていただきますわ。『意見を争わせるのは馬合わせの中でのみ……。その後は示された結果に従って協力せよ』と」


火の一族を受け入れることは、すでに決定しましたよ、と確認しつつ、そこに、ちゃっかり小驪から聞いた話も盛り込む。彼らの大切な始祖の言葉で念を押す！


借りることのできる威いは、なんの威でも借りる。他人の威で語るのはミーアの常套手段じょうとうしゅだんである。


「わたくしは確信しておりますわ。同じ始祖を持つ騎馬王国十二部族のみなさんと火の一族の方々とは、きっとまた手を取り合うことができるはずだ、と」


それから、ミーアは一度言葉を切って、静かに思案する。


──馬合わせの結果と始祖の権威……これだけで、彼らの説得は可能かしら？


しばし考え……結論を出す。まだ足りない！　と。


思いつくのは「実際にやってみたら、無理でした！」という類の言い訳だ。そんな言い訳を、革命期に何度か耳にした記憶があるし、ミーア自身もわりと言ったことがある。


であれば……！


ミーアは静かに目を開け、付け加える。


「むろん、苦労はありましょう。忍耐を必要とすることもあるはずですわ。それは、今から見えていること。予想ができること。されど、いつかは……」


呼吸を整えて、胸に手を当ててミーアは言う。


「いつかはまた、一つの民として歩みだせると、わたくしはそう信じておりますわ。だからこそ、みなさまにお願いしたいのは、不断の努力。決して諦めず積み上げていくことですわ」


やってみて、ダメだった……で終わらないように、とミーアは言う！


馬合わせでこういう結果が出たんだし、始祖もそれに従えって言ってんだから、できなくっても、簡単に諦めるな。きちんと努力しろよ、最後まで！　とミーアは念を押しているのだ！


「そうして、再び、十三部族となった騎馬王国と、我がティアムーン帝国とで、より良い関係が築ければいいと、わたくしは思っておりますわ」


騎馬王国は特殊な国だ。


国王と呼ばれるものはなく、いるのは、十二人の族長である。だから、一人の族長と仲良くなればいいわけではない。


ここで、すべての部族の族長が集まっている間に、友好関係を築いておけば、後々楽になるだろう、と、精一杯アピールしておく！


「小驪さんだけではない。すべての部族の方々と、わたくしは友誼ゆうぎを結びたく願っておりますわ」


朗らかに高らかにそう結ぶ。


──決まりましたわ！　完璧ですわ！


などと、自己満足に浸っていると、ちょうど、遠くからルードヴィッヒが走ってくるのが見えた。


──ふふふ。今回は上手くできたはず。仮に今走ってきているのがクソメガネであっても、文句をつけられることはあり得ませんわ。


などと確信を抱いていたミーアだったが、ルードヴィッヒの厳しい表情を見て、すぐに不安になる。


──あ、あら？　わたくし、もしや、なにか間違えたのでは……？


などと、おどおどと視線を惑わせていると……。


「ミーア姫殿下……申し訳ありません」


開口一番、ルードヴィッヒは頭を下げた。


「え、えーと、なにかありましたの？」


「昨夜、シュトリナさまが行方不明になりました」


「…………はぇ？」


突然のことに、ミーアは口をぽっかーんっと開ける。


「なっ、え？　それは、いったい、どういう……」


などと混乱するミーアだったが、続く言葉で頭が冷える。


「見張りを担当していた皇女専属近衛兵プリンセスガードから、この件が終わりしだい責任を取りたいと……」


とんでもない言葉に、危機意識が刺激される。


「わかっておりますわね？　ルードヴィッヒ。そのようなことは不要。もしも自らが失敗したと思うのであれば、功績をもって贖あがなうようにと伝えなさい」


皇女専属近衛隊プリンセスガードは、ミーアの命綱いのちづなである。一人減るごとに、その綱がやせ細っていく恐怖に、ミーアのリトルハートが耐えられるはずもない。


「ともかく急ぎ、見つけだす必要がありますわ。騎馬王国の方々にも協力していただきましょう」


そう言って、ミーアは、新しくできた友だちのほうに目を向けるのだった。







第二十話　巫女姫とシュトリナ


深い森の奥。忘れ去られた廃城、蛇の拠点にて。


蛇の巫女姫、ヴァレンティナ・レムノのもとに、その日、珍しい客人が訪ねてきた。


ちょうど、テーブルでお茶を楽しんでいたヴァレンティナはやってきた男、火カ・燻狼クンロウに優しげな笑みを浮かべた。


「お久しぶりね。燻狼。まさか帰ってきてくれるとは思ってなかったから、驚いたわ」


「おや、巫女姫さま、それは、あんまりな言いよう。ここは、あなたの家、いつでも帰ってきていいのだと、そう温かく送り出してくれたあなたは、どこへ行かれてしまったのです？」


「ふふふ。相変わらず、愉快な記憶違いね。燻狼。あなたを送り出したのは、火の一族の里でしょうに……。もちろん歓迎はしますよ……だけど」


と、ヴァレンティナは、その目を燻狼の隣へと移す。


「駄目よ？　女の子にそんなひどいことをしたら……」


視線の先、そこには、椅子に座らされた一人の少女の姿があった。


愛らしい蜂蜜色の髪の少女、帝国四大公爵家が一つ、イエロームーン家の令嬢、シュトリナ・エトワ・イエロームーンは、華奢きゃしゃな両腕を、後ろ手に縛られて、身動きを封じられていた。もぞもぞと、居心地悪そうに身をよじるシュトリナ。その口から声が出ることはなかった。


口には痛々しくさるぐつわが噛まされ、その目には目隠しが巻かれていたからだ。


「そんな風にいじめたら可哀かわい想そうよ」


咎とがめるように言うヴァレンティナに、燻狼は、実に嫌そうな顔をした。


「やめてくれませんかねぇ。ジェムやバルバラと一緒にされたらかなわない。あの二人なら、腹いせに乱暴に扱うんでしょうが、俺は別に、意地悪でやってるわけじゃないですよ？　舌でも噛まれたら、面倒だと思ったんでね」


「その心配はないでしょう。その子は、自分が死んだら、ミーア姫殿下が困ったことになるって、ちゃんとわきまえているでしょう」


そう言われ、燻狼は怪訝そうに首を傾げる。


「そうですかね？　でも、このお嬢ちゃん、食うものも食べないし、水も無理やり飲まさないとダメだったぐらいですぜ？　てっきり世を儚はかなんで死のうとしてるものとばかり……」


その言葉を証明するかのように、シュトリナの寝巻の襟首えりくびには、わずかにシミができていた。


「まだまだ、人の心の把握が甘いわね。それは、あなたに毒を盛られると思ったからではないかしら？　おおかた、彼女の意識を奪うのに怪しげな薬でも使ったのでしょう」


呆あきれた様子でため息を吐いて、ヴァレンティナは静かに立ち上がる。その拍子に、長い黒髪が、しゃなり、と美しく揺れた。


そのまま彼女は椅子に座らされたシュトリナのそばに立つと、かがみこみ、丁寧な手つきで、口に噛ませてあった布紐ぬのひもを外す。


苦しかったのか、ぷは、っと小さく息を吐くシュトリナ。


次いで目隠しを外すと、長く目を塞ふさがれていたからだろうか。まぶしそうに、目を細めた後、シュトリナはあたりを見回しつつ、眉間みけんにしわを寄せた。


「ここ……は？」


けほ、っと、せき込んでから、かすれた声で言う。


「ここはね、混沌こんとんの蛇の拠点の一つ。レムノ王国からあまり離れていない場所にある、森の奥深く。廃城を利用しているの」


すらすらと、歌うように言ってから、巫女姫ヴァレンティナは、華やかな笑みを浮かべる。


「そして、私はヴァレンティナ。ヴァレンティナ・レムノ。蛇の巫女姫のヴァレンティナよ」


「……ぇ？」


ぼんやりと話を聞いていたシュトリナだったが、直後、その言葉の意味を理解したのか、瞳を大きく見開いた。


「あーあ……。せっかく、目隠ししてきたのに、そんなに話しちまったら、生かして帰せないでしょうに」


こともなげに肩をすくめる燻狼に、ヴァレンティナは首を振った。


「だから、ご令嬢を脅かすようなことを言ってはだめよ。燻狼。せっかくあなたが生かして捕らえてきたのだから、もちろん無駄に殺すようなことはしないわよ」


っと、優しい口調でそう言ってから、ヴァレンティナはシュトリナのほうを見つめた。


「ちゃんと生きたまま、有効に使わせてもらうわ。いいことを思いついたから……あら？」


そこで、ヴァレンティナは何かに気付いたのか、シュトリナの細い首筋に指を伝わせた。びくん、っと震えるシュトリナの、首にかかった細い紐……それを指先に引っ掛けるようにしてつまみ上げる。


「あら……これは」


「あっ……」


シュトリナの小さな声。無視して、するする、と紐を引いていくと、その襟首から現れたものは……。


小さな馬のお守りトローヤだった。


「ふふふ、まぁまぁ。蛇を裏切ったとは思えないぐらい可愛らしい趣味ね」


ぷつん……と紐を引きちぎり、ヴァレンティナは、手の中の馬のお守りをもてあそぶ。


「あ、だめ。返して……ください」


慌てた様子で言うシュトリナに、ヴァレンティナは楽しそうに笑いかける。


「ふふふ、だーめ」


まるで、子どもをからかうような気安い口調で、馬のお守りを揺らしてから、


「これは、貴女の心の支えになりそうだから、返さない。だって、たぶんこれがあると、あなたの心を…………へし折れないでしょう？」


上目遣いにシュトリナを見つめる。その目つきは、冷たい蛇のようだった。


けれど、それもすぐに変わる。その目はすぐに悪戯っ子のような、無邪気なものへと変わって。


「ふふふ、なぁんてね。冗談よ。これを返さないのはね、これを送って、あの子を呼び出そうと思ってるから」


「あの子……？」


「決まってるでしょう。帝国の叡智ミーア・ルーナ・ティアムーンを、よ」


それから、ヴァレンティナは、馬のお守りを、燻狼に渡してから、


「準備が整うまでは、あなたには、ここにいてもらうことになるわ。あ、そういえば、あなた一人で着替えたり、身の回りのこと、できるかしら？　粗野な方でよければ、誰か身の回りの世話につけることもできるけれど……」


そう言って、ヴァレンティナは燻狼のほうに目を向ける。それに気付いて、シュトリナはブンブンと慌てた様子で首を振った。


その、かすかに青ざめて、怯おびえ切ったような顔を見つめてから、ヴァレンティナは、シュトリナの頬に手を伸ばした。


そっと労いたわるように、彼女の頬を手のひらで撫でて……、


「怯えた顔もとっても可愛らしいけれど……ふふふ。でも、それ、半分は演技、よね？」


真正面から、シュトリナの目を覗き込む。


「さっき、目隠しをされて猿ぐつわを噛まされていた時にも、私たちの会話にきちんと耳を傾けていた。どうやって情報を引き出して、自分に有利な状況を作ろうか、きちんと考えてたでしょう？　おおかた、今も監視をつけられずに済む、とかそういったことを考えているのじゃないかしら？　怯えた態度で油断を誘おうとしているのよね？」


瞬間、すとんっとシュトリナの表情が消えた。けれど、すぐに、その顔は笑顔に変わる。愛らしい、野に咲く花のように可憐かれんな笑みだった。


「なんでもお見通しなんですね。巫女姫さま。人の心を読めるという噂は本当なんですか？　それに、お名前からすると、レムノ王国の王族の方……それとも、そうリーナに思わせたいのかしら？」


上目遣いに、探るように見つめてくる。


「あらあら、さすがは、かのイエロームーン家の星持ち公爵令嬢。心が強いのね」


ヴァレンティナは、ぱちぱちと拍手をしながら笑った。


「そうね。名を偽っているならば、あなたにとっては好都合でしょう。それは、あなたに偽りの情報をミーア姫のところに持って帰らせよう、ということになるでしょうし。でも、残念。私は正真正銘、レムノ王国の第一王女、ヴァレンティナ・レムノよ」


「それをリーナに明かすことに、なにか意味があるのですか？」


きょとりん、と可愛らしく首を傾げるシュトリナ。


「それを教えてあげてもいいけれど……。そうね。せっかくゆっくり話をするなら、お茶会をしましょうか。慧馬さんとしようと思っていたのだけど、あなたとも一度じっくりとお話ししたいと思っていたのよ」


ヴァレンティナは、いたずらっぽくウインクして、


「ここには、粗野な人しかいないから、お茶飲み相手に飢えてるのよ。もしも、付き合ってくれたら、なんでも教えてあげるわよ」


「ふふふ、わかりました。まさか、巫女姫さまにお誘いいただけるなんて、すごく光栄です」


そうして、シュトリナは可憐な笑みを浮かべる。完璧な、誰からも愛される少女の笑み。そんなシュトリナに、ヴァレンティナは、満面の笑みのまま顔を寄せて、その小さな耳元で……囁ささやく。


「でもね、その前に……」


シュトリナの体が、かすかに緊張に強張こわばるのが分かった。それを確認してから、ヴァレンティナはからかうように、ゆっくりとした口調で言った。


「お風呂に入るのが先ね。あなた、少し汗臭いわよ？」


「なっ……!?」


思わぬ指摘に、シュトリナの顔が、ひくっとひきつる。直後、その頬が、ほのかに赤く染まる。それは羞恥しゅうちと怒りに彩られた、むき出しの少女の感情。







    
  
  




シュトリナの〝作ったような可憐な笑み〟の奥にある素の心に届きうる足がかり。


まるで蛇のように、音もなく、ヴァレンティナは、そこに踏み込む。


「そんなのではお友だちにも嫌われてしまうわよ？」


その指摘に、けれど、シュトリナは堂々と首を振った。


「そんなことない。ベルちゃんはそんなことぐらいで、リーナのこと嫌いになったりは……あ……」


顔を上げ、ヴァレンティナを睨みつけるシュトリナ。けれど、直後に、その顔に焦りの色が広がる。なぜなら、


「ふふふ、そう。ベルちゃんていうの。そのお友だち、とっても大切な子なのね？　もしかして、あの馬のお守りを作ったのもその子なのかしら？」


「……っ！」


シュトリナは、唇を噛み、黙る。ヴァレンティナと目を合わさないように、そっとうつむいた。


「あはは。愛らしいほどに賢明ね。これ以上、情報を漏らさないように黙るのは、正しい。本当は、全然突かれても痛くないって態度が取れればなおよかったけど、それでも合格点ね」


笑いながら、ヴァレンティナは、再びシュトリナの目を覗き込む。


「もっとも……蛇の巫女姫は、心を読めるかもしれないけど……？」


「…………」


黙り込み、逃げるかのように目をギュッと閉じるシュトリナ。しばし、彼女を観察したヴァレンティナは、ゆっくりと立ち上がる。


「そう、そんなにそのお友だちが大切なのね。なるほど。あなたは蛇にはなれないわね。大切なものを後生大事に抱えていては、蛇にはなれないから」


それから、ヴァレンティナは、歌うように言った。


「ああ、お茶会。とても楽しみ。たくさんお話をしましょうね」







第二十一話　息を吸うように流される


シュトリナが行方不明になったことをルードヴィッヒが知ったのは、ミーアがゴールする直前のことだった。


ルードヴィッヒとディオン、さらに数名の皇女専属近衛隊員プリンセスガードは、ミーアから少し離れて同行していた。


直接的に、馬合わせの助けはできないものの、なにかあった時には、すぐに駆け付けられる位置にて護衛を続けていたのだ。


そうして、二日間の旅程を終え、ホッと安堵しつつ、坂を上っていくミーアを見送ったのだが……そんな彼のもとに、急報が舞い込んできたのだ。


昨晩、イエロームーン公爵令嬢が、南都の宿泊地から姿を消した、と。


現在、聖女ラフィーナの指揮のもと、林族の者たちの手を借りて捜索が行われているものの、手掛かりはなし。至急、戻られたし。


報しらせを受けた瞬間に、ルードヴィッヒは思わず舌打ちした。


──俺の判断ミスだ……。狙ってくるのであれば、ミーアさまのほうだと思っていた。


蛇は現在、火の一族の戦士を手中におさめている。その中には狼使いのような強者もいる。だからこそ、馬合わせの最中であっても、ミーアが襲われることを警戒していたのだが……。


「敵を大きく見誤ったか。思えば、馬合わせや、それにミーアさまが出馬されることが決まったのは、ここ数日来のこと。いかに蛇といえど、馬合わせに参加しているミーアさまを狙うのは困難……」


自身の責任を痛感し、歯噛みするルードヴィッヒであったが……。


「いやぁ、間違ってはないと思うけどね」


と、そこで、声をかけてきたのは、ディオン・アライアだった。彼は苦笑いをしつつ、小さく肩をすくめる。


「すべてに備えることはできない以上、姫さんの護衛を優先するのは臣下として当然のこと。それに、南都の守りも薄いというほどじゃない。もしも、敵がイエロームーン公爵令嬢を誘拐したとするなら、敵のほうが上手うわてだったというだけさ。今のところはね」


それから、彼は、わずかばかり眼光を鋭くする。


「今はやるべきことをやるしかない。とりあえず、姫さんには悪いが、ゴールしたらすぐに南都へと戻って、陣頭指揮を執ってもらわないとね」


次にありそうなのは、混乱に乗じてミーアの命を狙ってくること。だから、戦力を分散させるような愚は避けるべきだ。ミーアのそばに戦力を維持しつつ、その戦力をシュトリナの捜索へと充あてる必要がある。


それになにより、帝国の叡智を捜索に用いないわけにもいかない。


「そうだな……。それが最善か」


頷き、眼鏡を直しつつ、ルードヴィッヒはミーアのもとへと向かった。


今は、責任をうんぬんする時でもない。すべてが終わった後、改めて、ミーアの沙汰さたを待つことにしよう、と、気持ちを切り替える。


彼のもとには、警備を担当していた者たちからの辞職の申し出も届いていたが、それもすべてが終わってからのこと。


静かに、彼は今後のことを思案し始めた。






そうして、騎馬王国の族長たちの協力も得て、あたり一帯の大規模な捜索が行われたが、シュトリナの行方はようとして知れなかった。


山族の富馬から提供された部屋にて。報告を受けたミーアは心配そうに眉根を寄せた。


「人買いに攫さらわれたということは、ないかしら？　リーナさん、わたくしの血族なだけあって、可愛らしい見た目をしてますし……」


「街の外でというならともかく、街の中ではどうですかね……。南都を見た感じじゃあ、治安は悪くはないように見えますし。というか、そもそも、あの食えないお嬢ちゃんが、ただの人買い程度に攫われるとも思わないんですが……」


そう主張するのはディオンであった。


「……ふむ」


彼の見立てにミーアは思わず唸る。


確かに、シュトリナが一般的な悪党に大人しく攫われる姿は想像できない。


「むしろ、悪人を毒か何かで始末するほうが、あり得そうですわね。とすると……やはり」


「蛇の手の者に捕らえられたと考えるべきかと」


沈着冷静なルードヴィッヒの言葉に、ミーアはため息を吐いた。


「やはりそうなりますわね。となると……」


ミーアは腕組みして考え始める。


幸い、ミーアの叡智の源は、すぐ目の前にあった。ミーアの前のテーブルには馬龍が用意してくれた、醍醐羊サルビルシープのホットミルクがあったのだ！


待望の、美味しい美味しい秘伝のミルクである！


生クリームのようなまろやかな舌触り、こってり濃厚なミルクの香りと、ほのかに感じる甘みが、とても素敵な飲み物である。


これで砂糖が一切入っていないという事実に、ミーアは驚いてしまう。


そんな美味なる飲み物をこくり、と一口飲んで、ほふぅっとため息を一つ。


それから、味の分析を始め…………たりはもちろんしない。もちろんである。


さすがにこの緊急事態に、そんなことをしている場合でないことは、ミーアにもわかっているのだ。


ということで、養分をしっかり補給した後、それを燃焼させるように頭をひねる。


──あ、そうですわ。狼は鼻がいいと聞きますし。もしかしたら……。


そうして、ミーアは、ぽつりとつぶやいた。


「慧馬さんにお願いするのがいいのではないかしら？」


それを聞いたルードヴィッヒが、ハッとした顔をする！


「なるほど……。確かに、慧馬殿は族長の妹。彼らの居場所を知っている可能性はあります」


それを聞いたミーアも、ハッとした顔をする！


その発想は……なかったっ！


いや、厳密に言えば、そんなことを考えたこともないではないのだが、その記憶は、例の記憶の彼方にほったらかしになっていたのだ。


「それに、火の一族には貸しがある状況です。協力を得ることも可能かもしれませんが……。はたして、慧馬嬢がどう反応するか……」


そこで、ルードヴィッヒは難しい顔をする。


幸い騎馬王国による、火の一族の受け入れは順調に進んでいる。今は、族長会議に火族の長老、狼花ロウファを交えて話し合いを続けていた。


ミーアには大きな恩がある状況と言えるだろうから、断られはしないだろう。


だが……慧馬に、兄の居場所を聞くことは、諸刃もろはの剣でもあった。


なにしろそれは、恩に着せて、実の兄を売れと言っているのと同義であるからだ。


はたして、そんなことを言って慧馬が気分を害さないものか……。


などというところまで想像し、ミーア、ちょっぴり慌てる。


なにせ、そんなつもりは、もちろん、ミーアにはなかったわけで……。


「え？　あ、いえ……。わたくしは……」


計算外の事態にワタワタと否定しようとするミーアだったが……。


「しかし、今はそれしかないのかもしれません」


「ですわよね……」


ルードヴィッヒに「それしかない！」と断言されてしまい、ミーアは厳かに自らの主張を取り下げる！


あのルードヴィッヒがそれしかないと言うのならば、そうなのだ。


「わかっていただけてなによりですわ。では、早速、慧馬さんにお願いしてみましょう」


息を吸うように流される、海月のごとき柔軟さを誇るミーアの思考であった。







第二十二話　ダレかの薫陶くんとうを受けて


「ミーア姫、我に用事とはなんだろうか？」


やってきた慧馬は、室内の面々を見て、わずかばかり緊張した様子だった。


そこにいたのは、ミーアとアンヌとルードヴィッヒ、それに、ディオン・アライアだったからだ！


にっこり笑みを浮かべるディオンのほうに、まったく視線を向けず、ぎくしゃくとミーアのほうに向かってくる慧馬である。


そんな慧馬を、自然にテーブルのほうに誘導し……、それからミーアは無言でクッキーを勧める。駆け付け三枚。これがミーア式接待術の基本だ。


甘いものを勧められて敵対的になる人はいないからだ（……ミーアの中では）。


そうして、十分に相手の心を懐柔したうえで。


「実はお願いしたいことがございますの」


ミーアは、慧馬の目を見つめて、おもむろに切り出した。


「単刀直入に言いますけれど、あなたのお兄さんと、巫女姫さまの居場所をわたくしたちに教えていただきたいのですわ」


「……それはどういう意味だ？」


眉根を寄せる慧馬に、ミーアはゆっくりと続ける。


「シュトリナさんが行方不明になっていることは、ご存知ですわよね？」


「ああ、無論だ。我らも仲間を呼んで、捜索に加わろうと思っていたところだ。ミーア姫には、とても世話になったからな」


腕組みしつつ、頷く慧馬。


「それで、シュトリナさんを連れ去った者として、わたくしたちは、蛇の巫女姫のことを疑っておりますの」


ぴくり、と慧馬の肩が震えた。


一瞬「兄を愚弄するな！」と怒り出すのではないか、と不安になるミーアだったが……、幸いなことに、慧馬は落ち着いていた。


「なるほど……。だから、我に巫女姫と兄の居場所を聞こうということか……」


瞳を閉じて、じっと何事か考え込むように黙る。


それから、息を大きく吸って……吐いて。


「ミーア姫……。よくぞ、我を頼ってくれた」


感動に、打ち震える声で言った！


その反応に若干面食らうも、とりあえず、気を悪くした風もない慧馬に、ミーアも一安心……だったはず、なのだが……。


「これで、決心がついた。我は、兄と決別しよう」


「…………はぇ？」


唐突な慧馬の宣言に、ミーアは思わず不意を突かれる。


──兄と、決別……？　はて……？


きょとーんと首を傾げつつ、ミーアは言った。


「いえ、えーっと、そのようなことは、わたくしは……」


「兄とミーア姫が相容れることはないだろう。どちらかにつくということであれば、我は、友であるミーア姫につく」


……誰の薫陶を受けたものかは、まったく定かではないが、慧馬の宣言は、たいそう重たいものだった。


そのパワフルな宣言の余波を受け、ミーアは思わずクラッとする。


なるほど、確かに、ミーアは頼れる友人を求めている。


いざという時に助けてくれる人脈はとても貴重なもの。だから、自分の味方をしてくれるという相手に対しては、ありがたいと思うはず……なのだが、それはそれとして、この発言は少々……重い。


──肉親と釣り合うだけのなにかを、わたくしが返せるとは思いませんし……。


ミーアは難しい顔で、ぐむっと唸る。


「ちなみに、慧馬さん、ご両親とか、お兄さん以外の肉親の方は……」


「蛍雷けいらいと羽透はすきだけだ」


「蛍雷……は、あの馬ですわね。羽透というのは……」


「我の戦狼の名前だ」


「なるほど……」


つまりは、兄一人、妹一人の二人兄妹だということだ！


──た、たった一人の肉親ではありませんの……。これは、あまりにも重いですわ……。


同じクッキーを分け合えば、みーんな友だち！　みたいなノリの慧馬はいったい、どこに行ってしまったのか……。なぜ、こんな重たい決意を固めているのか、ミーアはしきりに首をひねる。


それから、気持ちを切り替えて、やわらかくて、とぉっても優しい笑みを浮かべる。


「それは……いけませんわ。そのようなことを軽々と口に出すものではありませんわ」


「いや、しかし……」


「お兄さまは、あなたにとって大切な方のはず。であれば、そう簡単に諦めるべきではありませんわ」


反論を許さぬ口調で、ミーアは言った。


「そう簡単に決別するだなんて……言うべきではない。けれど、同じように、わたくしたちにとって、リーナさんは大切な方。だから、どうしても助け出したいと、そう考えていますわ」


そうして、ミーアはグッと手を握る。


「協力してほしい。けれど、あなたがお兄さんと決裂するのを見たくない……。わたくしの、このわがままに、応えていただけるかしら？」


こう……なんというか、ほどほどでよいのだ。ほどほどで。


今回に関しては、情報さえもらえればそれでよい。そもそも、シュトリナが本当に誘拐されたのかどうかもわからないわけだし……。


「そうか……。わかった。短絡的にならぬよう、肝に銘じておこう」


慧馬は、神妙な面持ちでそう頷いてから、


「貴女と友誼を結べたこと、我は誇りに思う」


どこか、感動した口調で、そんなことを言った。







    
  
  








そうして、救出作戦が話し合われていた、まさにその時のことだった。


ノックの音と同時に、見張りに立っていた近衛が入ってきた。


「失礼いたします。ミーアさま……このようなものが届けられたのですが……」


応対に出たルードヴィッヒは、直後、表情を変え、急ぎミーアのもとに戻ってきた。


その手には、小さな小箱があった。


「ミーアさま、これを……」


「……？　はて、なにかしら？」


首を傾げるミーアだったが、中身を確認して、すぐに顔色を変える。


「すまないけれど、ベルを呼んできていただけるかしら？」


やがて、やってきたベルに、ミーアは、中身を黙って差し出した。


それを見た瞬間、ベルは悲痛な声を上げた。


「これっ！　リーナちゃんの……」


ベルの小さな手に乗せられたもの……それはベル自身の手で作られ、シュトリナにプレゼントされたもの。


シュトリナがどんな時にも手放さない、彼女の宝物。


小さな馬のお守りトローヤだった。







第二十三話　導しるべなき決意


混沌の蛇からの要求を受けて、急遽きゅうきょ、ミーアは仲間たちを集めた。


アンヌやルードヴィッヒ、ディオン、それにベル。さらに、ラフィーナ、アベルとその従者ギミマフィアス。慧馬と馬龍の姿もあった。


主要なメンバーが集まったところで、ミーアからの委託を受けたルードヴィッヒが話し始めた。


「混沌の蛇から脅迫状が届きました。要求自体は、それほど驚くことではありません。シュトリナさまの命が惜しくば、ご足労願いたい、と……。まぁ、そういったものです」


ルードヴィッヒは、それから、何事か考え込むように腕組みする。


「一つ気になることは、ミーアさま一人で来るように、とは書いていないことですが……」


その言葉に、眉をひそめたのはラフィーナだった。


「それは、確かに妙な話ですね……。普通、この手の脅迫状は、護衛も連れずに一人で来い、というものだと思うけど……」


「恐らく、その条件では脅迫が成立しないと思ったのではないでしょうか。シュトリナさまは、確かに四大公爵家の星持ち公爵令嬢ですが、帝国皇女たるミーアさまと比べれば、当然、どちらが上かは明らか。もちろん、ミーアさまご自身は、命に代えてでもシュトリナさまを助けたいと願っておられるでしょうが、我々、家臣としては、そのようなことは当然許容できないですから」


「なるほど。ミーアさんを……確実に呼ぼうと思うのならば、護衛を込みで呼ぶ必要があるということね。ちなみに、ダメだと書かれていないからといって、千人の軍勢を引き連れて行く、というのもやはりだめなのでしょうね」


ラフィーナの問いかけに、ルードヴィッヒは頷く。


「そうですね。そのあたりは忖度そんたくしろ、ということではないかと思います。シュトリナさまの生殺与奪せいさつよだつの権利を敵が持っているのは確かですから。常識的な護衛は認めるが、それを逸脱する場合には容赦なく殺す、と。判断するのが相手である以上、あまり無茶はできないと思います。言うまでもないことですが、シュトリナさまが殺害された場合、我々の被こうむるダメージも無視できないものになるでしょう」


ミーアとシュトリナ。どちらが存在として重たいかは明らかではあるが、それはあくまで相対的なものに過ぎない。


シュトリナを失い、イエロームーン家との仲がこじれるようなことになれば、それはそれで蛇にとっては好ましい事態になるだろう。


「ちなみに、その常識的な護衛の範囲内に、ディオン殿は入るのだろうか？」


そのアベルの問いかけは半ば冗談めかしてはいたものの、慧馬などは、真剣な顔で首を振っていた。常識的な範囲には入らない、と無言の内に強硬に主張する慧馬である。


ルードヴィッヒは苦笑いを浮かべつつ、口を開く。


「ディオン殿の剣の腕は、確かに常識的な範疇はんちゅうを超えるものでしょうが、しかし、この場合、ディオン殿が護衛につくことは、相手もきちんと予想しているでしょう。逆に言えば、ディオン殿を随伴していたとしても、ミーアさまをおびき寄せたいと考えている。そうすれば、なにか有効な手が打てると、そう考えているのではないかと思います」


ルードヴィッヒの言に、当のディオンが頷いて答える。


「僕もルードヴィッヒ殿の考えに賛成だ。多分、こちらの出方はきちんと読まれているだろう。加えて言うなら、なにも、その相手の思惑に乗る必要もないかと思いますがね」


そう言って、ディオンは、ミーアに意地の悪い笑みを浮かべて見せた。


「あえて言いますが、ルードヴィッヒ殿の言うところの、忠実なる家臣の一人としては、姫さんに危険を冒していただくことには反対ですね。僕一人を送り込んでいただければ、上手くやれると思いますがね」


「上手く……殺やる……？」


ミーアは、頭の中でディオン語の翻訳を行う。行って……ちょっぴり青くなる。


「念のために、確認しますわ。ディオンさん。あなたお一人でも確実にシュトリナさんを助け出せると……あなたはそうおっしゃっているんですの？」


「……その辺りも含めて上手くやりますよ。臨機応変にね」


微妙に言葉を濁すディオンに、ミーアはピンとくる。


──もしも、シュトリナさんが殺されて、イエロームーン家との仲がこじれたら、それも殺る気ですわね！


それは、正直、ミーアとしては望ましくない未来である。


そもそも、蛇の巫女姫はアベルの姉だ。ディオンが突撃していって、殺られてしまったら、目も当てられない。


それに、なんといっても、シュトリナはベルの大切なお友だちなのだ。


ミーア的にも頼りになる友人というカテゴリーに入れているわけで。失えば、たいそう後味の悪いことになるだろう。


──ディオンさん一人に任せるということはできませんわね。


そうは思いつつ、でもなぁ、と同時に思ってしまう。


確かに、危険は極めて大きいのだ。ルードヴィッヒやディオンが考察するように、きっと相手は、ディオンが護衛についている前提で策を練っている。


帝国最強のディオン・アライアにどうやって敵対するつもりかは定かでないが……。


──ああ、でも、狼がいるんでしたわね……。狼使い、いえ、慧馬さんのお兄さんもいるわけですし、やはり危険ですわ。


ということで、行きたくないはない。すごく行きたくない！


ふんむむ……っと難しい顔で唸っていると……、


「ミーアは、どうしたいんだい？」


不意に優しい声が聞こえてきた。


「え……？」


きょとりん、っと首を傾げるミーアに、穏やかな笑みを浮かべたまま、アベルが話しかけてきた。


「君がしたいことをすればいい。ボクは全力でそれを支えるから。もし、君が望むならボクが、シュトリナ嬢を助けに行くことだって辞さないよ」


「アベル殿下……それは」


思わずといった様子で口を開くギミマフィアスに、アベルは小さく肩をすくめた。


「ボクは、この前、ヴァレンティナ姉さまではなく、ミーアを選んだんだ。そう決めた。ならば、今さら命を惜しむような真似はしないさ」


彼の言葉は、その剣術と等しく潔いさぎよかった。


前だけを見て、踏み出す……その決意が、彼の言葉にはあった。


「まぁ、アベル……」


その宣言に、ミーアは、手を引かれるような気がした。目を閉じて、そっとアベルのリードに身を委ねてもいいような、そんな気持ちにすらなってしまう。


それは、ほのかな恋心……かもしれないし、ただ単にミーアの本性たるイエスマンが姿を露あらわにしただけであったのかもしれない。


そうして、傾きかけた判断の天秤てんびんに、さらに重りを加える者がいた。それはっ！


「よく言った。アベル・レムノ。我も同じ気持ちだ！」


火慧馬が、どん、と、力強く胸を叩く。


「我もいざとなれば、兄と刺し違えてでも、ミーア姫の恩義に応えるつもりだ」


「え、慧馬さん……」


相変わらず、ちょっぴり重たい宣言をする慧馬。そして、慧馬に負けじと、声を上げる者がいた！　それはっ！


「もちろん、私も……お友だちのために、えーと、いろいろ捨てる覚悟はできてるわ。ええと、命とかっ！」


対抗意識を発揮するラフィーナに、ミーアは若干、笑顔をひきつらせる。


「……えーと、ラフィーナさまには、できれば残って、騎馬王国のことをまとめていただければ……」


現在、ラフィーナは族長会議に参加し、火の一族のことがどう決着するのか、見届け人をしている。この場を離れるわけにはいかないだろう。


「え？　でも……」


「それに、わたくしとラフィーナさまが一網打尽いちもうだじんにされてしまっては、それこそ蛇の思うつぼですわ。後に残るシオンだけでなんとかしろというのは、さすがに酷というものですわ」


これでラフィーナを巻き込むと騒動が大きくなりすぎる……と、ミーアは何とか諫いさめつつ……。


「けれど、アベルの、慧馬さんの、そして、ラフィーナさまのお気持ちは、とても嬉しいですわ。これで覚悟は決まりましたわ」


元より、ミーアにとれる選択肢は少ない。ここでシュトリナを見捨てたりすれば、敵はそれを大々的に喧伝けんでんするはずで……そうなれば、ミーアが窮地に陥るのは火を見るよりも明らかなことだった。だから……。


「やはり、ここはわたくしが行かねば始まりませんわね。ルードヴィッヒ、準備をお願いいたしますわ」


かくて、方針は決する。


ミーアは、ルードヴィッヒ、ディオンなど精鋭を伴って蛇の巫女姫と対峙たいじすることを決意したのだ。






……ただ、一つだけ気がかりなことがあった。


ミーアは、シュトリナが行方不明になってから、一度、皇女伝を読んでみた。


けれど、皇女伝にはこの出来事は、まったく書かれていなかった。


無論、アベルの姉が事件に関わっているなどということを、公の書物に書き残しておくことはできないわけで……だから、決しておかしくはないことなのだが……。


なぜだろう、導の役割を果たさない皇女伝にミーアは、漠然とした不安を抱かずにはいられなかった。







第二十四話　攻防


蛇の拠点の廃城にて。巫女姫、ヴァレンティナとの会談を終えたシュトリナは、浴場へと案内されていた。


そもそも廃城の中に、風呂があること自体、驚きであったが……。


「蛇の巫女姫なのだから、そのぐらいは用意する、ということなのかな……」


そう納得しつつ服を脱ぎ、中に足を踏み入れる。


正直、敵地で一人で風呂に入ることに抵抗がないわけでもなかったが……。


「まぁ、殺そうと思えばいつでも殺せたんだろうし……」


開き直ることにする。


脳裏に浮かぶのは、友人のベルの顔。そして、帝国の叡智ミーア・ルーナ・ティアムーンの顔だった。


どこか似た雰囲気がある二人。彼女たちであれば、きっと状況はどうあれ、お風呂に入ってもいいと言われれば、それを満喫しただろうと思ったのだ。


──報告によれば、ミーアさまは、レムノ王国の革命軍に捕らえられた時にもお風呂に入ってたと聞いたけど……。


小さな裸足が踏みしめる床は、ゴツゴツして、微妙に痛い。


セントノエルなどと比べ、作りが粗い印象だった。


「これ、お城の城壁と同じ材質の石？　ということは、この城を建てた時から、この浴場はあったってことかな……？」


ここまで歩いてくるまでに見た城は、戦いくさ用の武骨な作りだったのに、なぜ、お風呂なんか……などという疑問は、もうもうたる湯気によって、すぐに氷解する。


てっきり、どこかで沸かしたお湯を運んできているのだと思ったのだが……どうやら温泉が湧き出しているらしい。


「浴場が必要だから作ったというより、お湯が湧き出る地域だったから、せっかくだから浴場を作ったということか……。でも、お湯が湧き得る場所というと、どのあたりだろう？　レムノ王国の近くと言っていたけど……」


などと、頭の中で地図を思い描きながら、浴場の中を確認。


中は、セントノエルほど広くはないものの、それでも四、五人程度ならば余裕で入れそうだった。お湯のあふれる浴槽もかなり広い。


洗い場には、小さな小瓶が三本置かれていた。表面には、文字が刻まれている。高級品だ！


文字を確認してから、シュトリナは、洗髪薬の瓶を手に取った。


そして中身を……心持ち多めに手の上に出す！


……別に、先ほど巫女姫から失礼なことを言われたからではない。乙女おとめに汗臭いだなんて、大変、無礼なことを言ったやつに、目にもの見せてやろうだなんて、全然思っていない。腹いせに全部使いきってやろうなどと心の狭いことを考えているなんて、大きな誤解である。


そうではなく……確かめたかったのだ。


「うん、なかなかの高品質……」


手のひらの上で確かめるかのように、じっくり観察。


やや粘度を持った液体からは、爽やかな花の香りがした。


指先につけ、腕の上にのばしてみる、と、とてもよくのびて、程よく泡立つ。


かなり上質な油が使われていることが窺われた。


「ということは、どこかの貴族階級と繋がりがあるか……。もしも、レムノ王国の王女という話が本当ならば、レムノ王国の貴族？　それとも、どこかの行商人と繋がりがある？　貴族もしくは行商人自身が蛇ということもあり得るのかな……」


サンクランドで、エシャール王子に接近したのは、騎馬王国風の格好をした行商人だったと聞く。


「リーナを誘拐した男がそれっぽいけど、どうだろう……」


考えごとをしつつ、丁寧に髪を洗い始める。モコモコと泡立つ洗髪薬を存分に味わってから、一度お湯で洗い流し、再度、丁寧に丁寧に洗う。


……もちろん、汗臭いと言われたからではない。気になんかしていない。


ただ、まぁ……また不意を突かれるようなことは避けたいので、できるだけ身ぎれいにしておこうと思うシュトリナである。


ベルに嫌われるからとか、そんなことは決して思っていないのである。本当である。


そうして髪を洗い、今度は、たっぷり洗身薬ボディソープを使って身を清めてから、浴槽へ。


お湯は無色透明だった。指先で温度を確かめ、手ですくってから、匂いを確認。


「火山の近く……という感じではないかな」


さすがのシュトリナでも、よほど特徴的でない限り、匂いや味だけでは成分の分析はできない。


場所の詮索を諦め、お湯に入る。


浴槽は、体を思いきり伸ばしても大丈夫なぐらいには広い。


ううん、っと体を思いきり伸ばしてから、深くため息。


それから、ふくらはぎ、太もも、と足をもみほぐしておく。縛られたまま運ばれてきたせいで、体が固まっていた。今のうちにほぐして、何があっても対応できるようにしておかなければならない。


もちろん、一人で脱出などはできない。シュトリナは自分の体力が並の令嬢ぐらいであることをよく知っている。それでも準備を怠ることはない。


「絶対にベルちゃんが、ミーアさまが助けに来てくれるはず……」


一通り、マッサージを終えたところで、彼女はお腹に手を当てて、さする。


「……二日半、ううん、三日ってところかな」


シュトリナがなにも食べなかったのには理由があった。もちろん、毒を飲まされるのを警戒していたのもあるが、それ以上に、空腹の具合で時間経過を計っていたのだ。


食べ物を与えられる間隔によって、体内時計を狂わされることを嫌ったのだ。


くぅうっと切なげに鳴るお腹をさすりつつ、シュトリナは小さく首を振る。


「これを指摘されたら、また動揺していたかもしれないな……」


お腹を鳴らすなんて、はしたない！　などと言われたら、心が揺れたかもしれない。


巫女姫は、心を読み、心を揺らして操る。


どんな隙をも見せるべきではない。


「きっとベルちゃんや、ミーアさまなら、こんなことで動揺なんかしない」


ミーアならば、むしろ、なにか食べさせろと要求するかもしれない。


あの胆力がうらやましい、と、ついつい思ってしまうシュトリナである。


「独り言が多くなっているのは、たぶん心が弱くなっているからだ……」


お湯を顔にバシャバシャかけて、気持ちを切り替える。


そうして、シュトリナはたっぷりお湯につかり、しばらく湯船に腰かけて体を冷まし、もう一度、お湯につかる。


言うまでもなく、巫女姫に対する嫌がらせである。


思いっ切り！　長風呂をして、待たせてやろうという小さな復讐ふくしゅうなのである。


乙女に、汗臭いとか失礼なことを言ってはいけないのだ。


それから、脱衣所へ戻る。


と、先ほどまで着ていた服がなくなっていて、少しだけ慌てる。


よく見れば、すぐそばに、真新しいドレスが置かれていた。


「驚かさないでほしいな……」


別に、風呂上がりに着替えを用意するのは、ホストとしては当然のこと。にもかかわらず、なんだか、一瞬焦ってしまったのが、手玉に取られたようで腹立たしい。


ややサイズが大きいドレスは、恐らく巫女姫のものなのだろう。


あまり着るのは気が進まないものの、寝間着でいるよりはマシか、と割り切る。


そうして、ちょうど着替え終わったところで、迎えに現れた人物を見て……シュトリナは一瞬、息を呑のんだ。


「ひさしぶりだな。シュトリナ・エトワ・イエロームーン」


因縁の相手、狼使いが、そこに立っていた。






狼使いに連れられて、シュトリナは再び、巫女姫のところを訪れた。


シュトリナの姿を見た巫女姫、ヴァレンティナは、嫣然えんぜんとした笑みを浮かべた。


「お風呂、気持ちよかったかしら？　ずいぶんと長かったわね」


「ええ。とてもいいお風呂でした。すっかり旅の汗を流させていただきました」


シュトリナは、気取ったしぐさで、スカートの裾すそをちょこん、と持ち上げる。


「ふふふ、よく似合ってるわよ。さ、どうぞ」


そうして、ヴァレンティナは、テーブルのほうへとシュトリナを誘う。テーブルの上には、湯気の立つカップと、お茶菓子が並べられていた。


「ちょうど、お茶を淹れたところだから、さっそくいただくとしましょうか」


勧められるまま、椅子に座ったシュトリナは、場を支配すべく、先制の一撃を放とうとする。が……。


「お茶の前に一つ、いいでしょうか？　巫女姫さま」


「そんな他人行儀にならないで。ヴァレンティナと呼んでいただきたいわ。リーナさん」


親しげに呼ばれ、ぞわり、とシュトリナの胸が疼うずいた。


「シュトリナとお呼びください。その名は、親しい方のみの呼び方ですから」


愛称を、巫女姫に呼ばれただけなのだ。にもかかわらず、これほど心が揺れたことに、シュトリナは小さく舌打ちする。


「うふふ、それならば、やはり親しみを込めてリーナさんとお呼びするわ。だって、あなたは、元蛇、私たちの仲間だったのだから」


相手が、言葉によって心を揺さぶってくることは覚悟していた。けれど、それでもなお、巫女姫の言葉は、シュトリナの心をじわり、じわりと責め苛さいなむ。


このままペースを握られるのは避けたいと、シュトリナはあえて無視して、攻撃を繰り出す。


「質問があるのですが、いいでしょうか？」


「もちろん。約束ですものね。なんでも聞いて」


涼しい顔で微笑むヴァレンティナに、シュトリナは思い切り……踏み込む！


「では、混沌の蛇をつぶすためには、どうすればいいですか？」


その質問に、ヴァレンティナは目をまん丸く見開いた。


「あら。ふふふ、なかなか厳しいところを聞いてくれるわね」


「なにを聞いてもいいって、言っていただけたので」


すまし顔でお茶をすするシュトリナ。そんな彼女に、ヴァレンティナは首を振った。


「残念ながら、その質問には答えることはできないわ。ああ、別に意地悪してるんじゃないのよ。ただ、私自身にもわからないことは答えられないでしょう？」


「わからないんですか？　巫女姫なのに」


挑発するように、上目遣いに見つめるシュトリナ。そんな彼女に、ヴァレンティナはあくまでも笑みを返す。


「ええ。なにしろ巫女姫なんて、言葉だけのものだもの」


肩をすくめて、ヴァレンティナは続ける。


「巫女姫とはなにか……？　蛇の教典『地を這はうモノの書』には、どこにも記載がない。巫女を立てよとも、統率せよとも書かれていない。だから、私はこう考える。蛇の巫女姫とは、火の一族の族長が、その権力を維持するために作り出した仮初かりそめの権威である、とね」


「仮初の権威……」


「ただまぁ、よいアイデアではあったのでしょう。巫女姫は、火の一族を母体として、多くの蛇導士を産み出したわけだしね」


そう言って、ヴァレンティナは、目の前のクッキーを美味しそうに口に入れた。







第二十五話　孫娘の成長とミーアの感慨


さて、みなが準備のために出て行った後、部屋に残ったのはベルだった。


話し合いの中、ずっと黙り込み、物思いにふけっていたベル。その表情は、暗いものだった。


「リーナさんのこと、心配ですわね……」


ミーアの声に、ベルは黙って頷いた。


「大丈夫ですわ。ベル。あなたのお友だちは必ず助け出してみせますわ」


そう言ってやると、ベルは……何事か言おうとするように口を開け……閉じて……。それから大きく息を吸ってから、話し始めた。


「ミーアお姉さま、ボク、さっきからずっと考えていました」


「はて……？　なにをですの？」


「ボクが、ミーアお姉さまの身代わりになればいいんじゃないかって……」


「ん？」


「ボクがミーアお姉さまの代わりに、行けばいいんじゃないかって思ったんです。ほら、髪を切れば、あまり知らない人は、きっと見分けがつかないはずですから」


「なるほど……」


影武者というやつか……とミーアは頷きかけ……、


「それは、あまり意味がありませんわね……」


すぐに首を振った。


──ていうか、そんなことしたら、リーナさんに殺されますわ……確実に。


殺気をみなぎらせたシュトリナに迫られる自身の姿を想像し、ミーアはぶるぶると背筋を震わせる。


例えば、ベルがディオンぐらい強くて、蛇の攻撃を一切受け付けないというなら、化ける意味はあるだろう。あるいは、ミーアが同じぐらい強くて、別動隊を指揮するとか、一騎当千いっきとうせんの強さを発揮して一人でシュトリナを助け出すとか……。まぁ、そんなことができるのであれば、確かに意味はあるかもしれないが。


現状で、ベルがミーアに化けたとしても、意味はあまりない。


ミーアの安全が一時的に確保されるというだけ。だが、この場合、仮に生き残ったとしても、ミーアが窮地に陥るのは明らかで……。


「というか、ベル、あなたは、自分を低く見積もりすぎなのではないかしら？　あなたがいなくなれば、リーナさんも、リンシャさんも、みなも、もちろんわたくしだって悲しいですわ。そのことを忘れないでいただきたいですわ」


そう言ってやると、ベルは大きく頷いて、


「はい。それは、知ってます。ミーアお姉さま。でも、ボクは思うんです。お友だちのためなら……大切な人たちのためなら、命を惜しんだらいけないって……」


ベルは、困ったような笑みを浮かべる。


「ミーアお姉さま、帝国の叡智なのに、知らないんですか？　ボク、この世界が大好きなんですよ？　アンヌ母さまも、エリス母さまもいて、ルードヴィッヒ先生やディオン将軍がいて、アベルお祖父さまも、それに……リーナちゃん……。優しい人たちに囲まれた、温かい世界……。ボクはミーアお姉さまが作るこの世界のことが大好きなんですよ？」


そうして、ベルはニッコリ微笑んだ。


「だから、ずっとここで生きていきたいって思ってます。この夢が終わってほしくないって……。でも、だからって、卑怯ひきょうなことをして生き残ろうとは思いません。ボクは、帝国の叡智の血を引く者ですから」


強い決意の輝きを宿した瞳に、ミーアは思わず息を呑む。


「お祖母さまの栄光に恥じることはしません。ミーアお姉さまのそばにいられるように、誇り高く生きたいと思ってるんです。そのためにできることはないかって、いつでも考えてます」


「そう……」


ミーアは、ベルの告白に、少しだけ気圧される。それから、感慨深げにベルを見つめた。


きっともう、ベルは金貨でお礼をしようとは思わないだろう。自分がいつ消えてもいいように、という生き方は、きっとしないだろう。ミーアは思った。


ベルは、きちんと、ここで……この世界で、誇り高く生きていくことを考えている。それがわかって……ちょっぴり嬉しくなるミーアである。


「そういえば、ベルが来てからずいぶんと経ちますわね」


ミーアは、ふとつぶやき、あの日のことを思い出した。


「そう……あの時は……」


図書室で見つけた、奇妙な本。そこに書かれていた輝かしい未来を、ミーアは拒否したのだった。アベルが、国を追われるという未来を拒否して、より幸せな未来を求めたのだ。


「ふむ、思えば……あの未来を受け入れていたら、もう少し楽ができたような気がしますけれど……」


その後にやってきたのが、ベルだった。結果的に、ミーアは、より多くの味方を得た。エメラルダや他の星持ち公爵令嬢、令息とも知己を得た。


アベルの姉と対峙することにもなり、もしかしたら、これから彼の家族の問題にも首を突っ込まなければならないかもしれない。


「大変ですけれど、よくよく考えるとわたくしの願い通りになっているわけですわね。そういう意味では、あなたは本当に導であったのかもしれませんわね」


「え？　ええと、ミーアお姉さま？」


「ふふふ。大丈夫ですわ。ベル。なんとかなりますわ。ミーアお祖母さまが、なんとかしてあげますわ。リーナさんのことも、蛇のことも。前に言ったでしょう？　あなたの夢は、わたくしが終わらせないと」


そうして、ミーアは力強く笑うのだった。


翌日、ミーアたち、「シュトリナ救出部隊」は、南都を後にした。







第二十六話　ミーア姫、巧みに（相）槌を振るう


さて、慧馬の案内で、敵の拠点へ向かう途中、ミーアたちは火の一族の隠れ里に立ち寄った。慧馬によれば巫女姫が現在、拠点として使っている廃城は、里よりもさらに南下した先、ヴェールガとレムノの間に横たわる、深い森の中にあるという。


火の一族の隠れ里はちょうど進路の途中であり、休憩をとるには適した場所ではあったのだが……。それ以上に、ルードヴィッヒからの進言が大きかった。


「ぜひ、火の一族のみなさんに、協力していただくべきでしょう」


ルードヴィッヒの言にミーアは粛々と従う。


彼の言を一瞬たりとも疑ったりはしない。


シュトリナのことが心配で、一刻も早く助けに向かいたい！　というベルをなだめたり、いきり立つ皇女専属近衛隊プリンセスガードを止めることこそが、自らの仕事であると心得ているのだ。


「ルードヴィッヒの言うことに間違いはありませんわ。わたくしは、彼のことを信じておりますわ」


などと、すまし顔で言うのみだ。ミーアは、イエスと言うべき相手をきちんと心得た賢いイエスマンなのだ。






里につくや否や、ミーアたちを、明るい笑みを浮かべた村人たちが迎えた。


すでに、騎馬王国との話し合いが上手くいっていることは知らされていた。林族からの援助も行き届き、村は緊張から解放され、一時の平和が訪れていた。


「ふむ、よかったですわね」


馬車の中から村人たちの様子を見て、わずかばかり表情を和らげるミーアであった。


「ミーアさま、今後のことを、少しご相談させていただいてもよろしいでしょうか？」


そんなミーアに、ルードヴィッヒが難しい顔で話しかけてきた。


「ええ。構いませんわ。早めに対策を練っておかなければなりませんものね」


ミーアとしても、これからどう行動するか、わかっていたほうが安堵できるので、この申し出には大賛成だった。


現状、シュトリナをどうやって救い出すのか、その策は定まっていない。当面は相手の言う通りにするしかないとは思っていたのだが……。


そんなミーアに、ルードヴィッヒは静かに告げた。


「慧馬嬢、そして、火の一族の女性たちには今回の騎馬王国との和解を手土産に、火の一族の戦士たちに帰順を呼びかけていただきましょう」


眼鏡の位置を直しつつ、ルードヴィッヒは続ける。


「当初の予定通り、敵の戦力を削る。それが最善の一手と、私は考えます」


「ふむ……」


ミーアは、唸り声をあげ……ルードヴィッヒの隣に座る男、ディオンに視線を移した。


幸いなことに、というべきだろうか。この場にルードヴィッヒとディオンが揃っている以上、自分がなにか口をさしはさむのは控えるべきである、とミーアの常識が告げていた。


──下手なことは言えませんわね。ここは、当面、彼らの言葉に耳を傾けるべきですわ。


自らの分を知る賢人、ミーアは、一言も発することなく、ただ黙って、意味深に頷いて見せた。ルードヴィッヒは頷き返して、


「おわかりかと思いますが、巫女姫にそれを防ぐ手立てはないはずです」


「なるほど、確かにな。火の一族の戦士たちにとって、巫女姫と敵対する我々は敵。だが、火の一族の女たちは、そうではない、か」


ディオンの問いかけに、ルードヴィッヒは静かに頷く。


「いくら巫女姫であっても、火の一族の戦士に『火の一族の女性たちを殺せ』とは言えない。そして、彼女たちが騎馬王国との和解を告げれば、火の一族の男たちも聞かないわけにはいかない」


そうして、火の一族の戦士たちを、巫女姫から切り離すことができれば……巫女姫の周りには、ほとんど手勢がいなくなる。


「以前よりわかっていたことですが、蛇の手勢はそれほど多くない。というより、多くの手勢を持たないことこそ、蛇の強みではないかと私は考えています」


陰謀による秩序への攻撃こそ、蛇のやり方。直接的な軍を持つことは稀で、現在、巫女姫の周囲を固めているのは、利害が一致した戦士たちだ。その戦士たちにしても、現状は、族長に従っているだけであり、巫女姫に対しての忠誠はそれほどではないのではないか、というのが、ルードヴィッヒの考えだった。


「慧馬嬢にお聞きしたところによれば、蛇の理念に賛同した者たちは、みな村を出ていったと聞きます。蛇の教えを広めるために世界に出ていったと……。サンクランドのエシャール殿下に接近したのも恐らくは……」


蛇の教えを説く蛇導士。蛇の理念に賛同した者がなるのはそれであり、巫女姫の護衛とは違う。蛇への情熱は、巫女姫を守るためではなく、蛇の教えを広めるためにこそ使うべき、ということだろう。


「ふむ……ふむむ」


ルードヴィッヒの言に頷き、ミーアは続きを促す。顎あごに手をやり、いかにも何かを考えてますよぅ、というアピールも欠かすことがない。


人が気持ちよく話すためには、聞き役の適切な相槌が大切なのだ。


今のミーアは一流の相槌打ちであった。


「ともかく『なにがなんでも巫女姫に従う』という者以外を分離させるのが良策と考えます。敵の数はできるだけ減らしておくべきでしょう」


それを聞き終えたミーアは、黙ったまま、ディオンのほうにも目を向ける。


「僕も同意見ですがね。まぁ、火の一族の女性たちを人質にするようで気は引けますが……」


「ふむ……」


もっともらしく唸り、ミーアは……シュシュッとルードヴィッヒに視線を戻した。そこんところ、どうなの？　という疑問を視線に乗せて。


「人質という側面があるのは事実ですが……。おそらくは問題ないかと思います」


断言するルードヴィッヒに、ミーアは頷きを一つ返し、


「では、火の一族に協力を依頼しましょう。慧馬さんに、集めてもらいましょうか」


ルードヴィッヒがそう言うのだから、そうなのだ。


ミーアの、忠臣に対する信頼は厚い。






そうして、集まってきた村の者たちに、ルードヴィッヒは事情を説明し……その上でお願いをする。


「みなさんには、ぜひ、火の一族の方たちに、戻ってくるよう説得していただきたいのです」


その言葉に慧馬が返事をする……前に、村の女性たちが答える。


「もちろん、協力します。男衆を巫女姫のところから連れ戻すためですから」


火の一族の女たちは、まったく反対しなかった。


もともとは、戦士たちを取り戻してほしい、というのは彼女たちのお願いだったからだ。


その状況を整えたうえで、協力を求められれば当然ノーとは言わない。


人質の側面があろうがなかろうが、利用されていようがなかろうが、関係ない。


そこにあるのは、美しい利害の一致だった。


──なるほど。協力の最良の形は、自分が利益を独占することにあらず。互いに利益を得る形を作ること。それを作るために、クソ眼鏡はずいぶんと苦労してましたものね。


帝国末期、ルードヴィッヒは食料を得るために苦慮していた。相手にとっての利益を提示することが、すでに帝国では難しかったからだ。


結局のところ切れたのは空手形のみで、それだってまともに受け入れてくれる者はほとんどいなかった。


──今回の協力要請は、彼女たちとの利害が一致している。だから、すんなりと受け入れてもらえる、と、そういうことですわね。


おそらくは、出ていった男たちを連れ戻そうという働きかけは、今までにも行われていたのだろう。けれど、それが実を結ぶことはなかった。村に戻ってどうなるというのか？　そう言いたくなるような状況が、火の一族全体を覆っていたからだ。


けれど、状況は変わった。


騎馬王国と再び、ともに歩むのであれば、村に戻ることは魅力的な選択肢になるだろう。


感情的に納得いかないという者もいるかもしれないが、その説得の役割は、女たちが担ってくれるだろう。


「ふむ……。これで、とりあえずは、敵の戦力を大幅に削ることができる、ということですわね」


「はい。ミーアさまが、馬合わせを提案された時には、どうなることかと思いましたが……。さすがですね。ミーアさま。これで、大規模な武力衝突は回避できるように思います」


素直な称賛の言葉ではあったが……ミーアは、なにやら嫌な予感がしていた。


「このまま、大人しく分断できればいいのですけど……。いや、それはそれで、気味が悪いかもしれませんわね」


相手は、蛇の巫女姫である。


油断せずに事を進めなければ、と気持ちを切り替えつつ……、ミーアは目の前に置かれていたクッキーを口に放り込むのだった。







第二十七話　蛇とはなにか？


ヴァレンティナとのお茶会は、翌日も持たれた。


前日のお茶会ではすっかりペースを握られてしまったシュトリナだったが、この日は一転、攻勢に出る。


「潰す方法がわからないというなら教えてください。混沌の蛇とはなにか……」


上目遣いに見つめつつ、そっと紅茶を口にする。毒……の味はしない。


さすがに、ここから毒を使ってどうこうということはしないだろうと、ある程度、確信を持っているシュトリナであった。


「あら、知ってどうするの？」


口元に笑みを浮かべるヴァレンティナに、シュトリナは勝気な笑みで答える。


「決まっているでしょう。潰す方法を考えるんです。相手の正体がわかってさえいれば、対処することは可能ですから」


その言葉に、まるで、困った子どもに向けるような目を向けて、ヴァレンティナは答える。


「貴女のお得意の毒のように、かしら？　ずいぶんとお詳しいのでしょう？　大切なお友だちを殺せるほどに」


「ええ。大切な人たちを守れるほどには……」


その答えに、ヴァレンティナはわずかばかりに驚いた様子だった。


「あら、それはもうあなたの傷ではないのね。ふふふ、まぁいいわ。知りたいならば、教えてあげましょう」


気を取り直した様子で紅茶に口をつけ……。


「でも、あなたのお父さまも知っていることよ？」


「え…………？」


きょとん、と瞳を瞬かせるシュトリナに、巫女姫は満面の笑みを向ける。


「ローレンツ・エトワ・イエロームーン公爵、彼は、混沌の蛇がなにかを知っていた、と言っているの」


「え？　うそ……。だって、お父さまは、なにも……」


混乱した様子で、瞳を揺らすシュトリナに、ヴァレンティナはからかうような口調で、


「あらあら？　もしかして、教えてもらったこと、なかったのかしら？」


からかうように笑ってから、一転、すぐに優しい笑みを浮かべる。


「ふふふ。可愛らしい。よっぽどお父さまのこと大好きなのね？」


「なっ……！　そんなこと……は……」


シュトリナは、頬が熱くなるのを感じる。またしても翻弄ほんろうされていると、思わず唇を噛みしめる。ペースをつかむつもりが、場を支配するのは、またしても巫女姫だ。


悔しくて、うつむくシュトリナに、思いのほか柔らかな声がかけられる。


「ふふ、別に、照れることはないわ。それはとても素敵なことじゃない。とても、うらやましいわ」


その声に、含まれる微妙な温かさに、シュトリナはさらに混乱する。それは、まるで、本気で……うらやましいと思っているような……口調に聞こえたから。


「うらやましい？　そんな適当なことを……」


「あら？　本当よ？　あなたの持っているものは、私が持っていないものだもの。うらやましいと感じても、なんの不思議もないと思うけど……」


ヴァレンティナは、自嘲じちょうするように笑って肩をすくめた。


「なにしろ、私は、父か、あるいは父に近しい者に殺されそうになったんだもの」


「え……？」


唐突な告白に、ギョッとするシュトリナだったが、ヴァレンティナはすぐに首を振った。


「まぁ、私のことはどうでもいいわね。話を戻しましょうか。別にからかおうとしたのでも、偽りを言ったのでもないわ。ローレンツ・エトワ・イエロームーン卿きょうは、確かに、混沌の蛇が何であるのか知っている。少なくとも、バルバラさんは、そう思っていた。ふふ」


と、そこで、ヴァレンティナは笑った。


「そんな嫌そうな顔はしないであげて。ずいぶんと意地悪をされたと思うけれど、あの人にはあの人の事情があった。貴族を恨むに足る理由があったのだから──なぁんてことを聞くと、たぶんあなたは考えるでしょうね。巫女姫のお姉さんは、混乱させようとしている。蛇にも蛇になるだけの事情がある、なんて知ったら、同情もするでしょうし、感情が揺れてしまうから……」


仮に、そんなことをまったく思っていなかったとしても、一度、そう意識してしまったら、もう記憶から消すことはできない。


きっと、こうして話をしていること自体、こちらの心を掌握するためにやっている……そうは思っても、シュトリナは耳を塞ぐことはできなかった。


「さて、それはさておき、ローレンツ卿が混沌の蛇の正体に気付いたとしても、別に不思議なことではない、と私は思うの」


ヴァレンティナは意味深に笑って、静かに告げる。


「だって、最弱のイエロームーンとは、まさに、蛇の理屈に基づいて作り出された存在だから」


「それは……どういう意味ですか？」


かすれるようなつぶやきを聞き流し、ヴァレンティナは言った。


「では、なぜ、ローレンツ卿は教えなかったのか？　あなたにも、ミーア・ルーナ・ティアムーンにも、ね。その答えは、とても簡単。それを知らせてしまうと、きっとあなたたちは絶望してしまうから。倒せるだなんて言っていたけれど、そんなことは不可能だって……ローレンツ卿はちゃんと知っていたのよ」


雄弁に語る巫女姫を尻目に、シュトリナは目の前の紅茶を飲んだ。


腹が立つほどに美味しい紅茶をじっくり味わい、それから思い出す。


そうだ、ミーアはいつだって、紅茶と甘いお菓子をたしなむ余裕を失わなかった。あの、まるで何も考えていないかのような、能天気な顔を脳裏に浮かべつつ、シュトリナは改めて、ヴァレンティナと対峙する。


「お父さまがそう判断したとして、その判断が正しいとは限りません。だから、ぜひ教えてもらいたいです。そろそろ教えてもらえませんか？　本当に教えるつもりがあるのなら……」


あえて、呆れた顔を作って、シュトリナは言った。


「それとも、やっぱり教えてくれないつもり……」


「混沌の蛇とは、邪教徒にして、邪教徒にあらず。捨てられた一族にして、捨てられた一族にあらず。没落した貴族にして、没落した貴族にあらず。国に排斥された王女にして、王女にあらず……」


そらんじるように、そっと瞳を閉じて、ヴァレンティナは言った。それから、


「しかして、その実態は、その本体はなにか……？」


じらすように、優雅な仕草でティーカップに口を付けた。


唇を、華やかなハーブティーで湿らせてから……静かに告げる。


「混沌の蛇、それはね、ある特定の集団に感染する思想ミームよ」







第二十八話　『地を這うモノの書』


「感染する思想ミーム……？」


きょとん、と首を傾げるシュトリナに、ヴァレンティナはことさらゆっくりとした口調で告げる。


「そう。蛇は、弱者から弱者、敗者から敗者へと感染し、その認識を歪める言葉。弱き者の倫理を破壊し、常識を書き換えて、秩序の破壊者へと変質させる」


その口調は、決して高揚に彩られたものではなかった。


どちらかといえば冷静で、まるで学者の声のように、ひどく平坦だった。


「弱者に寄生した蛇は、そっとその耳元で唆そそのかすの。そんな秩序は破壊してしまえばいい。お前を踏みつけ、搾取するための仕組みじゃないか。破壊するのになんの躊躇ためらいがいるだろう？」


響くは蛇の声。歌うように美しく、恋人に囁くように艶なまめかしく。


「勝者の定めた法など無視しろ。敗者を踏みつけにして安穏と暮らす民のことなど気にするな。そんな風に誘惑するの」


くすくすと、楽しそうに笑って、ヴァレンティナは続ける。


「普通ならば、貧者であれ、敗者であれ、弱者であれ、倫理によって縛られているわ。何も持たぬ者であっても、仲良く町を歩く親子を不幸のどん底に陥れようなんて思わないし、思えない。相手が商人であれ、貴族であれ、変わらない。人には『良心』があるから。でも、蛇はその良心を殺す」


グッと握りしめられるのは、美しい手。細く長い、姫君の手に、シュトリナは鮮血の幻を見る。


「そのうえで、武器を渡すの」


机の上に置かれた蛇の聖典、蠢うごめく蛇の描かれたソレの、表面を優しく撫でて……ヴァレンティナは続ける。


「『地を這うモノの書』には、さまざまな方法論が書かれている。国を崩す方法、王族を殺す方法、他人の心を操る方法。それは、数多あまた、蛇に心を委ねた者たちの知恵の結晶。悪意の塊よ」


シュトリナの脳裏に、自身の家のことが思い浮かぶ。


イエロームーン家。蛇の理屈により作られた最弱の公爵家。その家で、連綿と受け継がれ、研鑽けんさんを重ねられてきた、毒の技術。もしかしたら、それもまた、書き入れられるべきものだったのかもしれない。


「で、でも……その理屈はおかしい」


かろうじて、シュトリナは反論する。


「弱者が強者を打ち倒したら、それで蛇は消えるはず。だって、せっかく戦いに勝ったのなら、弱者は勝者として支配体制を整えたいと思うから。《自分に都合の悪い秩序》を破壊した弱者は、《自分に都合がよい新たな秩序》を作り、それを維持しようとするはず」


それは、古い秩序を破壊し、新しい秩序を作り出すことに過ぎない。秩序のすべてを破壊するという、混沌の蛇のロジックは成立しないはず……。


シュトリナの疑問に、ヴァレンティナは優しく頷いて答える。それから、お皿の上に、二つのクッキーを置いた。


「例えば、そうね。弱者である私が革命軍を率いて、レムノ王政府を一掃したとしましょうか。この赤いベリーが乗ったほうが私。青いベリーが乗ったほうが、王政府」


そうして、彼女は、赤いベリーのクッキーを上に動かす。


「私は新しい権力者として、新しい統治を始めましょう。けれど、そこにも弱者はいるでしょう？」


彼女は、長い指先で、青いベリーのクッキーを指し示した。


「王政府の敗残者たち。蛇は弱者から弱者へと感染する。弱者から弱者の心へと移り住む。そうして、敗残者という弱者は蛇になる」


それから彼女は青いベリーのクッキーを口の中に放り込んだ。


美味しそうにそれを咀嚼そしゃくして、唇についた欠片かけらを、ペロリと舌で舐なめる。


「では、こういうのはどうかしら？　敗者はすべて処刑するの。そうすると、さて、どうなるかしら？」


彼女は、赤いベリーのクッキーを、二つに割った。


「でもね、弱者はなくならない。革命軍の中にだって序列はあり、踏みつけにされる弱者はいる。権力争いに敗れた敗者が生まれ、蛇はそこにすり寄るの」


赤いベリーのクッキーを二つ、机の上に並べる。


強者と弱者、勝者と敗者。支配する者とされる者。


「あるいは王政府の敗残者と、革命軍の中の弱者が手を結ぶこともあるかもしれない。それに、王政府時代の弱者のすべてが勝者たる革命軍に入れるわけもなし。結局、弱者はなくならない。蛇は、そこにつけ込み、感染する」


赤いベリーのクッキーも口の中に入れてから、ヴァレンティナは頬杖ほおづえをついてシュトリナを見つめた。


「強者と弱者、勝者と敗者を生み出してしまう、人間の欠陥に感染し、寄生する思想、それこそが混沌の蛇の本体。だから、死なないし、潰せないし、なくなることがない。人が人である限り。人が弱者と敗者を生み出し続ける限り」


ヴァレンティナの言葉には力があった。有無を言わさぬ強い力が、確かにその言葉には宿っていたのだ。


それは、さながら、神託のごとく。


「ローレンツ卿は、その拭い取り難い性質をしっかりと理解して諦めたの。人である蛇導士ならば、処刑できるでしょうし、本ならば焼けばいい。でも、一度頭に入ってきた思想を消し去ることはできない」


そっと瞳を閉じ、祈りをささげるように、厳おごそかな口調で、ヴァレンティナは続ける。


「あるいは、生け贄にえをささげるような、自らの体を傷つけるような、邪教の教えならば廃すたれるでしょう。だって、そんなの野蛮だし、痛いし、嫌なことでしょう？　だから、簡単に捨てられ、歴史の中に忘れ去られる。でもね、蛇は優しいの。蛇は、親しい友のように、不満を持った弱者の背中を、そっと優しく押してくれるの。武器を渡して励ましてくれるの。そんな教えは決してなくなりはしない。強者が弱者を踏みつけにし、勝者と敗者を生み出し続ける限りね」


そうして、ヴァレンティナは、ソレを手に取った。


表紙に蛇の絵が描かれた、古めかしく分厚い本。


「だから、我ら、蛇の教典は『地を這うモノの書』と呼ばれる」


清らかに、神託を告げる巫女の声で。


「地を這う者、地を這う〝弱者〟のための書、とね」


「あ……」


その瞬間、ヴァレンティナの手の中、本の表紙に描かれた蛇の絵が、艶めかしく蠢いたように、シュトリナには見えた。







第二十九話　ルードヴィッヒの悩み


翌日、早々にミーアたち一行に先んじて、火の一族の者たちが村を後にすることになった。


驚いたことに、彼らは一族全員で向かうという。子どもも老人も、女性たちもすべてである。


「巫女姫のもとにいるのは、大切な一族の男衆だ。我らの全員で取り戻すのは当然のこと」


力強く頷き、慧馬はミーアに手を振った。


「ここまでの温情に、心から感謝する。ミーア姫の期待には必ず応えよう」


慧馬に呼応するように、女性たちが力強く頷いた。なんとも心強い様子だった。


そうして、出発する火の一族の者たちを見送って……ミーアは不安そうにつぶやいた。


「さて……上手くいけばよろしいのですけれど……」


「大丈夫ですよ、ミーアさま。きっと慧馬さんなら、上手くやってくれます」


励ますように、明るい声で言うのは、専属メイドのアンヌだった。が、その顔にも隠しようのない不安の色が見て取れた。


そんな二人を見ていて、ルードヴィッヒは思う。


──おそらく、ミーア姫殿下とアンヌ嬢では、不安に思っているところが違うのだろうな……。


ミーアが心配しているのは、おそらく慧馬たちによる説得ではない。それより先の駆け引きについてなのだと、ルードヴィッヒはきちんと把握していた…………把握していた？


──そうだな……。おそらく今回はアンヌ嬢も同行するつもりだろうし、ここは状況を正しく把握しておいてもらうべきだろうな。


すでにルードヴィッヒは心得ている。ミーアの精神的な支柱、その一本は間違いなく、このアンヌであると。


今回のミーアは人質となっているシュトリナのことのみならず、姉と敵対することになるアベルへのフォローもしなければならない以上、その負担はかなり大きい。心の支えはどうしても必要になってくる。アンヌを連れていかないということはあり得ない。


危険はあるが、ここは来てもらうべきだ、というのが彼の判断である。


大きく一つ頷いて、ルードヴィッヒは口を開いた。


「おそらく、ですが……彼女たちの成功率はそこまで低くないように思います。あるいは、巫女姫は邪魔をしないかもしれませんし……」


「え……？　そうなんですか？」


目を瞬かせるアンヌ。対して、ミーアは、


「ふむ……」


泰然自若たいぜんじじゃくとした態度で、相槌を打つのみだった。実に堂々たる、王者の気品すら感じさせる見事な相槌であった。


それから、説明は任せた、とばかりに、ルードヴィッヒにチラリと視線を送る。心得たとばかりに頷いて、ルードヴィッヒは説明を始める。


「まず、先日も言いましたが、火の一族の戦士たちは、全員が巫女姫に心酔しているのではない、と私は考えています。呼びかけによってこちらに帰順する者もかなりの数いるのではないかと」


仮に帰順する人数が少なかったとしても、戦力が減るならば、最低限それでもよい。


あるいは、敵の目的が『ミーアを自身のもとへと呼び寄せること』であるならば、むしろ敵としては、最低限の兵力のみを残すことをするのではないか、とさえルードヴィッヒは考えているのだ。


それは、護衛を禁じなかったことと表裏一体の考え方である。敵としては、護衛をつけた状態であっても、ミーアに来てもらいたかったのだ。同様に『ミーアが、敵の数が多いから行かない』という状況も嫌うはずなのだ。


逆に言えば、敵兵の数を理由に、こちらが行くことを拒否しても構わない。


それで巫女姫を怒らせて、シュトリナが害される可能性もあるが……その時には自らの命をもって償おうと考えるルードヴィッヒである。


ここで、ミーアを失う愚はなんとしても避けるべきであると……彼の思考は、常にその基本の上に立っている。


「もしも、現状、火の一族の戦士の中に、巫女姫に心酔した者がいたとして、その最も有効な使い方は、廃城で命を賭して戦わせることではない。かといって不意打ちにより、ミーアさまを仕留めることも難しい。ディオン殿がそばにいる限り、それはかなわぬこと」


狼使いに手一杯になっている隙に、ということも考えられなくはないが、確実性がなさすぎる。千載一遇せんざいいちぐうのこの状況の使い方としては下策だ。


事前に慧馬からは、どの程度の弓の名手がいるか教わっているものの、護衛の手をくぐり、ミーアを射殺せるほどに突出した者はいないようだった。仮にルールー族ほどの腕前の弓兵がいるのであれば別なのだが……。


「とすれば、敵にとっての上策は、戦士たちの中に、蛇の息のかかった者を紛れ込ませること。これは確かに厄介。けれど、間違えたくないことは、今回の行動の目的は、ひとえにシュトリナさまを救い出す、その際の不確定要素を排除することにある、ということです」


ルードヴィッヒはミーアのほうに目を向ける。ミーアは……、


「ふむ……！」


っと、威風堂々いふうどうどうとした相槌を返してくれた。


「もしかすると、火の一族の戦士たちの一部には、すでに蛇に転向した者たちもいるかもしれない。今回の策はその者たちを火の一族の中に引き入れることになるかもしれない。そして、その者たちによって、蛇の蠢動しゅんどうを再び招くかもしれない」


むしろ、蛇の戦略としては、そちらのほうがしっくりくる。直接的な戦闘や、戦場における不意を突いての暗殺などは、蛇のやり方ではないような気が、ルードヴィッヒにはするのだ。


敵にされると最も厄介なこと、を指摘したうえで、ルードヴィッヒは断言する。


「しかし、今回の救出作戦においては、その者たちは無力。仮にそのような者たちがいたとして、問題になるのは今より先のこと。処理は先に回しても構わない。要は、蛇の拠点にいる蛇の手の者を極力減らすこと、それこそが目的です」


実動の戦力としての兵士を巫女姫のそばから遠ざけること。それこそが狙いだ。


だからこそ、シュトリナの救出と、火の一族の戦士たちの離反工作を同時に行う必要があるのだ。


「そうだろうな……」


ルードヴィッヒの言に頷いたのは、ディオンだった。


「まぁ、狼花殿もここに向かっているということだし、巫女姫の息のかかった者が交ざっているか否かの判断は任せても大丈夫だろう。というか、それは僕たちが面倒を見ることじゃない。火の一族の問題だ」


ディオンが肩をすくめて言った。


「長期的なことは、今は考える必要はない。今考えるべきは、当面、戦場の舞台になるであろう、蛇の廃城だ。火の一族の戦士たちをその場から排除できるなら重畳ちょうじょう。戦士たちの離反を邪魔するなら、それはそれで敵の狙いも推察することができるし、戻ってきた戦士の数が足りないということであれば、どこかで待ち伏せをしているってことになるだろう。ある程度、隠れ潜んでいる人数がわかっていれば、それも有益な情報だ」


ディオンの思考はシンプルだ。彼の視野が捉えるのは、当面の戦場のみ。そこで何が起こるのか、今考えるべきはそれであると、彼は主張しているのだ。


そして、当面の戦場から敵戦力を引きはがすことができるのであれば、後のことは別にして、シュトリナの救出のためには有益なのだ。


ディオンの発言に、ミーアが頷くのを確認してから、ルードヴィッヒは言った。


「これは、あくまでも私見ですが……そして、ミーアさまも薄々、感じておられることかもしれませんが……蛇の巫女姫はかなり話が通じる人間だと私は考えています」


これには、さすがに、アンヌが驚いた様子を見せた。


「話が通じる、って、どういうことですか？」


「言い方を換えるならば、合意の形成がしやすいということ、だろうか。つまり……、敵はミーアさまを拠点に呼び寄せたい。だから、我々が行くのを邪魔するような要素の排除には協力してもらえるんじゃないかと思ってね」


ミーアを自分のもとに呼び寄せる、という目的だけに目を留めれば、火の一族の戦士たちはむしろ邪魔になる。なぜなら、もしも不測の小競り合いでも起ころうものならば、ミーアは即脱出してしまうからだ。


「火の一族の戦士を拠点から遠ざけることで得られるメリット、手元に置いておくことで得られる選択肢の幅というメリット、それを天秤にかけた時、おそらく巫女姫は躊躇ちゅうちょなく、戦士たちを手放す……。そんな感触があるんだ」


そうでないならば、それでもいい。敵が、戦士たちを使って拠点の防御を固めるのならば、それに対応した手を打つだけだし、その場合には、やはり、火の一族の者たちによる懐柔策は効果的な手段だ。


敵の心を揺らすことに、大いに役立つだろう。


──ミーアさまが馬合わせに出るとおっしゃられた時には、どうなることかと思ったが……騎馬王国と火の一族を短期間で和解させてしまおうというあの策は、蛇にとって有効な打撃となったわけか。


改めて、ルードヴィッヒは舌を巻く。


シュトリナの誘拐を計算に入れていたとは思わないが、それにしたって、ミーアのしたことは、巫女姫にとって、かなりの嫌がらせになったことだろう。


「問題は……敵の物わかりがよかった場合、本命の策がなにか、ということですが……」


もし、拠点を守る戦士たちを手放してまで……手元の戦力のほとんどを手放してまでミーアを呼び寄せたいのだとしたら……？


そうまでして、やりたいことはなんだろうか？　それが、まるでわからなかった。


「そうしてでも、姫さんを呼び寄せる意味がある。相応の策を立てているということだろうな」


ディオンの指摘の通りだった。そして、おそらくミーアが気になっているのもその点だろう。


「いずれにせよ、ミーアさまの周囲はきちんと固めさせていただきましょう」


敵の出方がわからない以上は仕方ない。ともかく、ミーアの警護を完璧にし、どのような状況の変化にも柔軟に対応できるようにすること。それこそが、ルードヴィッヒにできる唯一のことだった。


連れていける近衛の数は限られている上に、そもそも使える手勢がこちらも少ない。皇女専属近衛隊員プリンセスガードは腕利きなれど、城に潜入するような技術はなく。唯一、それができそうなのはディオンではあるが、彼の姿がミーアのそばになければ敵の警戒を生むだろう。


レムノ王国の騎士、ギミマフィアスにも、あるいは可能かもしれないが、彼に救出を頼んだ時、それを実行してもらえる確証はどこにもない。


ならば、少数の最精鋭によって、ミーアの周りを固める以外に手はない。


それは、待ちの一手。防御を固め、敵の戦術をすべて受けきる姿勢。そうして、敵の手が尽きた一瞬の間隙をついて救い出す。


敵の手に人質がある以上、ある程度は敵の思惑に乗る。その上でそれを食い破り、生じるであろう一瞬の隙を突く。それしかない。


──正直、人質を取られている以上、イニシアチブは敵にある。天才ならぬ我が身では、敵の戦力を削るのがせいぜい……。あとは、なんとしてもミーアさまにだけは生き残っていただくことを最優先にするしかない。


最善は、シュトリナを無事なまま助け出すことだが……それがかなわぬ際には、きちんとイエロームーン公爵に、見捨てたわけではないと言い訳できる形を作っておく。


それがルードヴィッヒの思い描く、最も可能性の高い未来予想図だった。


けれど、同時にこうも思うのだ。


ミーアの考える最低限はおそらくシュトリナが無事であること……。であるならば、いったいどうやってそれを実現するべきか……。


答えの出せない問いに、頭を悩ませるルードヴィッヒであった。







第三十話　油断大敵～ミーア姫、少々昂たかぶる～


「ううん、ちょっぴり疲れましたわね……」


午後からのルードヴィッヒらとの話し合いを終えた頃には、辺りはすでに暗くなりかけていた。


ミーアは、宿泊地として借り受けた族長の家に戻ってきた。今は、慧馬が一人で使っているという家は、他の村人のものと比べて、大きなつくりになっていた。


慧馬は、あれで、さっぱりした性格だから、部屋の中にも物は少なく、きちんと整理されていて……だからだろうか、わずかに物寂しさを感じてしまう。


ベルとアンヌが、水浴びのため少し席を外している今となってはなおのこと、そう思ってしまって……。


「ここに一人は、少し寂しいですわね。もともとは、お兄さまと二人で暮らしていたのだとすれば、余計に……」


ミーアは思わず、ため息を吐いた。


「狼使い、火馬駆カ・マク。上手いこと連れ戻すことができればよろしいのですけど……うーん。慧馬さんの話にも耳を傾けなかったら、どう説得したものかしら？」


狼使いごと戦士たちを連れ戻すことができれば、残るは巫女姫ヴァレンティナのみ。ほかに護衛が数人いたとしても恐るるに足らず、である。そうなれば楽なのになぁ、などと思いつつ、なにげなく辺りを見回していたミーアは、ふと見つけてしまう。


壁に誇らしげにかかっている……でっかい、狼の毛皮の外套がいとうを！


「ふむ……これは……、あの子たちの親か、祖先の毛皮、かしら……？」


珍しい毛皮を見つけてしまったミーアは、思わずモフモフッと撫でてみて……、


「ほう、これは……」


その極上の手触りに、唸る。優しく手を受け止める、モッコモコの感触がなんとも……なんとも、気持ちよくって！


余談だが、ミーアは帝国の姫なのである。嘘のような本当の話である。


だから、基本的にミーア自身は節制に努めてはいるものの、身の回りには高級なものがわりと溢れている。そして、高級なものというのは、えてして、モコモコ、フワフワしているものなのである。絨毯や毛布など、もこもこ肌触りのよいものが多く……そして、それに慣れているミーアは、手触りのよい、モコフワがわりと好きだったりする。


「ふむ……」


ミーアは、辺りをキョロキョロ見回しつつ、


「これは、慧馬さんの家宝かもしれませんわね。おいそれとは触れない……とはいえ？　まぁ、別に注意もされておりませんし？　ちょっと包くるまるぐらいならば、怒られませんわよね……うん」


などとつぶやきつつ、いそいそと外套を手に取った。


「ふふふ、これは……。なかなかの着心地。それに、なんだか、狼になったような気分で、ちょっぴり面白いですわ」


これで寝たら、さぞかしいい気持ちで眠れるだろうなぁ……、などとミーアが床に横になりかけた、まさにその時だった。


こん、こん……と。小屋の扉をノックする音が、響いた……。


「あら？　早かったですわね、アンヌ」


この格好で出たら、びっくりするかな？　などと、お茶目ないたずら心を発揮しつつ、ミーアは、無警戒にドアを開けた。


大きな油断が……あったのだ。


小屋の周りには護衛の兵士たちがいること……それを率いているのが帝国最強のディオン・アライアと、帝国の叡智の知恵袋、ルードヴィッヒ・ヒューイットという、最強の布陣だったこと。


それらに加え、目まぐるしく移り変わる状況に、ミーアの頭は、すっかり疲労していたのだ。


危険などないと、勝手に思い込んでいたのだ。


そして……実はその認識は、ある意味では正しく……ある意味では間違っていた！


「やぁ。ミーア、夜分にすまな……い？」


戸口に立っていたのは、アベルだった。


彼は、狼の毛皮をモッフモフ着込んで、ニッコニコ顔で迎えに出てきたミーアに、きょとんと首を傾げた。


「ええと……」


「あっ、ああ、アベル？　ど、どうしましたの？　こんな時間に!?」


想定外の訪問に、思わず声が上ずるミーアであったが、直後、シュシュッと自らの格好を確認。毛皮のモフモフにご満悦な自身の、ちょっぴり恥ずかしい姿を発見する！


見られてはいけない姿の自分が、そこにはいた。


「もしかして、寒いのかな？」


「ちっ、違いますわ！　出来心、じゃない。ええと、そう。狼使いの狼の鼻を誤魔化すために使えないかな、と思っただけのことですわ。別に、毛皮に包まれてのんびり寝たら気持ちいいだろうな、とか、そんなこと、全然思ってませんわ！」


「そうなのか……」


アベルは、ちょっぴり困ったような顔で笑みを浮かべてから、


「ああ、でも、夜は少し冷えるからちょうどよかったかもしれないな。ミーア、これから少し付き合ってもらえるだろうか？」


「え……と？」


「少し話がしたいと思ったんだけど……」


「ええ……。それは、構いませんけれど……。どうかしましたの？」


不思議そうに首を傾げるミーアに、アベルは、悪戯っぽい笑みを浮かべて、


「大した理由はないんだ。ただ、今夜は月が綺麗だから。少し、見ながら話がしたいと思っただけだよ」


「あら？　そうなんですの？」


それは、つまり、デートのお誘いというものではないだろうか……？


気付いたミーアは……少々、昂ぶった！


「ふふふ、月を見ながらのお散歩、素敵ですわね！　とても素晴らしいですわ！」


「まぁ、護衛付きだから、甘い言葉を囁いたりはできないだろうけどね」


冗談めかして、肩をすくめるアベルに、ミーアは……。


「ふむ……」


何事か、考えるように腕組みした。







第三十一話　初めての共同作業


「でしたら……、あ、そうですわ！」


ミーアは、パンっと手を叩いた。


「どうかしら？　ここの、屋根の上でお月見としゃれこむというのは……」


言いながら、脳裏に甦るのは、いつか聞いた景色。


灰色の地下牢で、見た鮮やかな光景。


『貧しい王子と黄金の竜』のワンシーンだった。


旅先の粗末な山小屋、その屋根の上に寝っ転がって、王子は満天の星空を眺めるのだ。


──とっても素敵だったから、一度、やってみたいと思っていたのですわ。


今にして思えば、あれは、エリスの〝憧れ〟だったのではないだろうか。


病弱なエリスは、きっと屋根の上に登って星を見る弟たちのことを、うらやましく思っていて……それで、その憧れを物語の中に書いたのではなかっただろうか。


そして、その憧れは、地下牢から出ることができなかったミーアにも伝染した。


──ふむ、これはぜひこの機会にやっておきましょう。


ミーアはうむうむ、っと頷いて、アベルに言った。


「どうかしら？」


アベルはミーアの提案をポカンとした顔で聞いていたが、すぐに吹き出した。


「ははは。屋根の上か。ミーアは意外とやんちゃなところがあるな」


そうして、二人は、屋根の上に出た。


幸い、小屋の二階の窓から出れば、すぐに屋根に出ることができた……のだが。


「おお、意外と高い。これは……なかなか怖いですわね」


恐る恐る、軋きしむ屋根の上を進む。そんなミーアの手を、アベルは優しく引いて、エスコートした。


「アベルは、意外と慣れてますのね」


「ああ。昔、兄とね。厩舎の屋上に上って怒られたことがあるんだ」


「お兄さま……というと、あの……」


思い出されるのは、アベルの兄、ゲインの歪んだ笑みだったが……。


「意外かな？　ボクが小さい頃は、今より少しだけ尖っていなかったんだ。一緒に遊んだことだってあったんだよ」


「そう、なんですのね……」


意外といえば意外だったが……しかし、よくよく考えると、小さい子どもの頃というのは、そういうものなのかもしれない。


ミーアには兄弟がいたことがないから、その感覚はなかなかわからないけれど……。


──なにか、きっかけがあって、あんな風に歪んでしまったんですのね。お可哀想に……。


などと思いつつ、しばらく進んだところで、アベルはごろんと横になった。


「ああ、こうすると星がよく見える。さすがはミーアだね」


「それはなによりですわ……」


もにゅもにゅと言いつつ、ミーアはちょっぴり緊張しながら、アベルの隣に横になった。


そうして……、


「ふわぁ……」


思わず、口から息が漏れた。







    
  
  




視界いっぱいに広がったのは、満天に輝く星空だった。全能者の叡智をもって配されたような、星々の煌めき。あまりにも美しいその光景は、見ているだけで、胸がいっぱいになってくるような……そんな錯覚すら覚えてしまうもので……。


──ああ、そうだ。そうでしたわ……。エリスの本を読んだ時……わたくしは、こんな景色を想像したのでしたわ。


それは、王子と竜が、並んで見た星空。地下牢のミーアが頭に思い描き、憧れた光景そのものだった。


「アベル、お誘いいただいて、感謝いたしますわ」


思わず、といった様子で、ミーアはつぶやく。


「ははは、気に入ってもらえたならよかったよ。ボクは、好きな女の子には出し惜しみをしないことにしてるんだ」


快活な笑みを浮かべるアベル。それを横目に、ミーアは再び、夜空に目を向けた。


「本当に美しい星空ですわね。月も、とても綺麗……。今夜は満月ですわね……」


そうして、ミーアが、ほげーっと夜空を見上げていると……。不意に小さな声が聞こえた。


「不安……ではないのかい？」


「え……？」


アベルのほうを見る……っと、思わぬ近さに彼の顔が見えて、ミーアは小さく息を呑んだ。


「明日、蛇の巫女姫のところに行くのに、ミーアは落ち着いているな、と思ってね……」


「あ、ああ……まぁ、そうですわね。うーん……」


わずかに目を逸らしつつ、ミーアは考える。


不安は……実をいうとそこまでではなかった。


なにしろ、今回のミーアには知恵袋と最強の剣が同行しているのだ。いかな罠わなを敵が準備していようと、あの二人がいれば大抵のことはなんとかなりそうだった。


──アンヌもいるから、お義姉さまにお会いする準備も万端ですし……。唯一、心配なのはリーナさんですけど……。


シュトリナがひどい目に遭っていないか、それだけが心配といえば心配だったが。


──まぁ、リーナさんも、あれでなかなかタフっぽいですし……。人質としての価値があるうちは、大丈夫なのではないかしら……。


それから、ミーアはアベルを観察する。


──ふむ、どうやらアベルは、不安を覚えているようですわね。


それも、わからなくもない。


こうして、仲間たちとともに混沌の蛇のもとへと向かうのは、レムノ王国、イエロームーン公爵邸と続き、三度目のことだった。


けれど、思えば前の時にはシオンやキースウッド、ティオーナにリオラもいた。


──アベルはなんだかんだでシオンのことを信頼しておりましたし、仲がよかったから、不安に思うのは当然ですわね。あの、荒野で狼使いと戦う姿は実に息が合っておりましたし……。


今、ミーアの近くにいるのは、古くからの忠臣、ルードヴィッヒとアンヌにディオンを加えた、帝国の者たち。それに、アベルとその従者ギミマフィアスだった。


──いわば、帝国とレムノ王国の連合部隊といったところかしら……。しかし……ふむ。


ミーアは、極めて重大なことに気付く！　気付いてしまう！


それは……、


──帝国の家臣をわたくしの腕、レムノ王国の従者をアベルの腕とみなすならば……これは、わたくしとアベルの初めての共同作業と言えるのではないかしら？


実にしょーもないことだった！


いや……ほんとーにしょーもない恋愛脳だったっ！


──ふふふ、そういうことでしたら、絶対に成功させなければなりませんわね。リーナさんを無事に救い出し、誰も不幸にしないように。ヴァレンティナお義姉さまも無事に連れ戻さなければ……。初めての共同作業を、不幸で終わらせることなんて、できませんわ。


などと、斜め上の方向に気合を入れるミーアだったが……。


「ミーア……？」


「え……？」


ふと見ると、アベルが気遣わしげな顔で見つめていた。


「やっぱり君も明日のことを不安に思って……いや、違うかな……？」


アベルは、言葉を切って、じっとミーアの顔を見つめてきた。しばしの後、苦笑いを浮かべて。


「もしかして……あまり関係ないことを、考えていたのではないかな？」


「へ？　あ、ええ。よくわかりましたわね」


おずおずと頷くと、アベルは嬉しそうに微笑んだ。


「ふふふ。当たってよかった。最近、少しだけど、君の考えてることがわかるようになってきたんだ」


それから、アベルは真面目な顔で言った。


「君に、きちんと言っておかなければ、と思っていたんだ」


アベルは、体を起こして、真っ直ぐにミーアを見つめる。


「…………はぇ？」


ぽっかーん、っと口を開けるミーアに、アベルは静かに告げる。


「ミーア……ボクは……」


月明かりを背にした彼の顔は、ほのかに赤く染まっていた。真剣にこちらを見つめるその目で……精一杯の勇気を振り絞る、彼の心がわかってしまって……。


息を呑むミーアの目の前で、アベルは言った。


「ミーア姫……。ボクは、君のことを愛している。世界中の、誰よりも……。この想いは、誰にも負けるつもりはない」


唐突な告白に、ミーアの頭が一瞬で沸騰する。


「きゅっ、きゅ、急ですわね！　アベル……そっ、そんな、唐突に……。シオンといい、殿方というのは、こういうものなんですの？」


すわモテ期の到来か!?　などと、一瞬浮わつきかけるミーアだったが、すぐに、アベルの顔を見て冷静になる。


彼が、どちらかというと、暗い顔をしていたからだ。


「急に感じたのなら、すまない。焦ってしまってね……。もう……それを言う資格がなくなってしまうかもしれない、と……そう思ったものだから」


それから、アベルは、寂しそうに視線を逸らした。


「……い、いやですわ。アベル。なんだか、どこか遠くへ行ってしまうみたいに……」


「ボクはどこにも行かないよ。だけど……ボクが君のフィアンセになることは、無理になってしまうかもしれない」


「どっ、どういうこと、ですの？」


「姉のこと……、馬龍先輩にお願いして、レムノ本国に報せを送った。返事はまだ戻ってきていないから、これからボクは、ボク自身の意思で君についていく。だけど、もしかしたら、それが原因で、父の不興を買い、ボクは王子の地位を追われるかもしれない」


「まぁ……！　さすがにそんなことは……」


言いかけて、思い出す。


アベルは、確か、父である王との関係がこじれて、国を追い出されて……。それを助けるために、ミーアたちが乗り込んでいった、と……。消えてしまった歴史書には書かれていたような気がして……。


ミーアは、そこで気付いた。


アベルは、自分に想いを告げてくれた。だけど、だから、どうしたい、ということは言わなかった。結婚してくれでもなく、恋人になってほしいでもなく……。


ただ、自らの好意を伝えるにとどめていた。


それは……自身が王子でなくなったなら、ミーアとの結婚は望めないと、彼が思っているから。それでもなお、ミーアと同行したいと願っているからで……。


「仮に、そうであったとしても、気にする必要はございませんわ。あなたは、あなたでしょう？」


そう言うものの、アベルの表情は冴えなかった。


「もちろん、君は人の上辺だけを見ない。地位にも固執しない人だとは知っている。でも、姉が……ヴァレンティナ姉さまがシュトリナ嬢に酷いことをしていたら、ボクは君に顔向けできなくなる。もしそんなことになったら、どうして、君に愛を告げるなんてことができるだろう……？」


「アベル……」


ミーアは、思わず息を呑んだ。彼が何を思い悩んでいたのかがわかって……、それで、思わず笑ってしまう。優しく、笑みを浮かべて……。


「アベル……あなたは、バカですわ」


言ってやるのだ……。


「仮に、あなたが、資格がないと言い張ったとしても……わたくしが、それを許容するとでも思っておりますの？」


そうだ、ミーアは知っている。


自分が、世界中の誰よりも自分ファーストであることを。


アベルがどう思おうが、関係ないのだ。


「もしも、あなたが逃げ出したとしても、国に引きこもっても無駄ですわ。わたくしのほうから、あなたの国に行って、連れ戻して差し上げますわ。あなたのお姉さまもそう。もしも、必要であるならば、強引にでも蛇のもとから連れ帰ってやりますわ」


シュトリナだけでない。アベルの姉も必ず連れ戻してやる。絶対にそうしてやる。


気合を新たに、ミーアは、起き上がり……そしてっ！　見つけるっ！


「ふむふむ……。なるほど」


「べっ、ベルさま、いけません。お邪魔をしては……」


屋根の上に正座をして、じっくりやり取りを見守るベルと、連れ戻そうとする、アンヌの姿をっ！







    
  
  




「ベルっ！　あ、あなた、いつから見てたんですのっ!?」


「はい。ミーアお祖母さまと、アベルお祖父さまが、屋根の上を歩いているのを見つけて、急ぎ、駆け付けました！」


「ほとんど最初からですわね……。ああ、まぁ、そんなことだろうと思っておりましたけれど……」


諦めのため息を吐くミーアをよそに、ベルは上機嫌に笑っていた。


「とても、良い記念になりました。ミーアお祖母さまと、アベルお祖父さまが……こんな風に愛を深めていたなんて……」


などと、感動した様子のベルに、横からアベルが声をかけた。


「そうだ。前から聞きたかったのだが、君は時々、ミーアのことをお祖母さまと呼んでいるね。それはいったい、どういう意味なんだい？　それに、ボクのこともお祖父さまとか……」


「えへへ、それは秘密です。もしかしたら、そのうち、わかる日が来るかもしれませんけど」


ベルは、悪戯っ子の顔で笑う。それを見て、不思議そうに首を傾げるアベル。その、きょとんとした顔が面白くて、ミーアも笑った。


「そうですわね。いつか、わかりますわ」


「君まで、そう言うのか……」


ちょっぴり不満げなアベルを見て、また笑う。


それは、なんだか……無性に楽しい夜だった。巫女姫との対決を前にして、もっと緊張していなければならないはずなのに……そうとわかっていても、楽しくて仕方なかった。






この夜の思い出は、ミーアの記憶に刻まれて、消えることはなかった。


それは、初めてアベルに告白された夜の記憶。


そして……それは。







第三十二話　蛇の悪意


その日も、相変わらず、巫女姫ヴァレンティナは、シュトリナとのお茶会を楽しんでいた。


「そういえば、あなたは、武芸を嗜たしなまれたりはしないのかしら？　確か帝国のレッドムーン公爵令嬢は、剣の腕前もなかなかのもの、と聞いているけれど……」


「いえ。リーナは……そんなに重たいものは振れませんから」


「ふふふ、毒ビンより重たいものは持ったことないかしら？」


ニッコリ笑みを浮かべるヴァレンティナに対して、シュトリナの返事はそっけない。


「仮に鍛えたとしても、リーナでは、そこのお強い護衛の方にかなうとも思いませんから」


チラリ、とシュトリナが視線を向けたのは、ヴァレンティナの隣に控えた狼使いのほうだった。


「あら、そんなことはないわよ。たぶん、あなたたちイエロームーン家は、力がなくても相手を殺す方法として、毒の知識を身につけたのでしょう？　同じことよ。剣術もね」


上品に笑い、彼女は紅茶に口をつける。


「強さで言えば、もちろん、私は彼にはかなわない。力が違うものね。でも、それでも彼を切り殺すことはできるわ。だって……」


ヴァレンティナは、テーブルの上に置いてあったフォークを手に取り、自らの指先をつついてみせた。


「人は鋼よりも弱い。どれだけ強い人であっても刃物で切り付ければ肌を切り裂くことができる。首とか、腕とか、切り裂けば死ぬ場所を切れば、殺すことができる。ミーア姫自慢のディオン・アライアだってね。もちろん、工夫は必要。力で及ばないのは確かなのだから、刃を交えないようにとか、相手が力を入れづらいように微妙に間合いを外すとか。でも、それって練習次第でなんとでもなることだしね。剣の腕前が強いの弱いのなんて、馬鹿馬鹿しい話よ。というか、そもそもそれ以前に、遠くから弓で射殺いころしてしまえばいいだけだものね」


まるで、剣術をくだらないもののように、彼女は嘲笑う。


「そう。ヴァレンティナさまはずいぶんと、お強いのでしょうね。もしかして、護衛の者たちをすべて帰してしまったのも、そのためですか？」


シュトリナは、がらんとした廊下のほうに目をやった。今日の昼前、やってきた火の一族の女性たち。彼女たちの呼びかけで、城を守っていた兵士のほとんどは姿を消してしまった。


「まぁ、まずいと言えばまずいのだけど。それは私ではなくって、ミーア姫の問題よ？　あちらがとっても美味しそうなエサで火の一族の方たちを誘うものだから、彼らの心をすっかり奪われてしまったのよ。なかなかやるわね」


それから、ヴァレンティナは、狼使い、火馬駆のほうに目を向けた。


「彼が族長権限とかなんとかで命じても、たぶんダメだったでしょうね。まぁ、そもそも命じることもしないでしょうけど……そもそも、この状況は、あなたが望んだものですものね？　馬駆」


問われた馬駆は、表情一つ変えずに、ヴァレンティナに目を向ける。


「なんのことを言っているのか、わからないが……」


「恋に狂った族長が、巫女姫と駆け落ちまがいに部族を捨てる。族長を失った一族は、族長の勝手に憤りつつも、騎馬王国に助けを求めやすくなる。族長に対する義理もなくなるだろうしね……。問題は妹の慧馬さんが狼を使う術を継承していたことだけど、まぁ、そのぐらいならば克服できる。場合によっては、慧馬さんも一緒に連れて行ってしまっても構わない……とか、考えていたのはそんなところかしら？」


その言葉に、狼使いは答えない。無言でヴァレンティナを見つめるのみだった。


そんな彼を見て、ヴァレンティナは苦笑いを浮かべる。その顔が……なぜだろう、シュトリナには、出来の悪い弟に向けるような、親愛のこもったもののように見えた。


「馬駆、あなた、ちょっと下手くそよ？」


「そうか……」


「そうよ。あなたのような人が、恋に心を焦がすだなんて誰も思いもしないでしょうに……。結果、一族の戦士たちの大部分がついてきてしまって……。せめて、私に恋の言葉でも囁くとか、そういう姿を見せておけばよかったのに、本当に下手くそ……」


「……そうか」


狼使いは小さく頷いてから、


「我はむしろ、君が拒否すると思っていたが。ヴァレンティナ。まとまった戦力を保持するなど、今までの蛇のやり方にはそぐわないのではないか？」


「うん、そう。その認識はとても正しい。さっさと姿を消した燻狼さんは、正しく蛇のやり方をしてるわ。蛇は人々の中に潜んでこそ力を発揮する。でもね……ほら、私は巫女姫だから、少しほかの蛇とは違うの」


「巫女姫は、火の一族族長の権勢を明らかにするために作られた仮初のもの……そう言ってたと思いましたけど……」


シュトリナの言葉に、巫女姫は、うんうん、と頷く。


「よく覚えていたわね。偉いわ。リーナちゃん」


親しげに名前を呼ばれて、シュトリナは顔が歪むのを抑えきれなかった。


何度かのお茶会で、ヴァレンティナには、すっかり弱い部分を把握されてしまったような……そんな嫌な実感があった。


そんなこと、一切気にしない、満面の笑みでヴァレンティナは続ける。


「でも、それは認識が少しだけ甘いわ。仮初といえど、権威は権威。ハリボテみたいなものだけど、外から見れば、少しすごそうに見えない？　絶対に倒さなきゃいけない相手だとか、命に代えてでも討たなければならない敵だとか……。直接、顔を合わせて話を聞かなければならない相手である、とか……。錯覚してしまうでしょう？」


「それは……」


確かに、その通りだった。ミーアたちは、まさに、ヴァレンティナを蛇の中核とみなし、倒すべき重大な敵と考えている節があった。


「ずっと考えていたのよ。巫女姫という権威の使い道を……。正直、この虚名は邪魔よ。身を潜めるにはね。かといってただで捨てるにはもったいない。じゃあどうするか？　現状、私たちにとって一番の邪魔者は、帝国のミーア姫。だったら、彼女を呼び出すのに使えないかってね」


「だから、ここに留まると？　護衛を失っても？」


「勘違いしているようだけど、別に私は火の一族の戦士の武力をあてにはしてないのよ。まずい、と言ったのは、すんなり彼らを帰したら、彼らを必要としない企みがあるのだと露見してしまうから。その程度のまずさよ」


お茶を飲み終わったのだろうか、ヴァレンティナは立ち上がると、新しいティーポットを持ってきて、自分のものと、シュトリナのカップへと注ぐ。


「ミーア姫がここに来やすいように、戦士たちを排除したい……と、そう言うならば仕方ない。邪魔をする素振りぐらいは見せてもよかったのかもしれないけれど……あまりやると、馬駆に嫌われてしまうから」


くすくすと笑って、ヴァレンティナは言った。


「どうして……リーナに、いちいちそんなこと話すんですか？」


シュトリナは上目づかいに、ヴァレンティナを睨む。自分に、これからの策略のことなど話して、いったい何の意味があるのか、彼女にはわからなかったのだ。


「さぁ、なぜかしら……。その紅茶を飲み終わったら、教えてあげるわ。ほら、冷めないうちにもう一杯飲んで。ちょうど美味しい温度にしてあるから。とっても美味しいわよ？」


華やかな笑みを浮かべるヴァレンティナ。


弄もてあそばれている……そんな苦い実感とともに、シュトリナは紅茶を口に含み……、


「あっ……れ？」


カップが、手の中から零こぼれ落ちた。


目の前が、ぐにゃり、と歪む。


油断があったのだ。予想すら、していなかったのだ……。


まさか、この段階で……毒を入れられるなんて……。


「ベル……ちゃん……」


ぐらり、と椅子から転げ落ち、床に倒れこむシュトリナ。


「やっぱり、私は毒よりも、剣のほうが得意ね。少ないと、効き目が出るまでに時間がかかって仕方ないわ」


「いいのか？　生きたまま使うと言っていたと思ったが……」


「もちろん、死なないようにはするつもりですけど、間に合うかどうかはミーア姫しだいかしら。解毒剤を飲ませれば嘘のように、普通に目を覚ます。だけれど、遅れれば永遠に眠り続けて、いずれ死んでしまう。解毒薬はすでに渡してあるけれど、間に合うかどうかは、神のみぞ知るというところでしょうね」


「蛇の巫女姫が神の名を出すか……」


「間に合わなければ、彼女たちは神を呪のろうでしょう。間に合えば間に合ったで……たぶん神を呪うことになる。神を呪い、世を憎悪する者、すなわち……蛇とならん、よ」


わずかに口角を釣り上げてから、ヴァレンティナは言った。


「んー、そうね。とりあえず、リーナちゃんには着替えてもらおうかしら……。そうね、もっと粗末なボロボロの服……そうだ。生け贄に着せる服があったから、それを着せて……あの悪趣味な邪教の礼拝堂の祭壇に縛り付けるというのはどうかしら……。演出は大事だし、せいぜい〝ヒドイことされたんじゃないか〟って思わせるような格好をしてもらいましょうか……」


頭上で交わされる悪意のたくらみ。されど、シュトリナは抵抗することができなくって……。


「だがな、連れてきてすぐであれば、若干やつれていたが、こう毎日、きちんと食べていると血色もよくなって、いまいち説得力に欠けるのではないか？」


「ふふふ、本当ね。もっと繊細な子かと思ったけど、さすがはイエロームーン家。ある程度、割り切ってからは、まったく遠慮なく食べてたし、ぐっすり寝てたし、なかなかの胆力ね」


頭上で交わされる極めて失礼な会話。公爵令嬢として断固抗議したいシュトリナであったが、それすらもかなわずに。


「まぁ、その辺りは毒でも顔色が悪くなるし、なんとかなるでしょう。きちんと演出してあげるわ。思わず〝彼女〟が助けに駆け寄ってしまうように、ね」


薄れゆく意識の中、ヴァレンティナの声が降ってくる。


「もちろん格好だけよ？　これ以上、傷つけたりなんかしないわ。だって……あなたは……」


その声を聞きながら、シュトリナの意識は深い闇の中へと落ちていくのだった。







第三十三話　キノコなき不吉な森


翌日、ミーアたち一行は、先行した慧馬たちを追って村を後にした。


いったん森を出る……ことなく、むしろ、森の奥へ、奥へと進んでいく。


火の一族の村は、森の深い場所にあると思っていたのだが、実際には、まだまだ、入り口付近にあったのだということがよくわかる。


そこは、薄暗い灰色の森だった。


頭上高く生い茂った葉が日の光を遮り、薄い闇のベールがたなびいているような場所。陰気な空気は、かすかに湿り気を帯び、肌にまとわりついてくるかのようだった。


歩くたび、ざりり、ばき、っと足の下で枯れ葉が音を立てる。それが、敵にこちらの位置を知らせているようで、なんとなくドキドキしてしまう。


時折、意地悪にも足を引っかけようとする木の根っこを、きっちりと踏み越えながら、ずんずん進む。


──ふむ、やはり逃げるというのは、簡単なことではありませんわね。わたくしも、森にはすっかり詳しくなったつもりでおりましたけれど、これはなかなかの重労働。まして敵の手から逃げながらでしたら、もっと大変なのでしょうし……。


額の汗を拭いながら、ミーアは小さく息を吐いた。


「大丈夫かい？　ミーア」


前を歩くアベルが心配そうに、気遣ってくれる。足元が悪いところは、優しく手を取り、エスコートを欠かすこともない。実に紳士な王子さまなのである。


「ええ、ありがとう、大丈夫ですわ……」


返事をしつつ、ミーアはつついっと視線を外す。


昨夜の出来事が、頭に甦ってきて……こう……、ナニカあまぁい感情が、こみ上げてきてしまうのだ！


実に、なんとも……恋愛脳である！


ミーアは、パンパンッと自分の頬を叩き、それから、キリリッと表情を改める。


「大丈夫ですわ。アベル。わたくしは、いたって普通。それに、なにも心配もしておりませんわ」


それは、本当のことだった。


途中で襲われることを警戒しながらの旅程だったが、ミーアにはなんの不安もない。


なにしろ、前衛を守るのが、帝国最強の騎士だったからだ。


まぁ、馬に乗っていくと、弓で狙われそうだったため、徒歩で移動することになったのは、いささか大変ではあるものの……。


「ふむ……森の中を痕跡こんせきを残さぬように移動するのは、どうすればいいのかしら？」


などと、隣を行くルードヴィッヒに尋ねつつ、〝いざという時〟の知識を貪欲どんよくに吸収するいい機会と考える。ポジティブシンキングなミーアなのであった。


「それにしても、こんな森の奥深くに、城があるというのは驚きですわね」


ミーアは思わず、感心した様子でつぶやいた。


どのような規模の城かはわからないが、こんな森の奥深くに、城を築くなんて並大抵のことではないだろう……などと思っていると……。


「ここは巡礼街道からも外れますし、森を切り開かなければ、来る必要のない場所でもあります。隠れ潜み、戦いの備えをするにはいい地なのかもしれません」


ルードヴィッヒが眼鏡を直しながら言った。ちなみに、彼の額にもかすかに汗が光っていた。さすがの少壮の文官といっても、こうした肉体作業は辛いらしい。


「ヴェールガとの国境沿いでもありますからね。レムノ王国としても手を出しづらい土地といえるでしょう。まぁ、空白地帯といったところですかね」


ルードヴィッヒの言を認めつつも、ディオンは皮肉げな笑みを浮かべた。


「もっとも、なにかしらの野心を抱いたレムノ王国が、こっそり築いた砦とりでだった……なんて話もあるかもしれませんがね」


「さて。長くレムノ王国に仕える身なれど、かような話は耳にしたことがありませんな」


シレッと答えるのは、キノコ鎧の騎士、ギミマフィアスだった。


ちなみに隊列は、最前列にディオン、ギミマフィアス。その後ろを皇女専属近衛プリンセスガードが二人。さらにその後ろをアベルとミーア、ルードヴィッヒとアンヌ、それにベルが続く。その後ろにも皇女専属近衛プリンセスガードが五人、ついてきていた。


ちなみに、どこから襲われても即応できるように、近衛たちは、大きな盾たてを抱えている。


──見事な大盾ですわね。この盾を周りに並べて上も閉じれば、ちょっとした砦ができるのではないかしら……？　とすれば、もっと大きな盾でもいいですわね。持ち運ぶのに、もっと大きな兵がいるとよいかもしれませんわ……。レムノ王国の金剛歩兵団を何人か勧誘したいところですけれど……ふうむ……。


などと、軍事的考察を始めるミーアをよそに、一行は森の奥へ、奥へと進んでいく。


「しかし、道は本当にこれで大丈夫なんですかね？」


そう言って、ディオンが視線を送る先にいたもの……彼らを案内していたのは……慧馬の狼、羽透はすきだった！


羽透は、暑いからなのか、舌を出して、はっはと息を吐いていた。


こちらを振り返ると、『俺に任せとけよぅ！』と言うように、ワウフッ！　と吠えた。心強い……はずなのに、なぜだろう、一抹の不安が拭えないミーアである。


賢い狼のはずなのだが……名前を聞いてから、なんだか、こう……なぜだろう……？


──一抹の不安といえば、この森もそうですわ。


村を出て、すぐのことである。


ミーアは、なんとも嫌な感覚を、この森から受けていた。理由は特に思い当たらない。ただ、なんとなく……としか言いようがないのだが……。


「この森……なんだか、とても不気味ですわ……」


自らが感じた、得体の知れぬ不気味さに、ミーアは戸惑う。


なんだろう……なにかが引っかかる。この森は……なにかが……おかしい。


不安に駆られたミーアは、きょろきょろと辺りを見回して……。ようやくその違和感の原因に気付く。


そうなのだ、森ならば当然あるはずのものが……この森にはなかったのだ。それは、森に住む生き物の気配……などではなく。






「この森……キノコが、ありませんわ！」






……どこか遠くで、ぎゃーぎゃー！　という鳥の鳴き声が聞こえる。


わさわさ、ウサギが藪やぶを揺らし、萌もえいずる木々は雄弁に葉を揺らしている。


生命の躍動に溢れた森の中、ミーアの嘆きの声が、悲しげに響くのだった。







第三十四話　蛇の城へ


キノコなき森を歩くこと半日。その間、ずっとキノコを探し続けたミーアであったが、結局、食べられそうなキノコを発見することはできなかった。キノコめいたものはいくつか見つけたが、「あれは、毒キノコですわ！」と……ミーアの直感が告げていた。


それが本当に毒キノコかどうかは、神のみぞ知るというところであるが、極めて、どうでもよい話である。


ともあれ、キノコなき森に、ミーアは思わず……、


「実に不吉ですわ……」


などと、つぶやいてしまう。そんなミーアに、周りの者たちも自然と緊張感を高めていった。


なにしろ、あの、帝国の叡智が「不吉」と口にしているのである。緊張するなというほうが難しい。そうして進んできたミーアたちの前に、その城は忽然こつぜんと姿を現した。


「あれは……」


それは、あるはずのキノコがないという違和感とは、真逆の違和感。森には全く相応ふさわしくない異物が、ごく自然にそこにあるという違和感。


太い木々を押しのけるようにして、そこにそびえ立っていたのは、石造りの武骨な城だった。


崩れかけてはいるものの、こちらを見下ろすようにそびえ立つ塔ベルクフリート。周りを取り囲む城壁もまた、それなりに高く、ところどころに補修の跡が見られた。


「なかなか立派な城ですな。籠城ろうじょうを決め込まれたら、厄介なことになるところでしたな」


ギミマフィアスは、城を見上げながら、豪快な笑い声をあげて……、


「ルードヴィッヒ殿の策、お見事。もしも、城を守る兵を離反させることができたとすれば、その知恵働き、一軍にも匹敵するもの。いや、まことに見事」


「お褒めいただき光栄ですが……すべてはミーアさまのご準備されたこと。騎馬王国と火の一族との和解がなってこその策ですので」


「ははは、そうでしたな。なるほど、さすがは帝国の叡智。我がレムノ王国の革命勢力を言葉一つで解体して見せたというのは、どうやら事実のようですな」


しきりに感心した様子のギミマフィアスに、ミーアは小さく笑みを浮かべる。


キノコナイトに褒められるのは、ちょっぴり嬉しいミーアなのである。


「しかし……執念が感じられる城ですね」


眼鏡を直しつつ、目をすがめるルードヴィッヒに、ミーアは思わずつぶやき返す。


「執念……」


言われてみれば、なるほど、その城は、執念の塊ともいえる代物であったかもしれない。


例えば、城壁。あの石は、一体、どこから切り出してきたものだろうか？


どれだけの距離を運び、どれほどの労力をかけて積み上げ、作りだしたのか？


どんな想いで……この城を建てたのだろうか？


そんなことを思うと、なるほど、確かにそれは、強烈な執念が感じられるもので……でも、同時にミーアは、こうも思ってしまうのだ。


──でも、蛇の手による建物という感じは、あまりしませんわね……。


思い出すのは、あの夏の日。


同じように、人々の記憶から忘れ去られた、無人島の地下にたたずむ歪いびつな神殿。ぼんやりと青く輝く、冒涜ぼうとく的な建築物と比較すると、それは、極めて普通の形をしていた。


あの、人ならざる意志の介入を疑いたくなるような、異形の建築と、目の前の城とは明らかに違う。これは、あくまでも人の執念の生み出した成果物に過ぎず……ゆえに、そこにあるのは不吉さではなく……。静寂に匂い立つのは、敗残者たちの、もの悲しい残り香のみで……。


──けれど、いずれにせよ、あまり趣味がよいとは言えないお城ですわね。あまり長居していたい場所ではありませんけれど……あそこにリーナさんがいるのかしら？


「ミーア姫っ！　無事に着いたか！」


突然の声、直後、走り出したのは、道案内役の羽透だった。尻尾を振りつつ、狼の向かっていった先、城門のところには慧馬が座っていた。


ミーアたちを見つけた彼女は、立ち上がり、小走りで近づいてきた。


「慧馬さん、首尾は？」


「上手くいった。ミーア姫のおかげだ。我が一族の戦士たちは、他の者たちとともに今、村に向かって帰っている。この城にいるのは、巫女姫と……我が兄、火馬駆だけだ」


軽く唇を噛みしめて、慧馬が言った。


「兄の説得はならなかった……。我の言葉は、兄には届かなかった……。けれど、おかしいのだ。兄は一切邪魔をしなかった。おかげで、男衆は全員、こちらの手に取り戻すことができた」


慧馬の話に、ルードヴィッヒが頷く。


「実際には、火の一族以外の蛇の手の者がいるでしょうから安心はできませんが、これでかなり、敵の選択は狭められたはずです」


っと、その言葉に、慧馬は静かに頷く。


「男衆に聞いた話だが……どうやら、本当に蛇の手勢は中にいないらしい。一人、巫女姫に忠実だった燻狼という男がいたんだが、彼はすでにここを後にしているらしい」


「では、本当に、ここにいるのは巫女姫と、狼使いだけですのね……」


ミーアのつぶやきに頷いてから、慧馬は一枚の紙を取り出した。


「これを、渡すように、と言われた」


慧馬から受け取った手紙、それを一読し、ミーアは眉をひそめた。


「どうぞ、相応の護衛を連れて、礼拝堂までお越しください……ねぇ」


横から手紙を見た時、ディオンは、深いため息を吐いた。


「相応の……まぁ、最初からわかっていたことではあれど、こちらの戦力もちゃんと削ってから来ないと、シュトリナ嬢ちゃんの命はない、と、そういう類の脅し、だろうな」


「やはり、少数精鋭で城に入るしかない、ということでしょうね……」


ため息を吐くルードヴィッヒ。そこに、


「ボクは絶対についていきます！」


「今度こそ、ミーアさまのおそばにいさせてください」


ベルとアンヌが、威勢のよい声をあげる。


「いや、しかし……」


「あまり悩んでいる時間はないと思う。もう一つ、兄からの伝言だが……シュトリナ嬢に毒を飲ませたから、早く来たほうがいいと……」






これにより、同行者は即座に決まる。


アベルとディオンとギミマフィアス、ルードヴィッヒとアンヌとベル。それに、慧馬と近衛兵一名を伴い、ミーアは城へと足を踏み入れた。







第三十五話　失礼な親近感


本来、固く閉ざされているはずの城門は開け放たれていた。


一行は、ディオンとギミマフィアスを先頭にして、城内へ。


幸い、どこかから矢を射かけられるということはなかった。


「罠でも仕掛けられているかもしれませんから、不用意に辺りに手を触れないようにお願いしますよ」


ディオンの言葉に、神妙に頷くミーア。


ちなみに、不用意に触るなと言われると、ついつい触りたくなる……などという悪癖を、ミーアは持ち合わせてはいない。むしろ、おっかなびっくり、手を引っ込めて足元に細心の注意を払う。


踏み込んだ床が沈んで、なにがしかの罠が発動したりしないか？　頭上から断頭台の刃が降ってこないか？　そんな感じで、警戒心を最大レベルまで高めつつ、進む。


そして、もちろん！


「ベル、わかっていると思いますけれど、不用意になにかに触れてはいけませんわよ？」


好奇心旺盛おうせいな孫娘への注意も怠らない。祖母の鑑かがみといえるだろう。


城門を潜り抜けると、前方に先ほど見た塔と居館パラスが並んでいるのが見えた。そして右側手前に、問題の礼拝堂と思しき建物が見えた。


あくまでも思しき、である。なぜなら、その屋根に掲げられているのは、聖なる象徴ではなく、羽を広げた不気味な怪物の像だったからだ。


建物全体の形も、中央正教会のものとは微妙に形が違っている。


入り口のところでは、こちらを威嚇いかくするように、二匹の怪物像が睨みつけていた。


「これは、邪神の使いの悪魔というものかしら？」


その辺りのことは、さほど詳しくないミーアである。ここにラフィーナがいてくれれば、いろいろと詳しい解説が聞けるかもしれないが……。


「どうやら、そのようですね。この建物は、邪神を崇拝していた一派が建てた城ということになるでしょう」


ルードヴィッヒの言に頷き、ディオンは改めて礼拝堂を見た。


「さて……それじゃあ、囚とらわれの姫を助けに行くとしましょうか」


小さくつぶやき、ディオンがギミマフィアスのほうに目を向けた。


「それで、どちらが先陣を切りましょうかね？」


「ふふふ。老兵を気遣っていただき、かたじけない」


ギミマフィアスは、静かに剣を引き抜き、両手で握りしめ……。


「では、僭越せんえつながら、吾輩わがはいが一番槍の名誉にあずからせていただきまする。いざっ！」


剛剣一閃！　礼拝堂の扉を跡形もなく吹き飛ばした。


もうもうと、舞い上がる埃ほこりを切り裂き、一同は中に足を踏み入れた。


建物は、縦長の作りだった。


礼拝堂の前方には、半ば崩れかけた邪神の像が室内を見下ろしていた。


まったく手入れがされず、ボロボロの像を見るに、やはり蛇は邪神を信仰することはないらしい。


不気味な像は、それだけではなかった。礼拝堂の両側、揺れる松明に照らされるのは、礼拝堂を取り囲むようにして立ち並ぶ、無数の像だった。


像の不気味な視線は、礼拝堂の中央、やや前方に集まっていた。


そして、その視線の先……大きな食卓のようになっているところに、一人の少女が横たわっているのが見えた。


「あれは……」


目を凝らす、と、徐々にその姿がはっきりしてくる。


間違いない。それは、攫われたシュトリナだった。


囚人が着せられるような貫頭衣に身を包んだシュトリナ。両手両足を大の字に広げ、太い縄で縛り付けられたその姿は、実に痛々しく見えて……。


「リーナちゃんっ！」


ベルの悲痛な声が響く。


けれど、それが聞こえなかったはずはないのに……シュトリナはピクリとも動かなかった。そのことに、青くなりかけるミーア、であったのだが……。


「う……んぅ……」


直後、かすかに呻きつつ、シュトリナが身じろぎする。縛られているため、動きは制限されているものの、とりあえず、彼女が生きていることにミーアはホッと胸を撫でおろした。


「……酷い」


シュトリナの悲惨な格好に、ベルが口元を覆う。そして、そのベルの感想にミーアも概ね賛成であった。あったのだが……直後、ミーアは気付く。


冷静にシュトリナの顔を見て……二の腕を見てっ！


──ふむ……毒を飲まされたということでしたから、顔色は優れませんけれど、そこまで頬がこけたという感じでもありませんし、いえ、むしろ……。


……ミーアは特に理由もないが、いや、本当に特に理由はないのだが……シュトリナに少々の親近感を覚えた。失礼な話である！


──そういえば、リーナさんのお父さまのローレンツ卿は恰幅かっぷくのよい方でしたし……。牢屋ろうやに入れられていたとなれば、運動不足になるのは必定ひつじょう。ならば、この件が終わった後で、ゆっくり乗馬にでもお誘いしてみましょうか。


そうして、静かに気合を入れる。絶対に、無事にシュトリナを助けなければならない。


そのためには、まず、毒を飲まされたという彼女の手当てをしなければならないのだが……。十中八九、その前に敵が仕掛けてくるはず。


敵は、ここに、自分たちを呼び寄せた。それで、いったい、何をするつもりなのか？


疑問に首を傾げかけた刹那、


「ようこそ。ミーア・ルーナ・ティアムーン姫殿下。歓迎しますよ」


礼拝堂の中に、声が響いた。


声は奇妙に室内に反響し、どこから聞こえるのかが、よくわからなかった。


「さぁ、早く、毒によって眠りについた、哀れな姫君を、助けたらいかが？」


まるで、自身を探すミーアたちを嘲笑うかのように、声は、歌うように響いた。


それは、まるで邪神への賛美の歌のように、美しく、不吉な声音に、ミーアには聞こえた。







第三十六話　もう一人の王子


時は少しだけ遡さかのぼる。


レムノ王国の王城フェデスクード城の一角。王家の男たちが剣の腕を鍛える鍛練場で、ゲイン・レムノは一心不乱に剣をふるっていた。


ゲインを取り囲むようにして立てられたのは、太い木の枝を束ねて作った、模擬戦用の人形だった。真剣を使い、次々と標的を切り倒していく。一見すると力任せ、されど、見るものが見れば気付く。


その剣筋は意外なほどに、素直で、洗練されていた。


ここ最近の彼は、人を相手にした鍛練をやめていた。


剣の師であるギミマフィアスの不在というのも大きな理由であったが、それ以上に、王子におもねる相手は、自身の剣を弱める要因になると気付いたからだ。


「雑魚をどれだけ叩き伏せたところで、意味がない」


そうと気付いてからは、ただただ、一人で剣を振り続けるようになった。


そんな彼の目に映る幻の敵、それは、弟であるアベル……ではなかった。それよりも背が高く、細身の……。


「はぁっ！」


雑念を振り払うように、横薙なぎ。


最後の標的を真っ二つにし、刃を鞘さやに収めたところで、彼は大きく息を吐いた。


気付けば、その額には大粒の汗が浮かんでいた。それを袖で拭いながら、ゲインは廊下へと出る。っと、ちょうどそこを通りかかったメイドの少女を見つける。まだ年若い、働き始めて間もないメイドだった。


「おい、そこのお前、水を持ってこい」


ゲインの声に、少女はビクッと背を震わせた。


「……はっ、はい。ただいま」


一瞬、困ったような顔をした少女だったが、すぐに踵を返そうとする。


その様子に、ゲインはかすかに眉を顰ひそめる。


この城のメイドたちは、ゲインの言葉を恐れ、即座に従う。にもかかわらず、一瞬とはいえ、迷った様子を見せた彼女に、不審を覚えたのだ。見れば、彼女は折りたたまれた植物紙を、大切そうに握っていた。


「待て。それは、なんだ？」


「あ、その……これは、国王陛下に、と……」


「冗談を言うな。そのように薄汚れた親書があるものか」


ゲインは鼻で笑い飛ばすと、少女を睨みつける。


「ひっ、う、嘘は申しておりません。ただ……その」


「埒らちが明かんな。よこせ」


言うが早いか、彼はメイドの手から植物紙を奪い取る。その速さに、メイドは抵抗することもできなかった。それどころか、


「あっ……」


殴られるとでも思ったのか、メイドは目を閉じ、ビクッと体を震わせていた。後ずさろうとした瞬間、足元が滑り、後ろに倒れそうになる。


ため息混じりに、ゲインはその腕を取り、支えてやる。瞬間、


『ダメでしょう？　ゲイン、女の子を怖がらせたら……』


頭の中に響くのは、自分を諫めるような女性の声。子ども扱いするような声音が不快で、ゲインは舌打ちする。


「なにをしている？　水だ。これは俺のほうで父上に渡しておく」


「ひっ、で、でも……」


「咎められたら、俺に殴られて取られたとでも言っておけ。それで文句を言う者もいなかろう」


それだけ言うと、ゲインは素早く植物紙に目を通した。


「なんだ……？　ギミマフィアスからか……そういえば奴は、アベルの護衛で国外に出ているんだったか。サンクランドでダンスパーティーか。くだらんな」


鼻で笑い飛ばす。


刹那、再び脳裏に、声が響いたような気がした。


『ことさらに、相手を見下してみせるのは、負けるのが怖いから？　弟に負けたのが、そんなに悔しかったの？』


からかうような笑い声に……彼は思わず苦い笑みを浮かべる。


「やれやれ、あの女なら、確実にそう言うだろうな……」


アベルに負けて以来、なぜか、思い出すことが多くなった姉。第一王女ヴァレンティナ・レムノ。


『いいこと？　ゲイン、もしも威張りたいと思うなら……まぁ、威張ること自体もあまり褒められたことではないけど……せめて、力を示すこと。なんの力も優れたところも見せず、ただ、出自であったり、長男であったり、男であったり……そういうことを理由に偉そうにするのは、とても醜悪なことよ』


そう説教を垂れてきた姉に、憎らしい姉に……ゲインは、ついに剣で勝つことはできなかった。


『卑怯な剣を使うな……。しっかりと正面から打ち合え！』


そう抗議したら、


『あら、戦場でもそんなことを言うつもりなのかしら？　どうして、敵がまともに剣を交えてくれると思う？　相手を倒し、生き残ったほうが勝ち。あなたが王として立つ戦場はそういう場所だと思うけれど？』


シレッとそんな戯言ざれごとを返してきた。


あの時の、涼しげな笑顔は、未だに彼の目に焼き付いて離れない。


あの、一切の斬撃ざんげきを避け、いなし、鋭く放たれる反撃……。あの流れるような美しい剣。彼が倒したいと心から願った相手は、一度も勝ちを譲ることなく、彼の前から消えた。


「戦場において、王族は死んではならない。そんな偉そうなことを言いながら、戦場に立つことなく死んだあなたは敗者ではないか」


この国を変えるのだと、大言を吐いていた姉は、ある日、唐突に命を落としたのだ。


「ちっ、くだらないことを思い出したものだな」


やれやれ、と首を振り、彼はギミマフィアスからの報告を読み進めていく。そして……。


「……っ！」


見慣れた名前を、見つけてしまう……。


「ヴァレンティナ……姉さま」


父に、王に反抗し、大貴族たちの反感を買ってでも、国を変えようとした姉。


死んだはずの姉の名前が、そこには確かに書かれていた。


あの姉が、実は生きていて……悪事に加担していたと……、確かにそこには書かれていた。


「なにをしているのだ、姉上……」


思わずつぶやき、彼は驚く。


自身の心が、思いのほか揺れているということに……。


自分に勝ち続けた姉がくだらない悪事に加担している……それが、なにより許せなかった。


「なにをしているのだ……俺も……。くそ……」


彼は剣を握りしめたまま、厩舎のほうに足を向けた。


かくて役者は揃い、物語の舞台は再び蛇の居城へ。







第三十七話　導の少女Ⅰ〜帝都の空に月は輝き〜


──ともかく、リーナさんのところに行かなければなりませんわね。えーっと、周りに気をつけて、罠を踏まないように……、こう一歩目の重さが生じる前に二歩目を踏み出す、みたいな、水の上を歩く感じでいけば……。


などとミーアが考えていた……次の瞬間！


ぶわ、っと、突如、上方から落ちてくる漆黒の影。その手には、ギラリと光を放つ、剣が握られていて……。


着地と同時に、影は、一足飛びにミーアに迫る。


か細い首筋に迫る一筋の斬光！　それに……ミーアはまったく気付くこともなく、当然、反応などできるはずもなくっ！


がいんっと重たい金属音。直後、


「おっと……そう簡単にやらせるとでも？」


響いたディオンの声が想定外に近くて、ミーアは驚き……固まる。


なにやら、視界の端のほうに金属の輝きが見えるような気がして……ああ、これは、きっと今しがた、首を切られそうになったんだろうなぁ、と察したミーアは、あえてそちらに視線を向けなかった。


なぜって？　もちろん、怖いからである！


ギシギシと、金属がこすれる怖い音が耳元で聞こえていたが、あえて見ない。


それは、言ってしまえば幽霊と同じようなものだ。


いると思うから怖いのだ。あんなものは思い込み。いないし、見えないし、聞こえないと思っていれば、怖くなくなる。暗殺者の刃も同じである……。そうだろうか？


「動じぬか。さすがは帝国の叡智、といったところか……」


感心した様子の狼使いに、ディオンが獰猛どうもうな笑みを浮かべる。


「自分の持つ自慢の剣を信じているということさ。おっと」


直後の風切り音。ディオンは、片手でもう一本の剣を抜き、無造作に空中を薙いだ。


ぽとり、と音を立て、落ちたのは一本の矢だった。


「あらあら、偉そうにリーナさんに話をしたのに、これでは形無しね」


呆れた様子の声が響く。矢が再び飛んでくることはなかったが……。


「ギミマフィアス殿、狼がいるはずだ。貴殿は王子と、ついでにうちの姫さんを護衛していてくれ」


剣を抜き、加勢に来ようとしていたギミマフィアスに、ディオンが言う。


「ほほう。狼。それはそれは……」


「ただの狼じゃない。かなり手ごわいはずだ。用心してくれ、ギミマフィアス」


アベルもまた、鋭く警告を発し、剣を抜く。


「さて、不意打ちには失敗したようだが、これからどうするつもりかな？　蛇の巫女姫さん？」


鍔迫つばぜり合いのまま、挑発するような口調で、ディオンが言う。けれど、巫女姫の声に、焦りはなく……、まるで歌うように彼女は言った。


「ところで、リーナさんのことは放っておいてもいいのかしら？　早くしないと間に合わなくなってしまうのではないかしら？　せっかく、サービスで解毒薬を渡してあげているのに」


──解毒薬……？　はて、なんのことかしら……？


と、首を傾げた刹那、重ねるようにして、声が響く。


「もちろん、持ってきているわよね？　リーナさんの大切なもの……。小さな馬のお守りトローヤを……。さぁ、早く〝お友だち〟を助けてあげなさいな」


「あっ……」


瞬間、ミーアの脳裏に、鋭い警鐘が鳴る。


素早く視線を巡らしたその時、走り出すベルの背中が見えて……。


「ベルっ！　待ちなさい！」


制止するも、彼女が止まることはなかった。






──待ってて！　リーナちゃん！


そうして、ベルは走り出した。静かな決意を胸に秘めて……。


彼女は、決して考えなしで走り出したのではなかった。むしろ、この時、最も状況を理解できていたのは、奇しくもベルだったのだ。


「お友だちを助けなさい」と、自分をおびき寄せるような敵の言葉。


どうして、シュトリナが動けないように縛ってあるのか？


どうして、毒を飲ませたはずなのに、動けなくさせる必要があったのか？


どうして、帝国最強のディオン・アライアがいるのに、あえて『弓』を撃ってきたのか……？


これは、罠。極めて悪辣あくらつな、蛇の罠。


シュトリナを助けに行かなければ、シュトリナは毒で死ぬ。


シュトリナを助けに行けば、助けに行った者は、やはり死ぬ。


そして、解毒薬を持って助けに行く人間が、敵の意にそぐわぬ者であったなら、シュトリナは矢で射られて、死ぬ。


これは、そういう罠。シュトリナを助けるために、誰の命を差し出すのかという罠。


敵の第一の目標がミーアであることは明白だ。だから、敵にとって助けに来る人間は、ミーアであることがベスト。けれど、ベルは知らされてしまっている。


巫女姫は妥協する、ということを。


護衛を連れてきてもいい、と事前に伝えることで、知らされてしまっている。


敵はいともたやすく妥協する。


ミーアとシュトリナの命では釣り合わない。だから、妥協する。


では、誰ならば、シュトリナと釣り合う？


敵は、きちんと指名してきていたのだ。


小さな馬のお守りトローヤを持つ者……持っている可能性が高いシュトリナの『お友だち』。


巫女姫は、朗らかに呼びかける。


『さぁ、お友だちを助けてあげなさい』と。


ベルに突き付けられたのは残酷な選択肢。


自分の命か、友だちの命かという二者択一。


いつ死んでもいいとは、ベルは、もう思わない。


簡単に諦めない。諦め悪く、この世界にしがみつこうと思っていた。


だって、ベルはこの世界が好きだから。


この世界を心の底から愛おしく思っているから……。


……でも、それでも……ベルは選ぶ。シュトリナを、助けることを。


その小さな胸には、決して消えない思いがあったから。


あの世界……ベルがいたあの未来は、たぶん、もうないのだろう。


ミーアが、悲劇を回避するために奮闘してきたことで、たぶん、あの世界は消えてしまったのだろう。そんな漠然とした予感がベルの中にはあった。


でも、それでも……決して消えない言葉があったのだ。


消えない想いの炎があったのだ。


帝国の叡智の血を継ぐ最後の姫として、その誇りを胸に抱いて生きるということ……。


その名に恥じぬ生き方をするということ……。


友の命が消えようとしているのに、友が苦しんでいるのに、自らの命を惜しむ。それは、帝国の叡智の血を継ぐ者に、相応しい姿ではない。


「リーナちゃんを、助ける……」


自身の命を軽んじるのではない。


だけど、重たい命を擲なげうってでも、なお、守りたい想いがあったから。


ベルは、躊躇いなく真っ直ぐにシュトリナに駆け寄る。そのそばに近づき、呼びかける。


「リーナちゃん！」


苦しそうな、青白い頬をしたシュトリナ。その白い唇を無理やりに開けさせると、ベルは小さな馬のお守りトローヤの、お腹の部分を開く。


不自然に硬くなっていた、そこには、小さな瓶が入っていた。中身を取り出すと、シュトリナの口に、一気に流し込む。


「ん……く……ぅ」


途端、シュトリナの眉間に、苦しげなしわが寄る。直後、けほ、けほっと、シュトリナが小さくせき込んだ。


涙の滲にじんだその瞳が、うっすらと開き、そして……。


「ベル……ちゃん？」


かすれる声で、シュトリナが言った。


「リーナちゃん……よかった……」


ベルが、小さく息を吐いた刹那……鋭い風切り音が響き……そして……。






甲高く鋭い風切り音は、狙いを違たがえることなく……ベルの首筋を貫いた。


「あっ……」


ぐらり、とベルの体がバランスを崩した。そのまま、よろよろ、とシュトリナのそばに、ベルは倒れこんだ。


再度の風切り音。とどめの一矢は、けれど、ベルの体をとらえることはなかった。


間に立ち塞がるように割り込んだ少年、アベルの右腕に突き刺さったからだ。


「ぐっ……」


バランスを崩しつつ、その場に踏みとどまり、アベルは姉を睨みつける。


「姉上、なぜ……。なぜ、このようなことをっ！」


血を吐くような叫び声。その向かう先には、


「ああ、失敗。でもいいわ。目的は達したから」


弓を片手に持つ、ヴァレンティナの姿があった。その横合いからギミマフィアスが斬りこんだ。


「ああ、おひさしぶりね、師匠。相変わらずの、すごい太刀筋ね」


瞬時に弓を捨て、剣を抜くヴァレンティナ。間一髪でギミマフィアスの一撃を受け流す。


そのまま、ギミマフィアスと切り結びながら、ヴァレンティナは外に出る。


その後を追って、狼使い、さらに、アベルも礼拝堂の外に行く。


目まぐるしく展開する光景。ミーアは、ただ、それを呆然と見守ることしかできなかったが……。


「あっ、でぃ、ディオンさん、行って！」


駆け寄ってきたディオンが、硬い表情で言う。


「……行くのは構いませんがね。アベル王子殿下をお守りすればよろしいので？　それとも、ギミマフィアス殿と協力して巫女姫を討ち取りますか？　確かに、狼使いはいい腕をしているから、ご老体には厳しいでしょうが……」


「……誰も死なせないようにして」


「姫さん、それは……アベル王子とギミマフィアス殿ですか？　そこに狼使いを加えてもいいかもしれないが……まさか、あの女も含めてじゃないんでしょう？」


ディオンは、苦々しい顔で問う。


「そいつは、お人よしが過ぎるってもんじゃ……」


「お願い。ディオンさん」


その声は、小さく震えていた。


ディオンは、ミーアの顔を見ると、小さくため息を吐き、


「やれやれ……。納得はいかないが……まぁ、レムノの剣聖と剣を交える機会も、そうそうないか」


肩をすくめると、ディオンは礼拝堂を出ていった。


実際のところ、ミーアには特に深い考えがあったわけではなかった。


ただ、時間が欲しかった。頭を整理する時間が……。


今は……なにも考えられないと、わかっていたから。


「ベル……」


とぼとぼと歩み寄った先に彼女が倒れていた。


首に矢を受けた孫娘、ミーアベルが、床に倒れていた。


追撃の矢は受けなかった。けれど、最初の一矢で十分に致命傷であることは、見ただけですぐにわかった。


「ベル……ちゃん……。や……やだ。やだっ！」


ルードヴィッヒの手で拘束を解かれたシュトリナが、がむしゃらに這って、友だちのところへと向かった。力なく横たわる体に、抱きすがると、その手が、赤く染まっていく。







    
  
  




世界が、赤い色で塗りつぶされていく。


それは、いつかミーアが見た風景。






……赤い、燃えるような赤が、視界を埋め尽くしていた。


呪われた邪悪な礼拝堂、その生け贄の台は、少女の鮮血で染まっていた。


荒れた床に倒れ伏し、ティアムーン帝国最後の皇女、ミーアベル・ルーナ・ティアムーンは、けれど……穏やかに笑みを浮かべていた。


幸せが、その心を満たしていた。


聞こえるのは優しい人たちの声、声、声。


ルードヴィッヒ先生がいた。アンヌお母さまがいた。


お友だちのリーナと、そして、尊敬するミーアお祖母さまがいた。


ずっと聞いていたいと思った、一緒にいたいと思っていた人たちの、温かい声。


夢のような最期の光景が、そこにあった。


だから、もう痛みはなかった。怖くもなかった。


息苦しさも消え……そして、世界は、いつしか黄金に染まっていた。






「ベル、ちゃん……？」


呆然とつぶやいたのは、シュトリナだった。


その手のひら、べったりとついた血が、突如として金色に輝きだしたからだ。輝きは血からベルの体へと移り、その全身を明々あかあかと輝きで満たした。


その、黄金の輝きに……ミーアは見覚えがあった。


──これは、ベルが現れた時と同じ……？


言葉もなく、ミーアはただ、その光景を見つめる。


「ごめんなさい。リーナちゃん。お別れの時が、来てしまったみたいです」


ベルの声が聞こえる。先ほどまで声も上げられなかったはずだったのに、その声はやけにはっきりと聞こえて。


それが逆に、その時が来たことをはっきりと感じさせた。


「ベルちゃん……うそ。やだ、そんなの……やだ！」


涙に濡れた声で、ベルに縋すがりつく、シュトリナ。その瞳からは、ぽろぽろ、ぽろぽろと、とめどなく、涙が零れ落ちていく。


ベルは、困ったように笑って、シュトリナの目元を指で拭ってから、


「ごめんなさい。リーナちゃん。いろいろ約束、守れなさそうです。えっと、ボクの秘密は、ミーアお姉さまに聞いてください。聞けばきっとわかるから。大丈夫。またきっと会えるから……。絶対にまた……。だから、大丈夫……」


安心させるように言って、それから、ベルはミーアのほうに目を向ける。


「ミーアお姉さま、今まで、ありがとうございました。こんなことになってしまって……ごめんなさい」


そっと頭を下げて、


「リンシャさんにも、お礼を言っておいてください。それに、エリス母さまにも、ミーアお姉さまのお父さまにも、シオン王子にもキースウッドさんにも……」


「ベル……」


その輝きが、さらに強さを増していく。気付けば、ベルの体は、端のほうから徐々に、光の粒子に変わっていって。なぜだろう、ミーアには、その姿がジワリと滲んで見えて……。


そんなミーアに目を向けて、ベルは少しだけ悪戯っぽい笑みを浮かべた。


「ミーアお祖母さま……サボらないで、ちゃんとボクのお母さまのこと、産んでくださいね。アベルお祖父さまと仲良くしないと、駄目ですよ？　ボクの、お母さまは八人の子どもたちの中の……」


直後、パッと……。光が小さく瞬いて……。


ベルの姿は散って消えた。


嘘のように、なんの痕跡も残すことなく……消えてしまって。


それは、まるで夢の終わりのように……。


幸せな夢の終わりのように……。


ただ、小さな馬のお守りトローヤだけが、ぽつんと、その場に残っていて……。






それは、まどろみの中、ベルが見た光景。






瞬まばたきを一つ。


そこは、破壊され、瓦礫がれきで埋もれた帝都。


空一面を覆うのは、憎悪の暗雲。渦巻く復讐の連鎖が、大空を黒く染め上げた世界。


そこは、蛇の世界。破壊と混沌の世界。


その光景を見て、ベルは思う。


──やっぱり……あれは夢だったのかな……。そうだよね……。あんなふうに優しい世界があるはずなんかないんだ。あれは、夢。ボクが誇りを失わなかったから、死ぬ前に、神さまが見せてくれた夢だったんだ……。


諦めと失意に、ベルが、そっと瞳を閉ざそうとした、その刹那……、どこかで声が聞こえた。


懐かしい、あの声が……。






「あなたの夢は、わたくしが終わらせませんわ」


それは、ベルがずっと胸に抱き続けていた誇り。


帝国の叡智の、尊敬する祖母の……敬愛するミーアお姉さまの声で……。






瞬きを、もう一つ。


刹那、世界は一変する。


空をかけるは、波紋のような衝撃。


巨大な波に流されて、見る間に憎悪の黒雲が散っていく。


覆いつくす闇が一掃された空に、燦然さんぜんと輝くは月。


夜の闇を切り裂いて、その存在を誇示する力強き輝きは、世界のことごとくを黄金の色に燃え上がらせる。


崩れ去る瓦礫の帝都。すべては黄金の輝きと化し、その姿を変えていく。


それは、まるで夢のように。


辛かったこの世界すらもまた夢であったかのように。






瞬きを、再び一つ。


そうしてベルが見た風景……それは。







第三十八話　導の少女Ⅱ〜ミーアのすべきこと〜


「ベル……一番、肝心なところを言わずに、行ってしまいましたわね……」


ぽつり、とミーアはつぶやく。その声は小さく震えていた。


「これでは、全員産むしかないではないですの……八人は、さすがに多いですわ」


そうして、脳裏を過よぎるのは、かつて何気なく考えた推論だった。


歴史を改変した際、なぜ、ベルと皇女伝とに違いが出たのか？


それは文字は変えやすく、記憶は変えづらかったから。


あの日記帳が消え、ベルが消えずにいたのも、そのためで……。


つまりは改変の影響を受けやすいものと受けにくいものがあるということ。


命持つ者は、歴史を変えた時の影響を受けづらい。そうだとすればベルが消えてしまったということは、つまり……。


ミーアは、静かに瞳を閉じる。


まぶたの裏に、あの、孫娘の能天気な笑みを思い浮かべて……。


不意に、外から剣戟けんげきの音が聞こえてくる。


「ああ、そうですわね……まだ、わたくしにはやらなければならないことが、ありますわね」


ベルがいなくなってしまったから……。なおのこと、やらなければならないことができてしまった。


ミーアは、目元をぐいっと拭い、立ち上がる。


今、自分がすべきことはなにか……？


不思議と、ミーアには、それがわかっていた。


ベルが指し示してくれた答えが、見えていた。それは、まるで導のように……。


そう、ミーアは未だに恐れている。敵が死に、自分と同じように過去に戻ってやり直しの機会を得てしまうことを。


そしてそれゆえに……希望をも持っている。


ベルが……自分と同じように過去に戻ってやり直しの機会を得ること。その可能性があるのではないか、と。


──なんと言っても、ベルはわたくしの孫ですし。それに、致命傷となったのは同じ首。まして、あんな意味深な消え方をした以上、可能性はとても高いのではないかしら……？


とすると、問題は、どの程度、過去に戻るかということである。


数日前ならば、それでもいい。要領のよいベルのことだから、きっと上手いことやるだろう。けれどもし……もしも、自分と同じように八年前に舞い戻ったのだとしたら？


ベルにとっての八年前、それは言うまでもなく未来のことで……。


──内戦で、めちゃくちゃになった帝都で目覚めるなんて、それはあまりにも可哀想ですわ。


ここでヴァレンティナに死なれては、きっとアベルとの仲がぎくしゃくする。そうなったら、もしかしたら、ベルは生まれてこないかもしれないし、生まれてくるにしても、きっと未来の帝国にもよくない影響を及ぼすだろう。


それでは困る。それはとても寝覚めの悪いことだ。


ベルには、今よりもさらに発展した状態の帝都で、優しい人たちに囲まれて目覚めてほしい。


ベルが次に目覚める場所を幸せな夢の続きにすること……それこそがミーアのすべきことであり、導だった。


──ああ、ベルは本当にわたくしにとっての導になったのですわね……。


静かに息を吐いてから、ミーアはルードヴィッヒのほうに目を向けた。


「ルードヴィッヒ、リーナさんのこと、お願いいたしますわね」


ミーア以上に状況がわからず、呆然としている従者たちに一声かけて、それから礼拝堂を走り出た。


外では、複雑な戦闘が展開されていた。


膝をつき、動けずにいるのは、ヴァレンティナだった。その手にはすでに剣はなく、服が血に染まっている。


レムノの剣聖ギミマフィアスと打ち合ったためか、傷は深そうに見えた。


そんなヴァレンティナに追撃をかけるべく、ギミマフィアスが突撃する。けれど、その前に、帝国最強、ディオン・アライアが立ち塞がる。


「邪魔をしないでもらおうか」


ギミマフィアスは、叫び、一閃！　上段から神速の一撃を放つ。


それは、アベルの振り下ろしをさらに重く、速くした一撃。ディオンは、それを……あえて正面から打ち返す。


剛と剛。一歩も引かぬ斬撃の激突。


打ち合わされた剣から火花がパッと散り、二人の騎士を彩る。


鍔迫り合いの剣越しに、ギミマフィアスは静かに問う。


「……なぜ、止める？　吾輩と貴殿の目的は一致している、敵は同じだと思うが」


敵意の滲みだした、低い声。対するディオンは、普段と変わらぬ飄々ひょうひょうとした声で答える。


「奇妙な会話だね、これは。普通は、かつての主君だとか弟子だとかに情があって、それをかばおうとするのを、僕が攻め立てる流れだと思うけど。いいのかい？　あちらの巫女姫さんとやらは、君が仕える国王の娘、君が剣を教えた弟子なんだろう？」


「ご心配には及ばぬ。吾輩は、レムノの剣。レムノの騎士。我が剣は国王陛下にささげしもの。なれば、その命を全うすることこそが騎士たる者の誉れ。我が国に害をなす者は我が身の全力を持ちて排除する」


「ははは、気が合うね。僕もそう思う。ならば、もう問いの言葉は不要だろう。互いに、主君の命を全うするのみさ」


一度離れ、今度はディオンが踏み込む。


「正直、納得はいかないが、我が姫君は誰の命も落とさずに終えることをお望みなのでね。めんど……いや、難儀なことではあるんだが……仕方ない。たまにはいいさ」


「わはは、面倒くさいとは……。勤勉な帝国の叡智の臣下に相応しからぬ言葉だ！」


地を這うように下から、一撃、二撃、三撃。それぞれ異なる軌道の斬撃を放つも、ギミマフィアスは、そのすべてを受け流してみせた。


「ははは。姫さんのことをよく知らないようだから、言っといてあげるけど、勤勉という言葉は姫さんには一番似合わない言葉だよ。後で楽をするために全力で頑張るってタイプだ。っと！」


ディオンは鋭く突きを放ち、ギミマフィアスの肩口を打って体勢を崩す。と同時に、真後ろに飛び、もう一人の手練れ、火馬駆に斬りつける。


「むっ……」


その斬撃を受け流しつつ、馬駆は眉をひそめた。


「そちらも勝手に逃げたりしないでもらおうか。こっちは、犠牲が出て気が立ってるものでね。いくら姫さんの命令といえど……うっかり間違いは起きるかもしれない」


苛烈かれつな斬撃を放つディオンは笑ってはいたが……明らかに、その目には冷たい殺意が宿っていた。


ミーアの命令と、巫女姫への殺意、際どいバランスの中にあって、その剣技は冴えわたっていた。


「ディオンさんっ！　アベルっ！」


ミーアの声に、全員の視線が集まる。


「ミーア、ダメだ。来るな」


制止するアベルだったが、それで止まるわけにはいかない。なぜなら、アベルが、隙をうかがい、ヴァレンティナに斬りこもうとしていたからだ。


「アベル、わたくしのことが心配ならば、わたくしのそばで守ってくださらないかしら？」


すまし顔で言ってから、ミーアはディオンに目を向けた。


「ディオンさん、よく、状況を止めてくださいましたわね」


「骨が折れましたがね。それで、どうするんです？　レムノの剣聖とともに敵を討てと命じてもらうのが一番楽でいいんですがね」


「残念ですけれど、生け捕りにしていただきたいですわ。ヴァレンティナ王女も、慧馬さんのお兄さまも」


ミーアの答えによどみはなかった。ミーアにはしなければならないことがあったからだ。


「さて、困りましたな。吾輩としては、ヴァレンティナさまが、生きてあなたがたの手に落ちることは避けたいところなのですが……」


ギミマフィアスの声が低くなる。


「かくなる上は、我が主命を守るため、捨て身で行かせていただく」


「無茶はするものじゃないと思うけどね、ご老体」


ディオンはチラリ、と馬駆のほうをうかがってから、片方の剣を鞘に収め、両手持ちに変える。


ピリピリと、肌を刺すような緊張感が高まっていき……そして、


「ギミマフィアス、剣を収めろ」


状況は、再度、変化する。


不機嫌そうに眉根を寄せて、レムノ王国第一王子、ゲイン・レムノがゆっくりと、そこに歩いてきた。


「これは、ゲイン殿下……。ご機嫌麗うるわしゅう。なぜ、このような場所に？」


「なに、父に怪しげな密書が届いたようなのでな。調べに来たまでのこと」


彼は、懐から植物紙を取り出すと、そこに放り捨てた。


「ああ……それは失敗でしたな。もっと報せには慎重を期するべきでした。本来ならば、もっと早くに行動すべきでしたが、護衛と暗殺の兼任というのは、さすがに老体には無茶が過ぎましたな」


「暗殺……。では、やはり……以前、姉上を殺すように動いたのも父か」


「それについては、吾輩の知るところではありませぬ。ただ一つ言えることは、国王陛下は、この手の謀略に、そこまで慣れてはいないということでしょうか」


「それは、だから姉の暗殺が失敗したと言いたいのか、それとも、姉の暗殺などそもそも企まないと言いたいのか」


「そこはご想像にお任せいたしまする」


慇懃無礼いんぎんぶれいに頭を下げるギミマフィアスに、ゲインは小さくため息を吐き、


「しかし、我が国の近隣にこのような場所があったとはな。寡聞かぶんにして聞いたことがなかったが……」


「古い邪神を崇拝する者たちが建てたお城みたいよ？　信者自体はとうの昔に死に絶えたみたいだけど、ヴェールガとの国境沿いにある拠点だから、なにかに使えないかって、先代の国王陛下がこっそりと直したらしいわよ？」


気軽な口調で口を挟んだのは、ヴァレンティナ・レムノだった。からかうような口調で言って、視線を巡らせる。


「そういうことよね？　我が師、ギミマフィアス？」


「姉上……」


苦々しげに睨みつけ、ゲインは言った。


「お元気そうですね」


「あら？　嫌味かしら？　師匠にやられて、満身創痍まんしんそういなのだけど」


「相変わらず、口が減らぬことで……。せいぜい、戻って父に嫌がらせをしてやるといい」


それから、ゲインはギミマフィアスに視線を戻した。


「なにをしている？　ギミマフィアス、剣を収めろと言ったぞ」


「残念ながら、殿下、吾輩は、お父上である陛下より命令を受けておりますゆえ」


その答えに、ゲインの頬がぴくり、と震える。


「ほう。この俺の命令が聞けぬか……」


それから、彼は、剣を抜く。


「では、俺を斬り殺してでも、その命令に従うか？」


「なるほど。それは厄介。まぁ、そうなれば、殿下の意識のみを刈り取って、目的を果たすのみ」


「そうか……。それはちょうどいい」


ゲインは静かに剣を構えた。


「腕試しをしたいと思っていたのだ。一つ稽古をつけてもらおうか。レムノの剣聖」






「あらあら、ふふふ。弟たちが守ってくれるなんて。それならば、私は今のうちに引こうかしら？」


よろり、と立ち上がると、ヴァレンティナは馬駆のほうに目を向けた。


「馬駆、後のことをお願いしていいかしら？」


「なにをするつもりだ？」


眉をひそめる馬駆に、ヴァレンティナは楽しそうな笑みを浮かべる。


「ちょっとした仕上げよ」


歌うように言って、ヴァレンティナは踵を返す。


「逃がしませんわ！　行きますわよ。アベル！」


ここで、彼女に逃げられるわけにはいかない。ミーアは、ヴァレンティナの後を追うべく、走り出す。


「しかし……」


躊躇うように、兄のほうに目を向けるアベル。そんな視線に気付いたのか、ゲインは皮肉げな笑みを浮かべて言った。


「行け。アベル、姉上を止めろ」


「兄上、ですが……」


「その腕では、ギミマフィアスの一撃で、剣を飛ばされる。それで終わりだ。それに……」


ゲインは、剣を構えたまま、ギミマフィアスのほうを見た。


「第二王子と王命ならば、王命のほうが重かろうが、第一王子と王命とならば、お前の中ではどちらが重いかな？」


「…………」


無言を返すギミマフィアスに、ゲインは笑みを浮かべる。


「そういうことだ。せいぜい、師に稽古をつけてもらうとするさ。だから、行け。必ず生け捕りにして戻ってこい。このような無様を曝さらしたのだ。存分に、嘲笑ってやらなければ気が済まん」


「兄上……。わかりました。それでは、お気をつけて」


そうして、アベルはミーアとともに走り出した。


「行かせぬ」


そんな二人の前に火馬駆が立ち塞がろうとするが……。


「おいおい、見くびられたものだね。帝国最強を自認する者としては、プライドが傷つくよ」


横合いから、ディオンが斬りかかる。


「くっ……」


「兄上！　もう、剣を収めてください！」


いつの間に来たのか、慧馬が悲痛な声を上げた。


「あのディオン・アライアが相手ですよ？　あのディオン・アライアなんですよ!!　殺されてしまいます！」


「いや、殺すな、と姫さんから命令されてるんだけどね……」


苦笑いを浮かべてから、ディオンは馬駆を見た。


「馬上じゃないなら、万に一つも勝ちがないと思うけど、それでもやるかい？　どうやら、君の妹君も、うちの姫さんの友となったようだから、僕としては、怪我する前に剣を収めてもらえると楽なんだけど……」


「あり得ぬ話だ。貴様を殺し、レムノの剣聖を殺し、ゲイン・レムノを殺して、巫女姫のところに向かう。我の成すべきことは、なにひとつ変わらぬ」


やれやれ、と首を振り、ディオンは肩をすくめた。


「それはなにより。ならば、存分に殺しあおうか」






激戦の音を背に、ミーアたちが向かったのは、眼前にそびえ立つ塔のほうだった。


「ふむ……罠があるかもしれませんわね。慎重に……」


「ミーア、その……彼女は？」


遠慮がちに問われ、ミーアの足が止まる。


「ええ……。お別れを、してきましたわ」


アベルのほうを振り返ることなく、ただ淡々とミーアは言った。


「そうか……」


硬い声でそう答え、アベルは深く息を吐き……。


「あ、そう言えば……あなたも矢傷を受けてましたわね」


ミーアは、アベルの腕を見る。と、矢は半ばから折られており、そこに布が巻かれていた。


「ごめんなさい。気付きませんでしたわ。それ、大丈夫ですの？」


手を伸ばそうとしたミーアだったが、その手が止まる。


アベルの、悲壮な声が聞こえたから……。


「……仇はボクが討とう。兄上には申し訳ないけど、ヴァレンティナ姉さまはボクの手で……」


「それでは、ダメですわ」


そこで初めて、ミーアはアベルの顔を見た。泣き出しそうな顔をするアベルに断固たる口調で言ってやる。


「ヴァレンティナお義姉さまは、連れ戻さなければなりませんわ」


「ミーア、しかし……」


「絶対に生きたまま、連れ戻さなければならない。その理由が、ありますの」


ミーアは言った。


珍しいことに、今は……、今だけは、ミーアは、自分がしなければならないことがわかっていた。


ベルが、そう示してくれたから。


「約束していただきたいんですの、アベル。必ず、ヴァレンティナさんを生きたまま連れ帰ると」


アベルはギリッと歯を食いしばってから、静かに頷いた。






そうして、二人は、塔の頂上に至る。


「追い詰めましたわよ。ヴァレンティナお義姉さま」


青空の下、ヴァレンティナは、静かに佇たたずんでいた。体を壁に預け、苦しげな顔をしていた彼女だったが、ミーアたちに気付くと、すぐに、姿勢を正した。


「ああ、やっと来た。待ちくたびれたわ」


「それは、お待たせしてしまって申し訳ありませんでしたわね。改めて、ミーア・ルーナ・ティアムーンですわ」


スカートの裾をそっと持ち上げてから、ミーアは静かにヴァレンティナを睨む。


「これはご丁寧に。帝国の叡智。私は、ヴァレンティナ・レムノ。レムノ王国の第一王女で、そこのアベルの姉よ」


傾国の美姫のごとき嫣然えんぜんたる笑みを浮かべて、ヴァレンティナは言った。


その身は、血に汚れてはいたものの、そのせいでかえって凄絶そうぜつな美しさが際立って見えた。


「ヴァレンティナ姉さま……。なぜです？　なぜ、このような酷いことをされるのですか？」


黙っていることができなかったのか……アベルが言った。その血を吐くような問いに、ヴァレンティナは肩をすくめた。


「きっかけは、まぁ、父さまの側近に殺されかけたこと、かしら？　少しずつ、レムノ王国を改革しようとしていた最中だったから、それなりにはショックだったのよ」


そうして、彼女は、困ったような笑みを浮かべる。


「レムノ王国は間違ってる。人は、何者として生まれたかではなく、何者になったのか、で評価されるべきだ！　とか、考えていたわ。矛盾するようだけど、王家に生まれた者として、男女差や身分の差によらない、能力による国家運営の形に改革していけたらいい、なんて青臭い信念を持ってはいたのだけど……見事にポッキリ折られてしまった」


「だからって……」


抗議するようなアベルの声を、ひらひら手を振って遮って、


「ああ、いいのいいのよ。アベル。私もそう思う。だからって、こんなことをするのはおかしい。間違っている。ええ、私もそう思う。完全に同意する。だから、私の挫折ざせつというのはただのきっかけに過ぎなかったのよ、たぶんね」


それから、ヴァレンティナは、なにかを探るように、手を服の上にさまよわせて……。


「ああ、教典は燻狼さんにあげてしまったんだったわね。まぁ、いいでしょう」


まるで諭さとすような、ゆったりとした口調で、ヴァレンティナは話を続ける。


「私個人の事情なんか、結局のところ些細ささいなこと。私がこうなったのは、不条理を押し付けてくるお父さまたちのためでもなければ、敗北したという感覚のためでもない。どれだけ必死に頑張ったとしても、仮にレムノ王国に変革を起こし、理想的な国家を作ったとしても、そんなもの百年と経たずに混沌の蛇に呑まれてしまうという現実に直面したからよ」


熱に浮かされた様子で、ヴァレンティナは言った。


「蛇の誘惑は強力よ。敗北した身には切実に迫ってくる。その力を実感してしまって、『地を這うモノの書』を読んでみて……。先代の巫女姫さまから、大陸の繰り返される歴史を教えてもらって……なんだか、必死に頑張ってきたのが馬鹿馬鹿しくなってしまってね。どれだけ頑張っても、人は、人の性質ゆえに、決して蛇の呪縛じゅばくを逃れることができない。どうせ、蛇の作り出す歴史の流れに呑まれるだけなのだとしたら……逆らう意味なんかない。むしろ、その流れに身を任せてみようかなって、そう思ったのよ」


饒舌じょうぜつに、まるで詐欺師さぎしのような口調で、ヴァレンティナの声が響いた。







第三十九話　見せつけよ。揺るぎない自分ファーストを


「さてと、そういうわけだから……せっかくの機会だし、ミーア姫の命ももらっておこうかしら？」


ニヤリと微笑んで、ヴァレンティナは剣を抜き、大上段に構える。


「そんなこと、させるとお思いですか？　姉上」


呼応するようにアベルも剣を構えるが、ヴァレンティナはいたって落ち着いた様子で首を傾げた。


「あらあら、優しいアベル。ずいぶんと勇ましい顔をするようになったみたいだけれど、まさか、私に剣で勝てるつもりかしら？　その腕で？」


「姉上こそ、ギミマフィアスと戦っておきながら、無事で済んでいるわけがないでしょう」


「どうかしら？　それじゃあ、ひとつ試してみましょうか！」


ヴァレンティナが、すさまじい速度で間合いを詰める。


真っ直ぐな踏み込み、それはアベルの一撃に勝るとも劣らない直線的な一撃で……ミーアは、それに違和感を覚えた。


あの、蛇の巫女姫が真っ直ぐに突撃してくる？　そんなことがあり得るのだろうか？　だとしたら、その目的は？


「まさか……」


思いつき、走り出す。直後、状況は激変する。


両者の剣が、激しくぶつかる。その衝撃に、アベルは顔をしかめるも……歯を食いしばり、その場に踏みとどまる。


一方のヴァレンティナの体は勢いを殺しきれず、よろめいた。


アベルの言葉は正しかった。ギミマフィアスと戦った彼女の体は、すでに限界を迎えていたのだ。


……そのまま塔の端に飛ばされた彼女は……。


「あっ！」


踏みとどまろうとするも、失敗。そのまま、宙に投げ出されて……。


「ああ、強くなったのね、アベル。ふふ。それにしても、これはとても理想的……」


どこか恍惚こうこつとした表情で、その運命を受け入れたようだった。


そんなヴァレンティナの様子が……ミーアは、なんだか、すごくムカついた。だから！


「勝手に死ぬだなんて、許すはずがございませんわ！」


ミーアは、懸命に腕を伸ばし、ヴァレンティナを掴まえた！


ぐんっと両腕に重さがかかる。けれど、決して離したりはしない。ダンスで、乗馬で鍛えた筋力をフル稼働。なんとか、体を支える。


その様子に、ヴァレンティナは意外そうに眉をひそめた。


「私を助けようとするなんて、不思議なことをするのね。理解できないわ」


「あら、それはお互いさまですわ。お義姉さま。わたくしにも、あなたの行動が理解できませんわ。このような場所で死ぬことに、なんの意味がありますの？」


歯を食いしばりながら、ミーアは尋ねる。対して、ヴァレンティナは、


「ふふふ。帝国の叡智なのに、それはずいぶんと可愛らしい質問ね。そんなの決まってるでしょう？　あなたの大切な、優しいアベルに傷を残すためよ」


歌うように、軽やかな口調で言った。


「老い先短い老人に殺されたところで、あまり意味はないけれど、優しい我が弟に殺されたなら……、確実に心の傷をつけられるでしょう？　それは、次の蛇が動く助けとなる」


「それだけのために……？」


「もちろん、それだけではないわ。私が死ねば、きっとリーナさんも堕ちるでしょう」


華やかな笑みを浮かべて、ヴァレンティナは続ける。


「お友だちを殺した恨みは、当然、私へと向くでしょう。それじゃあ、私が死んでしまったら？　あるいは仮に狩るべき蛇が、すべていなくなったら、どうなるかしら？　それで、復讐の心というのは、癒えるものかしら？」


小さく首を振って、ヴァレンティナは続ける。


「そんなことはないのよ。それで大切なものが返ってくるわけではないのだから。怒りは決して消えはしない。そうして、消えない恨みは、今度は神へと向かう。どうして、あの時に守ってくれなかったのか？　という具合にね。ほら、蛇は簡単に甦る」


まるで、なにかにとり憑つかれたように、あるいは、酒に酔ってでもいるかのように、ふわふわとした声で、ヴァレンティナは言った。


「それを見越して、私を助けようとしているのだとしたらご慧眼けいがんだけど、それはそれで、リーナさんとの仲がこじれるでしょうね。なぜ、お友だちの命を奪った相手を、身を挺ていして助けたりしたのか、と……。かといって、今、手を離せばアベルとの仲がこじれる。困ったことになったわね」


それから、どこか晴れやかな、すっきりとした顔で、ヴァレンティナは言った。


「だからまぁ、どちらにしても同じことだけど、そうね……世界のためには、私のような者は死なせたほうがいいのではないかしら？　なにしろ、私の頭の中には、『地を這うモノの書』が一字一句、記憶されているのだから。なかなかに厄介でしょう？」


自分の命のことだというのに、ごくごく他人事のように言った。


対して、ミーアは……ミーアは……。


「世界のことなど、知ったことではありませんわ。ヴァレンティナお義姉さま」


静かに、断固たる口調で言い放つ。揺るぎない言葉で、言い放つ！


「あなたを死なせたりなんか、絶対にしませんわ……絶対ですわ」


……そう、ミーアは変わらない。


世界のことなど知らない。どうせ蛇に呑み込まれるとか、そんなの知ったことではない。


ミーアが気にしているのはただ一つのことだ。それは……。


──ベルが生まれてきた時、わたくしとアベルの夫婦仲が悪いなどという事態は避けたいところですわ。


温かな、優しい家庭にベルを迎えたい。そのためには、ベルの親となる子どもたちにも、アベルとのラブラブっぷりを見せて、範を示さなければならない。


だからミーアは貫くのだ。揺るぎない自分ファーストを。


アベルとのラブラブな夫婦生活を築くために！　


そして、ベルの幸せな夢を終わらせないために!!


あの約束を守ることこそが、ミーアの未来への導だからだ！！！


「……なぜ、そう考えられるのか興味があるわね。憎いはずでしょう？　私が。手を離せば殺せるのに、どうして、必死になって生かそうとするの？　ぜひ、教えてほしいのだけど……」


不思議そうな顔をするヴァレンティナに、ミーアは舌を出して答えた。


「あら、わたくしが親切に教えてさしあげる理由など、どこにもございませんわ。だってわたくし、あなたのことが憎いのですから」


それから、ミーアは勝ち誇った笑みを浮かべる。


「どうです？　理解できないでしょう？　巫女姫、ヴァレンティナお義姉さま。あなたに理解できないことなんて、世界にいくらだってあるんですのよ？　蛇の思惑に縛られないものなんて、いくらだってありますのよ。なにを、世界の理をわかったようなつもりになっているのか知りませんけど、ざまぁみろですわ！」


声を震わせて、ミーアは叫ぶ。







    
  
  




それから、呆気にとられた様子のヴァレンティナをミーアは懸命に引き上げようとする。っと、そこに、横から別の腕が伸びてきた。


赤い血に染まったその腕の主は……。


「アベルっ！」


ふと見れば、アベルがそばまで来ていた。


彼は無言で、歯を食いしばって、ヴァレンティナを引っ張り上げた。







第四十話　静かに侵食する、ツッコミなき世界……


ヴァレンティナを塔の上に引き上げたところで、ミーアとアベルは、その場にへたり込んだ。ヴァレンティナのほうも、もはや抵抗する気力はないのか、その場に倒れたまま、起き上がろうとしなかった。


が、そのままの姿勢で、彼女は疲れた笑みを浮かべた。


「アベル、あなたも私を助けようというの？　相変わらず優しい子ね。それではゲインに勝てないでしょうに」


挑発するような声をかけるヴァレンティナ。そんな彼女に、ミーアは勝ち誇ったような笑みを浮かべる。


「なにも知りませんのね。アベルはすでに、あのお義兄さまに勝っていますわ」


それを聞き、ヴァレンティナは少しだけ驚いた様子で首を振った。


「あら、そうなの。それは意外ね……。あなたは、てっきり、女の子に優しいだけのつまらない男に育つと思っていたのだけど……」


そんな姉に、アベルは、ただ一言、告げるのみ。


「ミーアが、いてくれましたから……」


それから、彼はミーアのほうを見た。その視線に、どこかすまなそうな色を見つけて、ミーアは首を振った。


「アベル、あなたが気に病む必要など、どこにもございませんわ。わたくしは、ただ、わたくしの勝手で……そう、わたくしの気分が悪いから助けただけのこと。あなたのせいではありませんわ」


そんなミーアに視線を向けて、初めて、ヴァレンティナの顔に苛立ちのような表情が浮かぶ。


「帝国の叡智、ミーア姫、あなたは……なに？」


苛立ちと……、困惑……。素の表情を隠すことなくヴァレンティナは言った。


「あなたのありようは、なんだか、逸脱しているように見える。この世界の、歴史の流れから逸脱した……異質な者のように見える。あなたはなに？」


「わたくしは……」


ミーアは少し考える。それから、わずかな決意を込めて告げる。


「ミーア・ルーナ・ティアムーン。帝国初の女帝になる者ですわ」


その答えに、ヴァレンティナは……かすかな嘲笑を浮かべる。


「そう、普通ね……とても普通」


失望を露わに、つまらなそうにつぶやいて、ヴァレンティナは言った。


「帝国を統治するというのなら、覚えておくといいでしょう。蛇のロジック。イエロームーン公ローレンツを絶望させ、リーナさんの中に私が植え付けたものを」


そうして、ヴァレンティナが口にした蛇の理屈……それを聞いてミーアは思う。


──ああ、それは、実に面倒くさそうですわ……。


蛇のロジックとは、統治する者にとって極めて厄介な思想だった。


それは、統治者がサボり、怠け、民を踏みつけにした時に発芽するもの。統治者に対しての戒めのようなものだったから……。


ただまぁ、面倒ではあるのだが……。


「それを防ぐことは、難しいことではないのではないかしら？　弱き者、敗者にも食べ物を与えればよいのですわ」


それは、ミーアがなしてきたこと。


その日、その日の安定と幸福、それさえ失わぬ限り、人が蛇に魅入られることはないわけで……。


「民をお腹いっぱいにすればいい。人は腹が満ちれば、動きたくなくなるものですもの」


ミーアの物言いに、ヴァレンティナはおかしそうに笑った。


「面白いことを言うわね。ふふふ、確かにそう。食べ物が行き渡っているところで、革命の火を灯すことは難しい。食の不足は死の恐怖を喚起し、容易に民の心を不安にする。それは、確かに蛇がつけ入る隙ではあるわね」


ヴァレンティナは、それから、小さく首を振る。


「けれど、それすらも、永久には続かないでしょう。人は愚かな者。あなたが賢明な判断をしたとして、あなたの後に、暗愚な指導者が現れないとも限らない。その時、眠っていた蛇は目を覚まし、あなたたちがせっかく築いた国を、やすやすと呑み込むことでしょう」


世界は、いずれ蛇に呑み込まれる。最後の最後には、蛇の理屈が勝利する。


ヴァレンティナの主張に、しかし、ミーアは笑い返す。


「別に、永遠にわたくしが勝ち続ける必要などありませんわ。わたくしは孫たちが安心して暮らせる程度の繁栄があれば、それで十分。そこから先の世界がどうなるかは、もはや、わたくしの知るところではありませんわ」


蛇と同じく、ミーアにも確固たる思想がある。


揺らぐことのない自分ファーストが、常にミーアの胸にはあるのだ。


自分が死んでしまった後のことまでは、正直、面倒を見切れない。ベルの暮らす世がよいものであるように……ぐらいは思うが、ベルの子や、孫の世代に関してはもはや、ミーアの知ったことではないのだ。


彼らもまた、自ら蒔まいた種を刈り取るだけのこと。


ミーアとしては、自身が学んだそれを、しっかりと後世に伝えるぐらいしか、できることはないわけで……。


──わたくしの子孫が、わたくしと同じように注意深く、賢く、慈悲深く。帝国を治め、他国との良好な関係を築いていけば、安寧の時は長く続くはずですわ。わたくしのように、知恵ある者が……極めて優れた帝国の叡智が未来にも生まれれば、きっと……。


ツッコミなき世界の浸食が、静かに始まっていた。


「だから、わたくしは、今をあがくだけですわ」


「そう。まぁ、それもいいでしょう。どうせどちらでも同じこと。けれど、少しだけ、あなたに興が乗ったわ。私はあなたがどうなるのか、じっくり見させてもらいましょう」


そうして、ヴァレンティナは笑った。


「ミーアさま！」


次の瞬間、塔に皇女専属近衛隊プリンセスガードの面々がなだれ込んできて……。


こうして、巫女姫ヴァレンティナは、拘束された。







第四十一話　戦いの終焉しゅうえん


塔の下での戦闘も佳境を迎えていた。


「そんなものか？　火馬駆」


「ぐっ……」


ディオンの重たい斬撃を、馬駆は間一髪のところで受け止めるも、勢いに押されて二歩、三歩と後退する。


対するディオンは、追撃をしない。あえて、馬駆が体勢を立て直すのを待っている。


「やれやれ。気合を入れてやってみれば拍子抜けだな。その程度か」


戦いが始まって以来、ディオンはずっと、馬駆だけでなく、ゲインとギミマフィアスの戦いをも視野に入れながら戦っている。


いざという時には、いつでも止めに入れるよう、常に意識しつつ、ある程度の余裕をもって決戦に挑んでいたのだ。


もっとも……心配する必要はあまりなさそうだったが……。


「どうした？　ギミマフィアス、これでは、稽古にもならんぞ」


挑発するように言うゲインであったが、その剣筋は、言葉とは裏腹に堅実なものだった。


上段からの振り下ろしを基本とした攻撃的な剣技。それは、以前見たアベルのものと似ていたが……。


──アベル王子のようながむしゃらさはない分、安定している。聞いていたよりも、やるな。あの王子殿下。実力差があるから、あえて攻勢に出て、受け身に回らないようにしている。


ギミマフィアスに主導権を握らせれば、すぐにでも無力化される。それがわかっているからだろう。ゲインは徹底して、攻めに回り、決して主導権を渡さない。


決して捌さばききれないような猛攻ではないものの、余裕をもって反撃ができるほど弱くもない。


さすがのギミマフィアスもやりづらそうだった。


──斬り捨ててよいものならばそうするのだろうが、相手は王位継承権一位の王子。まさか、反撃して殺すわけにもいかないか。怪我をさせないようにあれを無力化するのは、確かに手を焼きそうだけど……まぁ、寄る年波には勝てないってところかな。僕も、あのぐらいの年齢になったら、さすがに剣の腕は鈍るだろうし……。


などと、無駄なことを考えている間に、馬駆は動いていた。


ゆらり、ゆらりと揺れるような不規則な動きで接近するや、一閃。鋭い斬撃を放ってくる。


自らの首筋に迫る軌道に、ディオンは剣をねじ込むと、そのまま、敵の刃の上に自らの刃を滑らせて接近。馬駆の間合いに踏み込む。


「そろそろ実力差を悟って、諦めたらいいと思うが……」


「このっ！」


怒声を上げ、馬駆もまた踏み込む。互いに接近したことで、両者、相手の間合いのさらに内。超至近距離で、鍔迫り合いの状況が生まれる。


「わからないな。火の一族の戦士たちは投降した。そして、蛇の手の者たちは、この地を離れたんだろう？　隠れ潜み、暗躍することこそが蛇の基本戦術ならば、君がこんなところで戦う理由なんかないんじゃない？」


ディオンは刃越しに馬駆の目を覗きこむ。


「まさか、本気で巫女姫に惚ほれてる、なんてこともないんだろう？」


対して馬駆は……思わずといった様子で、苦笑いを浮かべた。と同時に、ディオンを蹴りつけ、反動を使って大きく後ろに下がる。


「惚れる、か。どうかな……」


彼は自らの手の内の剣の状態を確認してから、小さく首を振った。


「国に捨てられて心を折られ、蛇に憑かれた哀れな王女だ。一人ぐらい殉じゅんじてやる者がいなければ、哀れに過ぎるとは思わんか？」


「ふん。それが、狼を使わずに一人で戦う理由かい？　君個人の矜持での戦いに巻き込みたくないから、という……」


「我の個人的な感情に、狼たちをつき合わせるわけにはいかぬゆえ」


馬駆が抱く気持ちが好意なのか、純然たる忠誠心であるのかは、ディオンにはわからなかった。ただ、滅びゆく主あるじに殉じようという、その気持ちにはどこか共感できるものがあって……でも、なぜだろう……？　ヴァレンティナが殺した少女のことが、先ほどから、脳裏に浮かんで離れなかった。


理由はまったくわからないが、彼女が討たれたということが、主あるじであるミーアを討たれたのと同じように感じてしまって、なんだか無性に腹が立ち……。


「そうか……。まぁ、君の言い分はよくわかった。その気持ちはわからないでもないが──あいにくと君たちが何を考えているかなんて知ったことじゃあない」


ディオンは静かに剣を構えて、馬駆を睨みつける。


「あのお嬢ちゃんを殺しておいて……理想に殉じて綺麗に死のうなどと、虫のいいことは思わないことだ」


静かなディオンの声。そこには確かな感情があった。


それは怒り。


狼の矜持を軽々と踏みにじり、屈服させる、圧倒的なまでの強者の怒り。


刹那の踏み込みと同時に振るわれるのは、帝国最強が放つ至高の一撃。


それは、凄腕の戦士である馬駆にすら、反応を許さない絶対的な一撃。


それでも辛うじて……まさに間一髪で、馬駆は剣を上げ、刃で受け止める……受け止めた、はずだった。が、直後に響いたのは、硬質な物の割れる乾いた音。


ディオンの剛撃は、やすやすと馬駆の刃をへし折った。


「なっ……」


そのまま、流れるような動きでディオンは第二撃を繰り出す。


返す刃……の横腹で、馬駆の右肩を横に薙ぐ。


「ぐっぅっ……！」


真横に吹き飛ばされる馬駆。受け身を取り、起き上がろうとするも、その右腕に力はなく……。


「兄上！」


悲痛な声を上げて、駆け寄ってきたのは慧馬だった。それを横目に、ディオンは肩をすくめてみせた。


「昔、鋼鉄の槍の穂先を失ったどこかの猛者が、棍棒こんぼうとして使えば問題ない、みたいなことを言ってたが、確かにそうだね。剣とはいえど鉄の塊。刃のない部分とはいえ、殴りつければ骨も折れるか」


剣を鞘に収めながら、ディオンは言った。


「その腕ではしばらく剣は持てないだろう。無駄な抵抗はやめて、投降することだね。ああ……でも、そうだな」


ふと思いついたように、手を叩くと、ディオンは言った。


「もしも、君が自ら命を絶とうとするなら、僕が直々に巫女姫の首を斬り落とすことにしよう。君たちのお得意な人質というやつだね」


「それは、帝国の叡智に相応しからぬやり方だな」


「あくまでも、僕が個人的にすることだよ。それと、追加しておこうか。君の狼たちと馬もだ。誇り高き忠実なる戦士に殉じさせてあげるよ。君が綺麗に死ねるだなんて、思わないことだ」


それから、ディオンは、静かな笑みを浮かべた。


「ひぃっ！」


なぜだか、兄の隣にいた慧馬のほうが、びくん、っと体をすくませていたが、それはさておき。


ディオンの言葉を聞いた馬駆は、静かに、そこに倒れこんだ。






ディオン・アライアの渾身の一撃は、馬駆のみならず、ギミマフィアスの心をも打った。


「……見事」


自身には、すでに振るえぬ圧倒的な一撃。


目の当たりにした老人の胸に過るのは刹那の憧憬しょうけい。


生じた間隙は一瞬、されど……、


「どこを見ている！」


ゲイン・レムノは、その一瞬を見逃さなかった。


レムノの剣聖との戦いに、よそ見をする余裕などあろうはずもなく、必然的に彼の集中力は高まっていたというのは、もちろんある。けれど、それ以上に……弟に負けて以来、研鑽を続けた彼の執念が、その一撃を導いた。


踏み込み、と同時に狙うのは腕。


もとより金属鎧を切り裂くだけの技量も力もないことは、ゲイン自身がよくわかっている。


ゆえに、腕に全力の一撃を加え、剣を持つ力を奪う。


放たれた斬撃は、幾度となく繰り返したもの。それは寸分違わぬ正確さで、老人の腕を打ち据え、その手から剣を叩き落とした。


「ぐむ……」


呻きつつ、一歩後ろに退くギミマフィアス。


そのまま剣を突き付けて、ゲインは顔をしかめる。


「よもや、卑怯とは言うまいな？　戦いの最中によそ見をした貴様が悪いのだ、我が師よ」


「いえ、見事にございます。ゲイン殿下。我がレムノ王国の明るい未来を見せつけられたような気がいたします」


「どうだかな……」


小さくつぶやき、ゲインは剣をおさめた。






……かくして、ここに蛇の拠点での戦いは終わった。


蛇の蒔いた悪意が、どのような形に決するのか、今の時点でわかる者は一人もいなかった。






「ふぅ……。やっと終わりましたわね……」


ミーアたちが塔から下りてくると、戦闘は、すでに終わっていた。


ゲインと戦っていたはずのギミマフィアスも剣を収め、ゲインのそばに控えていた。


そうして、すべてが終わった光景を眺めながら、ミーアは静かにつぶやいた。


「今回は、少し大変でしたわね。さすがに疲れましたわ……」


深々とため息を吐く。それから小さくパンッと手を叩き……。


「やはり、これは甘いものが必要ですわね。帰ったら、みんなでお茶会をしましょう。ラーニャさんにお願いして、あまぁいものを食べきれないぐらい用意するのですわ」


セントノエルでの至福の時に、ミーアは想いを馳せる。美味しいケーキにキノコ鍋、とても楽しみだ。


「食べ過ぎてもいいように運動もしなければなりませんわね。ひさしぶりにダンスもしたいですわ。ベルにもダンスをしっかり教えてあげないといけませんし。どうも、あの子は、いい加減なところがありますから、しっかりと教えこまなければなりませんわ」


「ミーア……」


「アベルも、ダンスのパートナー役で手伝ってもらえるかしら？　ああ、それと勉強も。あの子、すぐサボりますから、何か甘いもので釣るのがいいかしら……。それに……それに……」


ぐにゃり……と、なぜだか、目の前が歪んだ。まるで、水の中に潜ったみたいに……。


「ベル……教えてあげたいこと……たくさん、ありましたのに……一緒に食べたいもの、もっとたくさん……たくさん……」


瞳にたまった熱い涙は、あっさりと決壊し、ミーアの頬を伝い落ちる。


ぽろり、ぽろり、と地面に落ちる涙は、止まることはなく……。


「どうして……ベル……うぅ」


次の瞬間……ミーアは抱きしめられていた。


左腕一本の不器用な抱擁ほうよう。けれど、すがるように、ミーアはその少年の胸に顔をうずめる。


そうして、ミーアは、アベルの胸で泣いた。


人目もはばからず、ただただ、幼い子どものように泣いた。


それを咎める者は、ただの一人もいなかった。







    
  
  








その後のことは、すべてルードヴィッヒがしてくれた。


憔悴しょうすいした様子のミーアを見た彼は、ミーアの世話をアンヌに任せ、テキパキと物事を処理していった。


ヴァレンティナの身柄は、聖ヴェールガ公国が預かることになった。


レムノ王国側は不本意だったろうけれど、各国にまたがる破壊工作にかかわっていたとなれば、強くは出られない。


一方で、火族の族長、火馬駆については、別の処分が待っていた……。






その日、連行されてきた彼に、ヴェールガ公爵令嬢、ラフィーナは重々しい口調で言った。


「火馬駆さん、単刀直入に言うわ。あなたには、蛇導士の討伐を担っていただきます」


「我に……か？」


「そう。仲間だったのだから、足取りを追うことは難しくないでしょう？　あなたには仲間を狩っていただきます。ああ、もちろん、殺す必要はない。というか、殺さないで、捕縛して戻りなさい。あなたはこれから、誰をも殺すことを禁じます」


「ずいぶんと甘いことだな。聖女ラフィーナ。我が裏切ることは考えぬのか？」


「ええ。あなたが裏切れば巫女姫……ヴァレンティナさんを処刑しますから」


「人質、ということか……。ディオン・アライアのようだな。帝国の叡智の入れ知恵だとするなら、ずいぶんと相応しからぬやり方だと思うが」


馬駆の揶揄やゆに、けれど、ラフィーナは首を傾げる。


「それはどうかしら？　これが誰を納得させるための処置なのか、考えられないあなたではないと思うのだけど……。狼使い、あなたはそんなに愚鈍な人ではないでしょう？」


いつになく、ラフィーナの声は冷たい。


「私は甘い処分だと感じたけれど、仕方ないわ。ミーアさんの進言だし、それに、確かに有効でもある。あなたのような優秀な追跡者を使うことができれば、将来に残す禍根をできる限り排除することができる。それに、あなたやヴァレンティナさんを殺さない理由にもなる」


「自らと、自らの主君の罪を、自らの手で贖え、ということか……」


「いいえ、違うわ。人は自分の罪を自分では贖えない。人の罪は、人には贖えぬもの。それができるのは神のみ。神の前に悔い改める心がなければ、そこに赦ゆるしは与えられない」


聖女の言葉はどこまでも清く、容赦がなかった。


「だから、あなたにできるのは、ただの時間稼ぎ。主君が悔い改める機会を、できるだけ増やすための悪あがき。それすらも、私には温情が過ぎるように思えるけれど……」


「そうだな。我もそう思う。素直に、その温情に感謝しよう」


馬駆は、静かに頭を下げる。


それを見つめたまま、ラフィーナは重々しい声で言った。


「定期的に連絡をよこしなさい。それと、ヴェールガからの監視もつけますが、さすがに我が国にはあなたや、帝国のディオンさんのような腕利きはいない。だから監視者もあなたの責任で守りなさい。忠実なる蛇の剣士よ」


それに、無言のまま首肯しゅこうして、馬駆はラフィーナの前を出ていった。







第四十二話　自分ファースト探求


そうして、月日は巡り……。半年後。


セントノエル学園には再びの春が訪れていた。


「それでは、ミーアさま、私は、学園の方と少し打ち合わせをしてまいります」


「ええ、お願いいたしますわね。新入生歓迎舞踏会には、学園の職員の協力が不可欠ですし」


笑顔で挨拶を交わし、アンヌと別れたミーアは、一人で図書室を訪れていた。


もうすぐやってくる、生徒会選挙の公約作りをするためだ。


「ふぅむ、毎年のことですけど、公約作りはなかなか大変ですわね。そろそろラフィーナさまに生徒会長の座を返上したいところですけど……」


つぶやきつつも、思い出すのは、生徒会長に立候補した時のことだった。


「ふふふ、思えば、ベルがいなければ、わたくしが生徒会長をすることもなかったのですわね」


ラフィーナの求めに応じて、生徒会には入ったかもしれないが……会長の座を巡って、ラフィーナと選挙戦を戦うことになるとは思ってもみなかった。


「思い返せば、いろいろなことがありましたわね……あの子が来てから。ふふふ、ベルがいなければ、こうはならなかったでしょうね……」


生徒会長の件だけではない。四大公爵家の面々との関係も、今とは全く違ったものになっていたに違いない。


「サフィアスさんなんか、もしかしたら、政敵になっていたかもしれませんし、本当にわからないものですわ」


今でこそ、頼りになるサフィアスであったが、出会ってすぐは見栄ばかり張りたがる、どうしようもない少年だった。あの生徒会長選挙がなければ、彼との関係がどうなっていたのか、想像もできなかった。


「それに、イエロームーン公爵家。あの家との仲も、もっと別のものになっていたはずでしょうし……リーナさんも……」


と、そこで、ミーアは最近の悩みの種のことを思い出した。


「……リーナさん、表面上は平静を装っていますけれど、無理してますわよね、やっぱり」


ベルがいなくなって、一週間ほど、シュトリナは魂が抜けたようだった。


声をかけても、表情一つ動かすことなく、まともに会話をすることもできなかった。


けれど、ミーアやエメラルダらの働きかけにより、一か月もすると徐々に元気を取り戻していった。今では、可憐な笑顔を浮かべることもあるし、お茶会にも参加する。その振る舞いは、一見すると、かつてのままだ。


だけど……その顔に心からの、無邪気な笑みが浮かぶことはなかった。


表面上は平静を取り繕ってはいるが、無理をしているのが見え見えで、ミーアも、周りのみんなも心配していた。


「ベルのことを、きちんとお話しできればいいのですけど……」


ベルの秘密のことを、シュトリナにだけは話しておこうと思っていたミーアであったが、シュトリナは頑としてそれを聞いてはくれなかった。


「ベルちゃんから聞くって、約束しましたから……」


その一点張りだった。


「大丈夫です。ベルちゃんは死んだんじゃありません。よくわからないけど、ベルちゃんはきっと、天使みたいなものなんだって、思うことにしておきます。今は一度、天に帰っているけど、必ずまた戻ってくるんだって……。その時になったら、きっと全部話してくれるんだって、思ってますから……」


なんだか、泣きそうな顔で、そんなことを言われてしまったので、もう、なにも言えなかった。


「リーナさんのことはなんとかしないといけませんけど……。なかなか大変ですわね。やはり時間が必要かしら……」


それに、ルードヴィッヒたちにも説明はまだしていない。こちらは、いずれ説明する、で納得してもらってはいるものの、さて、なんと説明したものやら……。


「リーナさんの天使説で押し切るというのもありでしょうけれど……いずれにせよ、悩みの種は尽きませんわね……ふわぁ」


そんなことをつぶやきつつ、とろん、と眠たげに、ミーアは瞳を瞬かせた。


「しかし……少し眠いですわね……。最近、夢見が悪いせいかしら…」


アンヌと二人だけの部屋。それが、なんだか広く感じられて……ちょっぴり寂しくもあり……。そのせいか、最近のミーアは、少しだけ寝つきが悪くなってしまったのだ。


「不思議なものですわね。以前まではむしろ手狭に感じておりましたのに……。ふふふ、にぎやかな子でしたものね……」


今でもふと、部屋の中でベルの姿を探している時があった。


お祖母さま、と呼ぶ声が聞こえるような、そんな気がしてしまって……。


「あの子のためにも頑張らないといけませんけれど……ふわぁ……」


っと、大きなあくびをもう一つ。


「ふむ、ダメですわね。眠たくって。やはり眠い時には寝るしかありませんわね」


ミーアは、図書室の机に顔を伏せて、そっと瞳を閉じる。


「それにしても、やっぱり、なにか導が欲しいですわね。考えるヒントでもあればよいのですけど……どこかに、落ちてないものかしら……？　あの本棚の辺りに、また皇女伝か、日記でも挟まっていれば……。ああ、未来の歴史書とかでもいいのですけど……」


なんとなく、そんなことを考えた時……ふと視界のはずれ、奥の本棚に黄金の光が散ったように見えた。


「ベル……？」


顔を上げ、そちらに目を向けたミーアであったが……。錯覚だったのか、光はすぐに見えなくなった。


小さく首を振り、ミーアは苦笑いする。


「なんて、ね。ふふふ、感傷的になってますわね。頑張らないといけませんわね。あの子の、誇れる祖母になるために」


ミーアの子や、孫が暮らす世界を少しでもよくするため。


ベルが目覚める世界を、優しい世界にするために。


ベルが笑って目覚めることができる世界、その世界こそが、ミーア自身が幸せを享受できる世界だと思うから。


こうして、ミーアの『自分ファースト探求の旅』は続いていく。


「しかし……。頑張るにしても、やっぱりなにか導が欲しいところですわね。もしくは、なにか、甘いものが……」


諦め悪くつぶやきつつ、時にサボりつつも、続いていく。


ミーア以外の何者かになることなく、どこまでもミーアらしく、彼女は歩み続ける。


その歩みの行き着く先がどこに繋がるのか、彼女と、彼女の帝国とがどこに向かうのか……。


帝国の叡智という月の導く明日が、どのような世界となるのか……。


知る者はまだ、誰もいなかった。







エピローグ　幸せな夢の続き


瞬きを、一つ……二つ、三つ……。


かすむ視界。


まぶたをこすりつつ、彼女は静かに目を覚ます。


帝国皇女、ミーアベル・ルーナ・ティアムーンは、ふわぁ、っとあくびを一つして、それから辺りを見回した。


──あれ？　ここ……どこだろう？


見えてきたのは、広く豪奢な部屋。


ミーアベルは、その部屋に置かれた大きなベッドの上に横になっていた。


ふかふかで、ふわふわなベッドの毛布に包まり……うーん、もうひと眠り……。


などと倒れこみそうになったところで……唐突に、思い出す。


古びた蛇の廃城、邪悪な礼拝堂で、自分は、矢で射られて……っ！


「っ！　くっ、首、首っ!?」


っと、慌てて、ペタペタ自分の首を触るけれど、どこにも矢なんか刺さっていなくって……。


「あ……あれ？　えーっと……」


そうして、改めて辺りを見て……ミーアベルは気付いた。そこがどこであるのか……。


「ここは、白月宮殿。ミーアお祖母さまの、お部屋……？」


小さい頃から、困ったことがあると、こっそり隠れる、そこはミーアベルの一番の隠れ場所。ここに逃げ込めば、いつでも、優しいお祖母さまが助けてくれるから。


「そうだ。ボクは、ミーアベル・ルーナ・ティアムーン。帝国の皇女で、栄えある帝国の叡智の孫娘……」


彼女には、しっかりとした記憶があった。帝国の姫として、白月宮殿で、大切な人たちに囲まれて育った記憶が。


ここは帝都。ティアムーン帝国一の都。だから、廃墟と化した帝都の記憶なんかあるはずなくって、そこの貧民街での生活の記憶なんか、あるはずなくって……。


だから……。


「夢……だったのかな？　でも、それにしては……」


「まぁ、ベル。あなた、やっぱりここにいましたのね……」


ふと見れば、部屋の入り口に、一人の女性が立っていた。


すっと伸びた背筋、長く美しい髪、老いてなお燦然さんぜんと輝く帝都の月、帝国の叡智ミーア・ルーナ・ティアムーンが、ミーアベルの大好きなお祖母ちゃんが……そこに立っていた。


「ルードヴィッヒが捜しておりましたわよ？　お勉強の途中で逃げ出すなんて、ダメですわよ。勉強は物量が命ですわ。全部、暗記してしまえば、どうということも……」


「あ、ミーアお祖母さま……ボク……」


っと、その声を聞いて、ミーアはきょとん、と首を傾げた。


「ボク……？」


「あっ……」


ミーアベルは慌てて口元を押さえる。


「あ、あれ……ボク？　変ですね。あはは、なんだか、夢の中に引っ張られてしまって。『私』ですよね」


頭の中にある記憶と、夢の記憶。


不思議なことに、どちらもミーアベルには本当のように感じられて……どちらも……愛おしく感じられてしまって……。


「あのね、ミーアお祖母さま、とっても不思議で、楽しい夢を見たんです。ミーアお祖母さまの若かった時代に行って、そこで大冒険する夢。セントノエル学園で生活して、若い日のミーアお姉さまや、アベルお祖父さま、それに、天秤王シオンや、忠臣キースウッドさん、アンヌお母さま、エリスお母さま、ルードヴィッヒ先生……それに、それに……リーナちゃん……！」


興奮した様子で言ってから、ミーアベルは、楽しそうに笑った。


「とっても、素敵な夢でした。うふふ、本当に楽しい夢で……ボク、ずっとあそこにいたいって思ってて……。変ですよね、夢のことなのに……」


それから、ミーアベルは、自分の首元を撫でた。


「ボク、首に矢を受けて死んじゃったんですよ。お姫さまなのに、そんな危ないところに行くなんて、やっぱり変です。変な夢……」


と、その時だった。ミーアベルは気付いた。自分の首筋に引っかかる、紐の感触。そして、胸のあたりに感じるゴワゴワとした、毛の塊のようなもの……。


紐を引き、襟元から引っ張り出したそれは……古びた、小さな馬のお守りトローヤで……。


「……これ……は……」


目の前に鮮やかに甦ってくる風景があった。


それを受け取って、とても嬉しそうに微笑む親友の顔が、目の前を過って……。


顔を上げた時、彼女は気付いた。


祖母が、とても穏やかな笑みを浮かべて見つめていることに……。


感慨深げに、目じりに皺を寄せてミーアは言った。


「そう……。あの日のあなたは、今日に繋がっていたのですわね……」


それから、祖母はミーアベルの隣に、そっと座った。


「ミーアお祖母さま……ボク……」


と、そこで、ミーアは、ベルの頭をギュッと抱きしめる。


お祖母さまに抱きしめられたことは何度もあったけれど……なぜだろう、ベルには、それが、ひどく懐かしいことのように感じられて……。


「おかえりなさい、ベル。あなたとの約束を守れていればいいのだけど……」


「約束……？」


「ええ。約束。遠い日の約束……。この世界は……あなたの夢の続きになることはできているかしら？　わたくしは、あなたの夢を終わらせずに、いられたかしら？」


「あっ……」


思い出す。


まぶたの裏に浮かぶ風景。


若き日の祖母の顔。


胸を張り、「あなたの夢は、わたくしが終わらせはしませんわ」と、力強く宣言してくれた、約束してくれた、あの時の声……。


「ミーア、お姉さま……」


「ゆっくり話しましょう。あの後、なにがあったのか。そして、これからのことも……。たくさん話したいことがありますわ……。だけど」


と、そこで、ミーアは悪戯っぽい笑みを浮かべる。


「それは、みなを呼んでからにいたしましょうか。きっとみんなもあなたと話したいはずですもの」






かくて、祖母から孫へ……優しい時間は受け継がれていく。


それは、ベルが見た幸せな夢の続き。


断頭台の姫ミーアが蒔き、大切に育んできた豊かな実りの形だった。







真エピローグ　ふっ、増えてる!?


「……ん……ぁ。ふああ、寝すぎましたわね……」


いつの間に寝ていたのだろうか……。ミーアは図書室の机に突っ伏していた。


ふぁわわ……っと大きなあくびを一つ。そして、ミーアは異変に気付いた。


なんだろう……？　辺りが、少しばかり明るいような……？


寝すぎて、辺りが夕闇に包まれていたということならばわかる。でも、逆に明るいというのは、いったいどういうことなのか？


ぼんやーりと辺りを見回したミーアは……瞬時に覚醒する。


その光源、その黄金の光が、本棚の一角から放たれていることに気付いて……。


「なっ、あっ、あれは……まさか！」


震える声でつぶやきつつ、恐る恐る、ミーアはそこへと向かう。


期待などはしない。


そんな奇跡、そうそう起こるはずがない。


けれど……こうも言える。二度ある奇跡は、三度ある。


ミーアはうとうとする前のことを思い出した。


状況は似ている！　あの時と……酷似していた。


ミーアはあの時、導を求めて、結果としてベルが現れた。


今、またミーアは求めていた。


導と……そして、シュトリナを立ち直らせるきっかけを。


その答えとして与えられるのは、〝彼女〟以外に考えられなくって……。


でも、そんなことが、本当に起こるだろうか？


信じたいという気持ちと、期待して裏切られるのが怖いという気持ち……二つの感情の間で揺れるミーアの複雑な心境……などは一切慮おもんぱかられることなく、黄金の光はあっさりと人の形をとろうとしていた。


懐かしい、あの……少女の姿を。


腰の辺りまで伸びた白金色の髪、好奇心に輝くクリクリとした碧眼へきがんと、どこかミーアに似た顔……。


呆然と、ミーアが見つめる前、光の中から現れたベルは、辺りをキョロキョロ見回して……。


「あっ！　ミーアお祖母さまっ！」


ミーアのほうを見て、ニコニコと輝くような笑みを浮かべる。


「お久しぶりです。ミーアお祖母さま……いえ、ミーアお姉さま」


それから、ドレスのスカートの裾をちょこん、と持ち上げる。その仕草に、どことなく、姫の気品のようなものを感じてしまって……ミーアは驚愕に、口をあんぐり開ける。


「ベル……、あなた、本当にベルなんですの？　元気なんですの？」


あまりにも突然のことに、ミーアは混乱してしまう。


前の時には、ベルは、壊滅した帝都からやってきたはずだ。自身の命を狙う追っ手から逃げている途中だったと聞かされていたが……。


どうやら、目の前のベルは、そこまで、酷い状況にはないらしい。着ている服は、しっかりとした仕立てのものだし、なにより、その所作には、帝国皇女の気品が感じられた。


「おかげさまで。ミーアお姉さまが頑張ってくれたおかげで、帝国は安定しています。ボクもお母さまたちと、とても幸せに暮らしています」


ニッコリと笑みを浮かべて、ベルは言った。


「ミーアお姉さまが、約束を守ってくれましたから。ボクの夢を終わらせないって……頑張って、くださいましたから」


その言葉に、ミーアは、ほうっとため息を吐いた。


「そう。それならば、よかったですけれど……では、どうしてここに？」


「あ、はい。それはえっと、ルードヴィッヒ先生によるとミーアお祖母さまのせいで……。あ、悪い意味ではないんですけど……」


「わたくしのせい？　ルードヴィッヒがそう言ったんですの？　それはいったい……うん？」


っと、ミーアは、そこで違和感を覚える。


それはベルに……ではなく、その後ろの空間に対してのものだった。


ベルが出てきた黄金の光は、消えることなく未だに輝きを放ち続けていた。


目を凝らす、っとなにやら、その光から謎の影が……蠢きだしてきて……っ！


「ひぃっ！」


思わず息を呑んだミーア。その視線の先に現れたのは──幼い少女だった。


まだ、十歳には満たないだろう。その少女は、ミーアの顔を見て、きょとりんと首を傾げた。


東方の国の伝統人形のような、丸いシルエットを描く短い髪。真っ直ぐに切りそろえられた前髪、その色は、ミーアと同じ白金色だった。長いまつ毛に飾られたその瞳も、ミーアやベルと同じ青い色、その顔の雰囲気もどこか、ベルに似ているように見えて……。


「…………っ!?　ふっ、増えてるっ!?」


ミーア、思わずツッコミを入れる！　大変珍しいことであるが、気持ちはわからないでもなかった。


なにしろ、ベルが現れるのは、まだ予想の範囲内といえるのだが……、さすがにもう一人、別の子がついてくるのは想定外だった。


「ベル、その子は……、いったい……」


あまりに唐突な展開に、瞳をぐるぐるさせつつ混乱するミーアだったが、すぐにぽこんっと手を打った。


「ははあん……もしかすると、あれですのね？　つまりは、やっぱりまた未来でなにかあって、その子は……ベルの妹とか？　あるいは、親戚とか、ともかく、トラブルから逃れてきた子ですわね？」


ミーアとて、だてにこの半年間、頑張ってきていない。ベルがいなくなって以来、ミーアは頑張って、その叡智（仮称）を酷使してきたのだ。スイーツを燃料に、フル稼働させてきたのだ。


目の前の状況から、何が起きたのか、推論を立てることなど造作もないことなのである。


そうして、ミーアは推論を展開する。


「そのトラブルの原因が、今の時代にあって、だからそれをなんとかするために、こうしてやってきたとか？　当たってますかしら？」


どうだ！　と言わんばかりに胸を張り、推理を告げるミーア。対して、ベルは……。


「この子は……」


とても真面目な顔で、ミーアを見つめて……、それから傍らに立つ少女のほうに目を向けて……。


「この子、は……」


こくん、と喉を鳴らし……そしてっ！


「……えーと、誰なんでしょうか？」


きょっとーんと首を傾げてみせた。


「…………はぇ？」


かくて、孫と祖母の物語は再び動き出す。







    
  
  








To be コンティニュー「第五部　皇女の休日」







    
  
  




蛇の巫女姫、ヴァレンティナとの戦いの後、ミーアたちはセントノエル学園に帰還を果たした。事後処理など、もろもろに煩わずらわされて、結局、戻ってきたのは秋も深まる時期だった。


得るものは決して少なくはなかった。


サンクランド王国の政情を安定させ、騎馬王国の十三部族に和解をもたらし、蛇の巫女姫を捕らえることに成功した。


実り多き旅であったはずなのに……帰ってきた一行には笑顔はなかった。


失ったものが、いなくなってしまった少女の存在が……あまりにも大きかったから……。


されど、日常は続いていく。


時の流れは残酷で優しい。彼らの心に合わせて止まってはくれない。


それゆえ、喪失を味わった彼らは、一時は痛みに足を止めても、いずれは、自らの心に決着をつけて、歩みを進めていくしかないのだ。







アンヌ・リトシュタイン〜空のベッドを直して〜


セントノエルに帰還を果たしたアンヌ・リトシュタインには、変わらない日常が戻っていた。


「くぅ……。休んでいた時期の勉強が、重く肩にのしかかってくるようですわ」


そんなことを愚痴りながら、授業に行くミーア。それを見送ってから、アンヌは部屋に帰ってきた。


「まずはベッドを直して、と……」


ミーアが学生生活を満喫している間のアンヌの仕事は多い。部屋の掃除や各職員との交流、他の貴族の従者たちとの情報交換などなど。その仕事は多岐にわたる。


そして、ミーアのベッドメイキングもまた、アンヌの大切な仕事の一つだった。


ミーアに、ぐっすり寝て体を休めてもらうために、心を込めてしっかりと整えなければ……と部屋に戻ってきたところで、アンヌは部屋の前に、人が集まっているのを見つけた。


「あの……？」


声をかけると、男たちが振り返った。


「ああ。アンヌさん、ちょうどよかった」


それは、アンヌとも顔馴染みの、学生寮の職員たちだった。彼らは、愛想よく微笑んでから、部屋のほうに目をやり……。


「ベッドを運び出すのは、こちらのお部屋で間違いありませんよね？」


変わらぬ笑顔のまま、聞いてきた。


それは、何気ない問いかけ。ただ、単に必要なことを問われているだけ。にもかかわらず、それを聞いた瞬間、アンヌの胸に、なんとも言えない痛みが走った。


ベルのベッドを運び出そうとしていることが、わかったから……。


いつもと何も変わらない様子で、ごく当たり前のことのように、それをしようとしていたから……。


それが、アンヌにはショックだったのだ。


「あの……？」


怪訝そうな目で見つめられ、アンヌはハッとする。


誤魔化すように微笑みを浮かべてから、


「はい。こちらで間違いありません。その、一番左側のベッドです」


「かしこまりました。それでは、運び出しますから、下がっていてください」


アンヌの指示を受けて、職員たちは早速作業に取りかかる。


それは極めて事務的な作業だった。使う者がいなくなり、不要になったベッドを運び出す……言ってしまえば、ただ、それだけのこと……。


それだけの、ことなのに……それが、アンヌにはたまらなく悲しいことに思えてならなかった。


だって、つい先日まで、あのベッドで眠っていた子が、確かにいたのだ。


どこかミーアに似たその子は、よくアンヌのことを「母さま」と言い間違うことがあった。


ミーアを「お祖母さま」なんて呼び間違うのは、さすがにダメだと思うけど、それも笑って許せてしまう、奇妙な愛嬌があった。


あの明るい少女は、もういない。


寝坊した彼女を、ミーアと一緒に起こすことも、お茶を淹れてあげることも、服を着せてあげることも……もうない。


あの、ベルという名の少女は、光の中に消えてしまったのだから……。


そのことが、たまらなく悲しかった。


「どうかしましたか？　アンヌさん」


ふと顔を上げると、職員が心配そうな顔で見つめていた。


「あ、っと。いえ、なんでも、ありません。どうぞ、続けてください」


アンヌは慌てて、扉の端に寄った。それから、運ばれていくベッドを見送る。


その時だった。ベッドから何かが転がり落ちるのが見えた。


「え……？」


コロコロ、とベッドから転がり落ちたもの──それは、ちょっぴり乾いたクッキーだった。


それはそのまま廊下の床を転がり、転がり……誰かの靴のつま先にぶつかって、ころりん、っと倒れた。


そうして、それを拾い上げたのは……。


「……ふむ、なるほど、ベッドの上でオヤツを食べてた、ということですわね」


呆れた表情を浮かべる、ミーアだった。ミーアは、摘まみ上げたクッキーを見つめてから、やれやれ、と首を振った。


「まったく、あの子は……しょうがないやつですわ……。これはお説教してやらないといけませんわね。そんなはしたないことをするな、と、きっつーく言ってやらねばなりませんわ」


ミーアは、机の上に載っていた自らの日記帳の、端っこのほうにメモしながら、つぶやく。


「ベッドの上で、お菓子を食べるなどと……言語道断ですわ！　まったく！」


それから、小さく苦笑いを浮かべて……どこか遠くに想いを馳せるかのように、そっと瞳を閉じて……。


「でも、注意するのは、またずいぶん先になりそうですわね……。忘れないようにしないといけませんわ」


その様子を、不思議そうに眺めるアンヌに、ミーアは優しい笑みを浮かべる。


「そのうち話しますけれど……大丈夫ですわ。アンヌ、きっとまた、会えますわ」


普通に考えれば、そんなことはあり得ないことだった。ベルは首に矢を受けて、光の中に消えてしまったのだ。


だから、常識的に考えれば、ミーアはただ、気休めを言っているだけ。にもかかわらず、アンヌは、その言葉に救われた。


ミーアの言葉ならば、信じることができたから……。


「あれ？　ところで、ミーアさま、授業はどうされたんですか？」


「あっ！　そうでしたわ。アンヌ、授業が急に変更になって、高等算術の授業になりましたの。あなたにも一緒に受けてもらおうと思って呼びに来たんでしたわ」


そうして、ミーアに手を引かれ、思わず転びそうになりつつも……アンヌはふと、後ろを振り返る。


運ばれていくベッド。その陰に、一瞬だけ、笑みを浮かべるベルの姿が見えたような気がして……。


「また、いつか……」


小さな声でつぶやき、アンヌは走りだすのだった。










それは遠き未来の日。


祝福に溢れた、喜びの日。


その日……。


女帝ミーア・ルーナ・ティアムーンの治世、その二十三年目の年。


白月宮殿には、なんとも言えない緊張感が漂っていた。


女帝ミーアの三女である、第三皇女パトリシャンヌ・ルーナ・ティアムーン──トリシャ姫の第一子がこの日生まれるからだ。


はたして、生まれてくるのは、男児か女児か……。


当初、城に勤める召使たちは、準備に追われていた。けれど……長らく、ミーアに仕えてきたメイド長にして、女帝の専属メイド、アンヌ・リトシュタインはまるで慌てることなく、落ち着き払っていた。


「生まれてくるのは姫殿下です。ですから、そのためのご準備を」


「どうしてそんなことがわかるのですか？　メイド長」


若いメイドからそう尋ねられて、アンヌは自信に満ちた笑みを浮かべて、


「……ミーアさまには、長く仕えていますから」


堂々と胸を張る。


また、女帝ミーアも彼女の言葉を支持したことから、新しき子のための部屋は、姫の部屋として準備されることになった。


そうして、いつ生まれてもいいように、と完璧に整えられた子ども部屋に、アンヌは静かに足を踏み入れた。


──不備はないかな……？


生まれてくる赤子のために、塵ちり一つなく掃除された部屋。怪我をしないように、角の削られた家具の数々。その一つ一つを確かめるように見て回る。っと、ある場所で、アンヌは、ふと足を止めた。


そこにあったのは揺り籠、昔、〝彼女〟が寝ていたのとは、比べ物にならないほどに小さな、赤子のための揺り籠ベッドだった。


当然だ。生まれてすぐの赤子を寝かすのに、学生寮のベッドでは大きすぎる。


心を込めて、その揺り籠の中の毛布を整えつつ、アンヌは、その時を待つ。


「ベルさま……やっとまた、お会いできるんだ……」


見ると、揺り籠の周りには〝彼女〟の誕生を祝うための、さまざまなプレゼントが置かれていた。


なかでも、一番目を引くのは、シュトリナ・エトワ・イエロームーンお手製の、実物大サイズの仔馬のお守りトローヤだった。その巨大なぬいぐるみを見て、アンヌは思わず、みなで作った馬パンのことを思い出す。


「うふふ、あれ、すごく楽しかったな。ミーアさまも、みなさんも、すごく喜んでて……」


今では、気軽に会えなくなってしまった、大切な人たち。その一人一人の顔を思い出す。


その思い出の中心にはミーアと〝彼女〟の姿があって……。


「ああ、アンヌ、こんなところにおりましたのね」


ふと見ると、ミーアが部屋に入ってくるのが見えた。


「あっ、ミーアさま」


慌てて姿勢を正すアンヌに、ミーアは苦り切った顔を見せた。


「ここは、ほかの者に任せて、トリシャのところに行ってくれないかしら？　なんだか、不安そうにしてましたから。まぁったく、あの子も情けないですわ。妙に気が小さいところがありますけど、いったい誰に似たのやら……」


腰に手を当てて、やれやれ、とつぶやくミーア。そのつぶやきに、アンヌは思わず微笑んでしまう。


パトリシャンヌ姫は、昔のミーアそっくりの人だったからだ。ちょっぴり臆病なところも、誰よりも真っ直ぐなところも……。


「あら？　なにか、おかしいことでもありまして？」


「いえ、なんでもありません。それでは、ミーアさま、私たちも参りましょう」


「いえ、その……わたくしはいいですわ」


っと、つつぅっと視線を逸らすミーア。どうやら、ミーア自身も、娘の出産に立ち会う勇気がなかっただけのようだった。


「大丈夫です。ミーアさま。城の医官は優秀ですし。それに、せっかく、ベルさまのお誕生、なんですから……」


「うーむ……まぁ、それはそうなのですけど……」


なぁんて、ごにょごにょ言うミーアに、アンヌは、


「そんなことを言っていたら、ベルさまに笑われてしまいますよ？」


そう言うと、ミーアは、ぐむっと声を詰まらせて後、


「まぁ、確かに。それはなんだか腹が立ちますわね。やれやれ、仕方ありませんわね。それでは、小心者の娘のために、偉大なる母が行って安心させてやりますわ」


そうして、踵きびすを返したミーアの、そのすぐ後に、アンヌは付き従う。


それは、少女時代となんら変わらぬ風景。


それは、〝彼女〟がまだいた時代と、なにも変わることのない──あの日々の続きにある風景であった。







ルードヴィッヒ・ヒューイット〜未完の教材・間違った答え〜


セントノエル島にて、ミーアたちと別れたルードヴィッヒは、そのまま、帝都ルナティアに戻った。


旅の疲れを感じる間もなく、彼のもとには、大量の仕事が持ち込まれた。


彼がいなくても、大きな問題がないよう体制を整えてはいるものの、それでも、判断を求められることは少なくないのだ。


「やれやれ……。これは、なんとかしておかなければ、後々で問題になりそうだな。誰か良い人材がいればいいのだが……」


当面は、賢者ガルヴの弟子の誰かか、もしくは、聖ミーア学園の人材が育ってくるのを待つしかないだろう。


ため息を一つ。いったん眼鏡を外して、目元を揉んでから、次の書類を取ろうと手を伸ばし──違和感を覚える。


「……ああ、これは」


机の端に追いやられていたそれは、紙の束だった。


「これは、無駄になってしまったな……」


それは、ミーアの依頼を受けて、彼が作った教材だった。あのミーアベルという少女の、教育のために作った専用の教材だった。


「ミーアさまにお願いされたとはいえ、なかなかに大変だったな……」


彼女は、実になんとも、できの良くない少女だった。


いや、頭自体は悪くないのかもしれないが、要領よくサボるコツを心得ていたのだ。


なぜか、こちらの追及を逃れる術に長けているようで、見透かされているような感覚を何度も覚えたものだったが……。


「思えば、不思議な少女だったな……」


会って早々に先生呼ばわりしてくるし、いくらそれを止めても耳を貸そうとしなかった。


次第に注意するのも馬鹿馬鹿しくなって、そのままにしていたが……。


「彼女は、何者だったんだろうな……？」


どこかミーアに似た雰囲気を持ちながら、また少し違った魅力を持つ少女だった。勉学の面では、まだまだ未熟ながらも、どこか人を惹き付ける雰囲気があった。


「ミーアさまの血縁の方だったのだろうか？　それとも……」


ふと、彼女の最期を思い出す。光に包まれて消えていく、その姿を……。


ただの少女ではなかったのだろう。なにかしらの事情はあったのだろう。


だけど……それ以上に、


「残念だな……」


ぽつり、とつぶやく。


ただただ、残念に思えて仕方なかった。


「教えることは、まだたくさんあったんだが……」


彼女のためになりそうなこと……。生きていくために大切なこと……力不足の自分であったとしても、まだまだ教えられることはたくさんあったはずで……。それなのに……。


くしゃり、と手の中で音。気付けば、紙束を握りつぶしていた。


胸に渦巻く感情は、止めどのない後悔。あの悲劇を、止めることができなかったことについての……堪えようのない後悔だ。


「くそっ……なぜ、あれが予想できなかった……？」


完全な失態だった。


敵は、ミーアを狙ってくるものと思い込んでいた。それゆえの、油断があった。


あるいは、ミーアならば……帝国の叡智ならば……任せておけばなんの問題もない、と……。無責任にも思ってはいたのではないだろうか……？


後悔は湧き上がる怒りへと、自らへの怒りへと変わり……。


それに背を押されるように立ち上がると、ルードヴィッヒは、力任せに、握りつぶした教材をゴミ箱に叩き込もうとした。


けれど……その手が寸でのところで止まる。


「ミーアさまは、もう一度、会えると言っておられたな」


正直なところ、それは、単なる気休めのように、ルードヴィッヒには思えた。


死んでしまった人間ともう一度会えるはずがない。会えたとしても、それは、自らの生を全うした後のことだろう。


けれど、ミーアは言っていた。


「大丈夫。あの子とは……ベルとは、必ずもう一度会えますわ。だから、あなたが作ってくれた教材は大切にとっておいてほしいんですの。あの子も……中途半端なままでは、寝覚めが悪いと思いますわ」


ごく当たり前のことを言うかのように、静かに、そう言ったのだ。


「もう一度会える……か」


ルードヴィッヒは手の中の紙束を机の上に持って行き、丁寧に伸ばしていく。


「ミーアさまがそう言われるのであれば……信じよう。どれだけ、ありえないと思えることであっても……」


静かに、大切に紙を整える。まるで、その折り目が消えさえすれば、彼女が戻ってくるかのように。


「そうだな……。このまま、この紙のまま残しておくだけというのも誠意がないか。まだまだ教え足りないこともあるんだ。せっかくだから、書き足して、綴とじて、本にでもしておくとしようか……」


それを教科書代わりにして、次に会った時には、みっちりと授業をしてやろう、と……。


静かに決意するルードヴィッヒであった。






それは、遠き未来の日。


いずれ来ると約束されていた、喜ばしき祝福の日。


皇女ミーアベルの誕生の日の記録。






「失礼いたします。ルードヴィッヒさま」


そこは、宰相の執務室。


入ってきたのは、宰相の右腕と目される才女、セリア嬢だった。


聖ミーア学園にて、賢者ガルヴの薫陶を厚く受けた彼女は、その才を如何なく発揮。彼女を育て上げた聖ミーア学園の名は、ますます輝きを増し、その学園を立てたミーアの威光は大陸中に轟くことになっていた。


そんな彼女は、入ってきて早々、眉をひそめた。その視線の先には、書類を手に、眉間にしわを寄せる宰相ルードヴィッヒの姿があったためだ。


「どうかしたのかな？　セリア嬢。なにか、報告が？」


セリアのほうに目をやることなく、働き者の宰相は問う。その姿に苦笑しつつ、セリアは言った。


「はい。宰相閣下。宮廷医官からの報告が届いています」


「宮廷医官……？　ああ……そうか。今日は、その日だったか……」


ようやく書類から目を上げて、ルードヴィッヒは苦笑いを浮かべる。


「いかんな。仕事をしていると、ついつい、時が経つのを忘れてしまう」


「働きすぎではありませんか？　奥さまに怒られてしまいますよ？」


「ははは。あいにくと妻のほうが私よりも働き者なものでね。子どもたちに心配されてるぐらいさ」


そう笑ってから、ルードヴィッヒは静かに立ち上がった。


ぐっぐっと体を伸ばしてから、


「知らせてくれて助かった。私も準備をしたらすぐに向かうことにしよう」


そうして、セリアが立ち去るのを見送ってから、ルードヴィッヒは、本棚のほうへと歩いていった。そこにあるのは、帝国が長い歴史の中で積み上げてきた知識の集積物。さまざまな条約や、各貴族の歴史。国土の成り立ちや、各地の収穫物などなど……。


帝国の運営に必要そうなさまざまな情報が、そこには集まっていた。


かつて、宰相府が火事で燃え落ちた際、ルードヴィッヒが身命を賭して運び出した、それは、帝国の宝ともいえる情報だった。


そんな本棚の一角に、少しだけ趣の異なる場所があった。右下の、一番低い場所にひっそりと作られた区画。そこには、ルードヴィッヒにとってかけがえのないものが収められている。


それは、手作りの本、ルードヴィッヒとその仲間が協力して作った教材だった。


女帝ミーアの子どもたちは、宰相ルードヴィッヒの教育を受けること。それは、例外のない決まり。


他ならぬ女帝ミーアが定めた絶対の掟だった。


最初、その話を持ちかけられた時、ルードヴィッヒは躊躇った。自らの師、賢者ガルヴと比べ、非才な身が、帝国の叡智の子どもたちに教えを施すなど、許されることだろうか……。


迷いは、けれど、一瞬だった。


それが女帝ミーアの求めならば、全身全霊をもって応えるのみ……という理由もちろんあったのだが、それ以前に〝彼女〟を、すでに教えていたからだ。


そうして、ルードヴィッヒは仲間の手を借りて、皇子や皇女、それぞれに合った教材を作成、本にして授業を行った。


その熱心さは、女帝ミーアをうらやましがらせるほどで……。


「わたくしの時より、ずいぶんと手ぬるいのではないかしら？　ずるいですわ」


などと、わけのわからぬことを言うミーアに、苦笑いしてしまったものだが……。


そうして、できた教材は全部で九冊。八人のミーアの子どもたちのためのものと……そして……。


ルードヴィッヒは、その中で一番古びた一冊を手に取った。


それは、紙の束を、ただ紐で綴じただけの、最も作りが粗いものだった。


ページを開けば、他の教材と同様に、最後のページまでしっかりと答えが書き込まれているのだが……。


「この最後の問題……答えが間違っているのだったな」


そして、その正しい答えを教えることは、まだできていない。思わず苦笑いを浮かべて、ルードヴィッヒは首を振った。


「ようやく、正す機会が得られるのか……。だが、それは、ずいぶんと先の話になりそうだな……」


その本を本棚に戻してから、ルードヴィッヒは部屋を後にする。


待ち望んでいた彼女を迎えるため。帝国の新たなる姫の誕生を祝福するために。







ディオン・アライア〜将軍と呼ばれること〜


帝都ルナティアの一角。皇女専属近衛隊プリンセスガードの詰め所。その建物の外には、小規模な練兵場が備え付けられている。


そこに、帝国最強の騎士、ディオン・アライアが佇んでいた。


両の手で握りしめた愛剣を、上段に構え、無造作に振り下ろす。


ざんっと音を立てて真っ二つになったのは、藁で作られた仮初の兵士だ。周囲に立てた藁人形を流れるように、斬って、斬って……。


その動きは、帝国最強の名に相応しく、鬼神のごとき荒々しさであったのだが……。けれど……彼のことをよく知る者が見れば、そこに違和感を抱かざるを得ないものだった。


最後の藁の人形を真っ二つにしてから剣を収め、それから、自嘲の笑みを浮かべる。


「感情任せ、力任せか。やれやれ……我ながら、欲求不満が溜まっているな、これは……」


「ディオン殿」


突然の声。視線を向ければ、練兵場に入ってくる者の姿が見えた。


「やあ、これはこれは、ルードヴィッヒ殿。溜まっていた仕事はもう終わったのかな？」


その問いかけに、ルードヴィッヒ・ヒューイットは、小さく肩をすくめた。


「まぁ、大体のところはね」


そう言いながら、彼は足元に落ちていた、哀れな藁の兵士を手に取り、その切り口に目をやった。


「しかし、鍛練を見させてもらったが、相変わらず見事な腕前だ」


「お褒めにあずかり光栄だが、この程度は皇女専属近衛隊プリンセスガードの連中でもできるだろう」


つまらなそうに言ってから、ディオンは片づけを始める。


「それに、鍛練などと言えるものではないよ、これは。ただの憂さ晴らしさ……」


そう口にして、改めてディオンは思う。


──なるほど、欲求不満というよりは……。がらにもなく、僕は怒っているみたいだ。


瞬間、藁の残骸を握った手が、ふと止まった。


「ところで、姫さんは、この落とし前をどうつけさせるつもりなんだろうね……」


ルードヴィッヒのほうを見ずに、ディオンは問いかける。


「落とし前、とは……？」


「おいおい、とぼけないでくれ。あの小さなお嬢さまのことだよ」


ベルという名の少女。ミーアが連れてきた正体不明の少女は、蛇の古城にて命を落とした。


戦場で命を落とすのはありふれたこと。いちいち気にしていては、体がもたない。されど、今、彼の心を占めているのは、明確なる怒りと、殺意だった。


「蛇の情報を聞き出すため、というのならば、それはいい。だが、聞き出したならば、生かしておく必要はないんじゃないかな？」


そっと腰の剣に触れる。けれど、ルードヴィッヒは黙ってそれを見てから、小さく首を振った。


「それを、ミーアさまはお望みにならないだろうな」


静かで、決して揺らぐことのない重たい声。剣を佩はいた自分に対峙して、なお小動こゆるぎもしないその胆力に、ディオンは苦笑いを浮かべる。


「なるほど。ルードヴィッヒ殿は、気迫のみで、この僕を足止めしようとするのか。その覚悟は大したものだが……。そうだな……」


一瞬、考えてから、ディオンは軽く目先を変えることにする。


「敵を生かしたまま、というのは、いいことばかりじゃないだろう？」


「というと……？」


「わかるだろう？　筋の通らない情けは兵の士気にかかわる。怒るべき時……例えば、仲間が討たれた時とかだが……そういう時にはしっかり怒りを見せなければ、兵はついてこないだろう？」


「なるほど……。そうした側面は確かにあるだろうが……それでもなお、生かしておくべきだとミーアさまは考えられたのだろう。それに、どちらかというと、ディオン殿は、無理に理屈をつけているように見えるな。その剣を連中に振り下ろすために、と……」


鋭い指摘に、お手上げ、とばかりに、ディオンは肩をすくめる。


「ダメか……。理屈で言ってやったほうが君は納得しやすいんじゃないかと思ったんだが……。それに、丸腰のくせに、僕を前にしても一歩も引こうとしない君に敬意を表したくってね……」


ストレートな物言いに、ルードヴィッヒは苦笑いで答えた。それから、眼鏡の位置を静かに直して……。


「まぁ、実際のところ、個人的な感情で言うのならば、俺も、そこらの酒瓶で頭をかち割ってやりたいところだが……」


冷たく、鋭い声で言って、でも、その雰囲気もすぐに霧散する。


「あいにくと、すでに我らは個人の感情で動ける身分ではないだろう」


「おいおい、忘れてるんじゃないかな。僕は別に、なにがあっても姫さんの味方というわけではないんだ。もしも、納得のいかないことを姫さんがしたなら、その時は容赦なく袂たもとを分かつよ」


「だが、今回はそうはしない……。違うかな？」


痛いところを突かれたな、と、ディオンは小さくため息を吐く。それを肯定と見て取ったか、ルードヴィッヒは静かに言葉を続ける。


「ミーア姫殿下が示してきた道は、今のところ非の打ち所がない。一つや二つの失点がついたところで、それは揺るがない。そうではないかな？　それに、ミーアさまは、言っておられた。ここで、蛇の巫女姫たちを殺すことは、ベルさまのためにならない。そんなことをしたら、ベルさまが悲し……」


「その手の戯言は、好きじゃない」


斬りつけるように、言葉を遮り、ディオンは言った。


「君の言葉、前半はそのとおりだ。あの姫さんは大したものだよ。しかし、後半はずいぶん陳腐ちんぷだ。死んだ者は戻ってはこないよ。二度と会うこともない。だから、下手人たちを生かしておくのが、あの子のためになる、なんてのは体のいい綺麗事で戯言だ」


戦場で、部下の死に接したことのあるディオンだからこそ、その気持ちは強い。


死は不可逆で、どうすることもできないこと。それゆえ、許せない敵というのは生まれるのだ。


対して、ルードヴィッヒの声はあくまでも静かだった。


「そうかな……」


「違うとでも言うつもりかい？　まさか、死んだ人間が生き返るとでも……？　やれやれ、君はもう少し合理的な人間だと思っていたんだけどね」


ディオンは、わざとらしく眉を上げてみせてから、


「それとも、死体が光って消えたとか、物珍しい光景を見たから奇跡を信じてみる気になった……とか、そんなんじゃないだろうね？」


「無論、それもある。が、それよりも大事なのは、ミーアさまが、そうおっしゃっているということだ」


「姫さんの言うことならば、疑わずに信じる、と……？」


「無論、疑いはするさ。思考停止に陥らないように注意はしているつもりだ。けれど、考えても答えが出ないことについては、信じるか、信じないかの二択しかないものだろう。だから、俺はミーアさまを信じ、それを前提にして思考するようにしているのさ」


それから、ルードヴィッヒは悪戯っぽい笑みを浮かべて、


「それにな、ディオン殿。これは老婆心ろうばしんながら言うのだが、ミーアさまの……帝国の叡智の言葉を表面だけ追うようなことはやめたほうがいい。あの方のお言葉には、計り知れない深みがあるよ」


「なるほど。まぁ、いいさ。そういうことなら、今回はルードヴィッヒ殿の言葉を信じてみることにしようか。それに〝姫さんの言葉の深み〟とやらにも興味があるしね。はたして、今回のことに、どのような意味があるのか……。じっくり見極めさせてもらうさ。姫さんの剣として、ね」


そう言った時だった。ふいに……。


『さすがは、ディオン将軍です』


どこかで〝彼女〟の声が聞こえた気がして……思わず苦笑いを浮かべるディオンだった。


──もしも、本当にもう一度会えたら、僕は将軍じゃないと、また訂正しなければならないのかな……。






それは、遠き未来の日。


いずれ来ると約束されていた、喜ばしき祝福の日。


ディオンが〝将軍〟と呼ばれるようになって久しい、そんなある日の出来事。






その日、黒月省では、定例の軍事会議が行われていた。


「では、今年のミーア陛下の生誕祭にも、聖女ラフィーナさまがおいでになられるのですか……？」


会議に初めて参加する、若き武官の言葉に、ベテランの武官が笑って答える。


「それだけではないぞ。サンクランドのシオン陛下をはじめとした、周辺諸国の有力者が一堂に会するのだ。帝国にとってというより、大陸全土にとっての一大行事と言っても過言ではない」


その物言いに、思わず苦笑しつつ、ディオンはつぶやく。


「やれやれ、いつもどおりのこととはいえ、相変わらず、姫さんの人望は衰えを知らないな」


「は？　なにかおっしゃいましたか？　ディオン将軍」


「いや、なんでも。陛下の威光のまばゆさを実感していただけのこと」


おどけて言うと、クスクス、笑い声。そこにいたのは、スッと背筋の伸びた女性。黒月省長官、ルヴィ・エトワ・レッドムーンだった。


「それで、ええと……警備に関しては、近衛隊と女帝専属近衛隊エンプレスガードを中心にするということで、間違いないかな？」


ディオンの問いかけに、ルヴィは上品な笑みを浮かべて応える。


「そうですね。しかし、現場からいくつか課題があがってきていましたから、今日はそのことを話しあいたいと思っています。ただ、今日はめでたき日ですから、あまり長引かせずに終わらせましょう」


──めでたい日……そういえば、妻がなにか騒いでいたような気がするが……さて、なんの日だっただろう……？


ふと物思いに沈みかけた時だった。


「将軍？　あの、ディオン将軍？」


不意に聞こえてきた声。いまいち慣れないその呼び名……。その刹那、唐突に脳裏に甦る光景があった。


「ああ……。そうか」


「あの、なにか……？」


不思議そうに首を傾げるのは、若い武官。そんな彼に、なんでもない、と首を振り、ディオンは言った。


「いや、なに……。ただ、思ったのさ。もう、その呼び方が間違いだと指摘できなくなってしまったんだなぁ……とね」


「え……と？」


きょとんとする若者に構わず、ディオンは笑った。


その笑みは、彼にしては珍しく、とても朗らかなものだった。







エリス・リトシュタイン〜受け継がれる皇女伝〜


『皇女ミーアの放蕩ほうとう祭り……。それは、帝国史に残る盛大な祭典だった。


帝国の全臣民が、親愛なるミーア姫殿下の誕生日を祝うために、みな仕事を投げ出し、集い、祭りの行列に参加する。それは、さながら……』


っと、そこまで書いて、少女、エリス・リトシュタインは小さく唸り声をあげる。


「ううん……ちょっといまいちかな……。もう少し美しい、壮大な表現で書かないと、あの時のお祭りの熱が伝わらないかも。それにミーアさまの魅力も、まだまだ伝えることができてない……」


自らの文章を読み直しながら、エリスは、小さくため息を吐いた。


「それにしても、楽しかったなぁ、去年……」


帝都を、否、帝国全土を覆ったあの熱が、今でも忘れられなかった。


町行く人々の顔に浮かんだ笑顔、笑顔、笑顔。


仲がいい人、悪い人、みなで肩を組み合い、満面の笑みで美味しい食事を共に食べる。


どれだけ仲互いしていても、この日は特別だ。すべてを忘れて、一緒に美味しいものを食べる。それはとても楽しい時間だった。


笑顔に溢れる楽しい日を思い出し、エリスは小さく笑みを浮かべる。


「今年はどんなお祭りになるのかな……」


去年のものには及ばないかもしれないけれど、それでもきっと、楽しい時間になるだろう。


ミーアがいる限り、きっとそれは変わらないだろう、と、そんな確信がエリスの中にあった。


それに、エリスが楽しみにしていることは、もう一つあった。それは……。


「また、来てくれるかな……」


ミーア誕生祭の少し前のこと。ミーアと共に帝都にやってきた、ベルという少女と過ごした日々も、エリスにとっては大切な思い出になっていた。


「楽しかったな。いろいろお話しして……」


ベルは、とても聞き上手で、エリスの考えた物語のことも、ニコニコ嬉しそうに聞いてくれていた。


それに、ミーアのこともよく知っていて、いろいろと教えてくれたのだ。


惜しげもなく披露されるミーアの偉業に、エリスは、時に驚き、時に興奮し、これは絶対に後世に残すべき事柄だ、と書き留めておいた。


現在は、それを一冊の本にして世に出せないかと画策しているところなのだが……。


「まだまだ、ミーアさまのお話を聞きたいし、いろいろアイデアのことも聞いてもらいたいな。今年も来てくれるといいのだけど……」


そんなふうに楽しみにしていたのだ。


でも……、残念ながら、帰ってきた姉は、一人きりだった。


──今年は、ベルさん、こないのか。


ちょっぴり落胆しつつ、姉に尋ねると……


「うん……ベルさまは、今年は来られないと思う」


アンヌは、そっと目を逸らして言った。


「そうなんだ。ちょっと残念……。でも、仕方ないね。また、来年があるし、別にうちに来るのは冬じゃなくっても……」


「あのね、エリス……」


その時だった。アンヌは、とても真面目な顔でエリスを見つめてから言った。


「ベルさまは、遠い場所に行ってしまったの。だから、会えないの」


「え……？」


その言葉に、エリスは、なにか不吉なものを感じた。


遠い場所に行ってしまったから、もう会えない……。その言い方では、まるで……。


──死んじゃったみたい……。


そう思った時、なぜだろう、胸がすごく苦しくなった。


彼女と過ごした時間は、そう長くはなくって。たくさんお話はしたけど、お友だちと言えるほどの絆は、たぶん育むことはできていなくって……。


だけど……。


──なんだろう、悲しいとか、寂しいとか……それだけじゃない気がする。まるで、大切な人から預けられていた宝物が壊れてしまったような……。すごくすごく大切なものを失ってしまったような……。


気づけば、ギュッと自らの服の裾を握りしめていた。


「お姉ちゃん、それって……」


すがるように、姉の顔を見る。っと、


「大丈夫……」


アンヌは、優しい笑みを浮かべて言った。


「大丈夫だから。だいぶ先のことになるとは思うけど、必ず会えるってミーアさまがおっしゃっていたから」


「ミーアさまが……？」


帝国の叡智にして、アンヌの家族の恩人、ミーアの言葉は信じるに値する言葉。


ゆえに、エリスは小さく安堵の息を吐く。


「そう……なんだ。ミーアさまが、そうおっしゃっているなら……」


まるで自分に言い聞かせるように、何度もつぶやき、頷いてから……エリスは言った。


「それなら、今度、会う時のためにたくさんお話を書いておかないとね……」


自分の話を好きだ、と言ってくれた〝彼女〟に、とびきり面白いお話を読んでもらうために……。


「頑張って書かないと……」


そうして、エリスは執筆に邁進まいしんするのだった。






それは、遠き未来の日。


いずれ来ると約束されていた、喜ばしき祝福の日。


帝国の冬の恒例行事、ミーアの誕生祭を幾度も越えた先にある日。






その日、エリスは、白月宮殿の大図書館にいた。


手がけている『貧しい王子と黄金の竜～死の砂漠を越えて～』の原稿に必要な資料を集めにきていたのだ。


「砂漠ってどんなところなんだろう……行ってみたいな……」


そうして、エリスはそっと目を閉じる。


まぶたの裏に浮かぶのは、一面の砂の海。見渡す限りなにもなく、ただただ、白い砂と、青い空から照り付ける太陽のみが存在する世界。


そこを、砂漠の民の服に身を包んだ王子と、大きな竜が進んでいく。






『本当に、この先に町なんかあるのかい？』


『前に来た時にはあったぞ。百年ちょっと前のことだが……』


すまし顔で言う竜に王子は……。






っと、物語の世界に心を飛ばしていたエリスを……。


「ああ、エリス。ここにいたのね」


現実へと引き戻す声が聞こえた。


目を開けると、姉、アンヌが歩み寄ってくるのが見えた。


普段より、少しだけ落ち着きがない感じがする。


メイド長として女帝ミーアに仕える姉にしては珍しく、パタパタと音を立て、やや乱れた歩調で近づいてくる。


「アンヌ姉さん、どうかしたの？」


「そろそろだから、呼びに来たのよ」


「え？　もうそんな時間……？」


っと瞳を瞬かせるエリスに、アンヌは無言で廊下のほうを示した。


いつの間にやら、廊下に差し込む陽の光は、赤い夕陽へと変わっていた。


「お仕事、はかどったみたいね」


「えへへ……うん。まぁ……」


エリスは、ううんっと伸びをしながら立ち上がる。


それから、資料として使っていた本を、元の棚に戻していく。


そうして、机の上には書きかけの原稿と一冊の本だけが残った。


「あら、その本は戻さなくってもいいの？」


「ああ、うん。これは大丈夫」


そう言って、エリスはその本を胸に抱いた。


それは、ただ一冊、〝彼女〟のために書かれた本。途中まで書いて、残りはまだ白紙の、少し変わった本だった。


アンヌについて廊下を歩きながら、エリスはふと考える。


「読んでもらうのは、もう少し先になるかな……それに、完成するのは、もっともっと先のことになるかも……。なにしろ、まだ生まれていないのだから……」


それから、くすり、と小さく笑い、その本の表紙を撫でる。


そこには、こんな文字が書かれていた。


『ミーアベル皇女伝　～時超えし姫の記録～』と。


それは、女帝ミーアの命により、エリスが書き始めた一冊の記録だった。


「うふふ、ミーアさまも意外と親馬鹿……ううん。この場合はお祖母ちゃん馬鹿、っていうのかな？　まさか、お孫さんの皇女伝を書けとおっしゃるなんて……」


そんなふうに、ちょっぴり微笑ましい気持ちになっているエリスは、知らない。


「ふふふ、ベルも……やられてみれば、わかるはずですわ……。皇女伝を書かれると、どんな気持ちになるのか……。そうですわね。わたくしのと同じように、ちょっとぐらい、盛ってもいいんじゃないかしら？　例えば、生まれた時からキラキラ輝いていた、とか……」


なぁんて、エリスの見ていないところで、ミーアがちょっぴり黒い笑みを浮かべていたことなど、エリスは知る由もないのだ。


そうして、ミーアが「生まれた時から、輝くように可愛かったとか、書いてもよろしいですのよ？」みたいなことを遠回しに言った結果、女帝伝のほうが、さらに誇張されてしまったりするのだが……。


まぁ、それはともかく。


かくて、ミーアベル皇女伝の記述は、再び、その日から動き出したのだ。


皇女ミーアベルが誕生したその日から。







ラーニャ・タフリーフ・ペルージャン〜帝国の叡智の誤算〜


その年の夏は、ラーニャ・タフリーフ・ペルージャンにとって、特別な夏だった。


ティアムーン帝国皇女、ミーア・ルーナ・ティアムーンがペルージャン農業国を訪れた夏。


黄金の坂を、二人連れだって上った夏。


収穫感謝の演舞を、みなで踊った夏。


後に、ペルージャンの夜明けと呼ばれることになる……国にとっても一大転機となる夏。


そんな印象深く、喜ばしい夏を終え、セントノエル学園に戻ってきたラーニャは、ちょっぴり意気消沈していた。


すぐにでも会いたいと思っていた友人、ミーアの姿がなかったからだ。


どうやら、ペルージャンを訪れて後、サンクランド、騎馬王国を歴訪し、その旅が長引いているのだという。


「きっとまた、いろいろな人たちと関係を結んでくるんだろうなぁ……」


ペルージャンでしたように……セントノエルでしたように……。


きっとミーアは次々に仲間を増やしていく。その、楽しい旅路に想いを馳せて、思わずうらやましいと思ってしまうラーニャであったのだが……。


ほどなくして、セントノエルに戻ってきたミーアを見て、ラーニャは首を傾げることになった。


ミーアが、どことなく元気がないように見えたからだ。


そういえば、昨年の秋ごろも元気がなかったなぁ、と思い出したラーニャは、とりあえず、新作のお菓子、ペルージャンマロンの砂糖漬けをもって、ミーアの部屋を訪れた。


「お帰りなさい。ミーアさま」


「ああ、ラーニャさん。ご機嫌よう」


挨拶をする顔には、どこか元気がない。


とりあえず、とお菓子を渡すも……。


「まぁ、とても美味しそうですわね……。それでは、早速、いただきますわね」


と言って、実際に美味しい、美味しい、と食べてくれたものの……。普段とは違い、おかわりしようとしなかった。


そうして、一通りお茶とお菓子を食して、ほふぅ、っと細いため息を吐く。


明らかに様子がおかしかった。


気まずい沈黙を嫌ったラーニャは、部屋の中を見回す。


「ところで、ベルさんは、一緒に帰ってこなかったんですね」


見れば、ミーアとアンヌのベッドは使った形跡が見られるが、一番端のベルのベッドは、しばらく使っていないように見えた。


いつもはそこに寝ているであろう、あの少女の顔を思い出して、ラーニャは思わず笑みを浮かべる。


「よろしければ、また、収穫感謝祭に遊びにきてくださいね。もちろん、ベルさんも一緒に、みなさんで……」


あの日の楽しい記憶は、ラーニャの中に、特別なものとして刻まれていた。


願わくば、ミーアたちも同じ気持ちでいてくれたらいいな、と思っていたラーニャだったが……。ミーアは、その言葉を聞いて、わずかばかり悲しげな顔をして。


「ああ……。うん。そうですわね。もちろん、行かせていただきますわ。ペルージャンは……大切な国ですし、美味しいものがたくさんありますものね……でも」


っと、そこで、どこか遠くを見るように、すっと瞳を細めて……。


「ベルは……来年は、難しいかもしれませんわね。あの子は、遠くへ行ってしまいましたから……」


「え……？」


ミーアの声、表情、そして、側仕えのアンヌの様子から、ラーニャは、ただならぬものを感じ取る。


あの少女、ベルがこの場にいないのはなぜか？


いつでもミーアたちと行動を共にしていたのに……どうして、彼女だけがここに帰ってきていないのか……。


──まさか……。


ありえない、と思った。


ミーアがそんな失敗を犯すはずもなし。だから、彼女が、ベルが……どこか遠くへ行ってしまうなんて……死んでしまうなんてことは、ありえないと、そう思って……でも。


ミーアの顔を改めて見つめる。ミーアは、寂しげに笑っていた。


「ですけど、感謝祭にはぜひまた行きたいですわね。あれは、とても楽しかったですもの……。ふふふ、今年の夏は、とても楽しかったですわね……みんなで踊って。うん、とっても楽しかった……」


そのつぶやきを聞いた時、漠然とだが……ラーニャは察したのだ。


目の前の友人が、かけがえのない人を、永遠に失ってしまったのだと……。


そう思いかけて……。


「だから、そうですわね。ずっとずっと先のことになってしまうと思いますけれど、またあの子を連れてペルージャンに行く。約束いたしますわ」


「ずっと先……ですか？」


意味がわからず首を傾げるラーニャに、ミーアは、


「そうですわね……。わたくしたちがおばあちゃんになるぐらい、かしら？」


悪戯を企む子どものような笑みを浮かべるのだった。










それは、遠き未来の日。


いずれ来ると約束されていた、喜ばしき祝福の日。


甘いケーキとお菓子がピッタリ合う日だった。






その日、ペルージャン農業国の王女、ラーニャ・タフリーフ・ペルージャンは、一路、帝都ルナティアへの道を急いでいた。


揺れる馬車の中から、のんびりと、帝国の様子を眺める。


「変わりませんね、帝国は。いえ、ミーアさまの治世になって以来、ますます栄えている気がする」


友人の治める国の発展が嬉しいのか、ラーニャは柔らかな笑みを浮かべる。それは、学生時代、ミーアと出会う前の彼女からは、考えられないほどに優しい笑みだった。


「あの、ラーニャ殿下、本当にお祝いの品は、こんなものでよろしかったのでしょうか？」


馬車に同乗していた年若い侍女が、眉をひそめて、後ろに続く馬車へと視線を送る。


「あら、だめよ？　せっかくのお祝いの品を、こんなもの、だなんて言っては……」


そう言って、ラーニャも後続の馬車に目を移す。その馬車の荷台にはペルージャンで取れた果実や、加工を施した蜂蜜漬けなど、極上スイーツが積載されているのだ。


それもこれも、すべては、お祝いのため。


帝国の新しい姫、女帝ミーアの孫娘の誕生をお祝いするためのものなのだ。


ティアムーン帝国の女帝の孫娘が生まれたのだから、属国ペルージャンの王族はお祝いのために詣もうでるのが当たり前……などという不条理がまかり通っていたのも今は昔。


ゆえに、姫とはいっても、第三王女の第一子の誕生を祝うために、わざわざ多忙なラーニャが行く必要は、それほどない。けれど、ラーニャは純粋に、そして心から、その姫の誕生を祝うために、ティアムーンに向かっているのだ。


なぜならば、生まれてくる〝彼女〟とペルージャンとは、いささかの縁があったためだ。


あの日……夜明けを象徴するような、異国の姫との演舞は、ペルージャンの人々に今でも語り継がれている。


そして、帝国の姫とペルージャンの姫の演舞に加え、その後ろで楽しげに踊っていた、もう一人の少女がいた。


その正体を、あの時のラーニャは知らなかったけれど……。


「というか、未だになかなか信じられないけど……」


思わず、苦笑いを浮かべてしまう。


いったい、誰がすんなりと信じることができるというのだろう？　あの時、ミーアとともに演舞をしたのが、ミーア自身の孫娘であったなどと。


「でも……さすがのミーアさまも、あの時は想像もしていなかったんだろうな。あの後で、どんなことが起きるのかなんて……」


ベルが消えてしまった世界……その後に起きた想定外の出来事の数々。


それは、ミーア自身でさえ困惑し、唖然としてしまうほどとんでもない……そして、とてもとても、幸せな出来事だったのだ。


「うふふ、楽しかったな……」


思い出し、我知らず微笑みを浮かべるラーニャ。


「あの、ラーニャさま？」


不思議そうに首を傾げる侍女に、首を振って答えてから……。


「そういえば、あの件に関しては、珍しくミーアさまの未来予知が外れたんだっけ……」


ラーニャは、ふと、遠くを見つめた。


ミーアと、その孫娘ベルがペルージャンにやってくる時期は……ミーアの予想よりもずっと早くなるのだが……。


「うふふ、楽しみだなぁ」


そうして、ラーニャは笑うのだった。


まだ見ぬ〝彼女〟との再会を、思い浮かべながら……。







    
  
  




一つ月　十五日






今日から、日記帳を再開いたしますわ。


あの子が消えてから、いろいろなことがありましたけれど、わたくしたちは、これからも頑張っていかなければならないのですもの。


この日記帳は再会の日まで書き続けるつもりですわ。一日も欠かすことなく書き続けて、それであの子に言ってやりますの。


こんな風に、毎日日記をつけるんだぞ、って。






一つ月　十六日






今日は、高等算術の授業が大変だった。アンヌと二人で、頭を突き合わせて、課題を終わらせましたけど。甘いケーキが恋しくなりましたわ。


ということで、午後からは街に出て、スイーツ店巡りをしましたわ。


久しぶりに食べたシュークリームの味が、胸にしみましたわ。☆五つ






一つ月　十七日






今日は特に書き残すようなこともないのですけど……。なにも書かないのもどうかと思いますし、今日の献立でも書いておこうかしら。


今日は、黄月トマトのシチューだった。帝都の料理長より、やや、煮込みが甘い感じ。その分、酸味が強いけれど、これはこれで、悪くない。☆三つ






一つ月　十八日






今日の夕食は、ポテトをすりつぶして、丸めて、油で揚げたものだった。


口に入れるとさっくり、ほろほろと崩れて、とっても美味。


そのままでも美味しいけれど、果実ベースのソースをつけると、油が酸味で洗い流されて、後味も爽やかになる。


味の組み立てが絶妙。素晴らしい。☆四つ






一つ月　十九日






おかしい。なぜか、また食事記録みたいになっておりますわ。これではわたくしが、食いしん坊みたいではありませんの。


書くことがなにもなかった日は仕方ないにしても、全部、食事レポートになってしまったら、ベルには見せられませんし。やはり、きちんと日記の体裁を取っておかなければなりませんわ。


でも、とりあえず、今日は書くことがありませんから、とりあえず、お食事のことを書いておくとして……。






一つ月　二十二日






気付けば三日たっておりましたわ。なんだか、最近、時間の経ち方が早い感じがしますわ。


それはさておき、今日はラフィーナさまにお呼ばれしてお茶会をしましたわ。


ラーニャさんや、ティオーナさんも一緒で、とても賑やかな会になりましたわ。それに、リーナさんも……ほんの少しですけれど、顔を出してくれて。


この調子で、回復してくれればいいのですけど……。


ちなみに、お茶菓子は、フワフワのクリームがたっぷり乗ったケーキでしたわ。甘くて、口の中でとろけて、最高。アクセントに乗せられたストロベリーの酸味もとても素敵で素晴らしい一品。


☆五つ以上！






……しかし、よくよく考えると、再会するまでって、何年先になるのかしら？


それまで書き続けるのは、さすがに大変かもしれませんわ。続けるのは続けるにしても、一日も欠かさずというのは……。一日、二日程度ならば、書くのをサボってもいいかもしれませんわ。そう、続けるためには、少しぐらい肩の力を抜いてやらなければなりませんわね。






二つ月　十日






妙ですわ。日付が飛んでおりますわね。わたくし、昨日まできっちりと書いたはずなのに、なぜ、このようなことに……。さては、この日記帳、あの血染めの日記帳みたいに、勝手に記述が消えたり増えたりする、魔法の日記帳なのではないかしら？


それにしても、毎日、日記を書き続けるのは、やっぱり、なかなかに大変なことですわ。


ああ、早く、ベルとの再会の日が来ないものかしら……？　本当に……。









あとがき～Ｆｉｎの文字を蹴っ飛ばし……～






読者のみなさま、お久しぶりです。餅月です。お変わりはございませんか？


小学生の頃、テレビゲームの紹介をする番組が好きでよく見ていました。


ある日、紹介されていたゲームに私は衝撃を受けました。なんのタイトルかは忘れてしまいましたが、エンドロールが終わり、Ｆｉｎの文字が出てきて……けれど、あろうことか、そのＦｉｎをキャラが蹴っ飛ばしてしまい、まだ、ゲームが終わらないことがプレイヤーに明かされるのです。


今ではありふれた演出かもしれませんが、当時の私にとっては衝撃的で、心躍る演出でした。


楽しんでいたゲームをクリアしてしまう……これで、楽しい時間も終わりかぁ……、と寂しさに浸ったまさにその瞬間に、まだ終わらないよ！　とキャラたちが教えてくれるのです。


実に心憎い演出だと思います……ということで、そんなティアムーン帝国第十一巻でした。終わりを迎えそうなところだったのですが、ミーアが軽やかにＦｉｎを蹴っ飛ばし、お話はもう少しだけ続きそうです。


それはさておき、なんとアニメ化が決まりました。舞台化、ＣＤドラマ化に続き、ずいぶん遠くまで来てしまった感じがします。これもひとえに、応援してくださる読者のみなさまのおかげです。本当にありがとうございます！






ミーア「はて……？　アニメ化というのは、なんですの？」


ルードヴィッヒ「ああ、ええと、アニメ化というのは、簡単に言うと、かくしかじが……」


ミーア「ほう……。なんだか、よくわかりませんけれど……でも、聡明なわたくしが動き回るのはさぞや可憐で、愛らしいことでしょうし……。ふふふ、楽しみですわ」


ルードヴィッヒ「なんでも、聴くところによると、断頭台に手足が生えて、走り回ったりもするらしいですね。どういうことなのか、興味が湧きます」


ミーア「なっ！　なんですの、それは！　ホラー映画かなにかなんですの？　そっ、そんな恐ろしいものに、わたくしが出演するとか、ありえませんわ」


ルードヴィッヒ「ホラー映画は、ご存知なのですね……」






ここからは謝辞です。


Ｇｉｌｓｅさん、素敵なイラストありがとうございます。今回は特に表紙が素晴らしいですね。口絵の疾走感も素晴らしい。


担当のＦさん、お世話になっております。引き続き、もろもろよろしくお願いいたします。


家族へ。いつもお世話になっております。サポートを感謝いたします。


この本を手に取ってくださったすべてのみなさま。ここまでお付き合いいただきありがとうございます。もう少しだけミーアの冒険は続きそうですが、応援していただけますと幸いです。










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


皇女ミーアベルの冒険！
～ドキドキ！　帝都探訪編～







ティアムーン帝国の女帝ミーア・ルーナ・ティアムーンの孫娘、皇女ミーアベルは、街歩きを趣味とする変わった姫君として知られている。


幼き日より彼女は、市井で暮らす人々に関心を持ち、その生活の場に事あるごとに足を運んでいたと言われている。


民に親しみ、慈しみの目で見るというその美徳は、祖母譲りの『叡智えいち』の一端と言えるかもしれない。


これは、そんな皇女ミーアベルの街歩きのお話しである。






白月宮殿の一室にて。一人の少女が机に向かい、生真面目な表情で勉強していた。年の頃は、十に手が届くかどうかといったところか。


教科書を片手に、うむむ、っと眉間に皺を寄せ……。真面目に勉強している……ふりをする。


その目が……チラリ、と部屋のドアのほうに向いた。首の角度がちょっぴーりと変わり……耳が廊下のほうに近づく。


廊下から……特に音は聞こえない。


少女は、こっそり立ち上がると、足音を殺してドアのほうへ。


大胆に耳をくっつけて確認。音は……聞こえない！


そこからの動きは、実に素早かった。


少女は、おもむろに豪奢ごうしゃなドレスを脱ぎ捨てると、すぐさま、ズボンとシャツに着替える。それは、森を歩く時のために用意した、簡素な服。見る人が見れば、上等な服だと気付くものの、一見すると、平民の服に見える代物で……。


それから、少女は、帽子を被り、満足げに頷く。


「ふっふっふ、完璧な変装です」


少女……こと、ティアムーン帝国皇女、ミーアベル・ルーナ・ティアムーン、通称ベルは、今まさに、部屋を脱出しようとしていたのだ。


彼女の教育係である宰相ルードヴィッヒ・ヒューイットは多忙な人だった。


だから、時折、お勉強の最中に、部下から相談を受けて、席を外すことがあったのだ。


それを知っていたベルは、その隙にこっそりとドアを開け……るような真似はしない。そんなわかりやすいルートで逃亡するほど、ベルは素人ではない。


きちんと、この白月宮殿に存在する隠し通路のことを、把握しているのだ。


「ええと……この衣装箪笥だんすの奥に……」


などと、鼻歌混じりに奥へ、奥へ。分厚いコートを脇に寄せ、突き当りの壁の床近く……。子どもが四つん這いにならなければ通れないほどの穴に頭から突っ込む！


そこは、壁と壁との間の空間だった。


白月宮殿が何度か改修工事をした際に生じた、想定外の隠し通路である。


そんな壁の裏側を通って、廊下の一角に辿り着いたベルは、ウキウキとスキップしつつ、白月宮殿から抜け出そうと……。


「ベル姫殿下、どちらへ行かれるのですか？」


突然、後ろから声をかけられて、ベルはびっくーん！　と跳びあがる。それから、ぎくしゃくと振り返り……思わず、体の力を抜いた。


そこに立っていたのは、顔見知りの衛兵の姿だったからだ。


「ああ、オイゲンさんか。びっくりしたぁ……」


声をかけてきた老齢の男、オイゲンは、女帝ミーアの若い時から近衛を務める、熟練の兵である。


最近は、微妙に目が悪くなってきたのか、その顔には簡易な眼鏡がかけられていた。


女帝専属近衛隊エンプレスガードの第一線を退いてからも、ミーアの家族の護衛を任されている、女帝の信頼厚き、忠義の近衛兵である。当然、ベルとも顔見知り。いや、理由はわからないが、それ以上の親しみやすさを、ベルはこの老兵に感じていた。


「実は、少しお城の外へ……」


などと言うベルに、オイゲンは、しかつめらしい顔で首を振る。


「いけません。ベルさま……そのように勝手に外に出られては……。あなたさまは、この帝国の姫なのですから。そのご自覚をしっかりと持って……」


その言葉を受けたベルは、神妙な表情で頷き、


「もちろん、わかっています。帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンの血を継ぐ姫として、ただ遊びに行くわけではありません。ミーアお祖母さまは言っておられました。民の生活をしっかりと見ておくように、と。ですから、こうして街に出て、民の生活を直接目にしたいと思ったのです」


キリリッと、生真面目に見える顔を作ってから、一転、ベルはドヤァッと勝ち誇った顔をして……。


「……ということで、帝都のいろいろな、お祖母さま由来のところを見て回りたいと思っています！」


などと胸を張った。偉大なる祖母ミーアの威を借る孫娘である。いったい、誰に似たのだろうか……？


その様子を見て、困り顔をするオイゲン。けれど、


「なるほど。確かに、それも必要なことかもしれません」


穏やかな、それでいて威厳に満ちた声が、ベルの正しさを認めた。そちらに視線を向ければ、同じく老齢の……眼鏡の男が立っていた。


「これは、宰相閣下……。なぜ、ここに……？」


「いや、なに、勉強の途中で、生徒に逃げられてしまいましてね……」


苦笑いを浮かべて、宰相ルードヴィッヒはベルのほうに目を向けた。


視線を受けて、びっくーんっと跳びあがるベルだったが……。


「ただまぁ、確かに、街に出て市井の者たちの話を聞くのも大切な仕事と言えるし……。幸い、帝都の治安は安定しているから、護衛を四、五人手配すれば問題ないか」


腕組みしつつ、そんなことを言い出すルードヴィッヒ。もしもミーアが聞いていたら「ベルにだけ甘いっ！」などと不満を口にしたかもしれないが……。


「ルードヴィッヒ殿……ですが……」


なにか言いたげなオイゲンに、ルードヴィッヒは懐かしそうに目を細めた。


「昔を思い出さないか？　オイゲン殿……」


「は……？　昔、ですか……？」


「そう。未だ、ミーア陛下が皇女であらせられた時代、突然、新月地区に行こうとおっしゃられた時があった……。あの時にも、あなたに協力をお願いしたのではなかったかな」


そう言われ、オイゲンの顔にもまた、穏やかな笑みが浮かぶ。


「ああ……ええ……。ええ、覚えています。忘れるはずなどありません。あの時は、私と、数人の近衛だけを護衛に……ああ。懐かしい……」


男たちの話に、ベルも目を輝かせる。


「新月地区！　ミーアお祖母さまの熱狂的な支持者が多く集う地域ですね！　ミーアお祖母さまが建てた病院があるという……。あ、それに、聖ミーア学園と提携している孤児院もあるんじゃなかったでしょうか？」


得意顔で、なけなしの知識をひけらかすベルに、ルードヴィッヒは深々と頷きながら続ける。


「ええ。まさにそのきっかけとなる出来事に、我々は立ち会ったのです」


そうして、ルードヴィッヒは眼鏡をクイッと押し上げて……。


「そうですね。せっかくの機会ですし、今日のお勉強は実地で、ミーア陛下の功績を学ぶということにしましょうか……」


そうして、ルードヴィッヒの手配で、急遽、ベルの帝都探訪が決まった。






「やれやれ……宰相閣下も、もう少し早めに言っておいてくださると助かるんですけど……」


そう不満顔なのは、ベルの乳母兼養育係のリンシャだった。お洒落な眼鏡をクイッと押し上げながら、深々とため息を吐く。


護衛の兵の手配とは別に、念のために、と声をかけたルードヴィッヒだったが……。プリプリと怒る彼女に、思わず苦笑いだ。


──思えば、彼女ともそれなりに長い付き合いになったものだ……。


そんな感慨にふけりつつ、ルードヴィッヒはそっと頭を下げた。


「面目ない。だが、一つ言い訳させてもらうなら、ベルさまもミーアさま譲りの頑固さを持った方ゆえに……」


「まぁ、それは否定できませんけど……」


微妙に歯切れが悪くなるリンシャである。おそらく、彼女自身、何度かベルに押し切られたことがあったのではないだろうか。


っと、そんな二人のやり取りをまるっきり気にした様子もなく、ベルが歓声を上げた。


「うふふ、やっぱり、新月地区は賑やかでとっても楽しいです」


ニコニコ笑いながら、スキップするベル。それを見て、リンシャも、やれやれ、と笑みを浮かべてしまう。基本的にベルに甘い大人たちである。


帝都ルナティア随一の繁華街、新月地区は、今日も活気に満ち溢れていた。


道行く人々の顔は生き生きしているし、声をかけてくる商人たちの顔も明るい。


「さすがは、ミーアお祖母さま肝いりの経済特区ですね。うふふ、歩いてるだけで、楽しくなってきてしまいますね。あっ！」


っと、そこで、ベルが歓声を上げた。そのまま、走っていこうとするベルを、リンシャが急いで捕まえる。それから、その視線を追って、ベルがなにに誘惑されたのかを判断する。


「ああ、ミーア焼き、ですか……」


道の脇に、商人が露店を出していた。売り物は、ドレスを着た姫の形をした焼き菓子だ。


ミーア焼きと呼ばれるそれは、この新月地区の名物菓子だった。


リンシャは素早く露店に近づくと、ミーア焼きを一つ買って戻ってきた。


それを、ごく自然な態度で半分に割って、口に入れる。


いざという時のための、毒見だ。


なにしろ、こう見えてもベルは姫。それも、この帝国……否、大陸全土にまで影響を及ぼす、女帝ミーアの孫なのだ。万に一つも間違いがあってはならない。


口に入れ、異常がないかを確認してから、リンシャは残りの半分をベルに渡す。


ベルは慣れた仕草でそれを受け取り、ニコニコしながら、口に放り込んだ。


「うふふ、私、このミーア焼き、すごく好きなんです」


モグモグ、モゴモゴ、と口を動かしつつ、ご満悦のベル。リンシャは呆れた様子でため息一つ。


「そんな、口いっぱいにして……。はしたないですよ、ベルさま」


ごっくん、と喉を鳴らした後、ベルは嬉しそうな笑い声をあげる。


「うふふ、この食べ方が一番美味しいから、仕方ありません」


なぁんて、まるで気にした様子のないベルである。


「もう……後で、ミーア陛下に怒って……はいただけませんね」


「ああ。ミーア陛下は、きっと笑って許されるだろう……。というか、もしかしたら、ご自分でも試してみるかもしれない」


ルードヴィッヒはそう言ってから、露店のほうに目を向けた。その顔にかけた眼鏡が、日の光を受けてキラリと輝く。


「ミーア陛下は、とても器が大きい方だから、よほどのことがない限りは怒ったりなんかしないだろうな。そのミーア焼きだって、そうだろう？」


そう言われ、リンシャは手の中の焼き菓子に目を落とし。


「なるほど、確かに。これもなかなか不穏な名前のお菓子ですよね。ミーア焼きだなんて……。だけど、こういうのを許すのがミーア陛下らしいか」


「民の、少し無礼にも思える行いも、それが親愛によるものであれば文句なく受け入れる。結果、このミーア焼きは帝都の名物になった。ミーアさまの、器の大きさがあればこそ、だろう。市場の活況のためであれば、多少の無礼には目をつぶる。さすがはミーア陛下だ」


「それは、初めて新月地区に足を運ばれた時と変わられていないのかもしれませんね」


ルードヴィッヒの言葉に、オイゲンがしみじみと頷いてみせる。


「すごいなぁ、ミーアお祖母さま。尊敬されてるんだ」


感心した様子のベルは、笑いながらスキップしようとして……。


「きゃあっ！」


こてん、っと転んだ。


「ああ、ほら、ベルさま。そんなふうによそ見をするから……お怪我は？」


慌てて駆け寄るリンシャ。抱き起こされたベルは、苦笑いを浮かべる。


「えへへ。ちょっと、擦りむいてしまいました」


そうして立ち上がったベルの、その幼い膝小僧には……自己申告のとおり赤い血が滲んでいて……っ！


「たっ、大変だっ！」


それを見て悲鳴を上げたのは、護衛のオイゲンだった。血相を変えた彼は……、


「失礼いたします。ベルさま。足をなるべく動かさないように気をつけてください」


言うが早いか、ベルを抱え上げようとする。


「え？　え？　あ、大丈夫ですよ、オイゲンさん。そんなに慌てなくっても、ただ、転んで擦りむいただけだから……」


ベルは慌てた様子で言った。


基本的にベルは、あまりこうしたことに頓着とんちゃくしない性格なのだ。


外で走り回っていれば、転ぶこともあるし、ちょっとした擦り傷だってできる時はできる。そんな小さな怪我を恐れて、遊ぶ力をセーブしよう、などという気持ちは、ベルにはさらさらないのだ。


高貴な身分には相応しくない、まるで平民の子どものようなその感性は、ベルの生来せいらいのものだと思われていた。


「こんなの、ツバつけとけば治っちゃいますから！」


などと、実に姫らしくないことを言ったとか、言わなかったとか……そんな逸話がいくつも残っている。


けれど、周囲の者たちは、もちろん黙っているわけにもいかず……。


「擦りむいただけ、ではありません！　ああ、大変だ！　もしも姫殿下のおみ足に傷が残りでもしたら……」


などと慌てふためいているオイゲンに、ルードヴィッヒが苦笑いを浮かべた。


「オイゲン殿、それほど大きな怪我ではないですから、傷跡などは残らないと思います。それに、まぁ、ミーア陛下にも、若かりし日の武勇伝がいろいろありますしね」


その言葉にうんうん、と頷くのはリンシャだった。


「私がミーアさまと初めて会ったのも、レムノ王国の革命派の隠れ家でしたし……あの時は、川に落ちたりした、とか言っておられましたね」


「あっ！　そのお話、知ってます！」


自慢の祖母の武勇伝に、ベルはキラッキラ目を輝かせる。


「それに、無人島で遭難するなどといった話もありますし、それに比べれば……」


「え？　そんなお話があるんですか？」


興味深そうにベルが見つめると、ルードヴィッヒは眼鏡の位置を直しつつ、語りだす。


「そうですね。あれは、ミーア陛下が十代の半ばの頃だったでしょうか……。当時のグリーンムーン公爵令嬢にお誘いを受けて、ガレリア海に舟遊びに出かけられたことがあるのです」


「えーと……？　ガレリア海というと……？」


はて？　と首を傾げるベルに、リンシャが頭痛を堪えるように、頭を押さえつつ……。


「ガヌドス港湾国はご存知ですね？　ベルさま……」


リンシャのみならず、ルードヴィッヒの視線も微妙に鋭さを増す。それを受けたベルは、コクリ、と喉を鳴らし……。


「もちろん……知ってます。ええと、あっちのほうの国……ですよね？」


ちなみに、帝都ルナティアから見て、ガヌドスはおおむね西のほう。対して、ベルが差したのは、南南西のほう……だったのだが……。


「ええ……まぁ、だいたい、合ってますね」


「ベルさまにしては、上出来です」


などと、微妙に妥協する教育係たち。そんな二人の称賛を受けて、どやぁっ！　と胸を張るベルである。


「まぁ、ともかく、そのガヌドス港湾国に面した内海がガレリア海です」


「ほうほう。その海にある無人島でミーアお祖母さまが大冒険したと……」


興味津々、目をキラッキラと輝かせるベル。対して、オイゲンは苦い顔で……。


「護衛をする身としては、肝が冷える心地ですが……」


そんなことを言っているが、当然、気にするようなベルではない。


「ミーアお祖母さま、すごいなぁ。無人島での大冒険……きっとすっごい宝物とか見つけたんでしょうね……。失われた海賊の財宝とか、地下に隠された秘密の神殿とか！」


……冒険に関しては、微妙な勘の冴えを見せるベルである。


「まぁ、確かに非常に歴史的な発見はなさっておりましたが……そこまで良いものではありませんよ」


ルードヴィッヒは、それだけ言ってから、ベルのそばに膝をついた。


「それよりも、ベルさま、確かに、それほど大きな怪我ではないかもしれませんが、あなたが、ミーアさまの大切になさっている姫殿下であることに変わりはありません。念のため、近くの病院に行って、消毒をしてもらいます」


「え？　病院……」


途端に、ベルの顔が曇る。


基本的に、医者が好きな子どもというのはいないもの。擦り傷程度ならば余裕のベルも、薬を塗られる痛みは好きではないらしく……。けれど……。


「ええ、病院です。それも、ミーアさまが建てられた病院です」


ルードヴィッヒのその言葉を聞いて、コロッと表情を変えるベルである。


「ミーアお祖母さまが建てた病院!?　噂に聞く？　はい、ぜひ行きます！」


根本的に、ベルは、ミーアお祖母さまの栄光ある足跡を追いかけるのが大好きなのだった。






帝都新月地区の中心に建てられた、その病院は、かんざし病院という名前だった。


かつて、幼き日の女帝ミーアが、自らの宝物である『かんざし』を寄付して建てさせたという逸話から、その名がつけられた。


建設当時から、幾度かの改修を経て、病院の規模はかなりのものとなっていた。


さらに、聖ミーア学園との提携、国を越えた相互扶助そうごふじょの組織「ミーアネット」との連携により、病院は帝都一と呼べるほどの、充実した医療体制を築いていた。


そんな病院の建物、その一階にて……。


ルードヴィッヒは、見知った顔を見つけた。白いローブに身を包んだ、穏やかな表情をした女性。少女時代から変わらぬ、短く切りそろえた髪と血色の良い健康そうな頬。キラリと光る眼鏡の奥、大きな瞳が知的な輝きを放っていた。


「これは、タチアナ女史……。帝都にいらしていたとは知りませんでした」


声をかけると、タチアナは、驚いた様子で振り返り……。


「ああ、これは……。ご無沙汰しています。ルードヴィッヒさん」


姿勢正しくお辞儀をした後、小さく首を傾げた。


「ミーアさまは、お変わりはありませんか？」


「ええ。おかげさまで……。時折、食べ過ぎることもあるようですが……」


「ほう……」


っと、タチアナが眼鏡の位置を直し、難しい顔をする。それを見て、やや慌て気味な口調で、ルードヴィッヒが続けた。


「もっとも、忙しくされた次の日など、お疲れの時がほとんどですが……」


「なるほど……。まぁ、そのぐらいならば、大丈夫でしょうか……。大切なお体ですから、万が一ご病気にでもなられたら一大事……」


生真面目な口調で言うタチアナに、ルードヴィッヒは神妙な顔で頷いた。


「ところで、今日はどのようなご用向きで？」


「ああ。そうでした。実は、ミーアベル姫殿下が、外で転んでしまいまして。念のための消毒に、寄らせていただきました」


「ミーアベル姫殿下……」


それを聞いたタチアナは、一瞬、驚いた顔をして……それから、ベルのほうに感慨深げな視線を向ける。けれど、ベルがその意味を問う前に、その雰囲気は霧散むさんして、後には優しくも、どこか懐かしげな、不思議な笑みだけが残った。


「そうでしたか……確かに、膝を擦りむかれていますね。では、どうぞ、こちらへ」


「あのっ！」


っとそこで、ベルがタチアナに声をかけた。


「えと、もしかして、ミーアネットの医療部門を担当されているタチアナさんでしょうか？」


大陸全土から飢餓と疫病を一掃したとも言われる超国家的組織、ミーアネット。


女帝ミーアの功績の中でも、とりわけ大きなものこそが、その設立にあるとベルは幼い時より聞かされていた。


そして、ミーアネットを支える四人のキーパーソンのことも、ベルは知っていた。


一人は、ペルージャン農業国の王族にして、ミーアの友、ラーニャ姫。


一人は、ミーアネットの代表にしてフォークロード商会の娘、同じくミーアの友、クロエ。


一人は、ミーアの友である天秤王シオンの弟にして、帝国四大公爵家の一角、グリーンムーン家に婿入りした人。ミーアネットに関する折衝せっしょうのほとんどを担う重要人物、エシャール。


そして、最後の一人……医療部門を担当するのが……。


「お初にお目にかかります。ミーアベル姫殿下。ミーアネットの医療部門の責任者をしている、タチアナと申します」


膝を付き、完璧な礼を見せるタチアナに、ベルは、目をキラキラさせながら……。


「はじめまして。ミーアベル・ルーナ・ティアムーンと申します。タチアナさま、よろしければ、お話を聞かせてください」


そんなことを言うのだった。






さて……ちょっぴり痛い消毒で涙目になったベルであったが……その後のご褒美として、たっぷり偉大なるミーアお祖母さまのお話を聞いて、すっかり笑顔を取り戻していた。


そんなベルに、タチアナは言った。


「せっかくですから、隣の教会の神父さまにもお話を聞かれたらどうでしょうか？」


「教会……？」


「ええ。この病院ができるまでは、そこの教会が病院の役割を果たしていたと聞いています。それに、聖ミーア学園の第一期生は、そこの教会の孤児院から送られた子どもたちだとも」


「あっ、もしかして、噂の……？」


ベルは、驚いてルードヴィッヒのほうに目を向ける。と、ルードヴィッヒは頷いて、


「はい。ベルさまのご想像のとおり、ミーア陛下が初めて新月地区を訪れた時にも、お立ち寄りになった教会です」


「それは、ぜひ行かないと……！」


っと、意気揚々と病院を後にしたベルである。


そうして、教会の前まで行った彼女は、あるものを見つけた。


「あっ！　もしかして、あの教会の前に立ってる像って！」


性懲しょうこりもなく走り出そうとしたベル。その襟首を、がっしと捕まえたのはリンシャだった。


「ベルさま……落ち着いて、歩いていきましょう……ねっ！」


ギラリン、っと睨まれ、ベルはビクッと首をすくめる。


それから、ゆっくり、落ち着き払った、姫らしい歩き方で像に近づいたベルは、


「おおっ！　やっぱり、ミーアお祖母さまの像ですね！」


まったくもって姫らしくないやかましい声で叫んだ。


「これは、木……でしょうか？　七色に輝いてる変わった木ですね」


「それは、ルールー族から献上された木によって作られた、ミーア陛下の像です」


突然の声。ベルが振り返ると、そこには、眼鏡をかけた神父が立っていた。


「普通の権力者であれば、権力を誇示するために品のない像を建てたりするものです。それこそ、黄金を用いた金ぴかの巨大像などを建てそうなもの……。そして、実際のところ、ミーア陛下にも、そういう話がなかったわけではないのですが……ミーア陛下は、そうはなさらなかった。真心から献上された木を用いて、あまり大きくない像にせよ、と命ぜられたのです」


っと、神父は穏やかに笑みを浮かべた。


「自らの栄光を誇示するようなことはしない、ミーアベル姫殿下のお祖母さま、ミーア陛下とは、そのような方なのです」


それから、神父は、改めてベルたち一行に挨拶し、教会の中へと誘った。


孤児院としての役割を持つ教会の中には、けれど、子どもの姿は少なかった。綺麗に掃除された部屋には、まだ幼い子どもたちが二、三人いるのみ。その面倒を見ていた数人の修道女たちが、ベルたちに気付いて、緊張した面持ちで頭を下げた。


「子どもの数が、少ないのですね」


不思議そうな顔をするリンシャに、神父は温和な笑みを浮かべた。


「子どもたちは、ある年齢になれば聖ミーア学園に送られて、そこで寮生活をすることになっていますから、孤児院で生活する子は多くありません。それに、なんといっても、不幸な目に遭う子どもの数自体が、ミーアさまの治世になってから減っているのです」


神父の言葉を受けて、どこか誇らしげな顔で、ルードヴィッヒが頷いた。


「ベルさま、よくご覧ください。この孤児院の子どもの少なさこそが、ミーアさまの叡智によるものなのです」


ミーアネットにより、飢餓や疫病で親を亡くす者も減った。困窮した者たちを救うための施設が暇であることこそが、平和の印であると、ルードヴィッヒは言うのだ。


──ミーアお祖母さま、すごいなぁ……。


感心しつつも、案内された応接室にて。ベルは、壁に飾られていた肖像画に目をつけた。


「あ、もしかして、あれも、ミーアお祖母さまの!?　……あれ？」


っと、そこでベルは首を傾げた。てっきり、帝国の叡智の誉れも高き祖母の肖像画だと思ったのだが……そこに描かれていたのは……。


「ああ、それは先代が残していったもので、聖女ラフィーナさまの肖像画ですね。特に、このサイン付きのものがとてもレアで……あ、これなどは……」


などと、熱量を増した神父の声に、ベルは……。


「へぇ……」


と、微妙に引いた顔で頷いた。


聖女ラフィーナは、祖母ミーアの友人である。時々、白月宮殿にも遊びに来るので、正直なところ、レア感は……ない。まるでない!!


──ラフィーナおばさまの肖像画を見せられても、あんまり……。


なぁんて、ちょっぴり冷めたベルに気付いたのか、若き神父は慌てて言った。


「ああ、これ！　こっちのほうがレアです。ほら、ミーア陛下とラフィーナさまが一緒に描かれた肖像画なんです」


っと、神父が出してきた肖像画、そこには、確かに、ラフィーナと共に、祖母ミーアの姿が描かれていた。


「ああ、本当だ。ミーアお祖母さまも、ラフィーナおばさまも、すごく若いですね！」


「そうでしょう？　これは、ミーア陛下がセントノエルに通っておられた頃の肖像画なんです。どういう経緯で、お二人が並んで肖像画に描かれることになったのかは、定かではないのですが……」


上機嫌に語る神父は、ベルの様子に気をよくしたのか……。


「そして、こちらがもっとレアな、ラフィーナさまとミーア陛下、それに、ミーア陛下によく似た少女が描かれているもので……」


──やっぱりミーアお祖母さま、すごいなぁ。みんなから尊敬されてるんだ。


ちょっぴり長くて退屈なお話を、華麗に聞き流しつつ、ニコニコと笑うベルであった。






それは、女帝ミーアの築きし平和な時代の一幕。ベルが、皇女としての日々を満喫する世界。


〝あの日の夢の続き〟にある、幸せな日常の風景であった。







ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ限定書き下ろしSS


「アベルお祖父ちゃん、決闘を申し込む！」







サンクランド王国、王城ソルエクスード城。王の特別諮問機関、通称「円卓」会議にて。


天秤王シオンは、持ち込まれた提案に悩ましげな声を上げていた。


「ティアムーン帝国の、帝室との縁談か……」


「さようでございます、陛下。今さら、我らが申すまでもありませんが、帝国の叡智ミーア陛下の権勢は今や大陸を席捲、その影響力は留まるところを知りません。しかも、ミーア陛下は、それを軍事力によってではなく、ミーアネットという相互援助の組織によってなした。ゆえに、各国との仲は極めて友好。ヴェールガ公国や中央正教会との関係も親密です。ゆえに……」


その文官は、力強い口調で続ける。


「今こそ、ティアムーン帝国との関係を、より強固に、盤石ばんじゃくにしておくべきです。現在のところ、シオン陛下とミーア陛下との友誼によって、両国の関係は良好です。そのうえ、王妃殿下ティオーナさまとミーア陛下もご友人。さらに、エシャールさまとグリーンムーン公爵家のエメラルダさまの御夫婦により、血筋的なつながりもなくはない。されど……」


「より血縁を盤石なものとするには、帝国の姫を我が王国に迎えたいか……なるほどな」


腕組みしつつ、シオンは頷く。サンクランドからエシャールを、ティアムーンの星持ち公爵家に婿入りさせている。今度は、反対にティアムーンから皇帝の血筋を、サンクランドに迎え入れてはどうか、ということだ。


その縁談により、両国の関係は、より一層、緊密なものになるだろう。


「なるほど、その認識は正しいだろうと私も思う。ミーアが女帝の座を占めている限り、帝国との関係は大丈夫だろうが……。次の世代同士で縁を結んでおくのは、賢明なことだろう」


「問題は、あちらの、どの姫君を迎えるか、ということでしょうね」


口を開いたのは、シオンの忠臣、キースウッド・ブルーダリア男爵だった。


平民出身にして、長年の忠勤を認められて、爵位を賜った男……今なお、シオンの右腕と目される彼の発言に、みな一様に耳を傾ける。


「そうですな。候補は何人かいますが……」


提案を持ってきた文官は、考え込むようにして黙り込んだが、やがて、静かに口を開いた。


「第三皇女パトリシャンヌ姫殿下のご長女、ミーアベル姫殿下がよろしいのではないかと……」


あがった名前に、シオンの眉がピクリ、と動く。


「ミーアベル・ルーナ・ティアムーン姫、か……」


「さようでございます、陛下。姫は、今年で齢よわい十になる、大変聡明な方であると聞き及んでおります」


「聡明……？」


シオン、若干、微妙な角度で首を傾げる。


「ええ。幼き身なれど、街に出て、市井の者たちの話を聞くなどとても熱心で、また慈悲深く、明るく、民にも分け隔てなく接するとか」


「ああ……なるほど。それはそうだろうな……。しかし、聡明か……。ふふ」


「陛下？　なにか？」


文官の言葉に、シオンは首を振り。


「いや、なんでもない。なるほど、確かに、そのひととなりに関しては、文句のつけようもないだろうな」


「さようでございます。サンクランド王家に迎え入れるのに、非常に適した人物と言えるのではないでしょうか」


「ふむ……」


シオンは……そこで、再び黙り込む。


「なにか、ございましたか？　なにか、人選に問題が？」


「いや、そうではないのだが……」


顎あごをさすりつつ、シオンはつぶやく。


「……たぶん、彼女はミーアの後継者とみなされていると思うが……どうだろうな……」


他の姫ならばともかく、彼女は、特別な存在だった。


ミーアやティアムーン帝国の者たちにとっても、シオンやキースウッドにとっても。


「彼女がサンクランドに来てくれるというのならば、それはとても喜ばしいこと。我が息子、孫たちも、サンクランドの王族に相応しく育てたつもりだ。婚儀を結べば、必ずや、彼女を幸せにするだろう……というか、させないと、どこかの星持ち公爵家の人間に暗殺されそうだしな……」


脳裏に、黄色の影を思い浮かべて、苦笑するシオンである。


──だが、いずれにせよ、彼女自身の気持ちを大切にしたいところだな……。


それは、王としての判断ではない。


シオン個人の、人としての感情。彼は、それを決して軽んじない。それこそが、彼の選んだ統治の形だ。


「そういえば、もうすぐ彼女の誕生日だったな……」


「陛下……？」


首を傾げる文官に、シオンは厳かに告げる。


「こちらで勝手に決めることのできない類のことだ。ちょうど向こうを訪れる口実もあるし、直接行って話をしてみようと思う」


「なっ、陛下御自らが帝国に……!?　そのようなこと……」


騒然となる会議の場で、ただ一人、キースウッドだけが苦笑いを浮かべていた。






さて、それからしばらくたった後。帝都ルナティア。白月宮殿にて。


家臣たちの制止を華麗にかいくぐり、シオンは帝国にやってきていた。


「いやはや……。まさか、本当に、来てしまうとは……。王子殿下だった頃から、変わりませんね。シオン陛下」


キースウッドの言葉に、シオンは、年甲斐もなくやんちゃな笑みを浮かべる。


「別に、俺一人がいなくとも、どうということはないだろう？」


「そりゃあ、シオン陛下が即位したその日から、ずっと、そのような政府を組織してきましたからね……。まさか、ご自分が自由に動き回りやすいように、そうしてきたとか、そんなことはありませんよね？」


「うがった見方だな」


「そりゃあ、そうでしょうね。何度、勝手に城を抜け出して、盗賊の討伐だのなんだのに付き合わされたことか……」


肩をすくめるキースウッドに、シオンは楽しそうに笑って。


「懐かしいな。まぁ、冗談はさておき、王がいなければ、まともに機能しない、そのような体制が間違っている。それだけのことさ」


数年ぶりに訪れた白月宮殿は、以前と変わらぬ威容を誇っていた。白く磨き上げられた城の姿に、シオンは感心のため息をこぼす。


「さすがだな。よく、手入れが行き届いた城だ」


それは、城に仕える者たちが、一切手を抜くことなく、誠心誠意、真心から務めている証拠だろう。帝国の叡智、女帝ミーアがいかに人々から敬愛されているかが、こんなところからもよくわかる。


「シオン陛下、パーティー会場はこちらですが……」


やや躊躇いがちに話しかけてきたのは、案内に出てきていたメイド長、アンヌだった。昔馴染みの女性に、シオンは笑みで答える。


「ああ。すまない。行こうか」


そうして、案内された先、ダンスホールには、人々の笑顔が溢れていた。


「盛況だな……」


「さて、あの中の何人が、純粋に彼女の誕生日を祝いに来ているのやら……」


キースウッドが漏らした、いささか皮肉めいた感想に、シオンは苦笑いを浮かべた。


「もちろん、ミーアのご機嫌取りのために来ている者もいるだろうが、純粋に祝いに来ている者も少なくないだろう。彼女自身も愛らしい気質の持ち主だから……」


今でも、あの、セントノエルでの日々を思い出すことがある。


ミーアのそばで、いつも元気に笑っていた少女。ある日、突然にセントノエルに現れて、数多の日々を共に過ごした、あのベルという少女のこと……。


「ふふふ、懐かしいな。しかし……彼女は愛らしく、勇敢でもあったが……聡明というには、いささか違和感があるな……」


などと、若干、失礼なことを思うシオンである。


「しかし、肝心のパーティーの主役の姿が見えないですね」


辺りをキョロキョロ見回しながら、キースウッドが言った。


「ああ。そのようだな……」


その言葉に頷きつつ、シオンも会場内を見回す。少し離れたところでは、女帝ミーアが、何人かの客人に囲まれて談笑していた。そのほか、知り合いの姿がちらほら見えるものの、本来、お祝いの言葉を受けるはずのミーアベルの姿は、どこにもなかった。


「少し探してきましょうか」


「ああ。そうだな。頼む」


そう言って離れていくキースウッドを見送っていると、


「やぁ、シオン。ひさしぶりだな」


突如、声をかけられて、シオンは振り返った。そこに立っていた旧友の姿に、彼は頬をほころばせる。


「ああ、アベル。しばらくぶりだ」


差し出した手を、皇配アベル・レムノ・ティアムーンはギュッと握りしめる。


「今日は、申し訳なかったな。孫娘の誕生日を祝うために、わざわざ、国王陛下に来てもらうとは……」


「いや、なに。こちらの事情さ。少し相談したいことがあったから、来たまでのこと」


「相談……？」


不思議そうに首を傾げるアベルに、シオンは、先日の諮問会議でのことを話した。


「どう思う？　もちろん、彼女の事情はよくわかっているから、すぐにというわけではないんだが……。そもそも、彼女の扱いは、帝国ではどうなっているんだ？」


女帝ミーアの後継者と目されているのであれば、サンクランドに来てもらうわけにもいかないだろう、と……そんなことを考えていたシオンであったが……。


アベルは、黙ってうつむいていた。顎に手を当て、何事か考え込んでいたようであったが……やがて、静かに顔を上げて……。


「ところで、どうかな？　ひさしぶりだし、剣を交えてみるというのは……」


「は？　それは、どういう……」


「いや、別に難しい話じゃないんだ。ただ……ボクと決闘してもらおうか！」


アベルは、自らの手袋を取って、シオンに投げた。


「いやいや、待て待て。アベル。なんで、そうなる？」


「知れたことだ。我が孫娘、ミーアベルを奪おうとするなど、言語道断。許しがたい」


据わった目でギロリ、と睨まれて、シオンは思わずと言った様子でため息を吐く。


「お前もずいぶんとティアムーンの血に染まって来たな……子や孫を溺愛するその姿、先代の皇帝陛下を思い出す……って、待て待て待て！　お前、それは真剣だろう？　そんなものを取り出してなにをしようと言うんだ？」


「決闘と言ったはずだが……？　まさか、命を懸けた決闘に、鍛練用の剣で臨むわけにはいかないだろう？」


「ああ。くそ。そう言えば、もともと、お前は真っ直ぐで、ちょっと熱くなりやすいところがあったけなぁ！」






なぁんて……。楽しそうにじゃれ合う祖父とシオンを遠くから眺めて……、


「ふわぁ！　アベルお祖父さまが、誰か知らない格好いいお祖父さんと仲良く遊んでる！」


っと、ベルは目をキラキラさせたりするのだった。






めでたし、めでたし……？
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